
千葉県教育振興財団調査報告第560集

千葉東南部ニュータウン36

一千葉市神明社裏遺跡 1 （旧石器時代）一

平成18年12月

独立行政法人都市再生機構

財団法人 千葉県教育振興財団



千葉東南部ニュータウン36
ちば しんめいしゃうら

一千葉市神明社裏遺跡1 （旧石悩時代）一

口―- 9¥I' I'〉了、―-J I 
、一

, ＼¥ ¥ 

I I ¥ 

: I 、
. I ¥ 

＼ 

I 

I -、 I 
, --ヽ~ ＼ 

ヽ

千葉県
―' 

~、一，

--＇ 



序文

財団法人千葉県文化財教育振興財団（文化財センター）は，埋蔵

文化財の調査研究，文化財保護思想の罰養と普及などを主な目的と

して昭和49年に設立され，以来，数多くの遣跡の発掘調査を実施

し，その成果として多数の発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび，千葉県教育振興財団調査報告第560集として，独立行

政法人都市再生機構の千葉東南部地区上地区画整理事業に伴って実

施した千葉市神明社裏遺跡（旧石器時代）の発掘調査報告書を刊行

する運びとなりました。

この調査では，旧石器時代の石据集中地点が37か所検出され，数

多くの石器がまとまって出士し，この地域の旧石器時代の麿史を知

る上で貴重な成果が得られております。

「lj行にあたり，この報告書が学術資料として，また埋蔵文化財の

保護に対する理解を深めるための資料として広く活川されることを

願っております。

終わりに，調査に際し御指導，御協力をいただきました地元の

方々を初めとする関係の皆様や関係機関，また，発掘から整鯉まで

御苦労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成18年12月

財団法人千葉県教育振興財団

理事長岡野孝之



凡例

1 本書は，独立行政法人都市再生機構千葉地域支社による千葉東南部地区上地区圃整理事業に伴う坪

蔵文化財の発掘調査報告書である。

2 本書に収録しているのは，千葉市緑区おゆみ野南3丁目39番地他（旧千葉市小金沢町259他）に所在す

る神明礼裏遺跡（遺跡コード 201-042・ 124)のうち，［H石僻時代の資料である。縄文時代以降の資料に

ついては，平成19年度刊行の報告書に収録する。

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は，独立行政法人都市再生機構千葉地域支社の委託を受け，財

団法人千策県教育振興財団が実施した。

4 発掘調在及び整理作業の糾織，担当者及び実施期間は，第 1章に記載した。

5 本書の執筆・編集は，主席研究員 関口達彦が担当した。なお，ゎ器器及び石材の分類等については，

五卜嵐修氏（束京大学大学院生）の協力を得た。

6 発掘調査から報告書の刊行に全るまで，下菜県教育庁教育振興部文化財課，独立行政法人都市内生

機構丁葉地域支杜，千葉市教育委員会ほか多くの方々から御指導，御協力を得た。

7 本書で使用した地形図（第 1図）は，国上地理院発行 1 :so, 000 千葉 平成12年9月発行である。

8 本苦で使用した周辺航空写真は，京葉測量株式会社が昭和17年に撮影したものを使用した。

9 本書で使用した図面の力位は，すべて座標北である。座標系は， 日本測地系を使用した。

10 本書の遺構及び遺物の縮尺は，以下を基準とするが，作図の都合で紐ーされなかったものもある。

旧石器時代ブロック 1 / 40 ・ 1 /80 ・ 1 /100 石器 2/3 ・ 4/5 
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第 1章 はじめに

第 1節 調杏に至る経緯

独立行政法人都市再生機構は，首都圏の人口増加に対応するため，千葉東南郊地区土地区画整理事業と

して大規校な宅地辺成を計画したQ このため，千葉県教育委員会では昭和46年に実施した事業地内の遺跡

分布調杏の結果に甚づき，所在する埋蔵文化財の取扱いについて閾係諸機関と協議を重ねてきた。その結

来，可能な限り公園や緑地として現状保存をはかる一方，や和を得ず現状保存が困難な遺跡については記

録保存の措置を講ずることとなり，財団法人下葉県敦育板興財団が独立行政法人都市再生機構から委託を

受け，発掘調査を実施してきた。

今回報告する神明社裏遺跡（総面積36、000m2)は，記録保存の措置を講ずることで協議が整い，当財団が

昭和58り·度 •59什度 •60什度，平成 9 什一度の 4 次にわたって発掘調査を実施した遺跡である。調査の結

果，旧石器時代の石堺集中地点37か所を初め，縄文時代から奈良•平安時代の竪穴住居闘，掘立柱建物跡

や土坑，古墳10基など多くの遺構・追物を検出した。

発掘調査の終了後，昭和61年度に水洗．汁記の一部を行い，平成16年度からは本格的な整理作業か開始

され，平成18年度をもって 1日石器時代（下層）の報告古刊行の運びとなった。なお，縄文時代以降の資料に

ついては，平成19り度に報告を行う。旧石器時代（下眉）の発掘調査及び整理作業の各年度の実施期間，紐

織及び作業内容は下記のとおりである。

発掘調森

昭和58年度

期間

組織

内容

昭和59年度

期間

組織

内容

昭和60年度

期間

糾織

内容

平成9年度

期間

組織

昭和58年6月18日から昭和59年3月30日

調鉦部長 白右竹雄

班 長古内茂 担当職員調査研究員西口徴海老原充

下屈対象而精7,200直確認調査下居144m2，本調査下層950m2

昭和59年4月2日から昭和60年 3月30日

訓査部長 白右竹雄

班 長清藤一順 担当職員謁査研究員西口徹

下層対象面積11,000五確認調貨下層220玉，本調査下層4,200面

昭和60年4月 1IIから昭和60年12月lOH

調査部長鈴木道之助

班 長阪山布・ 担喝職員調査研究□小高春雄山田貴久
下層対象面積18,400面確認調査下層736m2

平成 9年12月17日から平成10年 1月30日

謁査部長丙□太郎

- 1 -



内容

整理作業

昭和61年度

期間

組織

内容

平成16年度

中央調査事務所長藤崎芳樹 担当職員技師吉野健▲

下層対象面積1,600団確認調査下層32m2，木調杏下層110m2

昭和61年4月1日から昭和62年3月31日

調査郊長鈴木道之助

班 長阪山正一

水洗・注記の一部

（車点遺跡整理促進事業）

期間 平成16年6月1H～平成16年6月30日

組 織 調査部長矢戸三男

内 容

平成18年度

斯間

糾織

内容

整理課長及川淳ー 担当職員上席研究員渡邊修一整理技術員山岡磨由子

素図作成から挿図・図版作成

平成18年4月3日から平成18年7月31日

調査研究部長矢戸三男

中央調査事務所長西川博孝 担当職員主席研究員関口達彦

原稿執筆から報告書刊行

第 2節 遺跡の位置と周辺の遺騎

1 遺跡の位置（第 1図）

神明社裏遺跡は，下葉市緑区おゆみ野南3」目39番地他に所在する。

緑区は千葉市の東南部に位屑し，南は村田）1|を境として市原市と接し， JR外房線や千葉東金道路，千

葉外房有料遺路などが通っている Q 本遣跡の所在する了第東南部地区は， JR外房線鎌取駅の南側に広が

り，現在も「おゆみ野」として新しい街づくりが展開されている地域である。

千葉市は下葉県の北東部に位置し，東京湾を西に臨み，内陸には房総半島の北部一帯を占める広大な下

総台地が晟開している。この台地は無数の小支谷によって間析され，東京湾岸には海岸平野，三角外Iなど

の沖積低地が形成されている。千葉東南部地区は，千葉市と市原市の境を流れ東京湾に流入すろ村田）1|の

下流域右岸に位置し，台地はこの吋田川に江ぎ込む支谷によって樹枝状に複雑に開析されている。

神明杜裏遍跡は，このような支谷の一つである小金沢支谷と，泉支谷から分岐して複雑に入り込んだ小

支谷の奥郎で，北側を除く同間を閲析された台地上に位置している n この台地は，東側は小金沢支谷から

北側に深く侵入した萩ノ作支谷に面し，南北両側は複雑に侵入した短い谷津に挟まれ，部分的に幅が狭く

なっている。本来は，萩ノ作支谷に沿った南北に長い狭長な台地と，台地南測で西側の台地に連なるよう

な形状であったが，台地北側の削平により南側台地と北西側台地に分岐するように延びた複雑な形態を呈

している。現在の台地は，南北420m・東西100m~210mの広さである。南側と北西側との間には谷津が
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第 1図 千葉東南部地区事業範囲位骰図
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侵入しているため，幅が35mと急に狭くなっている。標高は，南側が40m前後とやや高く，北西側は37m

前後と次第に低くなっている。谷部との比高は，南側で約24m, 北東側では約19mである。東側の萩ノ作

支谷に而した台地は，急峻な附を形成している。遺跡はこの台地仝面に展開しているが，西側から侵入し

た小支谷で幅が狭くなった部分を境に，上層の遭構は北酉側に古墳群，南側には隻落跡と大きくわかれて

存在している。 ド層は，北西側台地の東側緑辺部と南側台地の南西側を中心に遺物が出土している。

2 周辺の遺跡（第 2図）

千策東南部地区内の遺跡の多くは，旧伍器時代から中・近世までの遺構・遺物を複合的に伴っており，

特定の時期に限られた単純な遺跡はきわめて少ないn なかでも，縄文時代の大型貝塚や古墳時代後期の集

落跡や古墳群，奈良•平安時代の集落跡などか密集しているのか特徴的である。

旧心器時代の遺物は，地区内で調査されたはとんどの遺跡から出上している Q 規模が比鮫的大きな遺跡

として，有吉城跡，太山法師追跡，椎名崎古墳辟B支群，今回執告する神咀社裏遺跡などがあけられる。

繍文時代には，中斯から晩期の大型貝塚の他にも各時期にわたって各種の遺椙や遺物か数多く検出され

ていな早斯の炉穴は御塚台遺闊など，多数の遺跡から検出されていろ。前期では，地区内の北四に位置

する南二直堀遺跡，鎌取遺跡，有吉城跡で竪穴住后跡が苦十検出されている。中期には，ほとんとの遺跡

に遣物の散布がみられ，特に上赤塚貝塚，有吉北貝塚，有吉南貝塚なと大規模な貝塚が集中してみられ，

多数の竪穴住居跡や土坑群を什う大集落か形成されている。後期には，木戸作貝塚，小金沢貝塚，八通貝

塚等，引き続き大規模貝塚が形成されているが，中罰はとの厖大な遺構を（乎う大集浴は形成されなくな

る。晩期には遍跡数は激誡ずるか，六通貝塚などで良好な遺物包含層等か検出されている。また，高沢遺

助では遺構は確認されなかったが，晩期終末の荒海式土器かまとまって検出されており注目される 3

弥生時代は，地区内の遺閾か極淵に少なくなる c 有吉遺跡，域J台遺跡，ハクチ穴退跡なとで追構が検

出されているにすぎず，遺物の出上も極めて少ない。市原市草刈酒跡なとの大規模集溶群に，固辺地域の

小集落が集約されることもその原因の一つと考えられる。主た，村田川下流域の海岸平野の低地—律帯に集

落が屎開している可能性も考慮される。

古墳時代に人ると新たな集落跡が屎開する。前期から中期の遺跡は，地図北西側に集中していることか

特徴的である。なかでも，南且i堀遺跡，鎌取遺鱈，熙ノ n遺跡，城ノ台造鱈なとで竪穴住戸跡が検出さ

れている。後斯では，有吉遺跡，高沢遺跡，有占北貝塚で多くの望穴住后跡が検出されるなど，大規槙集

落が展開するようになる。古墳は，地区内において約290岳が確詑されている。前・中期の占墳では，石

枕などが出土した上赤塚 1号墳をはじめとする上赤塚古墳群や馬ノ日造鱈の方墳などが検出されている。

特に，上赤塚古墳群は城ノ台遺跡の集落と同時期に築遮されており，亭域と集落の密接な閏連↑生が注目さ

れる c 後期になると，有吉追跡，牛浜古墳群，南二重堀遺跡などでは，有吉遺跡と高沢遺跡の人集落と重

複せずにRJ]らかな禁域として人規模古墳群が常まれる。さらに，椎名崎古墳群のように人形塚古墳をはじ

めとする，地区内で最も大規模な古墳群か造営されようになるぐ

奈良•平安時代の遺鱈は，古墳後期から連続する大坦模な集落か多し＼特に，地区北酉罪に位置する有

吉遣跡，高沢遺跡，椎名崎遺跡では古墳時伏より集落の規摸は人きくなる。臥製品の保有率も高く，それ

ぞれの遺鱈に特徴的な墨書土悟なとも出上している。また，大金沢支谷の太田法師追跡ては，砂鉄などの

原料に恵まれた立地条件のため，鍛治閉連遺構が多数検出されている。有吉城跡，今台遺跡なとでは，小
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鍛治達構を伴う遺跡もわずかながら存在している。

中ttt:以降では，伯父名台遺跡，城ノ台遺跡，有吉城，有吉北貝塚などから，台地整形区両・上坑塁・火

葬草・地下式坑などが検出されている Q 周辺には小弓城などもあり，中世では軍事，交通の上で要衝の地

域であったことが窺える。

第3節調査の方法と経過（第3図）

発掘調査に先行して，公共座標（第IX系）を基準に，調杏対象範団全域に20mX20mの方眼網を設定し晶

準点測量を行った。これを大グリッドとし，北西に起点を樹いて，束酉のY軸は西から順にA, B,.... 

L, 南北のX軸は北から順に1, 2, ・・・・19と付した。昭和58年度から昭和60年度の調査では， この人グ

リッドを 5mX5mの小グリッド16区画に分割し，北四馴を起点に00から03, 10から13と順に付し南東隅

を33とした。従って小グリッドの呼称は，例えば15k-21などと左る，ただし，平成 9年度の調査では大

グリッドを 2mX2mの100区画に分割し， J 19-55などと呼称している 3

昭和58年度は，台地の東側から中央部にかけての筍囲7,200m2を対象に，確認調査を附柏58年 6月18日

から同年10月6日まで行った。調査区全域に 2mX2mのグリッドを設定し，立川ローム層下部まで人力

で掘削して伍器の有無を確認した。その結果，台地東側緑辺部を中心としてm層から 1か吋， VI暦～VII居

からは 6か所で石器が出土した3 そのため，同辺を十分に拡張して石器の広かりを明らかにし，本調杏範

囲を確定した。本請査は950面を対象に昭和58年12月 1日から昭和59年 3月30日まて行い， 21か所のブ

ロックから約800点の石器類が出土した。これらの石器煩は，尖頭諾・ナイフ形右菩．礫群などである。

昭和59年度は，前年度より台地南側の範四11,000nfを対象に，詔和59年 4月2I Iから同年 5月30日ま

で，遺楕の検出されていない箇所を前年度と同様の方法で確認調査を行った。その結果， I¥噂旦やVI屑～VII

層の18か所で石器が出土したため， I吉」辺を十分に拡張して仁苔記の広かりを町らかにし，本調杏範囲を確定

した。本調査は調査区南端を中心として4,200nfを対象に行い， 14か所でプロックを検出した。

昭和60年度は，台地中央部から北西側の範囲18,100nfを対象に，昭和60年4月 1日から同年12月10日ま

で確認調杏を実施した。その結果，調査区西側でVI層中から剥片 1点が出上した。 11'i土地点周辺を批張し

て店青査したが，それ以上の遺物の出上はなかったため調査を終了した。

半成9年度は，台地南端の狭長な範ltt)1,600m2を対象に平成9年12月17日から平成10年 1月1111まで確

認調査を行った。その結来， V層～汀屈の 2か所で石器か出土したため，固辺を抗張して石器の広がりを

明らかにし，本調査の範囲を確定した。本調査は狭長な範囲ではあるか， 110可を対象に行い 2か所のブ

ロックを検出し， 115点の石器が出土した

参考文献
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第 2章 旧石器時代

第1節調査の概要（第4図）

神明社裏遺跡の旧石器時代の調査は，昭和58年度・昭和59年度・昭和60年度•平成 9 年度に実施した。

調杏経過については第 1章に記載したが，調査概要は以下のとおりである。

昭和58什度は， 7,200団の調査範囲に対して， 144m切確認調査を行った。その結果， III層中で 1か所，

VI暦からVII層にかけて 6か所から遺物が出土した。出土の状況から数か所のブロックの存在が予測された

ため， 950面の本調査区を設定し調査を行った。整理作業を行い，調査時に確認した造物出土地点につい

て検討した結果， 21か所のブロックとして認定できた。

昭和59年度は，確認調査範囲11,OOOrrfを対象に， 220団の確認調査を行っfこその結果， 18か所の確認

グリッドから遺物が出十．したため， 4，200m2の本調査区を設定し調査を行った。整理作業の結果， 14か所

のブロックとして認定した。

昭和60年度は，確忍調査範囲18,400rrfを対象に， 736玉の確認調査を行ったQ その結果， VI眉巾から 1

点の剃片が出土した。その周囲にグリッドを抗張して調杏を行ったが，それ以＿上の遺物の出十．はみられな

かったため，調査を終了した。

平成9年度は，確認調査範囲1,600rrfを対象に， 32面の確認調杏を行った。その結果， v層からVI層に

かけて 2か所で遺物が出上したため， 110m2の本調査区を設定し調査を行った。整埋作業の結呆， 2か所

のブロックとして認定できた。

本遺跡で検出されたプロックは， 6つの又化属に区分されたが，これらは石器の形態・組成をそのり類

基準としている。そのため層位的出士と文化層の区分は厳密に一致していない。特に第 1文化層と第2文

化層は，出上層準において大きく車複しており，本米同一時期である吋能性も考えられる。

第2節基本上層（第 5図，図版2)

本遺跡の調査のうち昭和58年度から昭和60年度のものは，当時刑般的であった分層且準に従っており，

現在の当財団の基準とは異なっている。よって現在の分層基準との厳究な対比は困難である。本遺跡では

37か所のブロックが認識されたが，このうち昭和58年度から昭和60年度のものが35か所と大半を占める。

よって昭和58年度から昭和60年度当時の基準による分層を基本十暦とし，現存の分層基準との対比を補足

することとする。

各ブロックの記載では，基本土層（現在の分層基準との対比）という形で，例えはVlIa層(IXa層）といっ

た表記とする。現在の分層基準とほぼ一致する層や特に対比が困難な層については（ ）を付けない。な記

平成9年度に調査の行われた 2か所のブロックは，現在の財団の基準に沿って分層されており，他のブ

ロックとは分層の基準が異なる。

皿層 暗黄色粘質＿十からなる軟質ローム層である。厚さは25cm~40cmである。現在の分層隣進のIII層と一

致する。

N・V屑 賠黄色粘質土層で，下部に立川ローム第 1黒色帯を含む。本来硬質ロームであるがソフト化が

著しい。厚さは10cm~25cmである。現在の分層基準のN・V層と一致する。

- 9 -
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VI陪 黄色粘質土層で， AT（姶良丹沢）火山灰プロックがまとまって包含されている。厚さは20cm~25cm

である。現在の分陪基準のVI恩と一致する。

VI下層 暗黄色粘質土層で， AT火山灰をわずかに含むVIl庖との漸移階で

ある。厚さは10cm~15cmである。現在の分陪基準ではVIl層（立川ローム

第2黒色帯上半部）相当と考えられるが，本迫跡の分層では普逼的に確

認されているわけでない。その理由として分恩の際に，このVI下層を，

その上下に位置するVI層やVIIa府の一部として認識した可能性が考えら

れる。特に暗色帯であるVIIa庖に含めている可能性が高いと考えられる。

よって現行の分層基準との対比を遺跡単位で一律に行うことができず，

本恩に関しては現行の分層基準との対比は特に記さないこととする。

VD a陪 黄褐色粘質土層でスコリアを多批に含み，粘性 ・しまりが強い。

犀さは35cm~40cmである。現在の分陪基準ではIXa階（立JIIローム第 2

黒色帯下半部の上層）相当と考えられる。ただしVI下層の説明で述べた

ように， VI下恩が確認されていないセクションでは，本恩準にVI下暦を

m
 
IV一＼

V V V Vゴw
一400m
w下

.----］ ¥i・
:::::::::::::::;::::::;::::9:.:9:•:·:::::::::::::::::: 

~ ~ •_•_•＿●＿．．．ふ：甚土

VDc 

,
I
X
 

ー

゜
(1/40) 1m 

第5図基本土陪図
含めている可能性が高い。

VII C層 褐色粘質土層でスコリアはVIIa層に比べ，やや少なめである。VIIa層よりも黒味が強い。厚さは

15cm~25cmである。現在の分阿基準ではIXc層（立）l|ローム第 2黒色帯下半部の下層）相当と考えられる

が，スコリアの墓が上層よりも少ないという点は一般的な傾向に反する。

¥llll阿 黄褐色粘質土層でスコリアはほとんどみられない。VII層に比べるとややしまりがない。厚さは

15cm~25cmである。現在の分層基準のX層に相当すると考えられる。

IX陪 青褐色粘質土で武蔵野ローム最上部に対比されている。粘性 ・しまりともに強い。

第3節石器群の分布と出土遺物

1.第 1文化層（第6図，第 1表）

第 1プロ ック （第 7・ 8図，第 2・ 42表）

l)概要

V1層からVII層(IX層）にかけて55点の迫物が出土し， VIIa恩(IXa恩）に集中して分布する。

石器組成は，削器 1点 ・楔形石器1点 ・剥片46点（局部磨製石斧の調整剥片 1点含む） • 石核 4 点 ・ 敲石

2点 ・台石 1点の計55点である。

石材組成は，黒色緻密質安山岩11点（安山岩A1 ・A2, ホルンフェルス 3)・トロトロ石2点（安山岩B

1)・流紋岩2点（流紋岩 1).黒曜石 6点（黒曜石 1・ 2)・頁岩12点（頁岩 1，珪牲頁岩 2)・珪質頁岩8点

（頁岩 2,チャート 1).黒色珪質頁岩 1点（珪質頁岩 1)・白滝頁岩 1点（嶺岡頁岩 1).砂岩2点（砂岩 1.

2)・角閃石 1点（砂岩3)・ホルンフェルス 5点（ホルンフェルス 1)・閃緑岩 1点（ホルンフェルス 2).

チャート 1点（チャート 2)・玉髄2点（玉髄 1)の計55点である。

本ブロックから出土した石器で，二次加工のある石器は削器1点がみられるのみであった。プロック内

で行われた剥離作業は，大型の剥片を石核として一般剥片を生産するもので，生産された剥片に二次加工

のあるものはみられなかった。またチャート 1に関して，本ブロックと第4ブロックの間で接合関係が確

- 11 -
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認された。

2)母岩別資料

礫を除く石器について記載を行う。以下のブロックも同様である。なお木ブロックおよひ本文化層の頁

岩 3は欠番とする。

•安山岩Al 淡青灰色を呈する黒色緻密質安山内である。原礫面は爪跡状のくぼみが若干みられる。径

0. 5mm~ 1. 0mmのベージュ色の斑晶が疎らに人る。剥片8点・右核 1点を含み，総重量は61.39 gであるの

•安山岩A2 淡青灰色を呈する黒色緻密質安山岩てある。原礫面はややざらついている。微細な孔が熊

数に入る Q 甜l片 1点を含み，総重量は16.89 gである。

•安山岩 B 1 淡明灰色を呈する風化の進んだ安山岩で， トロトロ石と俗称される。原礫而は剥離面より

黄色がかり，比較的硬質である。剥片 1点・石核 1点を含み，総璽量は34.98 gである。

・流紋岩 1 淡縁灰色を呈する Q 原礫面は硬質でなめらかである。蒙石 1点・剥片 1点を含み，総重量は

954. 02 gである。

•黒曜石 1 剥離面は黒色不透HJ]で，光にかさすと灰色を呈する。また石災質の微細な斑晶か）＼る。原躾

面はすりガラス状を呈する。剥片4点・石核1点を含み，総車景は24.31 gである。

•黒曜石 2 剥離面は黒色半透明で，光にかさすと淡茶色を呈する。径1.Omm~2. 0mmの灰色て球形の斑品

が入る。削器 1点を含み，総重量は8.93 gてある。

．頁岩 1 刹雌而は淡緑灰色を呈し，ガジリ面は青黒色を呈ずる。翡片11点を含み，総重量は107.40 gで

ある。

・頁岩 2 緑灰色を呈し，やや叶化度が強いc 剥片 7点を含み，総正量は91.36 gである。

．I土質頁岩 1 青黒色を呈する。喫形五話］点を含み，総重量は2.57 gである。

．珪質頁岩2 青黒色の部分と淡明灰色の部分か，斑状に混じる。やや吐化度が低い。剥片 1点を含み，

総重量は0.91 gてある Q

．嶺岡頁岩 1 淡暗青灰色の地に，明灰色の珪化度の高い部分か斑状に入る白滝頁号であるし，刹片 1点を

合み，総重量げ5.51 gである。

•砂岩 1 原礫面は青黒色を呈し，剥離而は冑灰色・透明・ベージュ色の微細な粒了からなるし

台石 1点を含み，総重量は2,560.65gてある。

•砂岩 2 ベージュ色と青灰色の粒子からなる。敲石 1点を含み，総璽量131.97 gてある。

•砂岩 3 暗緑色と淡緑灰色の部分が微細に入り混じる角閃石である r' 剥片（同部靡製石斧の調整剥片） 1 

点を含み，総重量は5.90 gである。

・ホルンフェルス 1 青黒色を呈し，点紋は明確でない。剥片1点・石核 1点を含み，総重量は88.10 g 

である。

・ホルンフェルス 2 剥離而は闘緑灰色と淡明灰色を呈する閃緑岩である。ガジリ面は青黒色を呈する。

剥片 1点を含み，総重量は4.63 gである。

・ホルンフェルス 3 淡1火色を呈する黒色緻密質安山岩である。径0.5mm~2. 0mm程度の斑晶を含む。刹片

1点を含み，総璽量は2.51 gである。

・チャート 1 剥陪面は茶緑色を呈し，青黒色の節理が入る珪質頁宕である。原礫面は珪化度か高く，剥

離面よりも茶色がかる。剥片 1点を合み，総重量は23.29 gである。

-1 5 -
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・チャート 2 剥離面は淡茶褐色から淡赤褐色を呈する。原礫面は暗茶色で珪化度が高い。剥片 1点を含

み，総重量は6.06 gである。

・玉髄1 淡黄白色で半透明である。刹片2点を含み，総重量は0.77 gである。

3)出士遺物（第9~13図，図版6)

削器1点・楔形石器1点・剥片46点・石核4点・敲石2点・台石 1点の計55点が出上した。

削器(1)の素材は，打面を頻繁に変えながら剥離した厚手の剥片である。素材剥片の頭部側を除去する

ように，腹面からのやや急斜な剥離によって鋸歯状の刃部を作出している。黒曜石2を用いており，内眼

観察では高原山産と思われる。

楔形石器(3)は珪質頁岩 1製で，両極刹離による石材消費を示す資料である。

石核は4点(6,,..___,,8 • 13 e)が出土した。 6は分厚い刹片の折損面から幅広の刹片を剥雌している。黒曜

石 1を用いており，肉眼観察では高原山産と思われる。 7は安山岩Al製の厚手の剥片を素材としてい

る。剥片の縁辺から交互刹離によって幅広の刹片を生産している。 8は安山岩B1製の厚手で礫面付きの

剥片を素材としている。素材剥片の頭部を打面に，交互刹離によって貝殻状の刹片を生産している。 13e 

はホルンフェルス 1製の厚手で礫面付きの刹片を素材としている。剥片の緑辺から交互剥離によって幅広

の刺片や矩形の剥片を生産している。

敲石は2点(5・ 14 b)が出士した。 5は砂岩2製で嬬部のみが遺存しており，端部と周縁につぶれがみ

られる。 14bは流紋岩 1製で楕円形の円礫の両嬬に敲打痕がみられる。敲打によって剥落した剃片が 1点

接合する。一方の嬬部はチョッピング・トゥール状の形態であるが，両端ともつぶれが顕著にみられるこ

とから敲石とした。

台石(15)は砂岩 1製で重量は2,560.65 gである。平坦な面に敲打痕がみられる。一方で周緑に敲打痕が

みられることから敲石として使用された可能性も考えられる。

本ブロックで行われた刹片剥離作業は，大型の剥片を石核として一般剥片を生産するものが主であっ

た。このような渕離作業は，素材剥片の頭部を打点とするものと，素材刹片の縁辺を打点とするものがみ

られ，いずれも交互剥離によって剥片を生産している。

二次加工ある石器は少なく，局部磨製石斧の調整刹片と鋸歯緑状の削器がみられた。敲石2点と台石 1

点が出土しており，敲石と台石の分布は最も近いもの(15H-13グリッドと15I -20グリッド）でも 4mほ

ど離れている。

また本ブロックのチャート 1製の測片 1点(39b)と第4ブロックの剥片3点(39a ・ 39 c ・ 39 d)が接合

した（接合資料5)。その距離は約18mである。

第2ブロック（第14・ 15図，第3・ 43表）

1)概要

VII a層(IXa層）からVIII層(X層）にかけて31点の遺物が出士し， VIII層(X層）に特に集中して分布する。

石器組成は，二次加工刹片2点・刹片20点・石核8点・礫 1点の計31点である。

礫を除く石材組成は，黒色緻密質安山岩（安山岩A3) 2点・流紋岩（流紋岩2)1点・黒色頁岩（頁岩4)

1点・珪質頁岩（珪質頁岩 1・ 3) 2点・凝灰岩（砂岩4)1点・チャート（チャート 3)23点の計30点である。

本ブロックでは，チャート 3が剥片剥離作業のほとんどを占めており，円礫を分割し，分割された礫片

を石核として一般剥片生産を行っている。二次加工のある石器は，珪質頁岩 1の二次加工剥片 1点のみで

-21 -
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第15図 第 2ブロック母岩別分布図

ある。また本プロックと第3プロックの間で， 3組の接合資料が確認されている。

2)母岩別資料

• 安山岩A3 淡杏灰色を呈する黒色緻密質安山岩である。径0.Smm~ 1. 0mmのベージュ色の斑晶が疎らに

入る。微細な孔が無数に入る。剥片2点を含み，総重砧は9.20gである。

・流紋岩2 淡脊緑色と淡茶褐色の部分が微細に入り混じる流紋岩である。径0.5mm程度の石英質の斑晶

がみられる。剥片 1点を含み，総重位は16.82 gである。

．頁岩4 淡青灰色を呈する黒色頁岩である。剥片 1点を含み，総重絋は4.58gである。

．珪質頁岩 1 青黒色を呈する。二次加工剥片 1点を含み，総重量は10.45 gである。

．珪質頁岩3 淡青緑色で珪化度が高い。石核 1点を含み，総重量は43.60 gである。

• 砂岩 4 淡脊灰色と淡明灰色のごく微細な粒子からなる。ガジリ面が漆黒を呈することからi疑灰岩であ

ると思われる。石核 1点を含み，総重址は122.80 gである。

・チャート 3 剥離面は淡青灰色を呈し，原礫面は淡緑茶褐色を呈する。節理がそれほど顕著でない。―

次加工剥片 1 点 ・ 剥片 16点 • 石核 6 点を含み，総重量は379 . 64 gである。

3)出土遺物（第16・ 17図図版7)
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二次加工剥片2点 ・剥片20点 ・石核8点 ・礫1点の計31点が出土した。

二次加工剥片は2点(16)が出士した。16は珪質頁岩1製で，腹面側の左側縁に平坦な二次加工がみられ

る。もう 1点(16H-20-1002)はチャート 3製で，腹面側からやや急斜な二次加工を加えている。削器の破

片と思われる。

石核は8点(17b ・ 18 ・ 19)が出土した。いずれも分割礫を素材とし，一般剥片生産に関するものであ

る。交互剥離を行うもの(16G-13-1019)，同一作業面上で打点を回転させるもの(17b)，多方向からの剥

片剥離が行われ，多面体状になるもの(18,19ほか3点），より大型の石核の破片と思われるもの(16G-13・ 

21)がみられた。チャート 3に含まれるものが6点みられ，最も顕著に消費されている。

本プロックでは，チャート 3の消費が剥片剥離作業のほとんどを占める。原礫面付きの資料が23点中12

点と約半数を占めており，円礫を分割したものを石核として一般剥片生産を行っている。接合資料9.

10 ・ 11がチャート 3の接合資料で，円礫の分割をした後に， 一般剥片剥離作業を行っていることを示す資

料である。特に円礫の分割に関する資料が多くみられる。

また接合資料10・ 11（チャート 3)，接合資料12（砂岩4)は第3ブロックと接合関係をもつ。接合賓料10

には，第2ブロックの石核3点 ・剥片6点 ・ニ次加工剥片1点と，第3プロックの剥片4点が含まれ，約

10mの距離を隔てて接合している。接合賓料11には，第2プロックの剥片3点と，第3ブロックの剥片 l

点が含まれ，約15mの距離を隔てて接合している。接合資料12には，第2プロックの石核1点(17b)と，

第3プロックの剥片1点(17a)が含まれ，約llmの距離を隅てて接合している。
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第3ブロック（第18図，第4・ 44表）

1)概要

VI層からVIlI層(X層）にかけて31点の遺物が出土し， VIIC層(IXC層）に特に集中して分布する。石器糾成

は，二次加工剥片 2 点・剥片28点•石核 1 点の計31点である。石材組成は，黒色緻密質安山岩 2 点（安山

岩A1) ・黒曜石 1点・頁岩4点・珪質頁岩5点・白滝頁岩2点（嶺岡頁岩 1, チャート 6).黒色珪質頁

岩 1点（嶺岡頁岩2)・ホルンフェルス 1点・チャート15点の計31点である。本ブロックでは，剥片剥離作

業が顕著でなく，母岩の共通する第 2ブロックからの搬入品と思われる資料が多い。また本ブロックと第

2ブロックの間で3組の接合資料が確認されている。

2)母岩別資料

•安山岩Al 淡茶灰色を呈する黒色緻密質安山岩である。原礫面には爪跡状のくぼみがみられる。径

0. Smm,,..,,__,, 1. 0mm程度のベージュ色の斑晶が疎らに入る。剥片2点を含み，総重量は3.49 gである。

•黒曜石 3 無色透明である。肉眼観察では信小什系と思われる。刹片 1点を含み，総重量は0.23 gである。

．頁岩 5 淡青灰色を呈し，部分的に粒子の粗い部分が入る。ガジリ面は漆黒を呈する。剥片 2点を含

み，総重量は18.25 gである。

．頁岩6 淡黄褐色を呈し，部分的に淡青灰色の部分が帯状に入る。剥片 1点を含み，総重量は8.23 gで

ある。

．珪質頁岩 1 青黒色を呈する。剥片 1点を含み，総重量は8.10 gである。

．珪質頁岩4 剥離面は淡青灰色を呈し，原礫面に近い部分は淡茶褐色を呈ずる。原礫而はベージュ色か

ら淡青緑色を呈する。二次加工剥片 1点を含み，総重量は30.41 gである。

．珪質頁岩5 剥離面は淡青緑色を呈し，原礫面は茶褐色を呈する c 剥片 1点を含み，総重量は10.77 g 

である。

．珪質頁岩 6 焦茶色を呈し，珪化度が高い。剥片1点を含み，総重量は6.75 gである。

．珪質頁岩7 淡緑灰色の地に，赤褐色の斑点が入る部分と，斑点が入らない部分からなる。剥片 1点を

含み，総重量は5.55 gである。

．嶺岡頁岩 1 青灰色を呈し，珪化度が高い。暗乳白色の微細な部分が斑状に入ることから，白滝頁岩で

あると考えられる。苦干の変異はあるが，第 1ブロックの嶺岡頁岩 1に類似する。二次加工剥片 1点を含

み，総重量は1.72 gである。

．嶺岡頁岩 2 刹離面は青灰色を呈し，原礫面は焦茶色を呈する C 珪化度の高い部分が斑状に入らないこ

とから白滝頁岩ではなく，色調・珪化度から黒色珪質頁岩であると思われる。剥片 1点を含み，総重量は

1. 65 gである。

•砂岩 4 淡青灰色と淡明灰色のごく微細な粒子からなる。ガジリ面が漆黒を呈することから頁岩である

と思われる。剥片 1点を含み，総重量は21.03 gである。

・ホルンフェルス 4 剥離面は青黒色の地に，淡明灰色の部分が斑状に入る。原礫面は色調に関しては刹

離面と同じだが，やや光沢を帯び，滑らかである。刹片 1点を含み，総重量は9.94 gである。

・チャート 3 刹離面は淡青灰色を呈し，原礫面は淡緑茶褐色を呈する。節理がそれほど顕著でない。剥

片13点・石核 1点を含み，総重量は153.24 gである。

・チャート 5 刹離面は淡青灰色から半透明乳白色を呈し，青黒色の節理が入る。原礫面は河川による運
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搬でつぶれて乳白色となっている部分以外は，剃離面と同様の色調である。刹片 1点を含み，総重量は

14. 86 gである。

・チャート 6 青灰色を呈する。小片だが，暗乳白色の珪化度の高い部分がみられることから，白滝頁岩

であると息われる。剥片 1点を含み，総重量は0.23 gである。

3) 出上遺物（第19図，図版 7)

二次加工剥片 2 点・剥片28点•石核 1 点の計31点が出士した。

二次加工剥片は2点(20• 21)出土した。 20は厚手で覇片の端部の折損面に剥離痕がみられる。剥離面は

1面のみで意図的かどうかは不明である。また表面の左側縁に微細剥離痕がみられる。 21は小型の縦長剃

片を素材とする。表面の左側縁に微細な剥離痕がみられるが，二次加工であるかは不明である。

石核(27)は第 2ブロックで多く消費されていたチャート 3製である。原礫面は残っておらず，分割され

た礫片から一般剥片を生産する工程の資料と思われる。作業面は表面と裏面を主に用いている。

本ブロックから出士した遺物の石材は，第2ブロック出土と重複し，接合関係もみられる。しかし第 2

ブロックと比べると，ブロック内で剥離されたと思われる資料が少なく，第 2ブロックで生産された資料

が搬入されている可能性が考えられる。また第 2ブロックにみられなかった要素として，稜付きの縦長刹

片(25)がみられる。この資料は珪質頁岩5製で，調整打面を持つ。

他のブロックとの接合関係については，第 2ブロックで述べたように，接合資料10・ 11 ・ 12について，

本ブロックと第2ブロック間での接合関係が確認できた。

第4ブロック（第20• 21図，第 5・ 45表）

1)概要

III層からVIlI層(X層）にかけて71点の遺物が出士している。断面図では，層位靡を持ってやや散漫に出土

する部分と， VIIC層(IXC層）から集中して出士する部分がみられるが，接合関係から 1つのブロックとし

て認識できる。

石器組成は，削器 1点・ニ次加工刹片4点・楔形石器 1点・剥片60点・石核4点・礫 1点の計71点であ

る。

礫を除く石材組成は，黒色緻密質安山岩 6点（安山岩A1 ・A3)・トロトロ石 1点（安山岩B2) ・黒曜

石4点（黒曜石 1・2・4)・ホルンフェルス 5点（頁岩 7, ホルンフェルス 5・6)・頁岩10点（頁岩 8・9,

チャート 8・ 9 ・ 13)・流紋岩 1点（珪質頁岩8)・珪質頁岩28点（硬質頁岩 1' 嶺岡頁岩3のうち 1点，ホル

ンフェルス 4, チャート 1・14)・白滝頁岩 1点（嶺岡頁岩 3のうち 1点） •砂岩 7 点（砂岩 5,,....,_., 7) ・黒色珪

質頁岩5点（チャート 7・ 10)・チャート 1点（チャート11)・玉髄 1点（チャート12)の計70点である。

本ブロックでは，チャート 1の円礫もしくは分割礫を分割して，一般剃片生産を行う作業が主体で，他

の母岩に含まれる遺物数は少ない。このチャート 1は第 1ブロックと接合関係をもつ。

2)母岩別資料

•安□岩Al 淡茶灰色を呈する黒色緻密質安山岩である。径0.5mm,,....,_., 1. 0mmのベージュ色の斑晶が疎らに

入る。二次加工刹片 1点を含み，総重量は5.16 gである。

•安□岩A3 淡灰色を呈する黒色緻密質安山岩である。径0.5mm,,....,_., 1. 0mmのベージュ色の斑晶が疎らに入

る。微細な孔が無数に入る。剥片5点を含み，総重量は43.95 gである。

•安山岩B2 淡明灰色を呈する風化の進んだ安山岩で， トロトロ石と俗称される。径0.5mm,,....,_., 1. 0mmの罵
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第21図 第4ブロック母岩別分布図

色の斑晶が疎らに入る。剥片1点を含み，総重絋は3.98gである。

• 黒曜石 1 灰色不透明で光をわずかに透過する。径0.Smm~l. 0mmの石英質の斑晶が疎らに入る。剥片1

点を含み，総重量は2.07 gである。

• 黒曜石 2 やや赤みががった灰色で透明である。径1.Omm~2. 0mmの石英質の斑晶が疎らに入る。色調か

ら第1プロックの黒曜石2と異なる可能性がある。楔形石器1点 ・剥片 1点を含み，総重位は17.65 gで

ある。

• 黒曜石 4 やや青みががった黒色で不透明である。径0.2mm~2. 0mmの石英質の斑晶が無数に入る。削器

1点を含み，総重量は2.91 gである。

．頁岩7 剥離面は淡緑色の地に，青灰色と淡黄色の部分が縞状に入る。原礫面は剥離面よりも淡い色調

で淡緑黄色の点紋が無数に入る。これらの特徴からホルンフェルスであると思われる。剥片2点を含み，

総重量は9.38gである。

．頁岩8 剥離面は淡明青灰色の地に，青灰色の節理が入る。ガジリ面は青灰色を呈する。剥片2点を含

み，総重址は2.54 gである。

．頁岩9 淡緑灰色の地に，青黒色の部分が縞状に入る。剥片1点を含み，総重位はo.17 gである。
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．珪質頁岩 8 剃離面は青灰色と淡青緑色の部分が互層を呈する。原礫面は淡紫灰色を呈する。径

0. Smm,..___, 1. 5mmのベージュ色の斑晶が入る。斑晶がみられることから流紋岩と思われる。刹片 1点を含み，

総重量は3.47 gである。

・硬質頁岩 1 淡茶色を呈し，珪化度はそれほど高くない珪質頁岩である。二次加工刹片 1点を含み，総

重量は13.97 gである。

．嶺岡頁岩3 淡緑灰色に珪化度の高い暗乳白色の部分が縞状に入るもの（二次加工剥片剥片 1点を含む）

と，剥離面が淡緑灰色で，原礫面が茶褐色を呈するもの（二次加工剥片 1点を含む）がみられる。これらは

別母岩である可能性がある。前者は白滝頁岩と思われるが，後者は白滝頁岩と断定できない珪質頁岩であ

る。重量はそれぞれ3.65 g, 6. 65 gである。

•砂岩 5 青灰色・白色透明・黒色で光沢をもつ粒子からなる。測片5点を含み，総重量は97.8 gである。

•砂岩 6 青灰色・白色の微細な粒子からなる。凝灰岩質である。剥片 1点を含み，総重量は10.22 gで

ある。

•砂岩 7 ベージュ色と青黒色の微細な粒子からなる。凝灰岩質である。剥片 1点を含み，総重量は0.41

gである。

・ホルンフェルス 4 青黒色を呈する珪質頁岩である。第3ブロックのホルンフェルス 4とは異なる母岩

である。剃片 1点を含み，総重量は0.95 gである。

・ホルンフェルス 5 暗青灰色を呈し，表面に小孔がみられる。刹片2点を含み，総重量は7.71 gである。

・ホルンフェルス 6 青灰色の地に，淡緑灰色の点紋が無数に入る。刹片 1点を含み，総重量は19.12 g 

である。

・チャート 1 剥離面は茶緑色を呈し，青黒色の節理が入る珪質頁岩である。原礫面は珪化度が高く，刹

離面よりも茶色がかる。剥片22点・右核2点を含み，総重量は258.77 gである。

・チャート 7 青黒色を呈する。節理がそれほど顕著でないことから黒色珪質頁岩と思われる。 4点の資

料を含み，珪化度に変異がみられる。チャート 10より黒味が強く，珪化度はやや低い。剃片 3 点•石核 1

点を含み，総重量は54.74 gである。

・チャート 8 青黒色の地に乳白色の節理が入る頁岩である。剥片4点を含み，総重量は12.52 gである。

・チャート 9 青灰色から淡青灰色の地に，ベージュ色の部分が線状・縞状に入る頁岩である。原礫面は

同様な色調でやや硬質である。剃片2点を含み，総重量は35.38 gである。

・チャート 10 刹離面は青灰色を呈し，節理がわずかにみられる。原礫面は刹離面に比べ，白く曇った色

調を呈し，爪跡状のくばみが無数にみられる。原礫面から転礫であったことが読み取れる。節理がほとん

ど入らないことから黒色珪質頁岩に分類される。剥片 1点を含み，総重量は17.22 gである。

・チャート 11 淡青灰色を呈し，青黒色やベージュ色の節理が無数に入る。剥片 1点を含み，総重量は

18. 21 gである。

・チャート12 乳白色・淡黄褐色・賠黄緑色の部分が縞状に入り混じる王髄（メノウ）である。石核1点を

含み，総重量は17.31 gである。

・チャート13 剥離面は青黒色の地に，淡青灰色の部分が縞状に入る。原礫面は刹離面と同様の色調で，

硬質で光沢を帯びる。刹離面の珪化度からは頁岩に分類される。剥片 1点を含み，総重量は7.78 gである。

・チャート 14 剥離面は緑灰色の地に青黒色の部分が入る。原礫面は剥離面よりもやや茶色がかり，硬質
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第22固 第4プロック出土石器(1)

-33 -



39(a~d)第 1プロック＋第4プロック
プロック間接合資科

二 39a 1611-33 
1009 

39(c+d) 

39c 16H-33-1013 
39d 16H-33-1006 

八

口 39b 15H-33 
1012 
第1プロック出土

＜ 

゜
(2/3) 5cm 

八
第23図 第4ブロック出土石器(2)

で珪化度が高い。節理が発達しないこと，珪化度がチャートほど高くないことから珪質頁岩に分類され

る。剥片 1点を含み，総重絋は9.13 gである。

3)出土道物（第22・ 23図，図版7)

削器1点 ・ニ次加工剥片4点 ・楔形石器1点 ・剥片60点 ・石核4点 ・礫1点の計71点が出土した。

削器(28)は黒曜石4製である。打点を変えながら，不定形の剥片を生産した右核の破片の表面右側に微

細な剥離痕がみられる。

二次加工剥片は4点(29~31・ 36)出土した。石材は安山岩Alが1点 ・珪質頁岩が2点（硬質頁岩 1.
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嶺岡白岩3)・白滝頁岩が 1点（嶺岡頁岩3)である。素材剥片の背面側に加工を施したものが 1点(31),

素材剥片の腹面側に加上を施したものが3点(29・ 30 ・ 36)みられた。シレ氏彫器の剥片を素材とするもの

が2点(29・ 36)みられた。

楔形右菩(32)は黒隋石2製である。厚手の翡片を素材としており，中央で悟体が干別している。剥雌痕

且器体の）司緑全休にみられろ。

右核は4点(37・ 38)出士した。厚手の剥片を素材とするものが 1点(38)，分割礫を素材に打点を入れ枠

えながら剥片剥離を行うものが 1点，より大型の右照の破片が 1点であった。分割礫を素材とするものに

は，求心状に刺片生産をする作薬面を 2つ持つものが 1点(37)含まれる Q 右材は，珪質貞号（チャート 1)

が2点，黒色珪質頁店（チャート 7)が1点(38)，玉髄（チャート12)が1点(37)である，J

本ブロックでは□岩チャート 1が24点と最も多く，他の母岩は多くても 5息程度である。チャート 1は
原礫血付きの資料が多く，円礫もしくは分割礫の形態で搬入された資料を，分割して一般剥片生産のため

の石核としている。生辛される剥片には，福広剥片や断血三角で先糾りの刹片などがみられる。

第 1ブロックで述べたように，木ブロックのチャート 1製の剥片 1点(39b)と第 1ブロックの翡片3点

(39 a • 39 c • 39 d)が接合する（接合資料5)。

第5ブロック（第24図，第6・ 46表）

l)概要

セクシコン図が作成されていないため，出士層位と選物の関係は不明である。石器紐成は，削器 1点・

二次加丁剥片 1点・楔形石器1点・詞片4点・礫 1点の計8点である。石材糾成は，凝灰岩 1点・頁岩 5

点・安山岩 1点（礫）・ホルンフェルス 1点の計8点てある。丹岩あたりの？資料数は多くて 2点と，ブロッ

ク内での剥片測離作業の痕跡は乏しい。

2)丹岩別資料

．頁岩10 剥誰面は，吉灰色と淡緑灰色の部分か縞状に互暦を呈ずる。ガジリ面は青黒色を呈する。楔形

石話 1点・剥片 1点を含み，総重量は20.27 gてある。

・頁岩11 剥離而は青灰色を呈し，旺化度かやや高いぐ節理面は光沢を帯ひ，やや［音い色闊である。―一次加

工剥片 1点を含み，総重量は42.93 gである。

．頁岩12 刹雌而は淡緑灰色の地に、ベージュ色の節理が人る。原礫面は光沢を需び，ベージュ色を呈す

る。剥片 1点を含み，給車昌は24.39 gである。

•砂岩 5 剥離面は緑灰色の位了を主に，ベージュ色・青灰色の粒子がみられる。ガジリ面は漆黒であるの

ガジリ面から凝灰号と思われる。剥片 1点を含み，総重量は1.41 gであろ。

・ホルンフェルス 4 剥離面は，青黒色の部分と青灰色の部分か縞状こ互層を呈する。原礫面は，滑らかで

剥離面よりも曇った色調を呈する。菜I]片 1点を含み，総重量は28.51 gてある C

・チャート 8 剥羅面は青黒色の地に，乳臼色の節理が入る貞岩である。原礫面は滑らかて討離面よりも

曇った色調を呈する。削器 1点を合み，総重贔は37.69 gてある，

3)出士浬物（第25凶，凶版7)

削器1点・ニ次加工剥片 l点・楔形石器1点・剥片4点・礫 1点か出土している。

削器(40) は，チャート 8 の礫を分割した素材の•造に収鮫ずる刃部を作出している。刃緑の一方はやや

鋸伯縁状を呈している。作出された刃部の断面形態は＝角形を呈し，ベックともいえる Q
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第24図 第 5ブロック遺物分布図
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二次加工剥片(42)は，頁岩11の斜軸の厚手剥片を素材とする。左側縁と右側縁に二次加工がみられる力，

両側縁とも錯向状に二次加工が施されている。

楔形石器(41)は，頁岩10製である。背面左側に原礫面を残す。

本ブロックから出土した石器は，母岩あたりの資料数が多くて 2点と少なく ，プロック内で製作された

痕跡に乏しい。第3プロック（ホルンフェルス 4).第4プロック（砂岩5・ホルンフェルス 4・チャート 8)

と母岩を共有するが，接合はしない。

□
〗

40 17H-ll 

1005 

◇ 

こ

こミミ入

41 17H-12 
1009 

゜
(2/3) 5cm 

二
42 17H-12 
1006 

第25図 第5プロック出土石器
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2.第 2文化層（第26因，第7表）

第6プロック（第28図，第8・ 47表，図版2)

1)概要

VI下層からVlIC層(IXC層）にかけて21点の迫物が出土し， VlIa陪(IXa陪）に特に集中して分布する。石

器組成は，剥片19点 ・楔形石器1点 ・礫1点の計21点である。礫を除く石材組成は，黒色緻密質安山岩12

点 ・流紋岩 1点 ・珪質頁岩 1点 ・ホルンフェルス 4点 ・チャート 2点の計20点である。本プロックでは，

剥片の点数が少ないものの，原礫面付きの資料が比較的多くみられるという特徴がある。本プロック出土

の流紋岩製の剥片 1点が，第21プロックの剥片 1点と接合関係を持つ。

2)母岩別賓料

• 安山岩Al 淡茶灰色の黒色緻密質安山岩である。原礫面には爪跡状のくぽみが疎らにみられる。径

0. 3mm程度のベージュ色の斑晶が疎らに入る。剥片9点を含み，総重砧は14.61 gである。

• 安山岩A2 淡灰色の黒色緻密質安山岩である。原礫面には爪跡状のくぽみがみられる。径0.3mm程度

のベージュ色の斑晶が疎らに入る。剥片2点 ・楔形石器 1点を含み，総重砒は15.46 gである。

・流紋岩 1 剥離面は石英囲の部分が球状に並び，その間をベージュ色や青灰色の部分が充填する。節理

面は同様の梢造で黄褐色を呈する。剥片1点を含み，総重揖は3.30gである。

・硬質頁岩 1 剥離面は淡暗茶色を呈し，部分的に赤みがかる。剥片 1点を含み，総重藷は7.05gである。

・ホルンフェルス 1 剥離面は淡青灰色を呈し，やや粗い質感である。原礫面は淡青黒色を呈し，硬牲で

ある。剥片4点を含み，総重載は20.15 gである。

・チャート 1 剥離面は，青黒色から青灰色の地に淡黄褐色の部分が斑状に入る。原礫面は同様の色調

で，爪跡状のくぽみが無数に入る。剥片2点を含み，総重秘は55.71 gである。

3)出土迫物（第27図，図版8)

剥片19点 ・楔形石器1点 ・礫1点の計21点が出土した。

楔形石器(1)は，安山岩A2製で最大長が1.7cmと小型のものである。剥片は，いずれも一般剥片であ

る，安山岩A2製の剥片は小型で占められるが， 12点中 7点に原礫面がみられる。チャー ト製の剥片は，

最大長が4.7cmのものと3.7cmのものがみられ，黒色緻密質安山岩よりもかなり大型である。2点出土して

いるが，いずれも原礫面を打面とする。本ブロック出土の流紋岩1の剥片 1点(2a)と，第21プロックの

剥片 1点(2b)が，約54mの距離を隔てて接合している（接合資料17)。

◎` 1 6J-03 1016 2(a+b) 
2a GJ-03-1015 

0 (2 3) 5cm こ
2b 81<-13-1009 
第21プロック出七

第6プロック＋第21プロック
プロック間接合貸料

第27図 第6プロック出土石器
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第7ブロック（第29・ 301礼第9・ 48表、凶版2)

1) 概要

III層からVIII居(X晋）にかけて139点の遍物が出士し， VITal¥"'i(IXa層）に特に集中して分布する。

石器糾成は，ナイフ形石語 l点・喫形石岩7点・剥片104点・石核6点・敲五 1点・台五 1点・礫16点

の計139点である。

礫を除く石材紐成は，黒色緻砧質安山岩・49点（安山岩A1 ~A12) ・トロトロ伍 3 点（安山岩 T3 1)・流紋

岩7点（流紋岩2・ 7, 珪質頁岩3, 嶺岡貞岩2, 砂岩3).黒曜石2点・、口岩4息（貞店 l, 貞罪3.11). 

黒色貞岩 1点（白岩2)・鱈質頁内13点（珪質頁岩 1,硬質頁岩 1~ 6)・緑色凝灰岩 1』i(」士質頁岩2).い

滝頁岩4点（訊両頁岩 1).砂岩4点（砂岩 1~4)・ホルンフェルス11点（砂岩,1' ホルンフェルス 2~

6)・チャート 9点（チャート 1・ 3 ・ 6) ·黒色珪質頁岩 2 点（チャート 4) ・罪古• 6点・上髄7点（＇［髄 l~

4)の叶123点てある。木ブロックては，一般剥片が上f本と加っているが，珪質□芸製の石刃が2点搬入さ
れている。

2) 丹岩別貸料

•安 1[| ，琵八 1 淡茶灰色の黒色徴密質安山岩である C f予0.3mm程度のベージュ色の斑品か諌らに人るぐ中雙

形仁辟 1，点・剥片11点・石核 1点を合み，総霊量は77.96 gてある

•安 111 岩A2 淡）火色の黒色緻完質安lll岩てある。径0.3mm程度のベージュ色の斑晶か疎らに人る オ雙］『:

心器1点・翡片2点を含み，総重量は16.09 gてある

•安山岩A3 淡某灰色の県色綬窒貫安山告てある ｛汽）． 3mm程度のヘージュ色の政T晶か疎らに入る 原

礫血には爪闘状のくば入か五られろ 剥片 1点を合五｀ ：記重量It8. 79 gてある J

•安山岩A4 淡茶灰色の黒色紹密質安山告てあ忍径0.3mm程度のヘーシュ色り）政T晶が疎らに入る C 原

躾面には爪跡状のくばみが無数にみられる。楔形白器 1 ，点・料片 8 点•石核 1 点を含み，総重是は48. 67 

gである。

•安 1 い后 j\ 5 淡茶灰色の黒色緻定買安山岩て応る c ｛予0.3mm程度のベージュ色の斑晶か五束らに人る＇剥

片3，点を含；；f, 紹重量は11.51 gてある，

•安山岩A6 淡仄色の黒色緻宮質安山岩である。｛予0.3mm程度のベージュ色の斑晶か疎らに人る，っ原礫

直には爪跡状のくほみが疎らにみられる Q 剥片 6点を含み、総重量(t5.38 gである C

•安□岩A7 淡灰色の黒色費密質安山岩であるへ｛汽0.5mm~2. 0mmび）ヘージュ色や黒色の斑晶か無数：こ入

る。累色の微祖な誓も入る 刊片4点を含み，急言重量It46. 42 gて庇る。

•安 ll」宕•A8 やや青九かかる淡灰色の県色緻宮質安1日岩である c f歪0.5mm~ 1. 0mmのヘージュ色0.)斑晶が

入る。やや風化か進んでしヽる↓原礫面1,t微細な爪跡状のくぼ；；豆か焦数：こ八る＾刹片 2点を含み，総重量は

9. 97 gである。

•安山岩A9 淡茶灰色の黒色霰密質安山応てある 径0.3mm程度のベージ ..1.色の政士晶か疎らに人る。原

羨面には爪跡状のく［主五か熊数にみられる勺剥片 1点を合み，総直量は1.21 gであろ。

•安 1 日計 Alll 淡茶）天色の黒色緻也ぐ質安山岩てある。径0.5mm~2.0mmのベージュ色や門色の斑品が無数に

入る。原羞面には爪跡状のくぼみがみられる c 石核 1点左合み，総重量は40.5mm. 00 gてある-

•安 1 日岩All 芙色がか/.）た淡青灰色のリ、［色緻密置安□岩てある，，｛予0.5mm~2. 0mmのヘージュ色や黒色の
斑晶か，表叫には淡町灰色の徽網な点紋が無数に入るし剃片2点を含み、総璽量IJ4.29 gてある 3
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・ì
 

l
『

9
,

』
』

[
 

＇，
 
＇，
 

l
『

9

.
 

‘、

ニ鬱

．
 

，ヽ

9

領
飼
い
こ

',[>

9
n
¥
 
，
 

9
’
 

’
、
-ヽ

9
 

、．

＇ ー
9

,

．

/

1

.
 

I

/

 

9

,

＼
 

、

.

,
'，'，＇，’、

9

／
し
＼
＼
‘
'
，
＇，
 

ヽ
ー

・

，＇＇， 

．
 

．
 

'，
 

，＇ ヽ

’’’’’’’’’’‘/’：ご、ロ
. •D..;9’’’’’‘’’’’’-`’ 
、十/•-'/·． •‘‘ ‘‘ -- 乏ニ・ヽ --”’ ` / -． >9--

す＼一“―-，一、`.. -
ぐ＼ .

？ゞ｀ヽ```` ｀ ` ̀ ` 
¥ •‘\ 

＼‘¥、`ご攣
Aナイフ形石器

・楔形石器

o二次加工!fol片

• 剥片

o石核

｀
 

¥、‘‘、‘、‘、̀

ヽ、‘
、`
．
 

ヽヽ

＾
 
令
ヽ
＼ 

｀ 
＼ 

｀ ｀ 

！^ 
(l /100) 5m 

●敲石

o台石

・礫

------------
-------

~OOm----o------
＝ニニニニニニ＝＝

39.5n¥-----------
---------
=＝＝==＝＝＝＝==つ=-―

~v 

下

←ー一ヽ--：：：----て-ここー一こここー一―-------二=＝-=--、- - -

-----て~---

第29図 第7ブロック石器別分布図

42 



R 
+sK--02 

加-12

接22

△ 

接20

・△ ... 
如如

゜．。

゜
゜

0 
.．．f 19． 口 ~•・ 
接 ゜

‘〇

'゚/o0゚／七K-13
゜

゜
• 編 0

．
 

1
0
 ゜゜

亀l

-¾K-21 • 

g
 

¥
a
 

•

O

\ 

.

＼
＼
 

＼
 ．
 

．
 

3
 
2
 

2
 

接

2
 
k
 

y。.
-
6

:0 
ー2
 
接

e 

• 。

゜
a―――― 

接25
C、
曹

゜

芯
A 

.._. 7sK-23 
． 
Aヽ ． ． /ヽ-R接24． 
． ·~ ． 

△゚ :• ̀  接96
゜

＊ 

5m (I /100) 

゜

• 安山彩A 1 • 安山岩B 1 v 砂岩 I o罪質頁岩2 ~ ;1'IL、9―’ェtブ、 ・ T't:_ t-..』~· , : 

• 安山岩A2 • 安山岩Cl 。屈岩2 e拝ぼ頁岩3 • ,t,'L ン 7 二＇レプ．？ 0 ~ ! 
R'女山岩A3 0流紋岩2 o砂岩3 * FHI頁府 Iヽ ・ ホ Jし•ンフェル-,; ! ・ih 2 
▲安山沿A4 0流紋岩3 • 砂岩4 • 硬買頁岩 l ・ホルンマェ！レ・ス5 0 E飴3
ム安山岩A5 0流紋岩4 • 砂岩 5 △硬質頁岩2 ・ホルシフェルス ,, 0 五~ ,1
o安山岩A6 0流紋岩5 ロ砂岩•6 〇硬tt頁岩3 °ホ4ンフ工，＇t,、9:7 
ロ安山岩A7 0流紋岩6 e頁岩l o硬質五岩al °ホ／L｀., •フェ I;:,・ x 
o安山；社A8 0流紋岩7 o頁岩2 o 硬質頁~5 0 4 ＂・ート 1
o安山岩A9 拿黒曜石l •頁岩3 e硬質頁岩6 ...fC •ー ト 3

o安山岩A10 e黒曜石2 o頁沿4 • rが蜀fi岩1 0 4,  • 一 卜．l
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第30図 第 7プロック厨岩別分布図
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•安山岩A12 廿音灰色の黒色緻密質安止店である。径0.5mm程度のベージュ色の斑晶が人る。楔形石器 1

点・剥片2点を合み，総重量は8.42 gである。

•安山岩 B 1 淡明灰色を呈し， トロトロ石と俗称される。うち 1点(6K-12-8)は表面に小孔があくこ

とと，小礫状であることから別母岩の可能性が高い。剥片3点を含み，総重量は0.74 gである。

・流紋岩2 淡緑灰色の地に，茶褐色透明やベージュ色の斑晶が無数に入る。台石 1点を含み，総重量は

850. 0 gである。

・流紋岩7 ベージュ色と淡青灰色の部分が微細に入り混じる地に，青灰色の部分が粒状に入る。刹片 3

点を含み，総重量は20.20 gである。

•黒曜石 1 淡灰色透明で，径0.5mmの球顆が無数に入る。肉眼観察では麦草峠南に類似ずる。ナイフ形

石器 1点を合み，総重量はl.27 gである。

•黒曜石 2 青仄色と青黒色の部分が互層をなし，径0.5mm程度のベージュ色の斑晶が疎らに入る 記j片

1点を合み，総重量はl.47 gである。

．頁岩 1 詞離面は青黒色を呈し，節理面は淡黄褐色を呈する。割片2点を含み，総重量は0.99 gてある（；

．頁岩2 詞離面はベージュ色を呈し，ガジリ面が黒色を呈する黒色頁尉てある。剥片 1点を含み，総重

最は2.94 gである。

．頁岩 3 剥靡面は淡青灰色の地に，青灰色の部分が粒状に入る。原崖面は剥離面よりやや暗い色調て滑

らかな質感である c 刹片 1点を含み，総重量は6.53 gである。

．頁岩4 刹靡面は淡明灰色を呈し，ガジリ面が青黒色を呈する。一般的な県色頁岩よりは風化の強い滑

らかな剃離面を呈する。詞片 1点を含五，総重量はl.05 gである。

．珪質頁店 1 剥離面は禁灰色と黄褐色の部分からなるし原礫面は急茶色で光沢をおひ，珪化度が高い＾

表面には爪跡状のくは五か黒数：こ八る 詞片 1点を合d-J-, 総重量は27.58 gである。

．珪質頁岩2 やや陪い青緑色を呈する 珪質な緑色凝仄岩であると思われる c 口ニ次加工剥片 1点を含

み，総重量は0.95 gである、）

．珪質頁岩 3 刹雌面は赤褐色の地に，乳白色の斑晶が無数に人る c 原崖面は剥醒面より晴い色調を呈す

る。斑晶が入ることから流紋岩であると考えられる 敲石 1点を含み，総重量は142.83 gである。

・硬質頁店 1 詞離面は焦茶色を呈し，ガジリ面は青灰色を呈する C 二次加工詞片 1点・詞片4点を含

み，総重量は6.84 gである C

・硬質頁岩 2 淡青灰色の地に，赤褐色の部分が一部に入られろ 剥片 3点を含み，総重量は4.64 gであ

る。

・硬質頁岩 3 淡茶灰色を呈し，畦化度はやや低い。剥片 1点を含み，総重量は3.32 gである。

・硬質頁岩4 剥峨面は淡茶灰色を呈し，ガジリ面は紫灰色を呈する。輩Ij片1点を含み，給重量は0.80 g 

である。

・硬質頁岩 5 淡青灰色を呈する。喰I]片1点を含み，給重量は0.25 gである C

・硬質貞岩6 剥躍面は淡紫灰色の地に，暗茶色の節即が人る。ガジリ面は淡叫茶灰色を呈する。菜I]片1

点を含み，総重量は15.81 gである。

．嶺岡頁岩 1 青灰色の地に，暗乳白色の部分が斑状に入る白滝頁岩である。渕片4点を含入，総重昌は

3. 65 gである）
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．嶺岡頁岩 2 刹隅面は淡青灰色を呈する。原礫面は淡緑灰色を呈する。石英質の斑晶が入り，流紋岩で

ある。刹片 1点を含み，総重量は10.87 gである。

•砂岩 1 刹離面は淡青灰色の粒子がほとんどを占め，青灰色や石英質の粒子が疎らに入る。原礫面も哨IJ

隅面と同様の色調で滑らかである。二次加工剃片 1点を含み，総重量は12.01 gである。

•砂岩 2 刹睛面は青灰色の粒子がはとんどを占め，光沢ある黒色の粒子や陪乳白色の粒子が峠らに入

る。刹片 1点を含み，総重量は16.96 gである。

•砂岩 3 刹離面は緑灰色の地に，ベージュ色の斑晶が無数に入る。原礫面は同様の色調で光沢をおび

る。斑晶が入ることから流紋店であると思われる。流紋岩2に酷似する。剥片 1点を含み，総重量は2.74 

gである。

•砂岩 4 青灰色の地に淡青灰色の点紋が熊数に人る。この特徴からホルンフェルスであると思われる。

刹片 1点を含み，総重量は1.65 gである。

・ホルンフェルス 2 青灰色の地に淡黄褐色の点紋が無数に人る。楔形石器 1点・刹片3点を合五，皐合重

量は35.05 gである。

・ホルンフェルス 3 詞謳面はベージュ色の地に淡黄褐色の点紋が熊数に人る c 風化の弱い部分は青灰色

を呈し，ベージュ色の部分に網状に八る。ガジリ面は青黒色を呈ずる C l1J片 1点を含み，給重量は2.74 g 

である。

・ホルンフェルス 4 剥離而は淡青仄色を呈し，原礫面は青黒色を呈する。ガジリ面は青灰色を呈する＾

剥片3点を含み，総重量は18.56 gてある C

・ホルンフェルス 5 淡青仄色の地：こ改灰色u)）徴紐な点紋が熊数に入る ＠嶼面は同様な色調で硬質であ

る。石核 1点を含五，総重量は29.83 gてあるぐ

・ホルンフェルス 6 淡青灰色を呈する c 刹片 1点を含み，行重量は1.0」gてある。

・ホルンフェルス 8 羨 6K-2-9はホルンフェルス 7と同→汀オてもる＾その他の菜Il}『は青灰色の地

に，淡黄褐色の点紋が熙数に入り，ガジリ面は青黒色を呈ずる。最lj上「 2点・蝶 1点を含み，皐芯重量は8.91 

gである。

・チャート 1 剥帷面は，青黒色から青灰色の地に淡黄褐色の音〖分が斑状に入る。原蝶面は同様の色調

で，爪跡状のくほみが無数に入る。剥片 1点を合み，総重量は31.08 gてあるた

・チャート 3 剥離面は青黒色の地に，乳白色半透唄の郎分が斑状に入る 原蝶面は同様の色調で爪鱈杖

のくばみが無数に入るし剥片 6点・石核 1点を合五，認重量は31.08 gである

・チャート 4 渕隅面は緑灰色の地に，ベージュ色の節理が少量人るエ色珪質頁岩である 原礫面は陪緑

灰色を呈し，爪跡状のくばみか入る。剥片2点を含五，総重量は14.47 gてある

・チャート 6 青灰色を呈する。詞片 1点を合]f, 総重量は0.67 gである C

．珪岩 l 乳白色不透明で珪化度の高い石材である。石英である可能性も考えられる 嘉lf『6点を合入，

総重量は21.58 gである。

・玉髄1 剥離面は淡黄褐色不透明である。部分によっては赤みがかる。玉髄3と同一母岩である可記性

が高い。楔形石器 1点を含み，総重量は3.45 gである。

・玉髄2 淡黄褐色半透明の部分と，ベージュ色不透明の部分からなる C 楔形石器 1点・剥片 1点を含

み，総重量は7.64 gである。
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第34図 第7ブロック出土石器(4)

・玉髄3 剥離面は淡黄褐色不透明である。部分によっては赤みがかり， ベージュ色の節理が部分的に入

る。原礫面は同様の色調で，爪跡状のくぽみが無数にみられる。玉髄1と同一母岩である可能性が嵩い。

剥片1点 ・石核1点を含み，総重量は109.73 gである。

・玉髄4 乳白色を呈し，不透明である。剥片2点を含み，総重紐が2.12 gである。

3)出土迫物（第31~34図， 図版8)

ナイフ形石器1点 ・楔形石器7点 ・剥片104点 ・石核6点 ・敲石1点 ・台石1点 ・礫16点の計139点が出

土した。

ナイフ形石器(3)は，糊眼観察で麦草峠産と思われる黒曜石1製で，破片である。二次加工は腹面側か

ら60度程度の角度で加えられている。周縁加工の尖頭器の破片である可能性もある。

楔形石器は7点(7~10 ・ 22 a)出土している。石材は，安山岩Alが1点，安山岩A2が1点，安山岩

A4が1点，安山岩A12が1点， 玉髄1製が1点，玉髄2製が1点， ホルンフェルス2製が1点である。

剥片は珪質頁岩（硬質頁岩2・3)に石刃が2点(12・ 14)含まれるほかは，

14は稜付きの石刃である。

一般剥片で占められている。

石核は6点(16~19・ 23b ・ 24c)が出土している。原石から剥片を1枚剥離したのみのもの(19)，剥片

を素材とし腹面を作業面として剥片剥離を行っているもの(16)，礫を分割し分割面を作業面として剥片剥
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雁を行っているもの(17・ 23 b ・ 24 c)，小円礫をはさ五割りによって消費しているもの(18)，がみられ

た。石材は安山岩Alが1点(17)，安山岩A4が1点(18)，安山店AlOが1点(19)，ホルンフェルス 5か

1点(16)，チャート 3が1点(24C)，エ髄3か1点(23b)である。

敲石(25)は流紋岩（珪質頁岩 3)製で，円礫の端部に敲打癒が残る。

台石(26)は流紋岩 2製で， ・郎を欠担している。

本プロックでは，罰形石器を含む一般剥片生産に関連する資料か主体であるが，石刃が2点それぞれ単

独母岩て出土している。ナイフ形石沿の破片が 1点出土しているが， III屈からの出上てかつ単独母岩であ

るため，木来，本ブロックに帰属するものかは疑間である。

第8ブロック（第35・ 36図，第10・ 49表，図版3)

1)概要

III層からVIIC層(IXC胴）にかけて119点の遺吻が出土し， VIIa層(IXa層）に特に隻中して分布する。な

ぉm絲から出士した遮物は 1点のみで，それ以外はVI層から¥IllC層(IXc層）の範囲におさまる．；石器組成

は，削器 1点・→次加丁剥片 7点・楔形右器5点・剥片82点・右核 8点・礫16点の計119点である。礫を

除く石材糾成は，黒色緻密質安□岩46点（安山岩Al・A3・A1l・All・Al3・A14)・安山岩 6点（安山岩B
2 ・ C 2)・流紋岩 7点（流紋岩 9, 珪質頁岩5).黒曜石 1点・珪質頁岩 6点（珪質頁岩 6~ 8 ・ 10)・白滝

頁岩 1 点（旺員只岩 9) ・下髄 3 点（嶺岡頁岩 3) ・ホルンフェルス29点•黒色珪質頁岩 3 点（チャート 7).

下髄 1点の計103点である。本ブロックでは，各丹岩に数点の剥片か含まれる例が多い。また本プロック

出十・リ）チャート 7製の剥片 1点と，第18プロック出土の楔形石器 1点か揆合関係を持つ。

2)母岩別資料

•安山庁Al 剥離面かやや茶色かかる淡I火色I])黒色緻密芦安山岩てある C 径0.3mm ~ 1. 0mmのベージュ色

の斑晶か入る。ガジリ面は青黒色を呈する。二次加工剥片 1点． t契形下器 1点・素LJ片20点・石核 1点を含

み，総重量は111.58 gである C

•安山岩A3 剥離而か淡冑灰色を旱する黒色緻索質安ll」岩てある。径0.3mm程度のベージュ色と黒色の

斑晶が疎らに人る。原礫面は同様の色調て，爪跡状のくぼみか人る。カジリ面は青黒色を皇する。剥片 3

点を合み，総璽量は12.25 gである。

•安止岩A ・1 判離面が決青灰色の黒色緻密質安山岩である。原礫面は同様の色調て，爪跡状の微細なく

ばみが煎数に入る。剥片10点を含み，総瓜量は55.29 gである。

•安山岩All 剥離面がやや青みがかる淡灰色の黒色緻密質安山岩である。径0.3mm程度のベージュ色と

黒色の斑晶が入る。原礫止は同様の色調で，爪跡状のくぼみか熊数に八るぐ楔形石器1点・剌片6点を含

み，総重量は14.50 gである。

•安山岩Al3 剥離而が淡灰色と淡青灰色の部分からなる累色緻宮貨安止岩であるし径0.3mm~ 1. 0mmの

ベージュ色と黒色の斑晶が入る。原礫山は淡茶灰色で，爪跡状の微細なくばみが熊数に入る。喫形石器1

点・ぶ核 1点を含み，総重量は50.97 gである Q

•安山岩A14 刹離面が淡禁灰色の黒色緻密員安1廿岩である。原礫面も同様の色調で，爪跡状のくぼみか

人る。刹片 1点を合み，総重量は3.54 gてある。

•安山岩B2 剥離面が淡明灰色を呈する風化の進んだ安山店である。径0.3mm~3. 0mmの烹色の斑品を含

む。原礫面も同椋の色調で，ザラザラした質感である。爪跡状のくばみの痕跡がみられるようてある。剥
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片3点・い核2点を含み，総重量は65.19 gである。

•安山告C2 淡青灰色を呈する 剥片 1点を合み，総重量は0.32 gである。

・流紋岩9 剥雌面は淡町緑灰色の地に，灰色透明の斑晶が人る。原礫向も同様の色調である。楔膨石器

1点を含み，総重量は13.96 gてある U

•黒昭石 3 刹離血は黒色乎透明で，光にかさすと茶色を呈するぐ，径1.Omm~3. 0mmの灰色の球顆が人るぐ

石核1点を含み，総重量は9.81 gてある。

. f.t員貞岩 5 暗青緑色から淡青仄色の地に，乳白色の石英質の政「晶や，ベージュ色の点紋が入る流紋岩

である。二次加上剌片2点・剥片4点を含み，総重量は52.38 gである。

．吐質頁岩6 剥離山は淡緑灰色を呈し，原礫面は茶褐色を呈する。叶化度が高く，チャートに叶い，う二

次加工剥片 1点・剥片 1点を合み，総璽量は7.79 gてある，

・甘質頁岩 7 剥離面はベージュ色の地に，焦茶色の部分が縞状に入る流紋岩てある。原礫面は淡黄褐色

を呈し，凝灰岩質である。剥片 1点を含み，総車量は12.04 gてある 3

・珪質頁岩8 剥陪雨は青黒色を呈する 節理面は青黒色の地に，一部べ~ージュ色の部分がみられろ。判

片 1点を含み，総車量は8.66 gである e

．珪質頁岩9 淡緑茶色の地に，罪乳白色の珪化度の在い部分が入る白滝頁岩である。剥片 1点を合み，

総重量は4.12 gである。

・珪質頁岩10 剥離面は淡青緑色を呈し，）息礫面および）阜礫而近くの剥唱面は黄褐色を呈ずる緑色凝灰岩

である。二次加T剥片 1点・剥片 1点を含み，総重量は38.59 gである

．罰岡頁岩 3 淡明娯褐色の地に，淡黄褐色の罪分が縞状に入る上髄（メノウ）てある 3 二次）J廿上打片 1

点・楔形右器 1点・剥片 1点を含み，紐重量は1.11 gである。

・ホルンフェルス 2 青灰色の地に，淡古灰色の微紐な部分か斑状に人る。菜LJ片8点・凸核 1点を含み，

総重量は30.89 gである。

・ホルンフェルス 3 祠離血はベージュ色の地に，淡黄褐色の点紋か無数に人る。風化の弱い部分は青灰

色を呈し，ベージュ色の部分に網状に入る。ガジリ面は青黒色を呈するジ削器1点・柔I]片9点・礫 1点を

含み，総重量は66.60 gである。

・ホルンフェルス 4 剥離面は冑灰色を呈し，節理面は茶褐色を呈する C 原礫面は剥離面と同様の色調

で，表面に微細な小孔がみられる＾剥片 1点・石骸 1点を含み，総重量は51.99 gである。

・ホルンフェルス 8 剥離面は青灰色の地に，無放の小孔かみられる。原礫面は剥離面よりやや覆い色調

で破質である。第 7ブロックのホルンフェルス 8とは児なろ母店であろ c 剥片 5点を合み，給重量は

14. 32 gであるの

・ホルンフェルス 9 刹羅而は寄灰色の地に，淡青灰色の点紋が熊数に入る Q •罪に淡青灰色て塊状の合［

分が入る。原礫而は同嘩の色調で，全体に淡い色を旱すか，部分的に剥離面と同嘩の色祠もみられる。石

核 1点を含み，総重量は195.21 gである。

・ホルンフェルス10 詞離血は淡灰色の地に，淡赤褐色の微細な点紋が人るぐガジリ面は青黒色を呈ず

召剥片 1点を合み，総重量は31.67 gである Q

・ホルンフェルス11 淡青灰色から青灰色の池に，ベージュ色の部分か斑状にわずかに人る 剥片 1点を

含み，総璽量は2.27 gである。
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・チャート 7 剥雌而は寄灰色を呈する烹色吐質貞岩である。原礫面は剥離筐『より赤みがかる。翡片3点

を含み，総車量は16.53 gである。

・下髄5 乳白色を呈し透町な郎分が網＜縞状に入る。二次加工訓片 1点を含み，総重量は0.95 gである，9

3)出十造物（第37~40図，図版9・ 10) 

削器1点． ．次加T刹片7点・楔形石附5点・剥片82点・石核8点・礫16点の計119点が出＋．した。

削器(27)は，ホルンフェルス 3製である。削器と器柿認定が行われているが，対向ずる緑辺か組となる

ように剥隣痕かみられること，景I]随痕に打点がみられないことから，楔形石謡であると考えられる。

二次加工剥片は7点(28~31・ 45a ・ 46b)が出十．した。いずれも素材剥片にわすかな剥離痕がみられる

ものて，使用痕ある剥片との区別は難しい。右材は流紋岩（珪質頁岩5)か2点(30・ 45 a) ・ J十質頁号6が

1点(28)・緑色凝灰岩（珪質頁岩10)か1点(46b) ・安山岩Alが1点(31)・王髄（下．髄5.嶺岡頁岩3)か

2点である。 28は頭部調整がみられる、l詰まりの縦長翡片を素材としており，他の素材刹片よりも規格性

をもって生庄された可能性かあるぐ9

楔形石栂は5点(32~35)が出上した，j うち 4点(33~35)が1糾の両棒剥離痕を持ち，残りの 1点(32)は

到片を同転させて 2 度の両梃剥雌を行っている。右材は下．髄（嶺岡頁岩 3) か 1 点•安山岩Al か 1 点•安

山岩Al]が 1 点•安山岩Al3が 1 点・流紋岩 9 か 1 点である。

石核は8点が出上した。礫を分割して，その剥離面を詞片生産の作業面とするもの(41・ 42 ・ 44 • 51 C) 

が6点，剥斤を分割して｀その分割面を訓片牛産の作業面とするもの(43)か1点，厚手の剥片の縁辺か

ら，剥片剌離をおこなったも(})(110)が1点みられた0 40は翡片刹離か施された緑辺が鋸市緑状を呈してお

り，二次加工刹片とも考えられる。仁材は安lll岩Alが1点(51C)，安山岩Al3か1点(41)，安山岩B

2が2点，黒曜石3が1点(13)，ホルンフェルス 2が1点(40)，ホルンフェルス」が 1点(i4)，ホルン

フェルス 9が1点(42)である。

剌片は一般刹片で占められており，長さか2cm~ 3 cmの範囲におさまるものか多い。 1母岩あたりの冑

料数はそれほど多くなく，安□岩Al店とやや多く資料が含まれる母岩は，厳密な鳳岩同定の困難な母岩
が該当している Q

また木ブロック出士のチャート 7製の剥片 1点(52a)と，第18ブロック出士の控JI：冗石話 1点(52b)が接

合関係を持つ（接合資料27)。

第9ブロック（第41・ 42図，第11・ 50表）

1)概要

Vl層からVilC層(IXC層）にかけて64点の遺物か出土し，胃下層1こ特；こ集中して分布する 石器祖成は，

二次加工剥片 1点・楔形石器8点・剥片15点・右核5点・礫5点の叶64点てある。礫を除く石豆祖成は，

黒色緻密質安山岩26点（安口岩A1 ・Al5・Al6)・トロトロ石16点（安山岩B1 ・ B 3) ・安山岩 1点（安山岩

C 4) ・黒曜ハ 1点・頁岩 2点・黒色甘質頁若 2点（珪質頁先11)・珪質頁岩 1点（硬買頁岩 6).鉄石英

（赤） 2点（硬員頁岩 7)・白滝頁岩 1点（嶺岡頁岩4)・チャート 1点・玉髄5点・右英 1点の計59点てあ

る。本ブロックの剥片は，旦岩あたりの剥片数が少なく， •般剥片て占められるぐ

2)母岩別資料

•安山岩Al 淡茶灰色の黒色緻密質安□岩である。原礫面には爪趾状のくばみが練らにみられろし径
0. 3mm程度のベージュ色の斑晶か疎らに人る。楔形石器5息・刹片14点を含み、総重量は58.05経である，
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第42図 第 9プロック母岩別分布図

• 安山岩 Al5 淡灰色の黒色緻密質安山岩である。原礫面には爪跡状のくぼみが疎らにみられる。

0. 5mm~2. 0mmの黒色で光沢のある斑晶が入る。楔形石器2点 ・剥片4点を含み，総重砧は53.62 gである。

• 安山岩 Al6 淡灰色の黒色緻密質安山岩である。原礫面には爪跡状のくぽみが疎らにみられる。

0. 5mm~2. 0mmの黒色で光沢のある斑晶が入る。安山岩Al5と類似している。楔形石器1点を含み，総重量

は6.39gである。

• 安山岩 B 1 淡明灰色を呈し， トロトロ石と俗称される。剥片2点を含み，総重絋は5.14 gである。

• 安山岩B3 剥離面は淡明灰色を呈し，原礫面は淡黄褐色を呈する。 トロトロ石と俗称される。剥片13

点 • 石核 1 点を含み，総重紘は81.47 gである。

•安山岩C4 淡明灰色を呈し，粗い質感である。剥片1点を含み，総重祉は2.07 gである。
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•黒曜石 4 灰色透明で，不透明灰色の部分が縞状に入る。肉眼観察では信朴l産と思われる。石核 1点を

含み，総重量は3.79 gである。

．頁岩6 剥離面は淡青灰色を呈し，原礫面は茶褐色を呈する。剥片2点を含み，総重量は17.41 gであ

る。

．珪質頁岩11 剥離面が青黒色を呈し，原礫而が茶褐色を呈する黒色珪質頁岩である。剥片 1点・石核 1

点を含み，総重量は32.86 gである。

・硬質頁岩 6 淡茶灰色を呈し，賠青灰色の部分が微細に網状に入る。東北地方日本海側に典型的な石材

とは異なる。剥片 1点を含み，総重量は10.19 gである。

・硬質頁岩 7 赤褐色の地に，淡青黒色の珪化度の高い節理が入る鉄石英（赤）である。二次加工剥片 1

点・石核1点を含み，総重量は19.34 gである。

．嶺岡頁岩4 刹離面は青灰色がかった淡黄褐色を呈する。原礫面は，刹離面と同様の色調で滑らかであ

る。珪化度の高い部分が斑状に入らず，またやや粗い質感だが，白滝頁岩の表皮に近い部分にこのような

特徴を持つ例があり，白滝頁岩であると思われる。剥片 1点を含み，総重量は18.67 gである。

・チャート11 剥隅而は青灰色の地に，青黒色の節理が入る。原礫而は同様の色調で，微細な爪跡状のく

ぼみが無数にみられる。剥片 1点を含み，総重量は2.07 gである。

・玉髄6 刹離面は淡黄褐色で半透明の地に，ベージュ色で不透明の部分が斑状に入る。原礫面は同様の

色調で，爪跡状のくぼみが無数にみられる c 剥片4点・石核 1点を含み，総重量は43.21 gである。

•石英 1 無色透明である。刹片 1点を含み，総重量は0.13 gである。

3)出土遺物（第43・ 44図，図版10)

二次加工剥片 1 点・楔形石器 8 点・劉片45点•石核 5 点・礫 5 点の計64点が出土した。

二次加工刹片(64a)は硬質頁岩7製て，寸詰まりの剥片の躙部；こ徴紐な剥雌痕がみられる。二次加工に

よるものか断定することは難しい。

楔形石器は8点(53,....__.,58 ・ 65 c • 66 d ・ 71)が出士した。安山岩Al製が5点(53,....__.,55・ 57 ・ 66b) ・安山

岩Al5製が2点(58• 65 C) •安山岩Al6製が 1 点 (56) で，いずれも黒色緻密質安□岩製である。両極剥離

によって器体が中央で 2つに割れた資料(55)や，同一作業面上で打点を回転させながら両極刹離を行った

ことを示す資料(58)を含む。

石核は5点(60,....__.,62・ 64 b)が出士した。いずれも礫を分割して一般詞片を生産するもの(60,....__.,62・ 64 b) 

である。

本プロックでも，剥片生産は一般渕片で占められ，母岩あたりの剥片数は多くない。

第10ブロック（第45図，第12・ 51表）

1)概要

N・V層からIXC層にかけて91点の遺物が出土し， VI層に特に集中して分布する。石器組成は，ナイフ

形石器 1 点・ニ次加工剥片 2 点・楔形石器 1 点•石核 1 点・剥片85点・礫 1 点の計91点である。礫を除く

石材組成は，黒色緻密質安山岩 1点（安山岩Al)・トロトロ石75点（安山岩Bl・B3,....__.,B6)・ 黒曜石5

点・珪質頁岩6点（硬質頁岩 2.硬質頁岩 8~11) •砂岩 l 点・凝灰岩 1 点（ホルンフェルス 8) ・ホルン

フェルス 1点（ホルンフェルス12)の計90点である。

である。本ブロックでは， トロトロ石の消費が主体を占めており，寸詰まりの縦長刹片や幅広刹片を生産
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している。

2)母岩別資料

•安山岩Al 淡茶灰色を呈する黒色緻密質安山岩である。刹片 1点を含み，総重量は0.16 gである。

•安山岩Bl 淡明灰色を呈し， トロトロ石と俗称される。二次加工剥片 1点・石核 1点・剥片61点を含

み，総重量は267.11 gである。

•安山岩B3 淡明灰色を呈し， トロトロ石と俗称される。剥片9点を含み，総重量は17.15 gである。

•安山岩B4 青灰色を呈し， トロトロ石と俗称される。剃片 1点を含み，総重量は0.17 gである。

•安山岩B5 青灰色を呈し， トロトロ石と俗称される。剥片 1点を含み，総重量は0.23 gである。

•安山岩B6 青灰色を呈し， トロトロ石と俗称される。剥片 1点を含み，総重量は0.08 gである。

•黒曜石 5 無色透明の地に，漆黒の部分が縞状に入る。肉眼観察では小深沢産のものに類似する。二次

加工刹片 1点．剃片4点を含み，総重量は14.07 gである。

・硬質頁岩2 淡灰色を呈する。剥片 1点を含み，総重量は2.34 gである。

・硬質頁岩 8 淡明青灰色を呈し，部分的に赤褐色がかる。ナイフ形石器1点を含み，総重量は4.12 gで

ある。

・硬質頁岩9 淡紫灰色を呈する。剥片1点を含み，総重量は16.70 gである。

・硬質頁岩10 淡紫灰色を呈する。楔形石器1点を含み，総重量は6.45 gである。

・硬質頁岩11 淡灰色を呈する。測片2点を含み，総重量は1.89 gである。

•砂岩14 剥離面は，青灰色とベージュ色の粒子の粒子からなる。原礫面はより暗い色調を呈している。

刹片 1点を含み，総重量は13.63 gである。

・ホルンフェルス 8 淡青灰色とベージュ色の粒子からなる凝灰岩である。剥片 1点を合み，総重量は

0. 09 gである。

・ホルンフェルス12 剥離面は青灰色の地に，黄褐色の点紋が入る。原礫面は同様の色調で，滑らかであ

る。刹片 1点を含み，総重量は1.04 gである。

3) 出土遺物（第46・ 47図，図版11)

ナイフ形石器 1 点・ニ次加工刹片 2 点・楔形石器 1 点•石核 1 点・剥片85点・礫 1 点の計91点が出土し

た。

ナイフ形石器(68)は硬質頁岩8製で，二側緑加工のナイフ形石器である。両設打面の石核から剥肩惟され

た石刃を素材とする。石刃の打点をナイフ形石器の基部に設定しており，右側緑は側繰全体にわたって，

左側縁は基部と先端のみに，腹而側からの急斜度の二次加工がみられる。

二次加工剥片は2点(69・ 70)が出土した。いずれも一般刹片に二次加工を加えたもので，黒曜石製のも

の(69)と，安山岩B1製のもの(70)が出土した。

楔形石器(71)は硬質頁岩10製で，幅広の厚手の剃片が素材である。

石核(75)は安山岩B1製で，不整の角柱状を呈する。刹離面から寸詰まりの縦長刹片を生産したことが

うかがわれる。刹片では77a • 77 bなどが縦長剥片生産に関連する資料である。

本ブロックでの剥片生産は， トロトロ石を主体として行われており，複数の母岩に少量の剃片が含まれ

る先のブロックとは異なる。 トロトロ石は母岩分類が困難で同一母岩かどうか不明であるが，縦長剥片生

産に関連する資料と，一般刹片生産に関連する資料を含むようである。
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第47図 第10プロック出土石器(2)

第11プロック（第48・ 49図，第13・ 52表，図版3)

l)概要

VI屈からV]c(!Xc)層にかけて117点の遺物が出土し， VlIa層(IXa層）に特に集中して分布する。石器

組成は， 二次加工剥片2点 ・楔形石器11点 ・剥片96点 ・石核8点の計117点である。右材組成は，黒色緻

密質安山岩56点（安山岩A1 ・A 3 ・A 7 ・A 8 ・All・Al7~A20,安山岩B7・B8)・トロトロ石1点（安

山岩B3) ・安山岩4点（安山岩B2)・流紋岩3点（流紋岩9,珪質頁岩16・17)・黒曜石6点 ・頁岩1点

（頁岩8)・ホルンフェルス25点（頁岩9, ホルンフェルス 2・4・8)・珪質頁岩11点（珪質頁岩12・14 ・ 15・ 

18,硬質頁岩 1・ 12)・白滝頁岩3点（珪質頁岩13,嶺岡頁岩5).砂岩1点（砂岩15)・鉄石英（黄） 1点（ホ

ルンフェルス8)・チャート 1点 ・玉髄4点の計117点である。本プロックでは，一般剥片が主体で，母岩

の数が比較的多いという特徴がある。また本プロック出土の剥片1点と，第15ブロック出土の剥片1点

が，折れ面で接合した。

2)母岩別資料

• 安山岩A l 淡茶灰色の黒色緻密質安山岩である。原礫面には爪跡状のくぼみが疎らにみられる。径

0. 3mm程度のベージュ色の斑晶が疎らに入る。剥片16点 ・石核3点を含み，総重祉は150.88 gである。

• 安山岩A3 剥離面が淡青灰色を呈する黒色緻密質安山岩である。径0.3mm程度のベージュ色と黒色の

斑晶が疎らに入る。ガジリ面は青黒色を呈する。二次加工剥片1点 ・剥片3点を含み，総重蘊は92.97 g 

である。

• 安山岩A7 淡灰色の黒色緻密質安山岩である。径0.5mm~2.0mm程度のベージュ色や黒色の斑晶が無数
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に入る。原礫面には爪跡状のくぼみがみられる。楔形石器 1点・剥片21点・石核 1点を含み，総重量は

109. 76 gである。

•安山岩A8 淡灰色の黒色緻密質安山岩である。径0.5rnrn,..___,1. 0mmのベージュ色の斑晶が入る。原礫面は

微細な爪跡状のくぼみが無数に入る。刹片2点を含み，総重量は30.67 gである。

•安山岩All 剥離而が淡灰色の黒色緻密質安山岩である。径0.3mm程度のベージュ色と黒色の斑晶が入

る。原礫面は同様の色調で，爪跡状のくぼみが無数に入る。刹片 1点を含み，総重量は13.34 gである。

•安山岩A17 淡灰色の黒色緻密質安山岩である。径0.3rnrn,..___,1. 0mmのベージュ色や黒色の斑晶が入る。原

礫面は同様の色調で，爪跡状のくぼみが無数に入る。剥片 1点を含み，総重量は17.77 gである。

•安山岩A18 淡灰色の黒色緻密質安山岩である。径0.3mm程度のベージュ色や黒色の斑晶が入る。原礫

面は同様の色調で，爪跡状のくぼみが無数に入る。剥片 1点を含み，総重量は17.40 gである。

•安山岩A19 淡茶灰色の黒色緻密質安山岩である。径0.3mm程度のベージュ色や黒色の斑晶が疎らに入

る。刹片 1点を含み，総重量は7.98 gである。

•安山岩A20 淡青灰色の黒色緻密質安山岩である。径0.3mm程度のベージュ色や黒色の斑晶が疎らに入

る。原礫面は同様の色調で，爪跡状のくぼみが無数に人る。楔形石器 1点・刹片 1点を含み，総重量は

16. 89 gである。

•安山岩B2 刹離面が淡明灰色を呈する風化の進んだ安山岩である。径0.3rnrn,..___,3. 0mm程度の黒色の斑晶

を含む。原礫面も同様の色調で，ザラザラした質感である。爪跡状のくぼみの痕跡がみられるようであ

る。剥片3点・石核 1点を含み，総重量は64.37 gである。

•安山岩 B3 剥離面は淡明灰色で，径0.5mm,..___, 2. 0mmのベージュ色の斑晶が入る。原礫面は淡茶褐色を呈

する。 トロトロ石と俗称される。楔形石器 1点を含み，総重量は9.71 gである。

•安山岩B7 刹離面は淡青灰色の地に，径0.3mm,..___, 2. 0mmの黒色とベージュ色の斑晶が多く入る。原礫面

は同様の色調で，爪跡状のくぼみが無数に入る。風化の程度がやや強いが黒色緻密質安山岩であると思わ

れる。剥片 1点を含み，総重量は5.30 gである。

•安山岩B8 剥離面は淡青灰色の地に，径0.3rnrn,..___,2. 0mmの黒色とベージュ色の斑晶が多く入る。風化の

程度がやや強いが黒色緻密質安山岩であると思われる。剥片 1点を含み，総重量は11.68 gである。

・流紋岩9 淡黄褐色がかった淡青灰色の地に，黒色透明の斑晶が入る。楔形石器1点を含み，総重量は

57. 55 gである。

•黒曜石 3 漆黒の地に，無色透明の部分がわずかに入る。肉眼観察では小深沢産に類似する。楔形石器

5点・刹片 1点を含み，総重量は4.32 gである。

．頁岩8 剥欝惟面は淡青灰色から淡緑青色を呈する。原礫面は淡緑青色を呈し，滑らかな質感である。石

核 1点を含み，総重量は115.13 gである。

．頁岩9 原礫面・刹離面ともにベージュ色を呈する。粗い質感で頁岩というよりは，むしろホルンフェ

ルスであると考えられる。ガジリ面は青灰色を呈する。剥片 1点を含み，総重量は3.94 gである。

．珪質頁岩12 刹離面は黄褐色を呈し，原礫面は淡茶褐色を呈する。剥片3点を含み，総重量は24.37 g 

である。

．珪質頁岩13 剥離面は茶灰色を呈し，青黒色の珪化度の高い部分が縞状に入る。原礫面は黄褐色を呈す

る。剥離面の特徴から白滝頁岩であると思われる。剥片2点を含み，総重量は22.64 gである。

- 71 -



．珪質頁岩14 刹片2点が含まれるが，それぞれ別母岩である。 6]-33-1011は，剥雌面が黄褐色がかる灰

色の地に，黄褐色と淡紫灰色の部分が縞状に入る。ガジリ面は淡青灰色を呈する。重量はl.67 gである。

7]-02-1002は，刹離面が淡黄褐色と淡緑灰色の部分の互層からなり，原礫面が淡黄褐色を呈する。ガジリ

面は淡青緑色を呈する。珪化度が高く，チャートに近い。重量はl.99 gである。

．珪質頁岩15 剥離面は黄色がかる淡青緑色を呈し，原礫面は淡茶褐色から淡黄褐色を呈する。珪化度が

高く，チャートに近い。石核 1点を含み，総重量は31.15 gである。

．珪質頁岩16 剥離面は淡黄褐色を呈し，部分的に青灰色を帯びる。石英質の微細な斑晶が入ることから

流紋岩である。原礫面は青黒色と淡茶褐色の部分からなる。剥片 1点を含み，総重量は12.08 gである。

．珪質頁岩17 刹離面は黄色がかる淡青緑色を呈し，黄色がかる乳白色の部分や淡茶褐色の節理が入る。

石英質の微細な斑晶が入ることから流紋岩である。剥片 1点を含み，総重量は8.54 gである。

．珪質頁岩18 剥離面は淡青灰色と淡黄褐色の部分からなる。原礫面は，剥離面と同様の色調で光沢を帯

びる。珪化度が高くチャートに近い。剥片 1点を含み，総重量は4.42 gである。

・硬質頁岩 1 剥離而は焦茶色を呈する。いわゆるチョコレート頁岩である。楔形石器1点・剥片2点を

含み，総重量は19.26 gである。

・硬質頁岩12 剃離面は淡茶灰色を呈し，粒状の茶灰色の部分が入る。このような特徴をもつ石材は，新

潟県北部の天満層に類例がみられる。剃片 1点を含み，総重量は1.35 gである。

．嶺岡頁岩5 剃離面は淡明灰色を呈し，珪化度の高い乳白色の部分や青黒色の部分が入る。この特徴か

ら白滝頁岩であると思われる。刹片 1点を含み，総重量は1.71 gである。

•砂岩15 青灰色，淡青灰色，ベージュ色の粒子からなる。刹片 1点を含み，総重量は19.60 gである。

・ホルンフェルス 2 青黒色の地に，淡青灰色の点紋が無数に入る。ガジリ而は青黒色を呈する。剥片 1

点を含み，総重量は18.41 gであるぐ

・ホルンフェルス 4 剥離面は淡青灰色で，部分的に淡明灰色を呈する：原礫面は刹離面と同様の色調で

光沢を帯びる。ガジリ面は青黒色を呈する。剥片19点・石核 1点を含み，総重量は209.87 gである。

・ホルンフェルス 8 剥離面は青黒色の地に，黄褐色から淡黄褐色の点紋が入る。原礫面は剥離面と同様

の色調で光沢を帯びる。ガジリ面は青黒色を呈する。この特徴をもつ刹片が3点あり，総重量は10.45 g 

である。また同一母岩に分類されている中で，黄褐色不透明の玉髄製の刹片が 1点含まれ，その重量は

0. 39 gである。

・チャート 15 剥離面は青灰色を呈し，ベージュ色の節理が入るつ楔形石器 1点を含み，総重量は2.09 g 

である。

・玉髄4 剥離面は乳白色半透明で，互層状の構造である。部分的に淡青灰色を呈する。原礫面は淡い鼈

甲色を呈する。二次加工刹片 1点・剥片2点を含み，総重量は14.12 gである。

・玉髄7 乳白色半透明の部分と，淡紫灰色不透明の部分が互層を呈する。刹片 1点を含み，総重量は

2. 31 gである。

3)出士遺物（第50"'--'52図，図版12)

二次加工剥片2点・楔形石器11点・剥片96点・石核8点の計117点が出土した。

二次加工剥片は2点(79・ 80)が出士した。うち 1点(80)は刹隧痕が微細で二次加工によるものかどうか

断定は難しい。残りの 1点(79)は大型幅広刹片の側縁に二次加工を施したものである。
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楔形石器は11点(81~85・ 93b)が出上したQ 石材は，安山后A7か 1点(82)，安山岩A20が 1点(93

b)，安山岩B3が 1点(84)，流紋岩 9が 1点(83)，黒曜石 3か 5点(85)，硬貫頁岩］が 1点(81),

チャート15か 1点である。流紋岩9製のものか，分厚い剥片を素材としているはかは，小形の剥片や小礫

を素材とする Q

石核は8点(87~92・ 96 b ・ 97 c)か出士した。分割した礫を素材とするもの(87~90・ 92)が5点，礫に

交互剥陥を加えて剥片を生産ずるもの(91)が1点，訓片を素材とするもの(96b)か 1点，分割礫もしくは

厚手の剥片を素材として，交且剥嘘によって剥片を生I笙するもの(97C)か1点みられた。凸材は，安山岩

A1が3点(87・ 88 ・ 96 b)，安山岩A7が 1点(97C)、安□岩B2が 1点(89)，頁岩8が 1息(91),［「賃
頁岩15が1点(92)，ホルンフェルス 4が1点(90)である。

本プロックから出上した剥片は，一般剥片がエ体となる。縦長剥片は．形態の整ったものかなく，数鼠

も少ない。本ブロックでは，安山岩Al・A 7, ホルンフェルス 4に含まれる詞片の数か多くなっている

が，丹岩識別か困雌な五材て複数の母岩が合まれている可能性かあるしその上うに仮定すれは，本プロッ

クでは母号の数は比較的多いも 0)0)，母岩ごとに含まれる刹片は少ないといえるりまた本ブロックから出

土した剥片 1点(98b)と，第15ブロックから出上した剌片 1点(98a)か，約7mの距離を漏てて，折れ面

で接合している（接合資料53)。他のフロック罰接合とは異なり，比較的i圧い距離で疫合している。

第12ブロック（第53・ 54図，第14・ 53表）

1)概要

VI 下層から＼贋 c 層にかけて68点の遺物か出土し， Vlla~(!Xa 屈）に特に集中して分布ずる。仁器組成

は，局郎磨製石斧 1点・喫形石器3点・石核2点・剥片62点(})計68点である。石見祖成は．黒色緻索伍安

山岩115点・流紋岩 1点・頁岩 1点・亡滝頁岩3点（叶質頁岩13・It質頁岩19)・八丁層ノジュール 1点（詣岡

頁岩6)・ホルンフェルス 5点・蛇紋岩 1点（紐晶片岩 1)・チャート 8点・エ髄3点の叶68点であろ。本

ブロックでは，黒色緻密質安山岩を上｛本として，一般剥片生産が行われている r 他のプロックとの関係て

は，本ブロック出土の剥片 1点と，第14ブロック出土の仁核 1点と，第16プロック出上の剥片 1点が接合

関係をもつ。

2)鳳岩別資料

•安山岩A 1 淡灰色の黒色緻密質安口岩て，原礫而には微細な爪跡状のくばみがみられる。径0.3mm程

度のベージュ色と黒色の斑晶が峠らに入る。剥片 2点を含J;1--, 約車量は18.91 gである c,

•安山岩 A21 ぶり雛面は淡灰色を呈し，胄灰色の部分か上部にみられる黒色緻密質安山岩てある。斧

0. 5mm~5. 0mmはどの黒色とベージュ色，石莫員の斑晶が入る＂原綬山：こは，爪跡状のくぼみが熊放に入

る。刺片34点を含み，総車量は452.35 gである。

•安山岩A22 剥陥而は青灰色を呈し，径0.5mm~ 1. 0mmのベージコ色と黒色の即晶がみられるで原礫血に

は微組な爪跡状のくぼみかみられる。楔形石器2点・北l片3点を含み、総璽量は31.42 gてある。

•安山岩A23 剥離而は淡灰色を呈し，径0.5mm~ 1. 0mmのベージュ色と黒色の斑晶かみられる。表面には

微細な淡黄褐色の点紋か入る。刹片4点を含み，総重量は13.89gてあるし

・流紋岩10 刹離面はベージコ色の地に，青灰色や暗赤褐色の斑晶か入る c 剥片 1点を含み，総車量は

1. 30 gである。
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第54図 第12プロック母岩別分布図

．頁岩10 剥離面は緑がかった淡いベージュ色を呈する。原礫面も同様の色調である。節理面は，茶褐色

の地に行緑色の部分が入り混じる。剥片 1点を含み，総重献は16.63 gである。

．珪質頁岩13 剥離面は茶灰色を呈し，青黒色の珪化度の高い部分が縞状に入る。原礫面は黄褐色を呈す

る。剥離面の特徴から白滝頁岩であると思われる。剥片 1点を含み，総重砿は5.14 gである。

．珪質頁岩19 剥離面は淡緑茶色から青灰色を呈し，淡行灰色半透明の珪化度の高い部分が縞状に入る白

滝頁岩である。節理面は茶褐色を呈する。石核1点 ・剥片 1点を含み，総重祉は30.99 gである。

．嶺岡頁岩6 淡青灰色と青灰色の部分が斑状に入り混じる八丁層ノジュールである。珪化度は低い。剥

片1点を含み，総重品はl.49 gである。

・ホルンフェルス 8 剥離面は宵黒色の地に，黄掲色から淡黄褐色の点紋が入る。原礫面は剥離面と同様

の色調で光沢を帯びる。ガジリ面は青黒色を呈する。剥片2点を含み，総重砿は18.86 gである。

・ホルンフェルス12 剥離面は青灰色の地に，黄褐色の点紋が入る。石核1点を含み，総重此は11.88 g 

である。

・ホルンフェルス13 剥離面は青灰色を呈し，淡明灰色の部分が一部にみられる。原礫面は剥離面と同様

の色調で，滑らかである。ガジリ面は青黒色を呈する。剥片2点を含み，総重祉は8.52gである。

・結晶片岩 1 淡黄緑色の地に，黒色やベージュ色の部分が斑状に入る蛇紋岩である。局部磨製石斧 1点

を含み，総重祉は31.69 gである。

・チャー ト6 剥離面は青灰色の地に，ベージュ色や赤褐色の節理が入る。原礫面は剥離面と同様の色調

で，爪跡状のくぽみが無数にみられる。剥片8点を含み，総重量は17.63 gである。

・玉髄8 剥離面は乳白色を呈し，淡緑色と緑がかったベージュ色の部分からなる凝灰質の部分が一部に

みられる。楔形石器1点 ・剥片2点を含み，総重塁は13.86 gである。

3)出土遺物 （第55・ 56図，図版11)
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均詞摩製―凸斧 1点・楔形石跨 3点・右伎2点・剃片62点の計68点か出士した。

局郡磨製石斧(99)は，蛇紋岩（鈷晶片岩 1)製である。表面は被鱈したためか剥落が檄しく，活体への調

整の様子は不明確てある 刃郎は研磨によって両刃：こ幣形されている C

楔形石器は 3点(101・ 103 b ・ 103 d)が出土している c 石材は安山岩A22か2点(103b ・ 103 d)，王髄

8が1点(101)である

石核は 2点(102・ 104 b)が出士している分割礫を素材とするもの(104b)と，剥片を衷材とするもの

(102)か入られる c 石材は白滝頁岩（珪質只岩19: 104 b)と，ホルンフ -Lルス12(102)てある

剥片は安し[|岩A21が34点と宇体を占めるこの母岩に複数0)鳳岩か含まれているとしても｀黒色徴密質

安山店が判片全｛本に占める数は｀ 62点中13点と主体を占める また4ヽフロックにおける土」片＿生奎は一般剥

片生産で占められるこ

他のブロックとの関係ては，本ブロック出十．の剃片 1点(10.5a)と，第14ブロ；；ク出土の石核 l息(1(）5

c)と，第16ブロック出土の剥片 1点(lOSb)とか按合閉係をもつ（接合資料59) 第14プロックとは約 9

m,第16フロソクとは約llmの距陪を隔てて接合している，

第1:3ブロック（第57・ 58図，第15.54表，図版3)

l)概要

汀冒から＼llb層(IXb層）にかげて111点の遺物が出上し，＼lド日：こ砧：こ集中して分布ナる石沿出成は，

十イフ形石器 2 点・＿一次）J汀上刹片 4 点・楔形下賠 5 点・詞片93点•石核 5 点・敲石 1 点・礫 1 点の;ll11 

点である c 礫を除く石月糾成は，黒色緻密質安山后47点（安山岩A1 ・All)・トロトロ石 1点（安山岩B

9).安山岩 3点（安い岩BlO・Bll, 安山岩Co)・流紋岩 1点・黒曜石 2点・黒色頁岩17点（頁岩 9・頁岩

ll)・ホルンフェルス14点（頁岩12, ホルンフェルス 8・ 12・ 1土～16)・貞岩 5点（頁岩13~17J・J::t質頁岩 7

点（珪官□岩 1，硬質頁岩13・1-l)・鉄石英（赤） 1点（硬質頁店 7）・チャート 7点（チャート G・16・17・19) ・ 
宝髄 5点（チャート 18, 宝髄 1・ SJ • 1(））の言+110点である。木ブロソクては，黒色緻密質安1l1岩の引片が39

点と多く出土したが，二次加工のある石器は 1点：こ過ぎなかっfこまた一般礼片を素材とするナイフ形石

語が2点出士した 他のブロックとの関係ては， 4＼プロックから出土した剥片 3点と，第22ブロックから

出土した石核 1点か接令閉係をもっ C

2)母岩別資料

•安山岩Al 淡灰色の黒色緻密質安山岩である。原礫面：こぱ微祖な爪跡状のくにみか入られる。径

0. 3mm程度のベージュ色と黒色の斑品か疎らに入る。ガジ 1)面は青単色を呈する。二次加丁剥片 1点・楔

形石沿」点・刹片36点・石核3点を合入総重量は270.o.s gである」
•安山岩A11 剌離面が淡灰色の黒色徴宮質安山岩である 仔0.3mm程度のベージュ色と黒色の斑晶が入

る表面には微紐な淡黄褐色の点紋か入る 原礫面は同様の色請で，爪跡状のくぼみが無款に人る＂刹片

3点を含み，紀重量は16.22 gてある

•安山岩B9 刊莞面が淡明灰色を呈し，径0.5mm程度のベージュ色と黒色の斑昂が疎らに入る。 トロト

ロ石と俗称される 馴片 1点を含み，総重量は1.27 gてある。

•安山岩 BlO 青I火色から改明灰色を呈し，表面に小孔がみられる。剥片 1信をご入，総重量は0.20 gて

ある。

・天山岩B11 淡青灰色を呈し，怪0.3mm~ 1. 0mmのベージュ色の斑品が入るこ剥片 1点を合み，唸重量は
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第58図 第13プロック母岩別分布図

0. 06gである。

•安山岩C5 剥離面は行灰色を呈し，径0.3rnrn~ 1. 0mmのベージュ色の斑晶が入る。原礫面は淡青灰色を

呈し，表面に無数の孔がみられる。斑晶が安山岩Bllと酷似しており、同一母岩である可能性がある。敲

石1点を含み、総重量は160.67 gである。

・流紋岩11 剥離面はベージュ色の地に，淡紫灰色や淡青灰色の斑晶が無数に入る。楔形石器1点を含

み，総重量は4.06gである。

• 黒曜石 5 無色透明の地に，灰色半透明の部分が縞状に入る。また径0.5mm程度の灰色の球顆がみられ
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る。肉眼観察では信小卜I産と思われる。刹片2点を含み，総重量は0.78gである。

．頁岩9 ベージュ色を呈し，部分的に淡青灰色がかる黒色頁岩である。第11ブロックの頁岩9とは異な

り，より滑らかな質感である c ガジリ面は胄黒色を呈する。二次加工剥片 1点・剥片 1点を含み，総重量

は4.29 gである。

．頁岩11 剥離面はページュ色を呈し，部分的に淡背灰色がかる黒色頁店である。原礫面も剥離面と同様

の色調である。ガジリ面は青黒色を呈する。頁岩9に酷似する。ナイフ形石器1点・ニ次加丁刹片 1点・

測片13点を含み，総重呈は77.74 gである。

・頁岩12 剥離面は青灰色の地に，淡青灰色の微細な点紋が無数に入るホルンフェルスである。被熱した

ためか赤変している部分がみられる。原崇面は剥離面と同様の色調で滑らかである。剥片2点・石核 1点

を含み，総重菫は20.21 gである。

・頁岩13 剥離面は青灰色を呈する。原礫面は剥離面よりも，やや暗い色調で光沢を帯びる V ナイフ形石

器1点を含み，総重量はl.92 gである C

．頁岩14 剥離面は青黒色を呈し，一部に淡茶褐色の部分がみられる。原礫面は剥離面と同様の色調で，

光沢を帯びな剥片 1点を含み，総重量は4.47 gである。

．頁岩15 剥離面は淡青灰色の部分とベージュ色の部分が，互層を呈する c 原礫面は黄色がかった淡青灰

色で，粗い質感である c ガジリ面は青黒色を呈する c 剥片 1点を含み，総重量は10.69 gである。

・頁岩16 剥離面は青灰色を呈し，青黒色の節理が入る。原礫面は剥離面よりも淡い色調で光沢を帯び

る。剃片 1点を含み，総重量は8.32 gである c

．頁岩17 剥離面は淡青緑色を呈し，淡青灰色やベージュ色の部分が斑状に入るこガジリ面は青黒色を呈

する剥片 1点を含み，総重量は3.OS gである。

．珪質頁岩1 剥離面は淡緑灰色，青灰色それに淡茶褐色の部分がみられる。原礫面は茶褐色を呈する。

石核 1点を含み，総重量は14.35 gである。この第 2文化層から出士した珪質頁岩 1は，第 7ブロック，

本ブロック，第14ブロックから各 1点出士し，計 3点が出士している C 同一の石材である可能性は高いと

思われるが，珪化の度合いや原礫面の色調が異なり，接合関係もないことから積極的に同一母岩と言うこ

とは難しいc

・硬質頁岩7 剥離面は暗赤褐色の地に，暗乳白色の節理が入る鉄石英（赤）である 3 原礫面は多角柱状の

微細な石英の結晶で覆われている c 石核 1点を含み，総重量は13.83 gである。

・硬質頁岩13 剥離而は淡茶灰色を呈し，部分的に赤みを帯びる c 原礫面はベージュ色を呈するこ剥片 3

点を含み，総重量は9.16 gである C

・硬質頁岩14 ,［リ雌出は淡茶灰色を二十るしそれほと汁化度は高く匁し，＼ また硬質頁岩13と垣似してし、

る 刊片 3点を含入壬車量は19.43 gてあろ

・ホIレンフェ 1レス 8 剥哨面は青戻色の地；こ，ヘージュ色の点紋か煎数：こ入る 剥片 1点を含み，条合重量

は2.9G gてある。

・ホルンフェルス12 月離山は古仄色の地に，｛炎青仄色の徴輝な点紋か皿数に八る 剥｝'1・ 3点を合み｀総

重量は4.50 gてもる-

・ホ1レンフェルス14 予lj喜仁面は青灰色の地に．改冑灰色しり徴呵匁点紋が日数：こ入る 原礫面は同様の色調

で光沢を帯ひる 貞応12・ホルンフェルス12と区別すろことぱ囚難であるし刊片 5点を含五，総重呈は

- 8°1 -



38. 32 gである。

・ホルンフェルス15 剥離面は青灰色の地に，淡青灰色の微細な点紋が無数に入る。ガジリ面は青黒色を

呈する。小片であるがホルンフェルス12等との区別は難しい。剥片 1点を含み，総重量は0.09 gである。

・ホルンフェルス16 剥離面は淡青灰色の地に，淡明灰色の点紋が無数に入る。ガジリ面は青黒色を呈す

る。剥片 l点を含み，総重量は12.02 gであるc

・チャート 6 剥離面は淡青灰色の地に，青灰色の部分が斑状に入る。原礫面は爪跡状のくぼみが無数に

みられ，剥離面よりもベージュがかった色調である。剥片4点を含み，総重量は17.08 gである c

・チャート16 剥離面は青灰色の地に，暗青灰色の斑状の部分や乳白色の節理が入るこ原礫面は同様の色

調で光沢を帯びる。二次加工剥片1点を含み，総重量は22.33 gである C

・チャート17 剥離面は青灰色を呈し，乳白色の節理が疎らに入る。剥片 1点を含み，総重量は6.75 gで

ある。

・チャート18 剥離面は乳白色，淡青灰色，淡茶褐色の部分が微細に入り混じる玉髄である。原礫面は同

様の色調で爪跡状のくぼみが疎らにみられる。剥片 1点を含み，総重量は12.21 gである。

・チャート19 剥離面は淡青灰色の地に，青灰色や淡茶褐色，乳白色の部分が斑状に入る 3 剥片1点を含

み，総重量は2.26 gであるc

・玉髄1 剥離面は淡い鼈甲色を呈し，半透明で，原礫面は同様の色調で爪跡状のくぼみがみられるc 剥

片1点を含み，総重量は0.58gである。

・玉髄9 剥離面は無色半透明の地に，淡黄褐色や鼈甲色，ベージュ色の部分が入る 3 原礫面は鼈甲色を

呈する。剥片2点を含み，総重量は12.10 gである。

・玉髄10 剥離而は淡黄褐色半透明，鼈甲色半透明，黒色不透明の部分からなる。原礫面は剥離面と同様

の色調で滑らかであるc 剥片 l点を含み，総重量は6.16 gである。

3)出土遺物（第59~62図，図版13)

ナイフ形石器2点・二次加主剥片4点・楔形右器5点・剥片93点・石核5点・敲石 1点・礫1点の計

111点が出土した。

ナイフ形石器は2点(106・ 107)が出土している。 106は黒色頁岩（頁岩11)製で，寸詰まりの縦長剥片を

素材とする。素材剥片の打面を基部に設定し，左側縁の全体と右側縁の先端に腹面側からの急斜度の二次

加工を加えている。 107は頁岩13製で，幅広剥片を素材としている。素材剥片を横位に用いて，左側縁の

全体と右側縁の一部に急斜度の二次加工を施している。二次加工によって素材剥片の頭部側は除去されて

いる。

二次加工剥片は4点(108~111)が出土している C いずれも一般剥片を素材としている。石材は安山岩A

1が1点(111)，黒色頁岩（頁岩9)が1点(109)，黒色頁岩（頁岩11)が1点(108)，チャート16が1点(110)

である。

楔形石器は5点(112~115 ・ 124 b)が出土している。石材は安山岩Alが4点(112~114・ 124 b)，流紋

岩11が1点(115)である。

石核は 5点(120・ 121 ・ 123 ・ 127 b ・ 128 b)が出土している。分割礫を素材とするものは4点(120・ 

121 ・ 123 ・ 127 b)が出土している。残りの 1点(128b)は礫から交互剥離によって剥片生産を行っており，

チョッピング・トゥール状の形態を呈する。石材は安山岩Alが3点(121・ 122 ・ 128 b)，ホルンフェル
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第62図 第13ブロック出土石器(4)

ス（頁岩12)が1点(127b)，珪質頁岩 1が1点(123)，鉄石英（赤 ：硬質頁岩7)が1点(120)のである。

敲石(130)は安山岩C5製で，礫の長軸の末端と，周縁の一部に敲打痕がみられる。

本ブロックでは，黒色緻密質安山岩の剥片が92点中39点と多くみられたが， 二次加工のある石器は 1点

と少ない。一方で黒色頁岩とホルンフェルス製のナイフ形石器が1点ずつ出土しており，いずれも一般剥

片を素材としている。本ブロックから出土した頁岩11製の剥片3点と，第22ブロックから出土した石核 1

点が接合している（接合賓料66)。第22ブロックから出土した石核の出土位置が不明であるが，少なくとも

約28m以上の距離を隔てて接合している。

第14プロック （第63・ 64図，第16・ 55表，

1)概要

図版4)

lil層からVIIa層(IXa層）にかけて56点の遺物が出土し， VI屈下部からVIIa層に特に集中して分布する。

石器組成は， 二次加工剥片 1点 ・楔形石器4点 ・剥片44点 ・石核6点 ・礫1点の計56点である。礫を除く

石材組成は，黒色緻密質安山岩25点（安山岩Al6・A21 ・ A24) ・安山岩2点（安山岩B12) ・黒曜石 1点 ・珪

質頁岩 3点（珪質頁岩 1・硬質頁岩 7)・白滝頁岩 1点（嶺岡頁岩6)・ホルンフェルス13点 ・チャート 6

点 ・玉髄4点の計55点である。本ブロックでは， 一般剥片生産が行われており ，母岩あたりの剥片数は少

ない。他のプロックとの関係では，第12プロック出土の剥片 1点と，本プロック出土の石核1点と，第16

プロック出士の剥片 1点が接合関係をもつ。

2)母岩別資料

• 安山岩Al6 剥離面は淡灰色を呈し，斑状に淡吉灰色の部分が入る黒色緻密質安山岩である。また

0. 5mm~3. 0mmの黒色とベージュ色の斑晶が入る。原礫面には爪跡状のくぼみが疎らにみられる。第9プ

ロックの安山岩A16とは入る斑晶が異なる。楔形石器4点 ・剥片6点 ・石核 1点を含み，総重量は63.70 

gである。

• 安山岩A21 剥離面は淡灰色を呈し，青灰色の部分が一部にみられる黒色緻密質安山岩である。径
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第64図 第14ブロック母岩別分布函

O.Smm~S.Ommの黒色とベージュ色の斑晶が入る。また色調の濃淡が互層状にみられる。原礫面には，爪跡

状のくぼみが無数に入る。斑晶の種類が第12プロックの安山岩A21とは異なる。剥片 3点 • 石核 2 点を含

み，総重位は282.41 gである。

• 安山岩A24 剥離面は淡灰色を呈し，径1.Omm~2. 5mmのベージュ色の斑晶が入る黒色緻密質安山岩であ

る。原礫面は爪跡状のくぽみがほとんどみられない。本母岩のうち斑晶が顕著なものと，そうでないもの

(7K-13-3 ・ 7 • 20)がある。剥片8点 ・石核1点を含み，総重産は68.44 gである。

• 安山岩 B12 淡斉灰色を呈し，径1.0mm程度のベージュ色の斑晶が入る。剥片2点を含み，総重砧は

0. 34gである。いずれも小片で風化が進んでおり，租極的に石器と評価できるかは問題を残す。

• 黒曜石 3 灰色半透明で，径0.5mm~2. 5mmの白色の斑晶を含む。剥片1点を含み，総重址は3.27 gであ

る。

・珪牲頁岩1 剥離面は原礫面に近いほうから，淡緑灰色 ・胄灰色 ・淡灰茶色の部分が陪をなす。原礫面

は青灰色を呈し，爪跡状のくぽみがわずかにみられる。第7.第13プロックの珪笠頁岩1と近い石材であ

るが，厳密には一致しない。剥片1点を含み．総重最は19.52 gである。

・硬質頁岩7 剥離面は焦茶色を呈し，青灰色の部分が縞状に入る。第9 • 第13ブロックの硬質頁岩 7 は

鉄石英（赤）であり，石材が異なる。剥片2点を含み，総重量は8.16 gである。

．嶺岡頁岩6 剥離面は淡青灰色を呈し，暗乳白色の珪化度の涵い部分が粒状に入る白滝頁岩である。原

礫面は黄褐色を呈する。第12プロックの嶺岡頁岩6は，八丁層ノジュールで石材が異なる。剥片1点を含

み，総重最は12.86 gである。
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第66図 第14ブロック出土石器(2)

・ホルンフェルス3 剥離面はベージュ色の地に，淡黄褐色の点紋が無数に入る。風化の弱い部分は青灰

色を呈し，ベージュ色の部分に網状に入る。剥片1点を含み，総重量は2.37 gである。

・ホルンフェルス 4 剥離面は青灰色の地に，淡脊灰色の点紋が無数に入る。ガジリ面は青黒色を呈す

る。剥片1点を含み，総重量は3.33gである。

・ホルンフェルス 8 剥離面は青灰色の地に，ベージュ色から淡黄褐色の点紋が無数に入る。剥片5点 ・

石核1点を含み，総重量は61.57 gである。

・ホルンフェルス12 剥離面は青灰色の地に，淡青灰色の微細な点紋が無数に入る。ガジリ面は青黒色を

呈する。剥片3点を含み，総重批は4.33 gである。

・ホルンフェルス17 剥離面は行灰色の地に，淡青灰色の部分が縞状に入る。原礫面は青灰色を呈し，光

沢を帯びる。剥片1点を含み，総重量は56.53 gである。

・ホルンフェルス18 剥離面は冑灰色の地に，淡青灰色の点紋が入る。剥片1点を含み，総重量は2.63 g 
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である C

・チャート 6 剥離面は青灰色を呈し，暗青灰色の郊分や茶褐色の節珂か入る C 原礫面は剃離面と同様の

色調て，つぶれが疎らにみられる C 二次加上剥片 1点・剥片 1点を含み，総重量は10.24 gである

・チャート20 訓離面は青灰色の地に，乳白色で珪質の節坪が人る 3 原礫面は剥離面よりも白みがかった

色調で，爪跡状のくほみが疎らに入る c 剌片］点・仁核 1点を含み，総屯量は32.41 gてある、

・チャート21 刻離直は青灰色の地に，乳白色で珪質の節理が入る。チャート20に酷似ずる。剥片 2点を

合み，総重贔は3.24 gてある C

・玉髄11 剥離面はベージュ色不透明の部分を主として，無色半透明，乳白色の郎分が入る。原礫面は同

様の色調で，爪跡状のくぼみがみられる。刹片2点を含み，総重星は19.76 gである。

• :_r.髄 12 刹離面は淡黄褐色半透明を呈し，原礫面は剥離面と同様の色調でつぶれがみられる＾剥片 2点

を含み，総重最は2.02 gである。

3) 出土選物（第65・ 66図，図版14)

二次加上剥片 1点・楔形石器4点・刹片44点・石核6点・礫 1点の計56点が出上している。

二次加工刹片(131)はチャート 6製で，幅広剥片を素材としている 3

楔形右器は4点(132~134)が出土している c 右材は4点とも安山岩Al6製である＾

石核は 6点(105c・137~140・14lb)が出土している 分割礫から一般剥片を生産ずるもの(137・ 

138 ・ 140 ・ 141 b)，求心状に剌片生産を行うもの(139)，分厚い伍核から打面を入れ替えなから一般剥片

を生産するもの(105c)がみられる C

本ブロックでの剥片剥離作業ば—•般剌片を生産するものて，母岩あたりの剥片の数は多くないC また第

12プロックで述べたように，第12プロック出十．の剥片 1点(105a)と，本ブロック出士の石核 1点(105C) 

と，第16ブロック出士の剥片 1点(10:'ib)とが接合関係をもつ（接合資料59),

第15ブロック（第67・ 68図，第17・ 56表）

1)概要

N・V層からVIIC層(IXC層）にかけて85点の遺物が出士し， VIIa層(IXa層）に特に集中して分布する。

石器糾成は，ナイフ形石器 6 点•―＾次加工剥片 2 点・楔形石器 7 点・剥片58点・石核 4 点・台石 1 点・礫

7点の計85点である。礫を除く石材組成は，黒色緻密質安山岩211点（安1廿岩A1 ・ A 3 ・ A 11 ・ A 20)・トロ

トロ石 9点（安山岩B1)・流紋岩 1点・黒曜石 2点・黒色頁岩 2点（頁店19)・ホルンフェルス10点（頁岩

20, ホルンフェルス 2・ 8 ・ 19・ 20)・貞岩 1点（頁岩21)・畦質頁岩20点（吐質頁岩11・21, 硬質頁岩 3・8・

15~18・20)・寺島累層上部ノジュール 1点（硬質頁岩19)・チャート 3点（珪質頁岩20, チャート 6)・凝灰

岩 1点（チャート22)・鉄石英（黄） 1点（詣岡頁岩 7）・白滝貞岩 1点（嶺岡頁岩8)・玉髄2点（玉髄13)の言十

78点である C 本プロックでは， 舟般剥片か主体的に出上しているが，ナイフ形右器や稜付きの石刃が含ま

れるまた第12ブロック出士の剥片 1点と，本ブロック出上の翡片 1点が，折れ面で接合した。

2)母岩別資料

•安山岩Al 淡灰色の黒色緻密質安山岩である、原礫而には微細な爪跡状のくばみがみられる＾，径

0. 3mm程度のベージュ色と黒色の斑晶が疎らに人る c， ガジリ国は青黒色を呈する 3 楔形石器2点・剥片15

点・仁核 1点を含み，紀重量は94.11 gである：

•安山岩A3 羽離面が淡青灰色を呈する黒色緻窓質安山岩であるし径0.3mm程度のベージュ色と黒色の
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第67図 第15プロック石器別分布図
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第68図 第15プロック母岩別分布函

斑晶が疎らに入る。原礫面には爪跡状のくぽみが疎らにみられる。ガジリ面は青黒色を呈する。剥片1点

を含み，総重量は9.22gである。

• 安山岩All 剥離面が淡灰色の黒色緻密質安山岩である。径0.3mm程度のベージュ色と黒色の斑晶が入

る。剥片2点を含み，総重蔽は3.18gである。

• 安山岩A20 淡行灰色の黒色緻密質安山岩である。径0.3mm程度のベージュ色や黒色の斑晶が疎らに入

る。原礫面は同様の色調で，爪跡状のくぽみが無数に入る。剥片3点を含み，総重批は8.82 gである。

• 安山岩Bl 剥離面は淡明灰色を呈し，原礫面は茶褐色を呈する。 トロトロ石と俗称される。ナイフ形

石器3点 ・剥片6点を含み，総重量は29.74gである。

・流紋岩12 剥離面は青灰色から青黒色を呈し，ベージュ色の斑晶が入る。剥片1点を含み，総重量は

25. 86 gである。

• 黒曜石 5 剥離面は無色透明の地に，漆黒から明灰色の不透明の部分が縞状に入る。肉眼観察では小深

沢産と思われる。楔形石器1点 ・剥片1点を含み，総重籠は1.41 gである。
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・頁岩19 刹離面はベージュ色を呈し，部分によっては青灰色となる黒色頁岩である。翡片 1点・石核 1

点を含み，総重量は42.90 gである。

．頁岩20 剥離面は淡冑灰色を呈し，やや強く風化している。ホルンフェルス20に配似しており，同一舟

岩であると思われる。剥片2点を含み，総重量は7.48 gてある。

．頁岩21 剥離面は淡緑灰色を旱し，ベージュ色の微細な粒子が人る。ガジリ面は青黒色を呈する。風化

してベージコ色や青灰色となる典型的な黒色頁岩どは若干異なるため，単に頁岩としておく。剥片 1点を

含み，総車最は8.09 gである。

．珪質頁岩11 剥離面は青灰色を呈し，原礫面は緑茶色から淡茶褐色を呈する。第 9ブロックの珪質頁宕

11ほど珪化度が高くなく，黒色珪質頁岩ではない。翌形石器2点・剥片 2点を合み，総重量は11.21gで

ある。

．珪質頁岩20 剥離血は淡吉灰色を呈し，原硬面は淡茶褐色を呈するチャートである。剥片 1点を含み，

総重量は1.39 gである U

．珪質頁岩21 剥離面は青灰色を呈し，原醍面は賠苗土色を呈する 0 二次加工剥片 1点を含み，総重量は

0. 93 gである。

・硬質頁岩3 刹離面は淡茶灰色から淡緑灰色を呈し，複数の母岩が含まれる可能性がある。 7J-33-1 

の）息礫而は淡茶褐色を呈する。ナイフ形石器 2 点•―一一次加丁．剥片 1 点・剥片 2 点を含み，総重贔は28.85

gである C

・硬質頁岩 8 屈ll離面は苗色がかった淡灰色を呈し，部分によって赤褐色がかる。原礫面は赤褐色がかっ

た淡灰色を呈する。フロック10の硬冒頁岩 8とは別母岩であると思われる C)仇IJ片 1点を含み，総重量は

4. 55 gである。

・硬質頁岩15 刹謹而は青灰色を呈し，原礫面に近い部分は淡青灰色を呈する，，原礫山は黄褐色から青灰

色を呈し，光沢を帯ひる。また爪跡状のくばみがみられる。楔形右器 1点・剥片 3点を含み，総重量は

12. 61 gである。

・硬質頁岩16 剥片 2点が含まれるが，色調が異なり接合関係もないことから， 1五j•母岩とは断定できな

い。刹片7J-22-16は剥離面が淡茶灰色を呈し，原礫面に近い部分は淡黄褐色を呈する。原礫山は黄褐色

から淡青緑色を呈する。重量は7.26 gてある。剥片7J-23-17は剥離面が緑かかった淡青灰色を呈する。

重量は3.83gである。

・硬質貞岩17 剥離面は焦茶色を呈し，冑灰色の節埋と淡茶灰色の粒状の部分が入る。祈呂県北郊の天満

屈に類似した石材が含まれる。剥片 1点を含み，総重量は2.87 gであろ。

・硬質頁岩18 剥離面は焦茶色を呈し，青灰色の粒状の部分か人る。新潟県北部の天満面に預似した凸材

が含まれな右核1点を含み，総重量は12.31 gてある。

・硬質旦岩19 剥離面は緑茶色を呈し，部分的に淡暗青緑色を呈する。また淡茶褐色の多角形状の部分が

斑状に入ることから，栃木県で産出する寺島累層い．部ノジュールと思われる。刹片 1点を含み，総重量は

7. 62 gである。

・硬質頁岩20 剥離面は黄褐色がかった淡灰色の部分と，茶褐色がかった淡青灰色の部分からなる。珪化

度は低く，頁岩に分類される。右核1点を含み，総重量は6.08gである r,

．嶺岡頁岩7 剥離面は黄褐色と暗禎褐色の部分が，互層を呈ずる鉄石芙（黄）である。ナイフ形石器1点
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を含み，総重量は2.74gてある Q

．嶺岡頁岩8 剥離血は淡青灰色の地に，陪乳白色の王［化度の高い部分が入る白滝頁岩である。剥片 1点

を含み，総重呈は6.21 gである。

・ホルンフェルス 2 音灰色の地に，淡青灰色の点紋が入る。ガジリ面は青黒色を呈する。剥片3点を含

み，総重量は35.61 gである。

・ホルンフェルス 8 剥陪面は青灰色の地に，ベージュ色から淡黄褐色の点紋が熊数に入る。原礫而は刹

離山と口様の色調で，｛骨らかな質感である。剥片 3点を含み，総重量は9.02 gである。

・ホルンフェルス19 剥離面は青灰色を呈し，罪分的に赤褐色を帯びる Q 原礫而は刹離面と同様の色調で

光沢を帯ひており，黄褐色の微細な点紋か無数に人る r，刹片 1点を含み，総i量は24.84 gである。

・ホルンフェルス20 剥離而は淡青灰色を呈し，やや強く風化している。ガジリ面は青黒色を呈する。頁

岩20は木母岩と同一母岩のホルンフェルスであると思われる c 剥片 1点を含み，総重贔は3.15 gである。

・チャート 6 刹離面は青灰色を呈し，陪青灰色の詞分や始褐色の節理か入る。剥片 2点を含み、総霊星

は10.83 gであるド

・チャート22 剥離面(t冑灰色を呈する凝灰岩である。原礫面は青＇n色を呈し，部分的に淡冑灰色を呈ず
るn また青黒色の節理が入る。台石 1息を合み，総重量は262.92 gてある

・下髄13 剥離面は黄褐色半透明の地に，ベージュ色半透町の部分か入る。原礫面は鼈甲色半透明で，黒

色不透明の部分が入る。楔形石器 1点・剥片 1点を含み，総重量は6.25gてある。

3) 出土遺物（第69~72図，図版14・ 15) 

ナイフ形石器6点・ニ次加工刹片 2点・喫形石器7点・剥片58点・石核4点・台右 1点・礫 7点の計85

点が出土した。

ナイフ形石器は6点か11'i土しtこ二側縁加工のものか2点，ー側縁加工のものが2点，基部）JD上のもの

が2点出土した n

二側緑加上のうち142は硬誓頁岩 3製である。単設打面の縦長剥片を素材とし，素材剥片の末闊を塁部

に設定している。左側縁は全休に，右側縁は慧部に二次加工が施されていろ。末訓工の部分の腹面側には

微細剥離瓶がみられる。 143は硬質頁岩 3製である。実測図では単設打血の縦長刹片が素材であると考え

られているが，主要剥離面のリングは器体左ドから器体右上に向かっていると観察てき，両設打面の縦長

剥片を素材としていると考えられる，'素材刹片の最大厚が器体の下部にあり，先端に向かって厚さを減じ

ること，華休先端の欠損を考量しても，素材剥片の打面を除去するはどの大輻な二次加工がみられないこ

とも傍証となる。左側繰は仝体に，右側縁は基部のみに二次加工がみられる，右側繰は急斜度の．．次加工

のみを施しているのに対し，左側縁は某部のみが裏血平坦加工で，残りの側緑は急斜度）J廿上となっている。

ー側緑加工())ものは安山岩B1製のもの(146)と，鉄石芙（黄：嶺岡頁后 7)製のもの(144)がみられる。

146は，両設打面の縦長剥片を素材とし，両端を欠担している。片側縁に急斜度の二次）JD上を腹面側から

加えているが，ノッチ状にくびれる部分がみられ，ノッチトスクレイパーである可能性もある。 144は寸

詰まりの縦長剥片を素材とし，素材剥片の打点側を晶部に設定している。片側縁の全体に急斜度の腹面側

からの二次加工が施されている。また右側緑の背面側に平坦加工が施されている。右側縁の先端には微組

剥離痕がみられる。

基部加丁のものは 2点(145・ 147)とも安山岩B1製であるい 145は柳葉形の右刃の打点側を基部に設定
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第72因 第15ブロック出土石器(4)

し， 両側縁の基部のみに腹面側から急斜度の加工を加えている。風化の著しい石材で観察は困難だが，背

面は器体の先端から基部に向いた剥離面構成をしているように思われ，その場合は両設打面から剥離され

た石刃を素材としているといえる。147は背面にポジ面のある剥片を素材としており，器体の右側縁の基

部に腹面側からの急斜度の二次加工がみられる。

二次加工剥片は2点(148.149)が出土した。148は珪質頁岩21製である。器体が折損しており，本来の

形状は不明である。素材の腹面側に平坦な二次加工が加えられている。器体末端の微細な剥離痕は二次加

工であるかどうか断定はできない。 149は硬笠頁岩3製である。楕円形を呈する剥片の端部の裏面に，平

坦な二次加工を施している。側縁にみられる剥離痕は微細で薄い剥離痕で占められる。

楔形石器は7点(150・ 151 ・ 152 ・ 153 ・ 165 b ・ 165 c)が出土した。石材は，安山岩Alが2点(150・ 

151)，黒曜石5が1点，珪質頁岩11が2点(165b ・ 165 c)，硬質頁岩15(153)と玉髄13(152)が1点(152)

である。

石核は4点が出土した。礫を分割し，一般剥片を生産するもの(160)，求心状に一般剥片を生産するも

の(162)，剥片を素材として一般剥片を生産するもの(161・ 163 b)がみられる。石材は，安山岩Alが1

点(160)，黒色頁岩（頁岩19)が1点(163b)，硬質頁岩18が1点(162)，頁岩（硬質頁岩20)が1点(161)であ

る。

台石(166)は凝灰岩（チャート22)製で，被熱したためか全体に黒変している。器体の表面と裏面の中央

につぶれがみられる。つぶれの部分の色調は淡青灰色を呈し，周辺の色調と異なることから被熱した後

に， 台右として使用されたものと思われる。

本ブロックから出土した石器は， 一般剥片が多くを占めているが，ナイフ形石器の素材に加え，安山岩

B 1製の稜付き石刃(159)が出土しており，石刃やナイフ形石器が搬入されたことがうかがえる。また第

11プロックで述べたように，第11プロックから出土した剥片1点(98b)と，本プロックから出土した剥片

1点(98a)が，折れ面で接合している（接合洒料53)。
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第16プロック（第73・ 74図，第18・ 57表）

1)概要

VI層からVila層(IXa層）にかけて43点の遺物が出土し， VI下庖からVIIa層上部に集中して分布する。石

器組成は，二次加工剥片1点 ・楔形石器1点 ・剥片39点 ・石核2点の計43点である。石材組成は，黒色緻

密質安山岩11点（安山岩A1 ・ A21)・トロトロ石1点（安山岩B3)・珪質頁岩9点（頁岩22)・八丁層ノ

ジュール4点（頁岩23,ホルンフェルス24)・緑色凝灰岩1点（珪質頁岩2)・白滝頁岩5点（嶺岡頁岩6・

9, チャート26)・砂岩2点 ・ホルンフェルス 3点（ホルンフェルス 3・23) ・黒色珪質頁岩3点（チャート

17・27)・チャート 2点（チャート25・28)・玉髄2点である。本プロックでは，頁岩22の分割礫を用いた一

般剥片生産が行われている。
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第73図 第16ブロック石器別分布図
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他のブロックとの関係では，第12プロック出土の剥片 1点と，第14ブロック出土の石核1点と，本プ

ロック出土の剥片1点を含む接合賓料と，本プロック出士のチャート25製の剥片1点と，第17プロック出

土の剥片3点を含む接合資料が確認された。

2)母岩別資料

• 安山岩Al 淡灰色の黒色緻密質安山岩である。原礫面には微細な爪跡状のくぽみがみられる。径

0.3mm程度のベージュ色と黒色の斑晶が疎らに入る。ガジリ面は野黒色を呈する。剥片10点を含み，総重

量は44.09 gである。

• 安山岩A21 剥離面は淡灰色を呈し，淡青灰色の部分が一部にみられる黒色緻密質安山岩である。径

0. 5rnm~5. 0mmほどの黒色とベージュ色の斑晶が入り，色調の楼淡が互阿状にみられる。第12ブロックの安

山岩A21とは入る斑晶が異なる。剥片1点を含み，総重址は6.32gである。

• 安山岩B3 剥離面は淡明灰色で，径0.5血 ～ 2.0mmのベージュ色の斑晶が入る。原礫面は黄褐色を呈す

る。 トロトロ石と俗称される。石核1点を含み，総重品は28.42 gである。

．頁岩22 剥離面は行灰色から淡青灰色を呈し，暗青灰色の粒状の部分が入る。被熱したためか表面は粗

い質感となっている。表面の質感が粗く観察が困難であるが，粒状に色調の異なった部分が入ることを評

価すれば，新混県北部の天満庖から産出する石材に類似するといえる。剥片8点 ・石核1点を含み，総重

祉は54.24 gである。

．頁岩23 剥離面はこげ灰色を呈する。原礫面も同様の色調である。ガジリ面は一般の石材のように新鮮

な面が現れるのでなく，赤褐色に風化した部分が臨出している。これらの特徴から房総半島南部の領岡産

地に産出する八T層ノジュールであるといえる。剥片3点を含み，総重祉は7.04 gである。

．珪質頁岩2 暗青緑色の地に，暗赤紫色の部分が斑状に入る緑色疑灰岩である。剥片1点を含み，総璽

址は9.41 gである。
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・領岡頁岩 6 剥離面は緑灰色と淡青灰色の部分が入り混じった地に，暗乳白色の珪化度の高い部分が入

る白滝頁岩である。剥片3点を含み，総重量は26.65 gである。

．嶺岡頁岩9 剥離面は淡緑灰色と淡青灰色の部分からなり ，暗乳白色の珪化度の高い部分が入る白滝頁

岩である。剥片 1点を含み，総重量は2.77 gである。

• 砂岩 7 淡青灰色，ベージュ色，石英質の粒子からなる。原礫面は光沢を帯び，滑らかな質感である。

剥片2点を含み，総重位は18.32 gである。

・ホルンフェルス 3 剥離面はベージュ色の地に，淡黄褐色の点紋が無数に入る。風化の弱い部分は青灰

色を呈し，ベージュ色の部分に網状に入る。剥片 1点を含み，総重址は10.83 gである。

・ホルンフェルス23 剥離面は青灰色を呈し，ベージュ色の部分が縞状に入る。またベージュ色から淡黄

褐色を呈する点紋が無数に入る。ガジリ面は青黒色を呈する。剥片2点を含み，総重祉は27.08gである。
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第75図 第16プロック出土石器(1)
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・ホルンフェルス24 剥離面はベージュ色と青灰色の部分が入り混じる。ガジリ面は青黒色を呈し，光沢

がなく風化した状態である。これらの特徴から房総半島南部の嶺岡産地に産出する八丁層ノジュールであ

るといえる。剥片 1点を含み，総重祉は0.34 gである。

・チャート17 剥離面は青灰色を呈する黒色珪質頁岩である。第13プロックのチャート17とは厳密に一致

しない。剥片2点を含み，総重紐は2.34 gである。

・チャート25 剥離面は青灰色の地に，ベージュ色の節理が入る。原礫面は剥離面よりも暴った色調で緑

がかる。光沢を帯びて，滑らかな質感である。剥片 1点を含み，総重品は18.26 gである。

・チャート26 剥離面は青灰色を呈し，淡灰色の部分が入る。節理が発達している。原礫面は淡青灰色で

すりガラス状を呈する。剥離面の特徴から白滝頁岩と考えられる。楔形石器1点を含み，総重品は10.26 

gである。

・チャート27 剥離面は青灰色を呈する黒色珪質頁岩である。チャート17に酷似する。剥片 1点を含み，

総重位は1.44 gである。

・チャート28 剥離面は暗乳白色を呈し，青黒色の節理が入る。原礫面は同様の色調で，つぶれがみられ

る。剥片1点を含み，総重位は1.35 gである。

・玉髄 1 剥離面は淡黄褐色半透明で，部分によって鼈甲色を呈する。原礫面は同様の色調で多孔質であ

る。二次加工剥片 1点 ・剥片 1点を含み，総重品は5.63 gである。

3)出土溢物（第75・ 76図，図版15)

二次加工剥片 1点 ・楔形石器1点 ・剥片39点 ・石核2点の計43点が出土した。
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二次加工剥片(167)は玉髄 1製で，矩形の一般刹片の端部腹面側に，二次加工を施している。

楔形石器(168)はチャート26製で，器体の一部に節理面を残している，厚手の剥片か分割礫を素材とし

ていると思われる。

右核は2点(170・ 173 f）か出上した C 170は安山岩B3製である。厚手の幅広測片を素材とし，素材剥

片端部の折損面を打面として，一般剥片の生産を行っている。表面には剥離痕が重なってノ；；チ状となる

部分かあり，石核を転用したものと考えることもできる C 173 fは頁告22製で，分割礫を素材とする，分

割面から求心上に剥片剥皓をするとともに，分割面を打面として詞片刹雌を行っている C

本プロックから出上した料片は一舟如刹片で占められる C 安1日岩Alと頁岩22に含まれる数が多いほか

は，母岩あたりの剥片の数は多くて 3点にとどまる C 安山岩Alは石材の性質上，細かい分類が難しく，

複数母岩が含まれている可能性は否定できない。出土した剃片の大きさにもばらつきかあるた頁岩22は分

割礫を素材とする石核からの一般剥片生産の過程を示す接合資料を含むJ

本プロックからは，接合資料59と接合資料78の2つのプロック間接合資料か得られてしヽる．

接合嚢料59は第12ブロックで述べたように，第12ブロック出土の祠片 1点(105a)と，第14ブロック出

士の石核 1点(105C)と，本ブロック出土の剃片 1点(105b)を含む。接合資料78は，本プロック出土の

チャート25製の剥片 1点と，第17ブロック出土の剥片3点を含み，約5m~7mの距離を隔てて接合して

いる C

第17ブロック（第77・ 78図，第19・ 58表，図版11)

1)概要

¥1屈から＼IJlC層(IXC層）にかけて39点の遺物が出土し， Wa屈(IXa)に特に集中して分布する。石謡組

成は，削器 1点・二次加工剥片 1点・楔形石器1点・剥片33点・石核3点の計39点である c 石材糾成は，

黒色緻密質安山岩 1点（安山岩A1)・トロトロ石 1点（安山岩B1) ・黒曜石 4点・ホルンフェルス 3点

（頁岩12, ホルンフェルス 4).黒色頁岩2点（頁岩24)・緑色凝灰岩 1点（珪質頁岩2)．珪質頁岩19点（珪

質頁岩22, 硬質頁岩14・21, チャート25)・砂岩2点・チャート 3点（チャート29)・王髄3点の計39点であ

る。本ブロックから出上した右器は，下髄製の縦長剥片が 1点出十．している他は，一般刹片で古められる C

2)母岩別資料

•安山岩Al 淡灰色の黒色緻密質安山岩である。原礫面には爪跡状のくぼみが微細にみられる e 径

0. 3mm程度のベージュ色と黒色の斑晶か疎らに入る e ガジリ面は青黒色を呈する c 剥片 1点を含み，紛車

量は6.51 gである。

•安山岩 B 1 剥離血は淡明灰色を呈し， トロトロ石と俗称されるご原礫面は剥離面と同様の色調であ

る。ガジリ面は青黒色を呈する。石核 1点を含み，総雨量は11.84 gである。

•黒曜石 6 剥離面は漆黒の部分と，無色透明の部分からなり，径1.Ornrn~ 1. 5mmの石英質の斑晶が入る。

楔形石器1点・剥片2点・石核 1点を含み，総重量は2.34 gである。

．頁岩12 剥離面は青灰色の地に， i炎青灰色の微細な点紋が無数：こ人るホルンフェルスである 3 柔lj片1点

を合み，総重量はl.38 gである C

．頁岩24 二次加工剥片 1点・剥片 1点を含むが，それぞれ別母岩であると思われる。二次加工剥片は青

灰色を呈し，部分的に淡茶褐色を帯びる。やや珪質である。重量はl.27 gである。剥片は淡冑灰色を呈す

る煎色頁岩である。重量は3.70 gてある Q
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．珪質頁岩2 暗青緑色の地に，暗赤紫色の部分が斑状に入る緑色凝灰岩である。剥片 1点を含み，総重

は1.24 gである。

．珪質頁岩22

gである。

・硬質頁岩14

剥離面は淡暗黄褐色を呈し，原礫面は淡茶褐色を呈する。剥片 1点を含み，総重量は4.25 

剥離面は焦茶色を呈し，原礫面は淡紫灰色の地に，部分的に淡黄褐色の部分が入る。剥片

1点を含み，総重 は4.69gである。

・硬質頁岩21 剥離面は焦茶色を呈し，原礫面は淡茶褐色を呈する。削器1点 ・剥片 1点を含み，総重量

は9.26gである。
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• 砂岩19 行灰色と淡黄褐色の粒子からなる。原礫面は滑らかな質感である。剥片1点を含み，総重批は

5. 72gである。

• 砂岩20 淡赤紫色の粒子からなる。原礫面は滑らかな質感である。剥片 1点を含み，総重量はl.54 gで

ある。

・ホルンフェルス 4 剥離面は青灰色の地に，淡青灰色の点紋が無数に入る。ガジリ面は背黒色を呈す

る。剥片 2点を含み，総重批は11.75 gである。

・チャート25 剥離面は青灰色の地に，ベージュ色の節理が入る珪質頁岩である。原礫面は剥離面よりも

'·った色調で緑がかる 。 光沢を帯びて，滑らかな質感である 。 剥片 14点 • 石核 1 点を含み，総重批は

67. 85 gである。
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・チャート29 剥片 3点が含まれるが，2種類の母岩が含まれるように思われる。 1種類目は， 7 K-32-

3で重紘は18.85 gである。剥離面は青灰色の地に，青黒色を呈する斑状の部分や青黒色の節理が入る。

原礫面は滑らかで，爪跡状のくぽみが疎らに入る。 2種類目は7K-32-11 ・ 12の2点が該当し，総重量は

11. 45gである。剥離面は淡緑灰色を呈し，原礫面は同様の色調で爪跡状のくぽみが疎らに入る。

・玉髄4 剥離面は乳白色半透明を呈し，斉灰色の部分が断続的に縞状に入る。原礫面は淡黄褐色を呈す

る。剥片 1点を含み，総重紘は7.69 gである。

・玉髄12 剥離面は淡黄褐色半透明を呈し，部分的に濃い色調となる。剥片2点を含み，総重誠は18.02

gである。

3)出士追物（第79図，図版15)

削器 1 点 ・ ニ次加工剥片 1 点 ・ 楔形石器 1 点 ・ 剥片33点 • 石核 3 点の計39点が出土した。

削器(174)は硬質頁岩21製の剥片を素材として，素材剥片の側縁に腹面側から二次加工を加えている。

二次加工剥片(175)は頁岩24製で，破片の状態を呈している。急斜度加工が施されていることから，ナ

イフ形右器の破片もしくは鋸歯縁石器の破片と思われる。

楔形石器(176)は，黒曜石6製の剥片を素材とし，右側面に微細な樋状の剥離がみられる。

石核は3点(179・ 180)が出土した。礫を分割し，一般剥片を生産するもの(179・ 80)，両極剥離によっ

て小型の剥片を生産しているものがみられる。石材は， トロトロ石が 1点（安山岩B1)，黒曜石6が1

点，チャート25が1点（珪質頁岩）である。
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木ブロックから出上した剥片は，剥離の際に伍核の底而を取り込んだ縦長刹片(178)が， 1点みられる

ほかは一般剥片で占められる。チャート25が14点の翡片を含み，比較的点数か多い。 180など原礫面付き

の資料も含むc

他のプロックとの関係では，第16ブロックで述べたように，第16ブロック出士のチャート25製の剌片 1

点と，本プロック出上の判片 3点が接合している。

第18ブロック（第80図，第20・ 59表，図版4)

1)概要

¥'I層からVIIa屠(IXa層）にかけて26点の遺物が出上し， Wa層(IXa層）に特に集中して分布する。石器

組成は，削器2点・ニ次加工測片2点・楔形石器2点・翡片14点・石核5点・敲伍 1点の計26点である。

石材組成は，黒色緻密質安山岩7点（安山岩A1)・トロトロ伍 1点（安山岩B1)・頁岩 1点（頁岩25)・ホ

ルンフェルス 3点（頁岩26, ホルンフェルス 8)・珪質貞岩4点（硬質頁岩8・ 22・ 23) ・黒色珪質頁岩 l点

（チャート 7)・チャート 6点（チャート 16・30・31)・玉髄3点である-本ブロック出土の判片は，一般剥片

で占められるこ右核の容量の減少に伴って，ハンマーによる翡離から両極刹離へと，剥片生産の方法を変

更している資料かみられたゴ

2)母岩別資料

•安山岩Al 淡灰色の黒色緻密質安山岩である3)原礫而には爪跡状のくぼみがみられるC径0.3mm程度

のベージュ色と黒色の斑晶が疎らに入る。ガジリ血は青黒色を呈する。二次加丁剥片 1点・刹片6点を合

み，総車量は39.63 gである。

•安山岩 B 1 剥陸面は淡明灰色を呈し， トロトロ石と俗称される。径0.5mm ~ 1. 0mmの黒色の斑晶が人
る＾ガジリ面は青灰色を呈する c 石核 1点を含み，総重昂は10.93 gである C

・頁岩25 剥離面は淡告緑色を呈する c 原礫面は刹離面よりも赤褐色がかり，滑らかな質惑である C 敲右

1点を含み，紐重量は60.15 gである C

・頁岩26 剥離面はベージュ色で，風化の弱い部分は青灰色を呈し，ベージュ色の部分に網状に入るホル

ンフェルスであるガジリ面は青灰色を呈する。二次加工剥片 1点を含み，総重量は2.38gである。

・硬質頁岩8 剥離面は黄色がかった淡灰色を呈し，部分によって赤褐色がかる。剥片 1点を含み，総重

量は16.20 gである。

・硬質貞岩22 剥離面は淡茶灰色と淡赤褐色の部分からなる。ガジリ面は淡古灰色を呈する。削器 1点・

石核 1点を含み，総重量は17.71 gである。

・硬質頁岩23 剌離面は淡茶灰色を呈し，青灰色の粒状の部分が入るっ原礫面は淡茶褐色を呈し，爪跡状

のくぼみがみられる。削器 l点を含み，総重贔は20.84 gである C

・ホルンフェルス 8 剥離血は青灰色の地に，ベージュ色から淡苗褐色の点紋が無数に入る。楔形石器1

点・剥片 1点を含み，総重量は9.05 gである。

・チャート 7 剥離面は青灰色を呈する黒色珪質頁岩である 3 屈礫面は暗赤褐色を呈する。楔形石器1点

を含み，総瓜量は21.118 gである。

・チャート 16 剥離面は古灰色の地に，賠青灰色の斑状の部分や乳白色の節理が入る J 原礫面は同様の色

調で光沢を帯ひる。剥片3点・石核 1点を含み，総重量は26.09 gであるジ

・チャート30 翡離面は淡青灰色を呈し，青灰色の節理が入る。原礫面ば淡茶褐色の地に，齊灰色の節坪

-1 1 1 -
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か入る表血には爪跡状のくぼみが入る。石核 1点を含み，総車最は64.40 gである。

・チャート31 剥離面は暗乳白色の地に，青黒色の節理が無数に入る。原礫面は同様の色調で，爪跡状の

くばみがみられる。石核 1点を含み，総重量は36.18 gである。

・重髄12 刹離而は乳白色半透明を呈し，部分的に淡黄褐色やベージュ色の部分が入る。原礫而は淡黄褐

色から淡い鼈甲色を呈ずる 3 刹片 3点を含み，総重量は58.23 gである。

3) 出土遣物（第81図，図版16)

削器 2 点・ニ次加工剥片 2 点・楔形石器 2 点・剥片14点•石核 5 点・敲石 1 点の言t26点が出土したし

削器は 2点(181・ 182)が出士した C 18]は厚手の剥片の側緑：こ，鋸歯状の刈部を腹血側からの二次加工

によって作出している。素材刹片の背面に原礫面が残る。硬質貞岩23製である。 182は厚手の素材に55度

程度の角度で，器休の内側まで入る二次加工を加えている c 刃部の形状はむしろ掻器に近いc 硬質頁岩22

製である 3

二次加上羽片は 2点(183・ 184)が出上した C 183はI阜礫面付きの小型の縦長剥片を素材とする。

表面の左側縁と，裏面の左側縁に二次加工を施しており， 2つの刃部の関係が錯阿となる，ホルンフェル

ス（頁岩26)製である C 181は頭部調整を二次加工と認識したもので，剥片である。

楔形石器は 2点(52b)出土した。 52bは，接合資料27に含まれる。 一般剥片生産を行っていた石核の容

量が減少したために，両極剥離によって剥片牛産を継続した資料と考えられる。石材は，黒色珪質頁岩が

1点(52b)，ホルンフェルス 8が1点であるマ

石核は 5点出十．した3 はさみ割りによるものが 1点(188b)，礫から交互剥離によって一般剥片生産を

行し＼残核かチョッピング・トゥール状を呈するものか 1点(185)，測片を素材とするものか 1点(186),

掻器の破片と思われる資料が 1点(187)，敲右が 1点である。石材はチャートが3点(185・ 188 b)， トロ

トロ石（安山岩B1)が 1点(186)，硬質頁岩22が1点(187)であるっ

木プロックから出十．した剥片は，一般剥片で占められる＂両極剥離によって一般翡片を牛産している資

料(52b)もみられるが，生産されたと思われる剥片は本プロックから出士していないe

第19ブロック（第82図，第21・ 60表，図版5)

1)概要

¥1屠からVila層(IXa層）にかけて30点の遺物が出上し，＼間 a層(IXa暦）に特に集中して分布する。石器

組成は，削器 1点・掻器 1点・三次加丁剥片 1点・梗形石器2点・刹片24点・右核 1点の計30点である。

石材組成は，黒色緻密質安山岩19点（安山岩Al・A7・Al2)・トロトロ伍2点（安山岩B1) ・安山岩2点

（安山岩・B13・B14)・頁岩 2点・珪質頁岩 1点（嶺岡頁岩10)・チャート 1点（嶺岡頁岩11)・白滝頁岩 1点

（嶺岡頁岩12)・流紋岩 1点（嶺岡貞岩13)・ホルンフェルス 1点の計30点である。本プロックから出土した

剥片は， 般剥片によって占められ，単独丹岩が多いという特徴がある。

2)丹岩別資料

•安山岩Al 淡灰色の黒色緻白質安山岩である c 原礫面には爪跡状のくぼみかみられる。径0.3mm程度

のベージュ色と爪色の斑品が疎らに人る。カジリ血は青黒色を呈するぐ削器 1点・ニ次加工剥片 1点・喫

形右器2点・渕片13点を含み，総重星は59.62 gてある C

•安山岩A7 淡灰色の黒色緻密質安山岩である。径0.5mm~2. 0mmのベージュ色や黒色の斑晶が無数に入

るc ガジリ面は青黒色を呈する。右核 1点を含み，総重量は37.10 gである。
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• 安山岩A l2 淡青灰色の黒色緻密質安山岩である。径0.5mm~4.5mmのベージュ色， 黒色の斑晶が入る。

掻器 1点を含み，総重批は9.01 gである。

• 安山岩 B 1 剥離面は淡明灰色を呈し， トロトロ石と俗称される。径0.5mm~ 1. 0mmのベージュ色，黒色

の斑晶が入る。剥片2点を含み，総重贔は2.63gである。

• 安山岩 Bl3 剥離面は青灰色を呈し，ベージュ色の斑晶が入る。風化が進んでおり ，剥片か礫か判断す

ることが難しい。剥片と分類されているが，むしろ小礫の可能性が嵩い。剥片 1点を含み，総重岱は0.37 

gである。

• 安山岩 B14 剥離面は青灰色を呈する。風化が進んでおり，剥片か礫か判断することが難しい。剥片と

分類されているが，小礫の可能性が高い。剥片 1点を含み，総重批は0.12 gである。

．頁岩27 剥離面は淡青緑色を呈し，原礫面は淡い焦茶色を呈する。剥片 1点を含み，総重量は36.42 g 

である。
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・貞岩28 詞離面は淡く緑かかったベージュ色を呈する。カジリ面は淡青灰色を呈する c 剥片 1点を合

み，総重量は1.43 gてある 3

．嶺岡頁岩10 剥離面は淡禄灰色と暗黄褐色の部分からなる 暗黄褐色の部分の方か，原礫面に汽い名［分

である。加礫而は淡茶褐色を呈し，爪跡状のくぼみが部分的にみられる。珪化度の高い部分が入らす，口

滝頁岩ではない、剥片 1点を含五，総重呈は4.95 gてある^

．嶺岡頁岩11 刹雌血は冑灰色を呈し，暗青灰色の節理が入るチャートであるし原礫雨は淡茶褐色と青灰

色の部分からなる。剥片 1点を含み，総重量は3.97 gである c

．嶺岡貞岩12 剥離而は茶色かかった淡古灰色を呈し，旺化度の高い青灰色の部分か斑状に入る白消貞岩

てある c 原礫面は淡茶褐色を呈する。剥片 1点を含み，総重量は0.82 gてある。

．嶺岡頁岩13 刹離面は芸色がかった淡青灰色を呈する＾石英質の斑晶が入る流紋岩であるマ手1j片 1点を

含み，給重景(il.06 gである

・ホルンフェルス 2 刹雌面は青灰色の地に，淡青灰色の点紋が入る。原礫而は吉／火色を呈し，点紋の入

り方は闊離面と同様で応る 討片 1点を含み，総重量は8.o7 gであるヘ

3)出七遺物（第83図，図版16)

削器 1点・掻器 1点・ニ次加工刹片 1点・楔形心器2点・剥片24点・右核 l点の計30点が出土した。

削器(191)は安山后Al製で，一般剥片の両側緑：こ二次加工を施していろ 素材剥片の頭郊側はガシリ

によって欠祖してし、るし

掻船(190)は安山岩/¥.12製で，厚手の料片を素材とする r 器体を欠担しており，仝体の1/4程度か造存し、

てし＼るヘ

こ次加上刹片(194)は先行剥離を次加工と認識したもので，主要刹離面を切っていないJ

控形石船は 2点(192・ 193)出士した いずれも安山岩A1製てある 192は原躾面付きの幅応尉国を素

材としてし、ろ 193は小型の礫もしくは分割した礫から，両極剥離によって小型の詞片牛崖を行っている

資料と思われる、

石骸(196)は安山号 7製で，厚了の剥片を素材とし，素材詞片の頭詞側から剥片詞離を行っている

本ブロックから出上した遺物は，一般剌片生産によるもので占められる 安山岩A 1, 安山岩B1以外

の月岩は単独母岩であるただし安山岩A, 安山岩Bは母岩分類が困難なため，安山岩A1, 安山岩B1 

に関しても複数の母岩を含んている可能性があろ

第20ブロック（第84・ 85図，第22・ 6]表）

1)概要

IV・V屠から＼91Ic面(IXC層）にかげて69点の遺物が出土し，＼1Ia語(IXa磨）に特に集中して分布ずる

石器組成は，ナイフ形右器3点・ニ次加工剃片 1点・楔形石器3点・東lj片48点・石核3点・礫11点の計69

点である礫を除く石材祖成は，黒色徴密質安山岩38点（安山岩A1 ・ A 3 ・ A 6 ・ A25・ A26・ A27l・トロ

トロ右 3点（安山岩B1 ・ B 1る） •黒曜石 1 点・ホルンフェルス 10点（頁岩29, ホルンフェ！レス25·26) ・珪質

頁岩 3点（珪質頁岩23, 硬質頁岩 1・ 24) ・寺島累層卜惰〖ノジュール 1 点（頁岩30) ・王髄 2 点（汀質凝灰岩

1 ・ 2)の計58点である c 、本ブロックから出土した石賠は，一般剥片が主体となり，ナイフ形石器の一部：こ

石刃素材の資料がみられる。石器を含む18図岩中の12鳳岩か単独母岩であるぐ

2) 母岩別資料
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• 安山岩Al 淡灰色の黒色緻密質安山岩である。原礫面には爪跡状のくぽみがみられる。径0.3mm程度

のベージュ色と黒色の斑晶が疎らに入る。

点を含み，総重址は174.58 gである。

ガジリ面は青黒色を呈する。 楔形石器 1 点 ・ 剥片21点 • 石核 2

• 安山岩A3 淡青灰色を呈する黒色緻密質安山岩である。径0.3mm程度のベージュ色と黒色の斑晶が疎

らに入る。剥片 1点を含み，総重址は1.67 gである。

• 安山岩A6 淡灰色の黒色緻密質安山岩である。約径0.3mmのベージュ色と黒色の斑晶が疎らに入る。

ガジリ面は青黒色を呈する。楔形石器2点 ・剥片8点を含み，総重量は11.65 gである。

• 安山岩A25 淡灰色から淡茶灰色を呈する黒色緻密質安山岩である。原礫面には爪跡状のくぽみが微細

に入る。ガジリ面は青黒色を呈する。剥片1点を含み，総重菌は9.89gである。
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• 安山岩A26 淡灰色を呈する黒色緻密質安山岩である。径0.3mm程度のベージュ色と黒色の斑晶が疎ら

に入る。剥片1点を含み，総里砧は1.25 gである。

• 安山岩A27 淡茶灰色を呈する黒色緻密質安山岩である。径0.3mm程度のベージュ色の斑晶が疎らに入

る。剥片1点を含み，総重祉は0.43gである。

• 安山岩B 1 剥離面は淡明灰色を呈し， トロトロ石と俗称される。径0.3mm程度のベージュ色，黒色の

斑晶が入る。原礫面は剥離面よりも黄褐色がかる。剥片2点を含み，総重絋は5.05 gである。

• 安山岩B l5 剥離面は淡青灰色を呈し，トロトロ石と俗称される。径0.3mm程度の黒色の斑晶が入る。

剥片1点を含み，総重量はo.18 gである。

• 黒曜石 7 無色透明の部分，黒色不透明の部分，淡暗赤褐色の部分が斑状に入り混じる。肉眼観察では

小深沢産に類似する。剥片1点を含み，総重砧は0.99 gである。

・頁岩29 剥離面は青灰色を呈する。原礫面は青灰色の地に，ごく微細な黄褐色の点紋が無数に入る。ガ

ジリ面は行黒色を呈する。原礫面の特徴からホルンフェルスであると思われる。剥片2点を含み，総重拡

は1.90 gである。

．頁岩30 剥離面は淡行灰色の地に，淡緑灰色の多角形状の部分が斑状に入る。原礫面は同様の構造で滑

らかな質感である。剥離面の特徴から栃木県で産出する寺島累層上部ノジュールと思われる。剥片1点を

含み，総重祉は1.37 gである。
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．珪質頁岩23 剥離面は黄色がかった淡灰色の部分と，黄褐色の部分からなる。原礫面は暗黄褐色を呈

し，滑らかな質感である。剥片1点を含み，総重量は21.82 gである。

・硬質頁岩 1 剥離面は焦茶色を呈し全体に色調の濃淡がある。剥片1点を含み，総重屈は2.29gである。

・硬質頁岩24 剥離面は淡茶灰色を呈する。二次加工剥片1点を含み，総重量は2.62 gである。

．珪例凝灰岩1 剥離面は青灰色の地に，茶褐色や焦茶色の部分が縞状に入り，またベージュ色の部分が

斑状に入る王髄（メノウ）である。ナイフ形石器1点を含み，総重祉は5.71 gである。

．珪質凝灰岩2 剥離面は青灰色の地に，ベージュ色の部分が入る玉髄（メノウ）である。ナイフ形石器1

点を含み，総重量は5.20 gである。

・ホルンフェルス25 剥離面は青灰色を呈する。原礫面は剥離面と同様の色調で，微細な点紋が無数にみ

られる。爪跡状のくぼみは，疎らにみられる。頁岩31と酷似し，同一母岩である可能性が高い。その場

合， 頁岩31は礫と分類されていたが，剥片と評価できる。剥片6点 ・石核1点を含み，総重品は114.15 g 

である。

・ホルンフェルス26 剥離面は淡青灰色を呈し，微細な点紋が無数にみられる。ナイフ形石器1点を含

み，総重歴は2.26gである。

3)出土迪物（第86・ 87図図版16)

ナイフ形石器3点 ・二次加工剥片1点 ・楔形石器3点 ・剥片48点 ・石核3点 ・礫11点の計69点が出土し

た。

ナイフ形石器は3点(197~199)が出士した。197は珪質凝灰岩1製で，縦長剥片を素材とする。基部の

両側縁と右側縁の先端部に，急斜度の微細な二次加工がみられる。左側縁の上半には，鋸歯状に剥離痕が

ニこ

こ
208 8K-20 
1008 

209 8J・13
1020 ゜

(2/3) 5cm 

第87図 第20ブロック出土石器(2)
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みられる。 198は珪質凝仄岩2製で，背面の剥離構成から石刃を素材とすると思われる。先端部には樋状

の剥離がみられ，衝撃刹扉であると思われる。基部も折損しており，先端の剥離と同時に生じた可能性が

考えられる。折摂しているため，全体の形状は不明であるが，左側緑の仝体と，右側緑の下半に腹面側か

らの急斜度の二次加工がみられる 0 199はホルンフェルス26製で， 寸詰まりの縦長剥片を素材とする C 基

部を欠損する c 基部と右側縁の先端部に急斜度の二次加工がみられる。

二次加丁翡片(200)は，硬質頁岩24製で剥片素材である。打点のみられない剥離痕が多いこと，剥離痕

か対向して組になることから楔形石器と思われるぐ

楔形心器は3点(201~203)が出土した。いずれも剥片を素材としており， うち 2点(201・ 202)が原礫血

付きである。石材はいすれも黒色緻密質安山岩製てある 3

石核は3点(207~209)が出上した。 207は礫を分割したものを素材とし， •般剥片を生産する。安山岩

Al製である。 208は礫を素材とし，一般剥片を牛韮している。ホルンフェルス25製である 209は原礫面

付きの厚手の剥片を素材とし，交互剥離によって一般剥片を生産する。安山岩Al製である。

本プロックから出士した剥片は，一般刹片が主体を占めている。石刃はナイフ形石器の素材となってい

る1点のみの出土である。母岩あたりの石器の数は少なく，礫を除く 18母岩中12母岩が単独母岩である。

黒色緻密質安山岩（安山岩A)で母岩あたりの点数が多くなっているが，分類の困難な石材て複数の母岩が

含まれる可能性は否定できない。

第21ブロック（第88・ 89図，第23・ 62表，図版5)

1)概要

VI層からVIlI層(X層）にかけて66点の遺物が出上し， VIIa層(IXa層）に特に集中して分布する。石器組成

は，削器1点・ニ次加工剥片2点・楔形石器7点・剥片44点・右核3点・台右 1点・礫8点の計66点であ

るc 礫を除く石材糾成は，黒色緻密質安山岩20点（安山岩A1 ・ A20・ A28, 安山岩B16) ・安山岩 1点(B

17)・トロトロ右2点（安山岩B1)・流紋岩7点・黒庵石 1点・ホルンフェルス 6点（貞岸9,ホルンフェ

ルス 2)・頁岩3点（頁岩33・34)・珪質頁岩7点（峠質頁岩11・24・25,硬質頁岩25・26)・玉髄9点（蛙質頁岩

16・26,下髄 1・ 4 ・ 14 ・ 15) ・砂岩3点の計59点てある。木ブロックから出土した刹片は，石刃を 2点含む

以外は般剥片で占められる。集中的に消費されている母岩はなく，複数の母岩が出十．しているが，母岩

あたりの点数は比較的少ない。

2)母岩別賢料

•安山岩Al 茶灰色の黒色緻臼質安山岩である。原礫面には爪跡状のくぼみがみられる。径0.3mm程度

のベージュ色と黒色の斑品が疎らに入る。ガジリ面は青黒色を呈する。楔形石器2点・剥片9点を含み，

総重量は112.77 gである 3

•安山岩A20 淡茶灰色の黒色緻密質安山岩である。径0.3mm捏度のベージュ色や黒色の斑晶が疎らに入

る。原礫面は同様の色調で，爪跡状のくぼみが無数に入る。刹片 5 点•石核 1 点を含み，総重量は77. 65 

gである。

•安山岩·A28 茶灰色の黒色緻密質安山岩である。原礫面には爪跡状のくほみがみられる。径0.3mm程度

のベージュ色と黒色の斑晶が入る。ガジリ面は青黒色を呈する。楔形石器 1 点•石核 1 点を含み，総重量

は47.19 gである。

•安山岩 B 1 刹離面は淡明灰色を旱し， トロトロ石と俗称される。径0.3mm程度の黒色の斑晶が人る。

-122 -



入） 宣匈‘ー
1

ー
（第15ブロックと接合）

亨魯［三
----

＜ --------9-------------

＋ 8K-31 

9
 二已》

．． 
． ｀ ＼ ー＼ ーヽ`  

．
 ヽ
ー，
 

,`ヽ
 ｀
 

／
 ／
 

＇ ／ 
＇ ＇ ‘、／
 ／
 ／
 • 

／
 

＇ ＇ ／ 

．
 

ノ
／
 ノ

＇ ＇ ／ 
ヽ．
 

------・● 

．．
 

\ • +8K-22 

｀ 

＼ 

+ 8k•23 

•̀• 

囚
'
’
1
1
1
9
1
1
,
i
'
:
I
I
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

．
 

奎〇ー
，ヽ
 ーー

ー
ー

f
 ー

、．

，
 

ヽ

、．
・ヽ

ー’
 ーー
、-
ヽ
ー
ヽ

ー
ー
ヽ
9
.
 
、．
‘, ,' 
＇ 
、.
ヽ

ー、.
ー
ー
ー

＇ 
，
 

’
 
ヽ
’
 
ー

＇ ー
，
 
，
 ＇ ＇
 

＇ ，
 ヽ

-----▲ 

．．． 

鬱--̀---,『
鴫＇，—-二＿贔 '9’9’’

甘K•02

n"
＂"
U
 

喜
／
 ／
 ／
 ／
 

、．／
 ／
 

，
 

，
 
ヽ

’
 
ヽ
ヽ

、-/ 
、．’-ヽ

／
 

’
 
／
 

，
 

／
 

、-
／
 

•

/ 

、．／
 

'ヽ／
 

／ヽ
 

，
 

／
 

.’
 
/． 

、．、．／
 

，
 
ヽ

，
 
，
 
’
 
’
 
、.
，
 
、．／
 

，
 

ノ
.

9

 ヽ
’
 ’
 ，
 

／
 

，
 
，
 
ヽ

，
 
，
 
ヽ
ヽ

ヽ
,＇ 

1
1
9
,
 

1
1
1
1
1
 

I
I
I
I
 

＇
冒•
1
1
1
1

-t8k-32 1aK-33 0、
‘̀‘ 

｀ ` 

`````‘̀ 

雲
〗

l
 

i
 

｛
 

i
 

i
 

｝
 

i
 

｛
 

-｛ 

i
 

i
 

｝
 

｛
 

d
 

＇ 
舟

y
｀
 

l̀ 
i
 

l
 

l
 

}
l
 

i
 

｝
 

｝
 

l
 

i
 ｀`
 I

l
 

I
 

i
 

i
 

｝
 

｝
 l̀ 

i
 

｝
 l,
 
.`
 

d

f
 

0-

゜

口
，
 

り
汀
川
／

／
 

、-／ ‘、／
 

/ヽ
 

／ヽ
 ／
 ／
 

／ヽ
 ／
 ノ

／
 

／
 

,．
 
／
 ／
 ／
 

／ヽ
 

／ヽ
 

、-、-ヽ
／
 /
 ／
 ノ

／
 

d
 

+sL-20 

、マ
9’’‘’‘’’‘’’’’’9'尋

9 ‘’ 

c'9'’千ヽ ← こ9:ロ-------]〗｀

4m (I /80) 

●削器

・校形石器

0...:.次加工刺片
• 1'1片
・礫

0 石桟

0台ぷ

田

I¥’～ヽ’
¥1 

w; 
‘’、
IL ---^----ノ--～ --― - -―――ここ=ごご二=字----------IX _________ -------------------

----------------- ------------------←̀― •一―`` 
タペニf亡、コ芍B-ぶそ竺芦穴―戸；；—-一――--.... -------

`-----•----

-
OO ．
 

-----------------------------------------------------------------------・ 

ー 49.0m． 
---------39.5m 

--------
こごここここごこ

---------------

第88図 第21プロック石器別分布固

-123 -



R 
＊ 

（第6プロックと接合）

▲ ． ．． 
接17

.. 

゜ ． 
（第15プロックと接合）

七K21 ¥¥ / ,.,.. 

接73

゜

・七K-22 +8K-23 七L-20

゜o* 

゜
゜． ° B 

o▲ a
 

゜ ゜a 

゜十8K.Jl ＋ 8K-32 ね•33 コ十

゜

V
85 
接

七K-02 ゜
(l /SOI 4m 

゜

• 安山岩Al

0安山岩A20

o安山岩．ヽ認

0 安山岩A29

•安111岩Bl

0安山岩Bl6

▲安山む釦7

o安1L1岩C6

・流紋岩l

°流紋岩15

・流紋岩16

• 砂必25

o砂府糾

•砂治27

0 砂岩—28

..l'.it} 9 ロ月ごt1貞店16 o硬質頁岩25 • チャー ト 34

• (i ti33 ・牡質頁柑2,1 •硬買頁ば•26 • l,;髄I

• ii'，'1-3'1 0珪竹頁ぷ・25 會ホJレンフェルス2 .玉髄 Iヽ

・詐＇じI頁店U 0げ質頁岩26 •ホルンフェルス27 ＊玉髄14

＊玉髄15

・不明2

第89図 第21ブロック母岩別分布図

-125 -



原礫面は刹雌面ど同様の色調てある 3 柔lj片2点を含み，総重贔は5.67gである^

•安山岩 B 16 淡灰色の黒色徴密質安1［岩であるし径0.3mm禾呈度のベージ土色と黒色の斑晶か八る 2 カジ

リ面は冑黒色を呈する c 象Il片1点を含み，総車呈は3.06 gてある

•安山岩 B 17 青灰色を呈し，風化の度合いが強いc 剥片 1点を含み，総重最は0.2S gである C

・流紋岩 1 刹離面はベージコ色，凸矢質，淡青訳色，青黒色の部分が斑状に入り混じる 3 利片5)，信を合

み，総菫是は16.Hgである 3

・流紋岩15 刹離面は淡黄褐色の地に，淡青灰色やベージュ色の部分が斑状に入るぐまた凸英質の斑晶が

入る．，原礫面は淡黄褐色の地に，淡茶褐色の部分が縞状に入る c 剥片 2点か含まれるか，一方は黄褐色が

かり，一方は青灰色がかる。剥片 2点を含み，総出量は9.02 gである。

•黒昭右 5 剥離面は無色透明の地に，漆黒から明灰色の不透明の部分が縞状に入る。肉眼観察ては小深

沢産と思われる。楔形石器 1点を含み，総重量は0.11 gである 3

．頁岩 9 ／息礫面・剥離山ともにベーシュ色を呈する 3 祖い質感で頁岩というよりは，むしろホルンフェ

ルスであると考えられる c ガジリ山は青灰色を呈する c 剥片4点を含み，総重量は22.63 gであるヘ

・頁岩33 剌雌面ぱ青灰色を呈し，原礫面は翡羅而と同様の色調て滑らかな質惑である C 2点の素lj片が含

まれるか，色調か畏在り別母岩である可能性がある C 総軍呈は1.10 gである，

・貞岩34 剥雌面ば青灰色と淡黄褐色の部分からなり，青灰色の部分には多角形状の淡黄陀色の詞分が斑

状口入る原産面は黄色かかった談青灰色を呈する c {‘甘らかな宦感で，疎ら：こ爪跡状のくはみが入る 剥

片1点を含み，総重量は12.45 gである，

．珪質頁岩11 青灰色を呈するッ楔形石器 1点を含み，紡重呈は」． 34gである

．珪質頁岩16 青灰色，淡麓褐色，暗乳白色の部分からなる玉髄（メノウ）である＾翡片 1点を含み，総重

量は2.96 gである C

．珪質頁岩24 剥離面は淡緑灰色の地｛こ，暗青灰色や暗乳臼色の珪化度の高い部分が入る 刹離山でも麻

礫面に近い部分は，英褐色を呈する。加礫面は淡赤褐色を呈する 3 呆lj片2点を含み，総重量は17.Sl gで

ある C

. I士質頁岩25 原礫庫は黄褐色を呈し，滑らかな質感である。台石 1点を含み，総車量は220.32 gてある。

．珪質頁岩26 刹離面は暗乳白色を呈する玉髄である。ガジリ山は乳白色を呈する e 剥片2点を含み，総

童量は2.06 gであるし

・硬質頁岸25 刹片 1点と石核 1点を含むが，別母岩であると思われる J 剥片8K-13-llは，剥離面は淡茶

灰色を呈し，部分によって亦褐色を帯びる Q 重量ぱ1.72 gであるし石核8K-33-7は，淡茶灰色と青灰色の

部分からなる地に，ベージュ色の部分が斑状に人る，車量は28.so gであるし

・硬質頁岩26 晶LJ離面は淡陪紫灰色を呈し，暗乳白色や隼茶色の節理が人る：削器 1点を含み，総重量は

32. 80 gである C

•砂岩26 ベージュ色，淡茶褐色，淡青灰色の粒子からなる 3 ベージュ色の部分が大半を占める 節理面

は，冑灰色，茶褐色，ベージュ色の罪分からなる c 二次加工素I]片 1点を合み，給重量は49.67 gである^

•砂岩27 淡赤褐色とベージュ色の粒子からなる C I阜礫面は黒変している部分かある 翌形石器 1点を含

み，総璽量は21.28 gである C

•砂岩28 黄褐色と青灰色の粒子からなる。原礫面は剥雌血よりも，暗い色調てある．剥片 1点を含み，
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総重量は8,10 gである C

・ホルンフェルス 2 翡離面は冑灰色の地に，淡青灰色の点紋が入る，｝泉礫面は同様の色調で，点紋の入

り方は訓離面と同様てある。楔形石辟 1点・剥片 1点を含み，総重量は22.62 gである e

・玉髄 1 剥欝尉面は淡黄喝色半透明で，部分（こよって鼈甲色を呈するぐ原礫面は同様の色調で多孔質であ

る，二次加工判片 1点・剥片 1点を含み，唸重呂は7.57 gであろ、

・玉髄」 刹離血は乳白色半透明を呈し，青灰色の部分が断続的に縞状に入る。剥片 1点を合み，総重量

は3.85 gであろ c

・下髄14 刹陪面は，苗色かかった孔白色半透明を呈ずろゴ判片2点を含み，紐重量ぱ19.7 4 gである~

・干髄15 淡青灰色半透明とベージコ色不透明の部分からなる＾翡片 1点を含み，総重量は0.34 gであるッ

3) 出土i貴物（第90・ 91図， 図版17)

削器 1点・ニ次加工汝lj片2点・楔形石器7点・剌井44点・右核3点・台石 1点・礫8点の計66点が出土

した^

削器(210)は硬質頁岩26製で，厚手の剥片を素材とする。左側緑の下部に鋸歯縁状の刃部を作出してい

るグまた左側縁は使川によるためか縁辺が光沢を帯びている

二次加工剥片は 2点(211・ 212)が出十．した C 211は砂岩26製で節押面に心って剥離されている分厚い剥

片を素材とする，右側緑に，二次加上によるノッチ状の刃部がみられる。 212は玉髄 1製で，縦長剥片を

素材とし，頭部を欠捐している左側緑の下半に二次加工がみられる

喫形石器は7点(165e ・ 213~215)か出上した. 165 eぱ珪質頁岩11製て，第15ブロックと接合関係を持

~_);資料てある C 第 15ブロックて両栖剥離によって消野され，話体か縦割れを起こしたものの片方か搬入さ

れている 3 それ以外には剥片を素材とするもの(21.S)，小礫を消費ずる過程を示しているもの(213・ 

21」)がみられる 3 仁材は安山岩Alか2点(213・211)，安山岸A28が1点(215)，黒曜右5が1点，珪質

頁岩11か1点(165e)，砂岩27か1点，ホルンフェルス 2が1点である。

伍核は3点(219~221)か出土した。礫から交互剥離によって一般刹片を生崖し，残骸がチョッピング・

トゥール状を呈するもの (220) ，厚手の刹片を素材として•般翡片を生産するもの (219 ・ 221)がみられる

右材は安山岩A20か1点，安1!1岩A28が1点，硬質頁岩25が1点，玉髄15か1点である 3

台石(223)は珪質頁岩25製で，円礫の表裏の半坦面に敲打痕がみられる C

本ブロックから出土した剥片は，石刃が2点(216・ SK-31-4)みられるほかは，一般剥片で占められ

る母岩分類の囚難な黒色緻払沿町安山岩を除くと，旦岩あたりの剥片の数は多くて 5母岩である。母岩数

は比較的多いにもかかわらず，母岩あたりの点数は少ない。

第22ブロック（第92図，第24・ 63表，図阪5)

1)概要

w. V層からVlIC層(IXc層）にかけて23点の遺物か出土し， W届からVIIa層(IXa層） 1．部に特に集中し

て分布する c 石器祖成は、翡片12点・石核4点・敲石 1点・礫6点の計23点である。礫を除く伍材組成は，

黒色徴密質安1廿岩 1点（安山岩A30)・安山岩 1点（安山岩B18) ・黒曜石 1点・黒色貞岩6点（頁岩11)・ホ

ルンフェルス 1点・チャート 7点の計17点である C 木ブロックでは，一般剥片生産を行ったことを示す接

合資料が2組みられた C また本ブロック出土の石刃核と，第13ブロック出上の翡片3点が接合しているぐ

2)母岩別資料
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•安山岩A30 淡青灰色の黒色緻密質安山岩である。径0.3mm~ l. 0mmのベージュ色と黒色の斑晶が疎らに

入る。ガジリ而は青黒色を呈する。剥片 1点を含み，総重量は9.88gである。

•安山岩B18 淡青灰色の地に，径0.3mm~ l. 5mmのベージュ色の斑晶が入る。風化が強く進んでいる。剥

片1点を含み，総重量は0.42gである。

•黒曜石 8 無色透明の地に，黒色不透明の部分が縞状に入る。肉眼観察では小深沢産のものに類似す

る。石核1点を含み，総重量は2.61 gである。

．頁岩11 剥離面はベージュ色を呈し，部分的に淡青灰色を呈する黒色頁岩である。原礫面は淡＜緑が

かったベージュ色を呈する。ガジリ面は青黒色を呈する。剥片4点・石核2点を含み，総重量は96.59 g 

である。

・ホルンフェルス28 原礫面は青灰色を呈し，淡黄褐色の点紋が入る。敲右 1点を含み，総重量は84.00

gである。

・チャート35 剥離面は青灰色を呈し，淡茶褐色の節理が入る。原礫面は同様の色調で，滑らかな質感で

ある。爪跡状のくぼみが疎らにみられる。剥片6点・石核 1点を含み，総重量は55.60 gである。

3)出土遺物（第93図，図版17)

剥片12点・石核4点・敲石 1点・礫6点の計23点が出土した。

右核は4点(129d ・ 224 ・ 225 f ・ 226 c)が出土した。 129dは単設打面から石刃生産を行う角柱状の石

核である。打面調整は石刃生産の作業面に接する部分にのみみられる。石核の約半周を作業面として用い

ている。黒色頁岩（頁岩11)製である。 13ブロック出土の剥片3点と接合する。 224は黒曜石8製の角礫を

分割し，分割面から剥片剥離を行っている。 225fは礫から交互剥離によって一般剥片生産を行い，残核

がチョッピング・トゥール状を呈する資料である。チャート25製で， 5点の剥片が接合する(225a~ e)。

226 Cは礫を素材として， 2つの作業面から求心状に一般剥片生産を行っている。 129dと同じ頁岩11に分

類されているが，石核の表裏に原礫面が残っていること，全体の形状から判断して円礫を分割することな

く使用しており， 129dと同一母岩ではない。剥片2点が接合する。

敲石(227)はホルンフェルス28製で，扁平礫の周縁に敲打痕がみられる。

本ブロック出土の剥片は， 225fと226cの2つの石核から剥離された資料がほとんどで，それ以外には

安山岩A30製の縦長剥片が1点出土している。また第13ブロックで述べたように，本ブロックから出土し

た頁岩11製の剥片3点と，第22ブロックから出士した石核1点が接合している。

第23ブロック（第94図，第25・ 64表）

1)概要

VII a圏(IXa層）からVIIC層(IXC層）にかけて4点の遺物が出土している。石器組成は，削器1点・剥片

1点・礫2点の計4点である。石材組成は，黒色緻密質安山岩 1点・珪質頁岩1点（硬質頁岩27)・安山岩

1点（礫） •砂岩 1 点（礫）である。本プロックから出土した石器は，黒色緻密質安山岩製のものと珪質頁岩

製のものが1点ずつみられる。

2)母岩別資料

•安山岩A31 剥離面は淡青灰色を呈し，径l.Omm~2. Orumのベージュ色と黒色の斑晶が入る。原礫面は爪

跡状のくぼみが無数にみられる黒色緻密質安山岩である。剥片 1点を含み，総重量は8.53gである。

・硬質頁岩27 剥離面は，淡紫灰色と淡青灰色の部分からなる。原礫面は黄褐色を呈する。削器1点を含
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第94図 第23プロック遺物分布図・出土石器

み，総重砿は13.72 gである。

3)出土迫物（第94図，図版17)

削器1点 ・剥片1点 ・礫2点が出土した。

削器(228)は硬質頁岩27製で，一般剥片を素材とする。裏面の右側縁を中心に二次加工が施されている。

背面側には，疎らに二次加工がみられるのみで，素材剥片の端部の右側に原礫面を残す。剥片は，安山岩

A31製の矩形の剥片である。背面の左側に原礫面を残す。

第24プロック （第26・ 65表）

1)概要

6 点の剥片が出土している。 セクション図 • 平面因とも作成を行っていないが， 遺物台帳にはV層から

の出土が2点(lSJ-10-1001a ・ 15]-10-1001 b), VI層からの出土が2点(lSJ-21-1001・ 15J-21-1002), VII 

恩からの出土が2点(lSJ-21-1003・ lSJ-21-1004)と記録されている。石材組成は，ホルンフェルス 1点 ・

玉髄 5点である。本ブロックでは，石器としての使用に不適当な部分を除去する作業で生じたと思われる

玉髄の剥片が出土している。

2)母岩別臼料

・ホルンフェルス29 剥離面は淡青灰色の地に，ベージュ色の部分が縞状に入る。原礫面は剥離面と同様

の色調で，滑らかな質感である。剥片1点を含み，総重盤は46.18 gである。
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・玉髄16 剥離面は，黄色がかったベージュ色不透明の部分と，焦茶色半透明で光にかざすと黄色の部分

からなる。前述の部分の方が原礫面側である。原礫面は黄色がかったベージュ色で，凝灰岩質である。剥

片5点を含み，総重量は23.65 gである。

3)出土遺物

6点の剥片が出土しており， 石材はホルンフェルスが 1点，玉髄が5点である。 ホルンフェルス29製の

剥片は，周縁に原礫面を残す板状の剥片である。王髄16製の剥片は5点出土しており， うち2点が折損面

で接合し 1点となるため実数は4点である。これらの剥片は，凝灰岩質の柔らかい部分と珪化した半透明

の部分からなるが，凝灰岩質の部分の割合が高い剥片が，5点中4点を占める。このことから石器として

の利用に適さない部分を除去した喪料と思われる。
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第25ブロック（第95図，第27・ 66表）

1) 概要

8点の遺物か出＋している 平面図のみ作成を行った 遺物台帳の記載で1i:, 16J-01-1008か表面採集

品てある以外は，すべて汀層からの出上てあるし石器綱成は，二次加工剥片 l点・剥片7点の計8点であ

る＾白材岨成は，黒咄仁 4点・玉髄 4点（珪質頁岩27, 土髄17・18)である一本ブロックから出土した石辟

は，いずれも一般剥片てある-

2) 母岩別資料

•黒曜石 9 里色半透明の地：こ，｛忍0.3mm~2. 0mmの甲，色やベージ上色の斑晶か入る 恥礫面は曇って認

り，稜になっている部分はつふれて淡灰色を呈している C 肉眼観察では裔原山産に煩似する，浪lj片4点を

含み，総重量は26.95 gである J

．且質白岩27 剥唯面は，隼茶色を呈し，淡黄褐色の部分か縞状に入るげ砲である2)いこかさ寸と鼈甲色

を呈ずろ-二次加上詞片 1点を含み，杞重量は0.49 gである

•土髄17 ml雌面は淡黄色半透明を呈するツ）見躁面は苗色がかるベージュ色を呈し，凝灰岩質であるし割

片 2点を含み．総重量は11.66 gである r

•上髄 18 ．了、lj隅面は淡黄色平透町の地に，茶色不透期の間分が繕状に入ろ C 祠片 1点を貪み，総重量は

1. 03 gである

3) L]上遺物（第95図，凶版］7)

ー一次加T剥片 1点・刹片7点の言I・8点が出十．してしヽ る

二次加工別片は王髄（珪質頁戸27)製て，腹而測の左側縁に徴細詞哨痕のみられる細石刃様の小型の樅長

刊片てある この徴紐〗」雄疸は 次加丁であるかとうかは不明てある

Jlj片はm耀石か」点，玉髄が3点てある し＼ずれも升支剥片て，黒躍石 9製のものには 2点のシレ氏彫

器が含まれ，士髄17製の 2点はいずれも原礫面付きの資料である。

第26ブロック（第96・ 97凶，第28・ 67表）

1) 柵要

v層から渭層(X層）にかけて72点のi肯物か出土し，＼1層に特に集中して分布する-石器組成ば，二次加

上刹片4点・楔J怜石器3点・制片50点・石核5点・礫10点の□十72点である。礫を除く石材組成は，黒色緻
密貨安山岩 8点（安山岩A3 ・ A32・ A33, 頁岩認）・トロトロ石 1点（安山岩B19)・流紋岩 1点・黒曜石14

点・頁岩13点（頁岩35~37・ 110 ・ 12, 砂岩33)・黒色頁岩 3点（頁岩38・39)・白滝頁岩 5点（I十質頁岩28, 網岡

頁岩 5・8)・宝髄 2点（珪質頁岩29, 玉髄16)・ I:土質頁岩 6点（硬質貞岩28, チャート41)・ホルンフェルス

6点・黒色珪質頁岩 2点（チャート,10)・チャート 1点（チャート42)のけ十62点てある 3 木ブロックから出士

した石器は，一般剥片で占められており．母岩あたりの剥片数は多くて 5点程度である＿

2) 母岩別資料

•安山岩A3 淡青灰色を旱ずろ黒色緻密質安山岩てある→茶色がかる部分が釈状：こ入る。径0.3mm~ 

1. 0mm程度のベージュ色と黒色の斑晶が疎らに入る。二次加上刹片 2点を含み，総甫量は42.64 gである。

•安山岩 A32 青灰色を呈する黒色緻密質安山岩てあろ-茶色がかる詞分が斑状に入る＾ ｛予0.3mm~ 1. 0mm 

捏度のベーシュ色の斑晶か疎らに入る＾原礫血は微祠な孔が無数：こみられる＿剥片」点を含み，総璽量は

13. 79 gである

- 136 -



R 

＋ 16J-20 ＋ ・

古61-33

冒‘̀‘̀｀`｀̀ ‘`‘̀｀.`‘̀`｀̀
‘‘ ``‘‘ 

‘̀‘‘‘‘̀‘̀‘‘̀‘‘‘̀` ‘̀̀̀̀.-2  

+,7J-01 

g
 
ワ
，
＇， 
＇， 
＇， 
＇， 
＇， /
8、:

、

、

‘

、‘
、‘

‘

‘

、

‘

‘

‘

、

‘

.
31 

‘

、

‘

、

‘

J
 
ヽ

6
 

ヽ、‘

ポ
、
｀

、

、

‘

、

‘

‘

‘

、

‘

、‘

、

‘

、

‘

ヽ

、

‘

‘

、

‘

、

‘
、‘

、‘
、‘

ヽ
ヽ

、

•

‘
、
‘

ヽ

•

‘
、
‘

‘‘ 
、

‘

、

、

‘

、

‘

、

‘

、

‘

、

‘

‘

‘

、
.

、‘

、

‘

、

‘

、‘

、

‘

‘

‘

、‘

、‘

ヽ

、‘
、
‘
、
‘

、

‘

、

‘

‘

‘

`

‘

 

ヽ、‘

塁`
‘

＼

‘

[

戸

、

‘

ヽ

＼

、

十

疇
疇

予喜---------------く ---
＋ 171-03 

r
1
1
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
J
 

疇
言

＋
．
 • 
． ． 

。
0

↑
l
9
9
1
 

．
 

，．
 

＇ ノ．
／
 ／ 

ヽ

，
 

／
 
,‘
 

'，
 
／
 ／ 
'，
 
／
 

／
 

＇ 

ロ
+,7J-10 

一 ＾
 

1
1

ー
1
1
1
1
1
ヽ
1

ー、 K
 

¥，、

0

ヽ
ヽヽ

ヽヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

• 楔形石器

o二次加工剥片

0石核

・礫

_よ

-9
゜

第96図 第26プロック石器別分布図

9

1

1

9

9

9

1

9

9

1

1

1

1

1

9

1

1

1

1

1

9

1

,

1

,

Y

-

9
1
9
1
9
9
9
9
9
9
9
1
9
1
9
1
_
1
1
1
1
1
1
9
9
1
9
1
9
9
9
9
1
1
9
1
9
1
1
1
1
1
 

•• 

,
 

'|||_|—_— 

_

_

 

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

—

_
1

ー

ー
—

ー

1
_
1

ー

1
1

雙

ー

ー

ー

ー

ー

ー

1
1
1
1ー

1
1
3ヲ

_
—

_
1

ー
ー

1
1

ー

1
1

ー

i

｀
ー
．
9
9
1
1
_
E
n
,

奇

認．蓑・
x

.

e

L

ク

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
r
f
.
t
9
1
1

1

 

•

U 

ー

1:111:111

凰
111:111い
い

11Ill:111111111111

闘
'111:111い
111111:111

闘
刊
111
ぶ
＂
廿
＼
月
日
げ
U
n日
H
f
出
｝
消
J
"H
M川
H
山

ff

ー
1
1
1
1
1

げ
げ

1
1
:
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
`
I
I
I
I
~
~

□
□“
[汀□
旦
叫〔
〗
州州附
囁
刀
崎
請
乳

I
I
I
I
I
I

II
I
I
〗
鰐
：
ー
'
s
n
嗜

-137 -



•安山岩A33 淡青灰色を呈する黒色緻密質安山岩である。径0.3mm程度のベージュ色と黒色の斑晶が疎

らに入る 3 ガジリ面は青黒色を呈する。剥片 1点を含み，総車量は6.58 gである^

•安山岩 B19 剥離面は茶色がかった淡灰色を二する。 トロトロ右と俗称される。渕片 1点を含み，総重

量は0.93 gである C

・流紋岩18 剥離面は淡緑灰色の地に，石英質の斑晶が入るし原礫面は茶褐色を呈ゴる。詞片 1点を含

み，総重呈は1.65 gてある J

•黒曜石 9 黒色半透明の地に，径0.3mm~2. 0mm程度の鸞色やベージュ色の斑晶が入る 3 飼眼観察では高

肋山帝に類似する。楔形右器 1 点•石核 1 点を合み，総車量は12. 92 gである。

•黒曜石10 無色透明の地に，烹色不透明の部分が縞状に入る。また径1.0mm程度の石英質の斑晶が入る。

剥片4点を含み，総重呈は3.72 gである C

•黒曜石11 剥離面は灰色不透明の地｛こ，径0.5mm~5. 0mmの淡明灰色の球顆か人る。屈礫面は，すりガラ

ス状で爪跡状のくぼみが疎らに入るぐ原礫血の特徴や球顆に変異かあり，複数の舟岩が含まれている可能

性かある c 剥片5点を含み，総重量は22.25 gてある。

•黒曜石12 他色透明である n 訓片 1 点•石核 1 点を含み，総重量は0. 76 gである C

•黒曜石13 黒色不透町の地に，仄色の部分が繊維状に入る。二次加工蒋片 1点を含み，総重量は2.13 g 

である。

．頁岩35 刺離面は淡緑灰色を呈する。ガジリ面は育緑色から青灰色を呈する J 剥片 2点・石核］点を含

み，総重量は51.23 gである。

．頁岩36 剥離面は淡冑灰色と淡苗褐色を呈するホルンフェルスであるし刹片 5点を含み，給重量は

34. 19 gである C

．頁岩37 剥雌面は青黒色を呈する。剥片2点を含み，総重量は3.36 gである^

．頁岩38 淡青灰色を呈する黒色頁岩である 3 ガジリ面は青黒色を呈する 3 贔LJ片2点を含み，総重量は

3. 08 gであるぐ

．頁岩39 刹離面は淡青灰色を呈し，部分的に黄褐色かかる黒色頁岩である。ガジリ直は青黒色を呈す

る。原礫面は刹離面と同様の色調て爪跡状のくばみが人る c 石核 1点を含み，総璽量は113.90 gである。

・貞岩40 刹離面は青緑色の部分と，黄色がかったベージコ色の部分が五層になる 3 ガジリ面ば青緑色を

呈ずる。剥片 1点を含み，総直量は8.63 gである^

．頁岩112 剃欝阻面は焦茶色を呈ずる。強く風化している部分はベージュ色かかるで原礫面はベージュ色を

呈し，粗い質感てある剥片 1点を含み，総重量は20.51 gである 3

・白岩113 淡青灰色を呈する黒色緻密質安山岩である。部分的に茶色がかり，また白色の斑晶が入る。剥

片1点を含み，総重量は0.23 gである。

．珪質頁岩28 剌離面は淡青仄色の地に，乳白色や青鸞色の珪化度が高い部分が入る白滝頁岩である。剥

片2点を含み，総重鼠は4.51 gであるつ

．珪質頁岩29 剥離血は青県色，贄褐色，淡青灰色の部分が縞状に人る玉髄（メノウ）てある。剥片 1点を

含み，総重量は14.47 gである。

・硬質頁岩28 刹難面は茶仄色を呈する。原礫面は焦茶色を呈する。剥片 5点を含み，総重量は37.19 g 

であろ。
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第98医 第26プロック出土石器(1)

．嶺岡頁岩5 剥離面は淡青灰色の地に，青黒色の珪化度の高い部分が斑状に入る白滝頁岩である。原礫

面は淡茶褐色から，緑がかった淡黄褐色を呈する。爪跡状のくぽみが無数にみられる。二次加工剥片1

点 ・剥片 1点を含み，総重最は3.57 gである。

．嶺岡頁岩8 緑灰色の地に，胄灰色の珪化度の森い部分の入る白滝頁岩である。石核1点を含み，総重

梵は5.07 gである。
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• 砂岩33 剥離面は淡緑灰色を呈する頁岩である。ガジリ面は青黒色を呈する。原礫面は剥離面と同様の

色調で，滑らかな質感である。剥片 1点を含み，総重伍は46.08 gである。

・ホルンフェルス 2 剥離面は青灰色の地に，淡青灰色の点紋が入る。原礫面は同様の色調で，点紋の入

り方は剥離面と同様である。剥片4点を含み，総軍抵は27.13 gである。

・ホルンフェルス30 剥離面は淡胄灰色の地に，淡茶褐色の微細な点紋が無数に入る。剥片 1点を含み，

総重批は11.21 gである。

・ホルンフェルス31 剥離面は青灰色の地に，淡杏灰色の部分が縞状に入る。原礫面は剥離面と同様の色

調で，表面に微細な孔が無数に人る。剥片 1点を含み，総重駄は7.56gである。

・チャート40 剥離而は廿灰色を呈する黒色珪牲頁岩である。冑黒色の節理がわずかにみられる。原礫面

は剥離面と同様の色調で，爪跡状のくぽみがみられる。楔形石器1点 ・剥片 1点を含み，総重蘊は8.05g 

である。

・チャート41 剥離面は胄黒色を呈する。節理面は黄褐色を呈する。原礫面は剥離面と同様の色調で爪跡

状のくぽみが入る。珪化度はチャートほどではなく，珪質頁岩である。剥片 1点を含み，総重量は54.86

gである，

・チャート42 剥離面は青灰色を呈する。節理面は赤褐色を呈する。原礫面は剥離面と同様の色調を呈す

る。楔形石器 1点を含み，総重批は1.85 gである。
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第99図 第26プロック出土石器(2)
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・玉髄16 剥離血は黄色がかったベーシュ色て，凝灰岩質の音〖分が大部分を古める＾黄褐色半透明の部分

か一部：こ入る 原礫面は｀甜l罹面のベーシュ色の部分と同様の色調で，表面はやや粗い賃感である J 剥片

1点を含五，総璽量は5.90 gである。

3) 出上遺物（第98・ 99図，図版17)

一次加工剥片4点． t嬰形右堺3点・訊片50点・石核 5点・礫10点の計72点が出十した

二次加工判片は4点(230~233)が出土しにいすれも背而側に二次加丁を施している石材は，安山岩

A3が2点，黒耀石13か1点，白滝頁岩（嶺岡頁岩 5)が1点である

喫形石器は 3点(234・ 235)か出土したし厚手の剥片を素材とするものが 1点(235)，小礫を消費してい

るものか 2点(234)みられる c 右材は，黒曜石が 1点，チャートが 2点である C

石核は 5点(238・ 239 C)が出士した。分割礫から求心状に詞離を行って，一般剥片を生産するもの

(238)が 1点，厚手の素材から交冗剌離によって一般剥片を生産するもの(239C)が1点，両術刹離によっ

て消菩されているもので，楔形石器どもいえるものが 1点，求心状剥離によって消費されており，作業而

を2つもつ石核の破片が 1点出上したし右材は，黒曜心が 2点，貞岩35か1点，黒色頁岩（頁宕39)が 1

点，白滝貞岩（嶺岡頁岩8)が1点である＾

木プロックから出士した剥片は，一般剥片で占められる母岩あたり：こ臼まれる翡片の数は，多くて 5

点と比較的少なし、＾

第27ブロック（第100・ 101図，第29・ 68表）

1)概要

I¥層から＼1II層(X屈）：こか：ナて55点の遺物が出十ムし，＼11a層(IXa嗚）に特｛こ集中して分布ずる c 石器祖成

ば，削器 1点・ニ次加工剥片 3点・剥片45点・石核6点のげ十55点である＾石材組成は，黒色緻臼質安山岩

15点（安山岩A31・ A34~ A36)・トロトロ石11点（女山岩B2 ・ B20)・鸞H鼠い 5点・頁岩 1点・白滝頁岩 7

点（嶺岡頁岩 5・14~16) ・鉄石英（黄） 1点（犯岡頁岩17)・凝灰岩 6点（砂岩36~38)・ホルンフェルス 8

点・チャート 1点てあるこ本ブロックから出上した石器は，一般剥片が上（本となっており，母岩あたりに

含まれる利片の数が少ないという特徴がある。

2) 母岩別資料

•安 111!告 i\.31 剥離面は淡青灰色を呈し，径0.3mm~ 1. 0mmの黒色と明灰色の斑品が入る黒色緻密質安山岩

てある，，剥片 2点を含み，総亜量は1.02 gである。

•安山岩A31l 剥離面は淡茶灰色を呈し，径0.Smm~ 1. 0mmの黒色とベージュ色の斑晶か入る黒色緻密質安

山岩であ夕原礫山は黄褐色から茶祝色である。刹片 5点・石核 1点を含み，総重量は102.96 gである C

•安山岩A35 判離面は淡茶灰色と青灰色の部分が五層となる璽色緻密質安山岩である 3 径0.5mm~2. Onun 

の黄色がか/)たベージュ色と黒色の政f晶が入る-}京礫面は爪跡状のくぼみが無数に入る．詞片 4点・石核

1点を含み，総重量はい． 68gである

•安山岩A36 柔lj陛面は青仄色の地に，径0.5mm~2. 0mmの黒色，ベージュ色，石英質の斑晶が八る黒色緻

密質安山岩であ巧 原産面は爪跡状のくぼみが無数：こ人る 削器 1 点•関片 1 点を含；；丸斎怠重量 19. 60 g 

である，

•安山岩 B2 詞雌面ば淡町肖灰色を呈し，径0.5mm~2. 0mmのベージュ色と黒色の斑晶が入る C トロトロ

石と俗称されるマまた青灰色の部分か斑状に入る c, 剥片 1点を含み，給重昌は-16.63 gである。
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• 安山岩B20 剥離面は淡明灰色を呈し，径0.3mm~ 1. 5mmの黒色，石英質の斑晶が入る。 トロトロ石と俗

称される。剥片8点 ・石核2点を含み，総重量は74.78 gである。

• 黒曜石11 剥離面は黒色半透明で，光にかざすと灰色を呈する。原礫面はすりガラス状を呈する。剥片

2点を含み，総重批は1.54 gである。

• 黒曜石15 剥離面は，無色透明の部分と灰色不透明の部分からなり，淡暗赤褐色の部分が稿状に入る。

また径0.5mm~2. 0mmの黒色と石英質の斑晶が入る。肉眼観察では，小深沢産に類似する。原礫面は，すり

ガラス状を呈する。二次加工剥片1点 ・剥片1点を含み，総重量は9.14 gである。

• 黒曜石16 剥離面は無色透明の地に，黒色不透明の部分が縞状に入る。肉眼観察では，小深沢産に類似

する。原礫面はすりガラス状を呈する。剥片1点を含み，総重量は1.69 gである。

．頁岩44 剥離面は淡青灰色を呈し，ベージュ色の部分が縞状に入る。ガジリ面は青灰色，原礫面は淡緑

灰色を呈し，爪跡状のくぽみが入る。剥片1点を含み，総重量は4.Ogである。

．嶺岡頁岩5 剥離面は淡行灰色から暗乳白色の地に，青灰色の珪化度の高い部分が斑状に入る白滝頁岩

である。二次加工剥片1点を含み，総重醤は6.74gである。
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・嶺岡頁岩14 刹離面は淡緑灰色の地に，淡青灰色の珪化度の高い部分が斑状に入る白滝頁岩である。原

礫面は淡茶褐色を呈する刹片 3点を含み，総重量は16.02 gである 3

．嶺岡頁岩15 剃離面は緑灰色の地に，青灰色の珪化度の高い部分が斑状に入る白滝頁岩であるこ部分的

に茶褐色で，原礫面は茶褐色を呈する。剥片2点を含み，総重量は32.24 gである。

．嶺岡頁岩16 刹離面は淡青灰色を呈し，色調の暗い部分が縞状に人る白滝頁岩である。原礫面は淡茶褐

色から赤褐色を呈する C 敢LJ片1点を含み，総重量は27.47 gである 3

．嶺岡頁岩17 剥離面は黄褐色を呈し，淡黄褐色や赤褐色の部分が斑状に入る鉄石英（黄）である 3 原礫面

は青灰色を呈し，爪跡状のくぼみが無数：』こ入る＄剥片 1点を含み，総重量は10.72 gであるこ

•砂岩36 剥離面は淡青灰色，淡緑灰色，ベージュ色，青黒色の部分が微細な粒子状を星する。ガジリ面

は青黒色を呈する。原礫面は剥離面と同様の色調で，滑らかな質感である。ガジリ面の特徴から凝灰岩で

あると考えられる剥片4点を含み，総重量は19.98 gである。

•砂岩37 剃離面は青灰色の地に，淡明灰色の部分が縞状に入る 3 原礫面は弱陪面よりも曇った色調で滑

らかであな表面にはつぶれがみられる 3 砂岩ほど粒子が大きくなく，むしろ凝灰岩であると考えられ

な石核 1点を含み，総重量は106.13 gである C

•砂岩38 剥離面は淡青灰色，青灰色の部分が微細な粒子状を呈する。ガジリ面は青黒色を呈する。ガジ

リ面の特徴から凝灰岩であると考えられる。二次加工剥片 1点を含み，総菫量は9.64 gである c

・ホルンフェルス 4 剥離面は青灰色の地：こ，淡青灰色の点紋が無数：こ入る 3 ガジリ面は青黒色を呈す

るこ剥片2点を含み，総重量は7.Sl gである

・ホルンフェルス 5 淡青灰色の地に淡灰色の微細な点紋が無数に入る c 原礫面は同様な色調で硬質であ

る。剥片 1 点•石核 1 点を含み，総重量は4S. 30 gである C

・ホルンフェルス32 剥離面は淡灰色を呈し，風化の弱い部分が青黒色を呈する c 原礫面は青黒色を呈し，

滑らかな質感である表面：こは無数の小孔がみられるこ剥片4点を含み，総重量は48.9S gである。

・チャート43 剥離面は黄色がかった乳白色を呈し，青灰色の節理が入る 3 原礫面は淡茶褐色を呈するこ

剥片 1点を含み，総重量は0.96 gである 3

3) 出士遺物（第102・ 103図，図版18)

削器 1 点・ニ次加工剥片 3 点・劉片45点•石核 6 点の計55点が出土している C

削器(240)ぱ安山岩A36製で，原礫面付きの厚手の幅広柔lJ片を素材としている c 剥片の端部の背而側に

二次加工を施している 3

二次加工剥片(241~243)は3点が出土したc いずれも一般剥片を素材としている素材剥片の裏側に二

次りDT:：袖したも 1/)(2c11)，素材訃片に錯向状：こ二次力n_Lを）Jnえたもの(2」2)，辛柁予ljJ¥エぴ背面：こ二次加工

を他したもの(2-!3)か五られる，一仁木オは黒曜石応が 1点、 白湮頁岩（罪国頁岩 5)かl点，高1火岩（砂亡381

か1点てあろ

仁鱈は 6土、(2」6~2;i0 ・ 252 cl)かII¥土した から交且 ：こエぐ）て一長菜lj!¥牛手を打吋．＼，残伎か

チ』 I ヒング・トゥール：l人を三寸るも 0)(246). li隻を分古］したも ll)を素月とし， 一般了Il 片生 I~ を行、：｝、も豆）

(247 ・ 249八罰二澳か；口）求心状豆).1'1]屑出こよ/／て一殻刊片生咤を行うもn(250)，訓片と麦甘として般礼

片生産を打りもい(218・ 252 d)かみられる c i莱を分割したも i])を宰甘とナる五校ては，分割面を打而とし

て剌片口笙を行）もの(2」7), 11)古l面を竹業向として末心状刻罹：こよって罰li牛序を行りもしり(249)か恥

-1」6-
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る。刹片素材のものは，素材剥片を分割するような剥離痕がみられるもの(248)，素材刹片の緑辺から剥

片剥離を行うもの(252d)がある。石材は，安山岩A34が1点，安山岩A35が1点，安山岩B20が2点，

凝灰岩（砂店37)が1点，ホルンフェルス 5か1点である。

木ブロックから出土した剥片は，一般剥片で占められる。安山岩B20に8点の刹片が含まれるが， 252

dの仁核と接合関係をもつ刹片は3点で，そのほかの剥片が1叫ー母沿かどうかは石材の性質に甑定しが

たい。安山岩B20以外の母岩でも，母岩あたりの剥片の数は多くて 5点と顕著に剥片測離を行っている資

料はみられない。

第28ブロック（第104・ 105図，第30・ 69表）

1)概要

VI層からVIIC層(IXC屈）にかけて25点の造物が出上し， VIIa層(IXa層）に特に集中して分布する。右器

組成は，二次加丁剥片 1点・翡片20点・石核2点・礫2点の計25点である。礫を除く石材組成は，黒色緻

密質安山岩 6点・黒曜石 2点・頁岩 1点・緑色凝灰岩 5点（珪質頁岩30)・白滝頁岩 2点（嶺岡頁岩18・

19)・ホルンフェルス 3点・黒色珪質頁岩 1点（チャート44)・チャート 3点（チャート45~47)の計23点で

ある。本プロックの剥片は，一般剥片で占められており，母店あたりの点数は多くて 2点と少ない。

2)母岩別資料

•安山岩A12 剥離面は淡青灰色の黒色緻密質安山岩である。径0.5rnm~2. 0mmのベージュ色，黒色の斑品

が入る。原礫面は爪跡状のくぼみが人り，表面が多孔質である。剥片2点を含み，総重量は4.76 gである。

•安山岩A31 剥離面は淡青灰色を呈し，径0.3mm~ 1. 0mmの黒色と，黄色がかったベージュ色の斑晶が入

るc 原礫面は爪跡状のくばみが疎らに入る。剥片3点を含み，総重量は9.33 gである。

•安山岩A33 剥離面は淡青灰色を呈する黒色緻密質安山岩である。径0.3mm程度のベージュ色と黒色の

斑晶が疎らに入る。原礫而は爪跡状のくぼみが無数に入る。剥片 1点を含み，総重量は10.20 gである。

•黒曜石17 刹離血は青黒色を呈し，わずかに光を透過する。径0.3rnm~ 1. 0mmの石英質の斑晶が入る。原

礫面はすりガラス状を呈する。剥片 2点を含み，総重量は3.74 gである。

．頁岩45 剃離面は淡緑灰色を呈する。ガジリ面は青灰色を呈する 0 -．次加工剥片 1点を含み，総重量は

8. 45 gである。

．珪質頁店30 剥離面は青緑色を呈する緑色凝灰岩である。原礫面は緑がかった焦茶色を呈する。表面に

爪跡状のくぼみが疎らにみられる。剥片4点・石核 1点を含み，総重量は124.60 gである。

．嶺岡頁岩18 剥離面は淡青灰色の地に，青灰色と淡茶褐色の部分が斑状に入る白滝頁店である 3 剥片 1

点を含み，総重量は1.02 gである。

．嶺岡頁岩19 剥離山は淡青灰色，青灰色，淡緑灰色の部分からなる白滝頁岩てある。剥片 1点を含み，総

重量は1.24 gである。

・ホルンフェルス33 剥離面は青灰色の地に，淡青灰色の点紋が無数に入る。表面には微細な孔が無数に

みられる。ガジリ面は青黒色を呈する。剥片 2 点•石核 1 点を含み，総重量は56. 72 gである。

・チャート44 剥離面は青黒色を呈する黒色珪質頁岩である。原礫面は剥離面と同様の色調で滑らかな質

感で，爪跡状のくぼみが入る。剥片 1点を含み，総重量は45.43 gである。

・チャート45 剥離面は青灰色を呈し，青黒色の節理が入る c 原礫面は剥離面よりも茶色がかった色調を

呈する。剥片 1点を含み，総重量は30.53 gである C
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第104図 第28プロック石器別分布図

・チャート46 剥離面は淡青灰色と淡緑灰色の地に，青黒色の節理が入る。原礫面は剥離面よりも茶色が

かり，滑らかな質感である。剥片1点を含み，総重紐は25.60 gである。

・チャー ト47 剥離面は行灰色の地に，青黒色の節理が入る。剥片1点を含み，総重量は4.26 gである。
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第105図 第28ブロック母岩別分布図

3)出土遺物（第106図，医版18)

二次加工剥片 1 点 ・ 剥片20点 • 石核 2点 ・ 礫 2点の計25点が出士している 。

二次加工剥片(253)は頁岩45製で，一般剥片の端部にノッチ状の二次加工がみられる。

石核は2点(257・ 258 e)が出士している。257はホルンフェルス33製で，厚手の剥片を素材としている。

素材剥片の腹面側を作業面として一般剥片を生産している。素材剥片の背面の右側縁には，微細な剥離痕

がみられる。258eは珪質頁岩30製で，円礫を素材としている。円礫に打面を作出し，打点を後退させる

ように剥片生産を行っている。石核1点に3点の剥片が接合する。

本ブロックから出土した剥片は，小型の縦長剥片(254)を除いて，一般剥片で占められる。珪質頁岩30

に一般剥片生産による剥片が4点含まれる他は，母岩あたりの剥片の点数は多くて 2点と少量である。
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第29プロック（第107図，第31• 70表）

1)概要

VII a庖から黒色緻密質安山岩製の楔形石器1点と，緑色凝灰岩（珪質頁岩32)製の剥片1点の計2点が出

土した。

2)母岩別資料

• 安山岩A37 剥離面は淡茶灰色を呈し，青黒色の部分が縞状に入る黒色緻密質安山岩である。径0.3mm

程度のベージュ色の斑晶が疎らに入る。楔形石器1点を含み，総重位は5.46 gである。

．珪質頁岩32 剥離面は淡青緑色と淡黄褐色の部分からなる緑色凝灰岩である。青黒色の部分が縞状に入

る。剥片1点を含み，総重最は11.72 gである。

3)出土遠物（第107図，図版18)

楔形石器1点と剥片1点の計2点が出土した。楔形石器(259)は安山岩A37製で剥片を素材としている。
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第107図 第29プロック迫物分布固・出土石器

第30プロック（第32• 71表）

1)概要

3点の剥片が出土している。平面図，セクション図とも作成を行わなかった。遺物台帳ではVIlI府(X府）

出土が2点， VIIb恩(VIIc恩の誤りか。その場合IXC層）出土が1点(l?G-12-1002)と記載されている。石

材組成は， 黒色緻密質安山岩1点 ・黒曜石2点である。

2)母岩別資料

• 安山岩A38 剥離面は淡青灰色を呈する黒色緻密質安山岩である。径0.3mm~2. 0mmの黒色と，黄色が

かったベージュ色の斑晶が入る。ガジリ面は冑黒色を呈する。剥片1点を含み，総重量は15.71 gである。

• 黒曜石18 剥離面は黒色半透明で，光にかざすと黄褐色から茶色を呈する。径0.3rnm~3. 0mmの石英質の

斑晶が入る。原礫面は剥離面と比べると光沢がみられない。剥片2点を含み，総重品は8.74gである。

3)出土迫物

剥片3点が出士しており，いずれも一般剥片である。黒曜石18製のものは2点とも，長さと幅が近い値

の寸詰まりの剥片で，原礫面を残す。安山岩A38製のものは下半を欠損する厚手の剥片である。
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3. 第3文化厄

第31ブロック（第108図，第33・ 72表）

1)概要

12点の遺物が出上している c 平而図のみを作成しfこ遺物台帳では， II層出上が 2点， VI面出土が 1

点，刈 a暦(IXa層）出土が9点と記載されてし＼る 3 石器組成は，楔形右器 l点・判片10点・礫 1点の叶12

点である，石材組成は，黒色徴密質安山岩3点（安山岩Al・A2・A3, 安山岩B1) ・黒曜石 3点・凝灰

岩2点（珪質頁岩 1)・珪質頁岩 1点（珪質白岩 2)・チャート 1点である 3 本ブロックから出土した剥片

は，一般刹片で占められる。

2)母岩別資料

•安山岩Al 剥離面は淡青灰色を呈する黒色緻密履安山岩である 3 径0.3mm~2. 5mmの黒色と，黄色が

かったベージュ色の斑品が入る。原礫而は爪跡状のくぼみが無数に人る。ガジリ而は青黒色を呈する。楔

形石器 1点を含み，総重量は10.43 gである。

•安山岩A2 剥離面は淡茶灰色を呈する黒色緻密質安山岩である。ベージュ色の微細な斑晶が疎らに人

夕原礫面は爪跡状のくぼみが無放に入る。剥片 1点を含み，総直量は1.92 gである C

•安 1 日岩A3 剥離面は淡青灰色を呈し，青灰色の部分が縞状：こ人る黒色緻密質安山岩である＾黒色と，

ベージュ色の微細な斑晶か疎らに入る，原淫面は爪跡状のくばみが入るぐ剌片 1点を含み，総重量は4,40 

gである^

•安山岩 B 1 剥離山は淡青灰色を呈する黒色緻密質安山内てあるご径0.3mm程度の黒色と，ヘージュ色

の斑品が人る 3 ガジ］）面は青黒色を呈する c 剥片 1点を合み，総重量は0.68gてあるジ

•黒曜石 1 到離面は黒色不透明の部分：こ，無色透明の部分か入る C 径0.3mm~ l..:immの石英質の斑晶が入

る剥片3点を含み，総重量は1、l.16 gである C

．畔質頁岩 1 剥離面は淡紫灰色を呈ずる。源礫而は淡黄掲色の凝灰肯の地に，青灰色や右英質の粒＋か

入る。珪化度は珪質頁岩というほど高くなく，和しろ凝灰岩といえる。剥片2点を含み，総重量は6.11 g 

である 3

．珪質貞岩 2 剥離面は青黒色を呈する。黄褐色の地に，黄色がかったベージュ色の粒状の部分が入る。

詞片 1点を含み，総重量は1.87 gである。

・チャート 1 剥離面は青灰色を呈し，青黒色の部分や青黒色の節理が入る。屈礫面は淡茶褐色を呈す

る。剥片 1点を含み，総重量は18.46 gである。

3) 出土遺物（第109図，図版19)

楔形石器 1点・剥片10点・礫 1点のげ十12点が出f・している

楔形石器(1)は安山岩 1製で，原礫面付きの剥片を素材とずる。剥片は一般剥片で占められており，―

次加工や徴細剥離痕を有するものは 1点(2)にとどまる。
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第109図 第31プロック出土石器

4.第4文化層（第34表）

第32プロック （第110・ 111図，第35・ 73表）

1)概要

N・V府からVlIC恩(IXc 層）にかけて128点の遺物が出土し， VI層 • VI下府に特に集中して分布する。

石器組成は，ナイフ形石器 3 点 ・ 削器 1 点 ・ ニ次加工剥片 8点 ・ 楔形石器 1 点 ・ 剥片111点 • 石核 2点 ・

礫2点の計128点である。石材組成は，黒色緻密質安山岩2点（安山岩A1)・トロトロ石3点（安山岩B

1).安山岩 1点（安山岩B2) ・黒曜石13点 ・黒色頁岩5点（頁岩1・ 2) ・八丁層ノジュール1点（頁岩

3)・流紋岩2点（頁岩4・5)・頁岩1点（頁岩6)・珪質頁岩92点（珪質頁岩1,硬質頁岩1~ 6) ・砂岩1

点 ・チャート 2点 ・玉髄4点（玉髄1・ 2)である。本プロックでは，硬牲頁岩 1の消野が他の母岩に比べ

て突出している。 硬質頁岩 1 には，石刃 ・ ナイフ形石器 • 一般剥片が含まれる。

2)母岩別賓料

• 安山岩Al 剥離面は淡青灰色を呈する黒色緻密笠安山岩である。径0.5mm~3. 0mmの黒色と，ベージュ

色の斑晶が入る。原礫面は爪跡状のくぽみが非常に微細に入る。ガジリ面は青黒色を呈する。剥片2点を

含むが，一方は入る斑晶がベージュ色のもののみからなる。剥片2点を含み，総重品は6.10gである。

• 安山岩 B 1 剥離面は淡明灰色を呈し，径0.Smm~ l. 0mmの黒色の斑晶が入る。 トロトロ石と俗称され

る。原礫面は淡黄褐色を呈する。ガジリ面は青灰色を呈する。剥片3点を含み，総重量は15.73 gである。

• 安山岩B2 剥離面は明青灰色を呈し，径0.3mm~ l. 5mmの黒色と，ベージュ色の斑晶が入る。ガジリ面

は行灰色を呈する。剥片1点を含み，総重位は2.31 gである。

• 黒曜右 1 剥離面は灰色半透明を呈し，径0.3mm~3. 0mmの石英質の斑晶が入る。原礫面はすりガラス状

を呈し，表面につぶれがみられる。剥片10点を含み，総重祉は49.60 gである。

• 黒曜石 2 剥離面は黒色不透明を呈する。ナイフ形石器1点 ・剥片2点を含み，総重砧は3.10 gである。

・頁岩1 剥離面は淡行灰色を呈する黒色頁岩である。ガジリ面は青黒色を呈する。剥片3点を含み，総

重量は3.63gである。

・頁岩2 剥離面は淡青灰色を呈する黒色頁岩である。原礫面は剥離面よりも黄褐色がかる。剥片2点を

含み，総重祉は3.55gである。

・頁岩3 剥離面は青黒色を呈する八丁庖ノジュールである。原礫面は剥離面よりも光沢を帯びる。剥片

-156 -



＋ 7J-32 ＋ 7J•33 

R 

+SJ-02 

f

_

+

 ー
ー
ー

ー
ー
ー

ー
ー

箆＇
ー

’
 
ー

ー
ー

ー
ー

ー、．

ー., 
ー

’
 
ーヽ

ー
ー

I
 
，
 、．
ー

ー
ー

ー
ー

ー，
 

J19,、199991919,
+

‘‘
ヽ

喜
ー
1
9
9
ー

・
‘、

I
I
,

．
 

91,＇JII 

＼

＇

’

J

9

,

‘

J

I

I

 

．
 
．

．

 

ー

：1191111111111,
；
111111111111111
91
,
Z

心

糾

、
、
&．ー
・・

＼` 

¥

‘

,

＼

、

9
8
.
'‘

八

川

山

、
｀
｀
｀
＼
｀
＼
、
“

'

‘

‘

.

、

ヽ

ヽ

靡

屈

9

、

＼

ヽ

、

‘

.

.
 ê‘.
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1点を含み，総重量は10.89 gである。

．頁岩4 剥離面は黄色がかった淡青緑色を呈する。径0.3mm~ l. 0mmのベージュ色の斑晶が入ることから

流紋岩である。二次加工剥片 1点を含み，総重量は4.85 gである。

．頁岩 5 剥離面は淡宵灰色を呈し， 石英牲の微細な斑晶が入る流紋岩である。原礫面は淡黄褐色を呈す

る。剥片 1点を含み，総重量は3.78gである。

・頁岩6 剥離面は淡緑灰色を呈し，緑がかった淡いベージュ色の部分が入る。剥片 1点を含み，総重祉

は0.87 gである。

．珪質頁岩 1

・硬質頁岩 1

ナイフ形石器 1点 ・削器 1点 ・ニ次加工剥片 6点 ・剥片72点 ・石核 1点を含み，総重屈は181.09 gであ

る。

・硬賀頁岩 2

・硬質頁岩 3

＋ 8J-02 

゜

+a.,.,2 

・硬質貞岩 l

°硬質頁岩2

°硬質頁岩3

△硬質頁岩4

剥離面は青黒色を呈する 。 剥片 2 点 • 石核 1 点を含み， 総重量は33. 26 gである。

剥離面は淡暗紫灰色を呈し，青灰色の部分が粒状に無数に入る。原礫面は淡茶色である。

剥離面は緑がかった茶灰色を呈し，青灰色の部分が粒状に入る。剥片 2点を含み，総重量

は10.08 gである。

剥離面は黄色がかった淡青灰色を呈する。珪化度はそれほど点くなく， 石材としては頁岩

の範囲に入る。剥片 2点を含み，総重批は1.70 gである。

R 
＋ 
8J-03 接103

＋ 
8K-00 

ロ

． ． 
゜
゜ ．．

 

゜
゜

．
 
田

゜
ヤ
2
 

゜

女
且
則
~

｀
仰

女

．
o
 ．．
 

き．
 

．
 

＼
 •

O 

.

.

.

.

 

1

¥
¥

．
 
・
ャ・

0

¥
＼
 

1
¥1

1

 

.. 

e
 • ．
 

.
2
.
 

接

．
 
．
 

••••.. 
ゥ

・・・

．．
 ．．
 
，
 

．．
 

.

.

.

 g
 

.

.

 

．．
女
．
 
．
 

＊
 ．
 ．
 

o
 
.
.
 
ウ

"

e
 

・硬質頁岩 5

• 硬質頁岩 6

0珪質頁岩 ］

・頁岩 l

゜
e
 

．．
 
＋ SJ-13 

0頁岩2

0頁岩 3

0頁岩4

e頁岩5

丁SK-10 

゜
(I'80) 4m 

o頁岩6

• 砂岩 1
v安山岩Al

• 安山岩 B 1 

• 安山岩 B2

t黒躍石 1

＊黒曜石 2

0チャー ト1

aチャー ト2

e玉髄 l

0 屯罰 2

第111区］ 第32プロック母岩別分布図
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・硬質頁岩 4 剥離面は淡茶仄色を呈ずる。珪化度はそれはと高くなく，石材としては頁岩しい記囲に入

る 判）『 2点を含み，総重量は1.06 gて応る。

・硬質頁岩5 詞隅面は茶灰色を呈する。十イフ形イi器 1点を含み，総重量は3.38 gである-

・硬質頁岩6 剥隠面は淡紫灰色から淡い焦茶色を呈する C 楔形石器1点を含み，総重量は2.07 gである

•砂岩 1 剥離面は汲古霰色の粒子を主体に，ベージュ色の粒子を含む C い子(l)径が祠かく，砂岩とし、う

よりぱ聡灰岩に分類されるっ原礫面も同様の色調て，羽離面よりも光沢を帯ひる 3 剥片 1点を含み， 1匂重

量：士2.-l 7 gてあるこ

・チャート 1 刹離面は青黒色の地：こ．暗孔白色の部分か縞状：こ入ろ 剥片 1点・礫（石枕） 1点を含み，

総重量は17.08 gである。

・玉髄1 剥離面は乳白色不透明の部分と，鼈甲色半透明の部分と，無色半透附の部分からなる C 二次加

上剃片 1点・剥片 1点を合み，総重量は2.31 gである C

・玉髄2 剥離面ぱ淡苗褐色半透明の地：こ，階甲色の晶分が疎らに斑状に人る.剥片2点を含み，記重量

は2.2~1 gで応 7Jこ

3) 出七造物（第112・ 113図，図肋19)

十イフ）旦五器 3 点・削器 1 杖・ □次叩上剥片 8 点・楔形下悟 l 点・剥片111点•石枝 2 直・礫 2 点の計

128点か出士している C

ナイフ形石器は3点(1~ 3)が出土した。 1は硬頁頁岩5製で，単設打面の石刃を素材としている。基
部に腹面側からの急斜度の二次加工，左側緑中央やや下の腹而側に平正な＿―次加T，左側縁上半に腹面側

からの急斜度の二次加丁．を栴している c 左側戌の先瑞郊は，腹面側からの二次）Jn―-Lの後に，背面側からしり

二次/JD丁を罰していな素材『lj片の頭ご［は先端側に設定:れており｀已斜度の二次加丁：こ上 1)て除去され

てし＼る 2は峠質頁岩1製で、耐広豆）捉長剥片を素材として 1<＼る 左測縁は，基部に復面側からしり急斜度

の口次/JU丁か施されている右側国は，側縁全体に腹面側からU)急余壮度の二次加工か店されてし＼ご丘さら

！こ測縁の上半には腹面側からの二次加工を切るlうに，背面側からの急斜度のプ次加工か施されている「

素材剥片の頭部は先蜆側に設定されており，右側稼の二次加工によって，素材料片の形状は大きく変形し

ている。 3は黒曜石製で石｝」を素材とする。右側緑は卜半部に微細な急斜度の＿―次加工がみられ，先淵部

iこ腹面側からの芯斜度の二次加工がみられる。左側縁は側縁の中ほどにノッチ状の計離痕がみられる3 素

材礼片の頌部は先端側に設定されており，右側縁の二次加丁によって除去されている

叫器(5)は硬質頁岩 1製で、下半晶を折頃するため全{iご）形状は↑町であるっ左側骨：こ複面伺ljからの急

斜宕の二次加工で，鋸歯状の刃訂を作出している C

二次加工剥片(」 .6~12)は8点が出土した．このうち 9はガジリを二次）Jn上と認識したものでわる

11が縦長剥片を素材とずろ以外は，一般剃片を素材としている。このうち10は背而もホジ面となってい

る，石材は頁岩1が1点，硬質頁岩1が6点，玉髄1が1点である 3

楔形凸僻(13)は硬質頁岩 6製で，判片を素材とする。

凸核は2点(22・ 23 b)が出十．した C 22は硬質頁岩 1製て，厚手の素甘を用いている ―白杉の日］］は剥離

によぅて生した平坦な面を打止として全1]片剥離を行い，石核の下間は交互剥離によって料片詞罹を行って

いる衷面・裏面とも剥片剥離の乍業面として用いられてし＼る こ3b：土珪質頁岩1製て・ ]、心状(T-）剥離に

よって一般刹片を生産してし、るこスクリーントーンの部分は，被熱によづて器体表面：こ剥落が生じている
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部分である。器体全体に鈍い光沢が生じており ，表面には，ひび割れもみられる。石核 1点(23b)に，剥

片1点(23a)が接合しているが，これは剥片剥離によって生じたものではなく ，被熱によって石核の表面

から剥落したものである。

本ブロックから出土した剥片は，硬質頁岩 1に属する府料が111点中72点と突出している。石刃と一般

剥片の両者を含むが，石刃は 7点のみである。接合資料が得られていないことから全てが連続した工程に

属するかどうかは不明である。2のナイフ形石器が典型的な石刃を素材としていないことから，石刃生産

とナイフ形石器の製作が厳密に対応するのではなく ，生産された剥片の中で，ナイフ形石器の素材として

適当なものを選別して使用していたと考えられる。硬質頁岩 1以外の夜料では，黒曜石 1に石刃が含まれ

ており ，接合賓料102は2点の石刃が接合している。両設打面から石刃の剥離を行っている。石刃の側面

には原礫面が残っており ，角礫を使用したことを示している。硬質頁岩 1と黒曜石 1以外の母岩に含まれ

る剥片の数は，多くて3点と少なく ，硬質頁岩 1の消野が際立っている。

第33プロック （第114図第36・ 74表）

1)概要

N ・V府からVIIC府(IXC府）にかけて 4点の追物が散漫に出士した。石器組成は，剥片 3点 ・石核 1点

の計4点である。石材組成は，黒曜石 2点 ・珪質頁岩 1点（硬質頁岩 1)・白滝頁岩 1点（嶺岡頁岩 1)であ

る。本プロックから出土した石器は，いずれも別母岩であった。

+,7G-23 ＋ 17H-20 

R 
胞

・剥片 ．゚ 1 2 
0 石核 △ 25 17G-23 

1005 

+,7G-33 ＋ 17H•30 

こ
孔塵

-39.0m 

-38.5m 

V U此

＇` 
26 17G-23 
1002 

゜
(I /80) 4m 

゜
(2/3) 5cm 

第114図 第33ブロック遠物分布囮 ・出土石器
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2) 母岩別資沫J.

•土曜石 3 礼離面は黒色不占且月のJ也：こ，無色透明の部分か斑状に八る C 径0.3mm~3. 0mmの里色と，淡青

灰色の斑晶が入る 右艮 1点を含み，総重昂は5.97 gてある 3

•黒曜石 4 剥詞釘面は無色透明の地に，黒色不透明の部分が縞状に入る 径0.3mm~ 1. 5mmの石英質の斑晶

が入な剥片 1息を合］J-, 記重量は2.62 gである，

・硬質頁岩 1 刹隈面は仄菜色を呈する剥片 1点を含み，総重量は3.13 gである

．嶺岡頁岩-1 刹離面は淡緑I天色から（炎青灰色を呈し，賠孔臼色の珪化度の高い部分が斑‘ーリ：：：：こ八る白滝頁

岩てある J 和l片1点を含み，紀出量は6.14 gである。

3) ！廿士直物（第114図図胆19)

剥片3点・石核 1点の計4点が出土した。

石核(26)は黒曜石 3製で，厚手の剃片を素材としている。表面にみられる 1面の翡離面のみが，素材刹

片の刹離後に剥濯さ礼たも v)で，裏面の剥陪面は酌述の剥離面に切られる閉係にある。

判片ぱ3克出土しており，稜付きの断山三角形の縦長剃片(25)以外ぱ一般剥片である

5. 第5文化層（第37表）

第34ブロック（第115・ 116図，第38・ 75表）

l)概要

N・V層から＼l層：こか：ナて19点の遺物が出上し，＼丁層：こ特に集中して分布する 石器組成は，白滝頁岩

（嶺岡頁岩 1)製の王1) 『 1 点•砂岩製の敲石 1 点・礫17点の計19点である

2) は岩別資牛十

・如叫頁因 1 剥陸面は緑灰色を旱し，リ音乳白色の珪化度の高Ii、1罰分い斑状：こ入る白滝頁岩てあるこ剥片

1点を合み，紀重量は9.01 gてある

•砂石 1 淡肯仄色，青灰色，ベージュ色の粒子から加る紐粒の砂宕てある一敲石 1点を含み，総重昌は

161. 37 gである

3)出土遺物（第117図，図版19)

剥片 1点・敲石 1点・礫17点の計19点が出土した。

釧片は口滝応岩（嶺岡頁岩 l)製て，シレ氏彫器となっており，また刺片の端部も折損している，

敲右(1/）は砂岩 1製で，円礫の端部に敲打痕がみられる

第35ブロック（第118凶，第39・ 76表）

l)概要

V層から胃層にかげて67点の遺物が出士し，＼「層に特に集中して分布ずる。石器組成は，黒曜石製0)判

片4点・礫63点の計67点てある 3

2) 母岩別資皐斗

・田曜石 1 刊離面は黒色を呈し．，光にかざすと灰色で1ヽ 透唄てある▽径0.3mrn~ 1. 0mmの石冥伍U)斑晶が

入る 瓢片 3点を含み，総重量：i15.12 gである。

•黒曜石 2 月離面は黒色を呈し，光こかざすと灰色で不透明てある 径0.3mm~ 1. 0mm(］）石度質しI)斑晶が

入る。剥片 1点を含］f., 紡車量は2.54 gである口
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3)出土遺物（第119菌，図版19)

剥片4点 ・礫63点の計67点が出土した。

剥片は4点が出土したが， うち2点が折れ面で接合して1点となるため，実数は3点である。いずれも

一般剥片である。

三

巳
膚
冒

こ

2(a+b) 

2a !9K-60-100lj 
2b 19K-60-1014 

゜
(2/3) 5cm 

第119図 第35プロック出土石器

第36ブロック（第120・ 121図、第40・ 77表）

1)概要

I¥T. V層からV1庖にかけて38点の追物が出土し， V1恩に特に集中して分布する。石器組成は， 二次加工

剥片 1点 ・剥片2点 ・石核3点 ・礫32点の計38点である。礫を除く石材組成は，黒色緻密質安山岩1点

（安山岩B1) ・黒曜石5点の計6点である。

2)母岩別賓料

• 安山岩B 1 剥離面は胄灰色を呈する黒色緻密質安山岩である。径0.3mm~ 1. 0mmの黒色やベージュ色の

斑晶が入る。原礫面は微細な爪跡状のくぽみが無数に入る。石核1点を含み，総重址は98.19 gである。

• 黒曜石 1 剥離面は黒色を呈し，光にかざすと灰色で不透明である。径0.3mm~ 1. 0mmの石英質の斑晶が

入る。二次加工剥片1点 ・剥片2点 ・石核1点を含み，総重量は43.11 gである。

• 黒曜石 2 剥離面は黒色を呈の地に，灰色の部分が縞状に入る。光にかざすと灰色で不透明である。径

0.3mm~2. 0mmの明灰色の球顆が入る。第35ブロックの黒曜右2とは異なる母岩である。石核1点を含み，

総重址は11.47 gである。

3)出土辿物（第122図，図版19)

＝次加工剥片1点 ・剥片2点 ・石核3点 ・礫32点の計38点が出土した。

二次加工剥片（3）は，黒曜石1製で縁辺に微細な剥離痕がみられる。二次加工によるものかは断定でき

ない。

石核は3点(4~6)が出土した。原手の剥片から一般剥片を生産するもの(4・ 5)，円礫に打面を作出

して一般剥片を生産するもの(6)がみられた。石材は黒色緻密袈安山岩（安山岩Bl)が1点，黒曜石1が

1点，黒曜石2が1点である。

剥片は，チップ1点と一般剥片1点を含む。
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第122図 第36ブロック出土石器

6.第6文化恩

第37プロック（第123図，第41・ 78表）

1)概要

m附から尖頭器 1点 ・ニ次加工剥片 1点の計 2点が出士した。石材はいずれも黒色緻密質安山岩であ

る。

2)母岩別資料

• 安山岩Al 剥離面は灰茶色を呈し，径0.3D11Il~2. 0mmの黒色と，ベージュ色の斑晶が入る。原礫面は爪

跡状のくぽみがみられる。尖頭器1点 ・ニ次加工剥片 1点を含み，総重品は49.77 gである。

3)出土遺物（第123図，図版19)

尖頭器1点 ・ニ次加工剥片の 2点が出土した。

尖頭器は安山岩Al製で，厚手の剥片を素材とする。両面を平坦剥離によって加工しており，表面には

原礫面を残す。

二次加工剥片は安山岩Al製で，幅広の剥片を素材とする。2つの刃部が収倣する形態だが， 二次加工

の施されている部位は錯向の関係となる。

-170 -



入）

▲石憎

o二次加工,/,ll片

0
2
 

こ二ニ＞
l 6K-22 
1001 

乙
＋ 
6K-22 

------------------,f;',ぞ，・'，ミ11c 

---—ぷ――「―～ジ可間lIll
―-10.5m 
I¥'~¥' 

V V ¥l 

―- - --- ー ,10.om
--------------------------------

二二二二＞ ＜三三
2 6k-22 
1002 

゜
(I / ~Ol 2m 

゜
(2/3) 5cm 

第123図 第37ブロック迫物分布図 ・出土石器

7.グリッド及び上阿出土石器（第124,-...,127図，第79表，図版20)

グリッド及び上恩迫構の調査中に出土した石器を抽出した。

上恩から出土している石器の内訳は，尖頭器2点 ・ナイフ形石器2点 ・彫器1点 ・局部磨製石斧1点 ・

掻器2点 ・楔形石器1点 ・石核5点 ・敲石1点 ・ニ次加工剥片5点 ・剥片33点 ・礫9点の計62点である。

そのうち28点を図化した。

尖頭器は2点(1・ 2)出土した。1は安山岩A製で，比較的原手の剥片を素材とする。片面を平坦剥離

によって加工している。2はホルンフェルス製で，薄手の剥片を素材とする。表面の器体中央部右側と裏

面の器体中央部左側を平坦剥離によって加工している。

ナイフ形石器は2点(3・ 4)出土した。3は良質な黒曜石製で，石刃状の縦長剥片の末端側を基部とし

て，左側縁の上部と右側縁下半部に腹面側から急斜度の二次加工を施している。4は硬質頁岩製で，縦長

剥片の打面側を基部として，左側縁の上半部と右側縁の下半部に腹面側から急斜度の二次加工を施してい

る。
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第127図 グリッド及び上層出土石器(3)

5は嶺岡頁岩製の彫器で， 左側縁先端部に樋状剥離による調整加工を施している。先端部を折損してい

ることから，同時に生じた衝撃剥離の可能性もある。また，右側縁の両面に微細な剥離痕がみられる。

6は蛇灰岩製の局部磨製石斧で，両面の周辺を平坦剥離によって加工しており，ほぼ全面を研磨してい

る。

掻器は2点(7・ 8)出土した。7は黒曜石製で，不定型な剥片の右側縁から末端にかけて急斜度の二次

加工を施している。8は玉髄製で，不定型な剥片のほぽ全周に急斜度の二次加工を施している。両者とも

円形掻器と思われる。

二次加工剥片は5点(9~13)出土した。9は黒曜石製で，表面の上下両端にノッチ状の対向する剥離

痕，また，裏面の両側縁の一部にも対向する剥離痕がみられる。あるいは両極剥片を素材としたのかもし
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れない。 10は凝灰岩製で，末端に＿＿二次加工を施している。また，右測縁の•部には微細な刹離痕がみられ

る^ 11,12は硬質頁岩製で， 11は裏面側の右側緑に二次加丁を施している。 12は左側緑に背面側から怠斜

度の二次加上を施している。 13は品岡頁尉製で，左側縁に二次）Jn..Lを施している-

14は楔形石器で，珪質頁岩の剥片を素材とする。上ド両娯の—·部に対向する測離痕がみられる。

15~20, 26は剥片てある C 15, 16は黒曜石製， 17,26 a • bは硬質頁岩製， 18~20は嶺岡頁岩製である。

15~18は石刃状の縦長翡片てある C 15ば両側縁の音恥 16は両面の両側緑の下半部， 17は右測緑の下部，

18は両側縁に微細な剥離痕がみられるつなお， 19・ 20にみられる微細な剥離痕は，周辺の剥離痕と比べて

光沢が異なることから，ガジリと思われる 26は剥片 2点(26a • b)の接合資料であるし自然面を打面と

して， 26a→26 bの順に訓雌している 3

21~25は石核である。 21は安山岩A製で，分割した礫の半坦面を打面として，剥片剥離を行っている。

22は砂岩製で，大型の礫の分割血を打直として，剥片剥離を行っている 0 23は頁岩製で，厚手の剥片を素

材とする c 臼祁の平出な刹離面を打面として，刹片剥離をf」つている。 24は嶺岡頁岩製， 25は玉髄製で比

齢的厚手の剥片を素材とずる C 求心状の剥離によって横長の剥片を生産している C

27は砂岩製の敲石で，比較的厚手の亜円礫の末端1こ浅い敲打痕かみられる。

参考文献

田村 降 200.=i 「ごの石はどごから来たか」『考古学III」

属性表註

打由 故字：打而卜に残る剥離面数。打撃方向が判断できない節理面であっても、面数に含める 2 そのうち

ネガテイヴバルプをもつ釆lj離面数を（ ）内に示すc

p:点状打面 L 線状打面, C 自然面打面

打角・剥離角 打角：剥片の打面とホジティヴバルプかつくる角度。

背面構成

末瑞形状

調整角

刹隈角・石核の打面とネガティヴバルプがつくる角度。

］ ：主要剥隣面と同一方向の訓離面か存任する場合

II :主要jij離面と逆方向の剥離而か存在する場合：

III :士要刺雌面と直交または斜行する判離面が存在する場合c

] ～皿の場合，剥片判欝伯後の調整痕は除く。

[¥’'判唱方向がふ明な節理面

¥" :原礫面

F:直線状 Feather end H :蝶番状 Hinge fracture S :階段状 Step fractur(' 

o:逆反りまたば石核底由に達する Outrepasse 

掻削器の刈部，ナイフ形右器の刃潰し，彫刻刀面の形成なと：こおける調整剃離角。

向而調整石器の場合は利離角を示さない。

使用痕 N'刃こぼれ ＼icked edge 

C し、わゆるコーングロフぃ植物との接触面：ご生しるポリ；；シュ,Corn gross 

s : 高支オT Str iking(Struck) marks 
G:すりつぶし p:磨り 日：被熟痕

折れ 記号は折れによって残存している部{frを示す^

II :頭部 Head 
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第 3章 まとめ

神明社裏遺跡の旧右器時代では， 5,260団の本調査を実施した。その結果， III層から＼IJII(X)屈にかけて

の層位から， 37か所のブロックで計1,808点の石品が出土したの検出した37か所のブロックは，石器の形

態・組成を分類某準として 6つの文化層に区分されているが，居位的出土と文化圏の区分は必ずしも •致

していない。ここでは，各文化層の概要と代表的なブロックを説明し，全体のまとめとしたい。なお，層

序については，第 2章第 2節で述べたように，昭和58年度から昭和60年度冑時の分層基準を基本土圏と

し，括弧内には対比される現在の分層基準を記載している。

第 1文化層：第 1ブロックから第 5ブロックの 5か所が該当し， 197点の石悟が出十．した。いずれも南

側台地の南西側で，酉側から侵入ずる小支谷に面した台地縁辺部に分布している。径5m~l8mの範囲に

広がり，多くは散漫な分布であるが，第2ブロックのように集中度の高いブロックもみられる。右器は吃

川ローム層rn層～VllI(X）層まで出土しているが，出士層準は各プロック間で異なっているの第 2ブロソク

がVllI(X)層，第 3ブロックがVlic(IXc)屑，第 1ブロックはVlI(IX)層に集中する傾向をみせている C 第4ブ

ロックでは層位に幅をもって出土しているが， Vlic(IXc)層に集中する石器群も存在する。石器は出士層準

に不規則に分布しているが，概ねVlI(IX)層～VllI(X）国の立川ローム屈第 2黒色帯下半部を中心に出上した

石謡群で構成されている。石器紐成は，削器・中契膨石器・ニ次加工剥片•石栓．敲石・台石・刹片と礫で

ある。第 1ブロックでは砂岩製の局部磨製石斧の調整剥片と敲石・台石か，削器と楔形伍器は第 1.第

4・ 第5ブロックから，それぞれ出十上している。第 1.第4ブロック出七の削悟は黒曜石製で， ともに打

面を変えなから厚手の剥片や心核の破片を素材にしている。第 5ブロックの削器はチャートの礫を分割し

た素材を用いて，やや鋸歯状を呈する刃部を作り出している。

石器石材は，出土点数の多い順から，チャート・頁岩・安山岩・ホルンフェルス・砂岩・畔質頁岩•黒

曜石・嶺岡頁岩・流紋号・干随・硬質頁岩である。チャートは剥片を中心に82点と最も多く出上してい

る。削器が黒曜石・チャート，楔形石器は峠質頁岩・頁岩・黒曜石である。第 1ブロック出七の削器に使

用された黒曜石の産地は，栃木県高原山と推定される。

剥片剥鑑作業は，第 1ブロックでは大型の剥片を石核として一般的な刹片を生痒している。第2.第4

ブロックにおいては，持ち込んだチャートの円礫などを分割して剥片生産を行っている。

すべてのブロックで安1日岩やチャートなどの母岩を共有しており，第 3ブロックでは第 2プロソクから

の搬人品と考えられる石器が多く出士している。また，接合閉係は第 1ブロックと第 4プロック間

（チャート），第2ブロックと第3ブロック間（砂岩..チャート）で，それそれ確認されている 3

第 2文化圏：第 6ブロックから第30ブロックの25か所が該当し， 1,344点の石器か出士した。木遺跡で

は，最も規模の人きな石器群である。第 6プロックから第23プロックまでは，北側台地の東側に分布し，

南側から大きく入り込んだ萩ノ作支谷に血した台地縁辺部にまとまっている。第24ブロックから第30ブ

ロックは，南側台地中央部から南西側緑辺部にかけての範囲に，小規模なブロックでやや散漫に分布す

る。石器はIII層～VllI(X）層まで幅をもって出十．しているが，分布の中心はVI層～Vlic(IXc)層で，特に＼恥

(IXa)層に集中して出土しているブロックが多い。概ね立川ローム贋第 2黒色帯ド半部の上層を中心に出
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土する右器貯で構成されているといえよう。第 1文化層と出士層準で重複する石菩群もあり，特に面酉側

台地に分布する第24～第30プロックは第 1文化層と同・時期の可能性も考えられる。石謡糾成は，ナイフ

形石器・局部磨製石斧・削器・楔形石話・掻器・ニ次加工刹片•石核・敲右・台石・剥片と礫てある。

石器石材は，安山店・ホルンフェルス・チャート・頁岩かそれぞれ100点を超える点数が出土している。

なかても安山岩は611点も出士しており，第 2文化層内での構成比は点数比で45.5%。菫量比ても32％を

占めていろ。そのはかの石材は，硬質頁岩・珪質頁岩・黒曜石・王蝕・砂岩・嶺岡貞岩・流紋岩などであ

るn また，接合閉係は第6ブロックと第21ブロック間（流紋岩），第8ブロックと第18ブロック間（チャー

ト），第11ブロックと第15ブロック問（ホルンフェルス），第14ブロックの石核と第12・ 16ブロックの刹片

（安口岩），第22ブロックの石核と第13プロックの剥片（頁岩），第16ブロックと第17プロック間（チャート）

と，離れたブロック間ての接合も多く確認されている。

第2文化層における各ブロックの出土誓準と石器組成・石材は多様であり，時期的にはさらに細分でき

ると思われるここでは中心的な出士層準から， 1) Vila (!Xa)層～＼IJic(IXc)層， 2)Vila (IX a)屈中心， 3) 

VI層中心，の 3グループに大別ずる。

1)第23ブロックは北側台訛側に集中するブロックのうち南端に分布ずる小規模な石器群て， Vila(JXa) 

層～Vile(IXc)層から硬質頁岩製の削器と安山岩製の剥片で描成されている。削器は一般的な剥片を素材と

し，背面側に原礫面の一部を残す。剥片は，南四側の第27・ 28ブロックと母岩の共有か認められる。

2)第2文化冒の中心はVila(IXa)圏から出上した石器群で構成されており，北側台地では第 6~8・

11 ・ 12 ・ 14~22ブロック，南側台地では第27~29ブロックが該当ずる J 五器組成も曹冨で，ナイフ形石器

10点・局部席製石斧 1点・削器6点・楔形石謡54点・掻器1点や敲右・台石などが出土している。ナイフ

形石詣は縦長剥片を素材とした二側稼加工と一側筏加上，石刃を素材とした晶部加工かみられ，石材はト

ロトロ石と俗称される安山岩，硬質頁岩，窪岡頁岩，吐質凝灰岩．ホルンフェルスといった石材か用いら

れている。第15ブロックでは，ナイフ形石器の素材である安山岩製の一般的な剥片の出土はわずかで，ナ

イフ形仁器は搬人された可能性が高い。第20ブロックの珪質凝灰岩製ナイフ形石器も，石刃を素材として

持ち込まれたものであろう。第12ブロックから出士した局部磨製石斧は結晶片岩（蛇紋岩）製で，刃部は研

磨による両刃に作出されている。第7・ 8 ・ 14 ・ 15 ・ 19~2]ブロックては，安口岩製の喫形伍澁とともに

剥片も出上しており，一般的な剥片牛I笙を主に行っている。母岩の共有は，第 6～第8ブロックを中心

に，第11・ 12 ・ 15ブロックなどの間で，黒色緻密質安山岩やトロトロ五と俗称される淡明灰色を呈する安

山岩，ホルンフェルスで接合関係か多くなっている。

3) VI暦を中心出士の石器群は，北側台地の第 9・ 10 ・ 13ブロック，南側合地の第26ブロックが該当す

る。仁器組成は，ナイフ形石器3点・喫形石器9点・敲右 1点や石核・剥片と礫である C ナイフ形五器は

頁岩系の石材を用いて，石刃を素材とした側緑加丁．や，縦長剥片・嘔広剥片を素材に左側緑全体と右側

縁に二次加工を加えている。石器石材は，北側では黒色緻究質や）、ロトロ石と俗称される安山岩と頁岩が

主体となっているが，第26ブロックは巾心となる石材はなく安山岩．，Tく曜石・頁岩・ホルンフェルスなど

11種類の母岩が混在している。閂岩の共有は，黒色緻密質安山岩やトロトロ右，黒曜石，硬質頁岩などで

みられる。

第3文化屠：南側台地の南西斜面寄りに位置する第31ブロックか該当する。第 1文化屈の第 5ブロック

の北西に隣接し，径1.8mの範囲に散漫に11点の石、器と礫が分布している。このうち 9点がVila(IXa)房か
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らの出土である Q 石器組成は，黒色緻密質安山岩製の楔形石器1点と剥片，礫で構成されている 0 楔形石

器は原礫面か残る剥片を素材としている。剥片は一般的な剥片測離が多く，石材は黒耀石・吐質頁岩•安

山岩・チャートである。

第4文化層：北側台地の第32ブロックと南側台地の第33ブロックが該当し， 130点の石悟と 2点の礫が

出土している。このうち第33ブロックからは，翡片3点と石核 1点がわずかに出上しているにすぎないの

で，第4文化層の中心は第32ブロックである。右器はN・V圏からVIie(IXc)層まで出土しているが，集中

するのは立川ローム層胄層． w下層のAT屈を中心とした層位である Q 第32ブロックは層位的には差があ

るが，第 2文化層の第19ブロックと半而的には璽複している。石器糾成は，ナイフ形右器3点・削器 1

点・喫形石話］点・石核・剥片と礫てある。ナイフ形石器のうち硬質頁岩製の 2点は，石刃と縦長剥片を

素材とし，基部に腹酉側からの急斜度の二次加工を施しているし同一母岩による硬員貞岩の剥片も点数比

で63％を占めているが，血型的な石刃ではなく縦長剥片を素材としている e 石刃生産とナイフ形右悟の製

作工程の•致は認められず，生店された刹片のなかから素材になるものを選別して使川している。仁盈凸

材は，硬質頁岸以外では黒曜仁•安山岩・玉随などである。

第5文化層：北側台地の第34ブロック，南側台地の第35・ 36ブロソクが該門し， 12点の凸器と112点の

礫が出土した。砂岩製の礫の出土昌が圧倒的に多いのが，本文化層の特徴である。第35ブロックでは径2

mの範囲内に63点の礫が集中して出上している。第34ブロックは第2文化層第16ブロックと平山的には重

複している。第35・ 36ブロックは南側台地の南側先端付近で，萩ノ作支谷に面した緑辺部に小蜆模な石器

群を形成している。石器の出上層準はW厨～Vl層であるが，中心となるのは立川ローム層＼／層・胃層0)硬

質ローム層からAT料てある。礫以外の右苦組成は，敲仁 1点と石核・呆LJ片であろ，，石核は黒曜五 2点・

黒色緻密質安1日岩 l点で，厚手の月片や口羨から一般的な剥片を生産している。敲石は砂岩製で，端部に

敲打痕が認められる 石器石材は黒咀石を中心に，砂岩•安山当・嶺岡頁后てある。

第6文化層：北側台地の第37プロックが骸当し，黒色緻也質安口岩製の尖頭器 1点と二次加工剥片 1点

が出土した。平面的には第 2文化図の第 8ブロックと重複する。いずれも立川ローム厨のソフトローム眉

中からの出上である。尖頭諾は，半上日刹階により両而を調整し，表面に原礫而の一部を残ずし単独母岩を

使用した搬入品であろう。
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第1表第 1文化層出土石器組成表（全体）

母岩名／器種 削器
局部磨 二次加 揆形

剥片 石核 敲石 台石 礫 点数 重量(g) 点数比 誼籠比
製石斧 工剥片 石器

安山岩Al

゜゜
1 

゜
10 I 

゜゜゜
12 70.04 6 09% L 19% 

安山岩A2

゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I 16.89 0 51% 0 29% 

安山岩A3

゜゜゜゜
7 

゜゜゜゜
7 53. 15 3. 55% 0. 90% 

安山岩81

゜゜゜゜
I l 

゜゜゜
2 34. 98 1.02% 0. 59% 

安山岩B2

゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
1 3. 98 0.51% o. 07% 

安山岩Cl

゜゜゜゜゜゜゜゜
I l 6. 37 0. 51% 0.11% 

流紋岩1

゜゜゜゜
I 

゜
1 

゜゜
2 954, 02 1. 02% 16 22% 

流紋岩2

゜゜゜゜
1 I 

゜゜゜
2 16 82 1.02% 0. 29% 

黒曜石1

゜゜゜゜
5 

゜゜゜゜
5 26. 38 2. 54% o. 45% 

屈曜石2 1 

゜゜
1 1 

゜゜゜゜
3 26. 58 l. 52% 0. 45% 

黒曜石3

゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
1 0. 23 o. 51% 0.00% 

黒曜石4 1 

゜゜゜゜゜゜゜゜
1 2. 91 0. 51% 0.05% 

頁岩l

゜゜゜゜
II 

゜゜゜゜
II 107. 40 5 58% 1.83% 

頁岩2

゜゜゜゜
7 

゜゜゜゜
7 91. 36 3. 55% 1.55% 

頁岩3

゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
l 0. 38 0. 51% 0.01% 

頁岩4

゜゜゜゜
l 

゜゜゜゜
I 4.58 0.51% 0.08% 

頁岩5

゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 18. 25 1.02% 0.31% 

頁岩6

゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 8. 23 0.51% 0.14% 

頁岩7

゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 9.38 1.02% 0.16% 

頁岩8

゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 2. 54 1.02% 0.04% 

頁岩9

゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I o. 17 0.51% 0.00% 

頁岩10

゜゜゜
1 1 

゜゜゜゜
2 20. 27 1.02% 0. 34% 

頁岩11

゜゜
1 

゜゜゜゜゜゜
l 42.93 0.51% 0. 73% 

頁岩12

゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I 24. 39 0.51% o. 41% 

珪質頁岩1

゜゜
I 1 1 

゜゜゜゜
3 21. 12 1.52% 0.36% 

珪質頁岩2

゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I 0.91 0.51% 0.02% 

珪質頁岩3

゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜
l 43.60 0.51% 0. 74% 

珪質頁岩4

゜゜
I 

゜゜゜゜゜゜
l 30. 41 0.51% 0.52% 

珪質頁岩5

゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 10. 77 0.51% 0.18% 

珪質頁岩6

゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I 6. 75 0.51% 0.11% 

珪質頁岩7

゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 5. 55 0.51% 0. 09% 

珪質頁岩8

゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I 3. 47 0.51% 0. 06% 

硬質頁岩1

゜゜
I 

゜゜゜゜゜゜
l 13.97 0.51% o. 24% 

嶺岡頁岩1

゜゜
I 

゜
I 

゜゜゜゜
2 7. 23 l. 02% 0.12% 

嶺岡頁岩2

゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I I. 65 0.51% 0. 03% 

嶺岡頁岩3

゜゜
1 

゜
1 

゜゜゜゜
2 10. 30 1.02% 0.18% 

砂岩1

゜゜゜゜゜゜゜
I 

゜
I 2,560.65 0 51% 43. 55% 

砂岩2

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜
I 131. 97 0.51% 2. 24 % 

砂岩3

゜
I 

゜゜゜゜゜゜゜
I 5 90 0 51% 0. 10% 

砂岩4

゜゜゜゜
I I 

゜゜゜
2 143. 83 1.02% 2. 45% 

砂岩5

゜゜゜゜
6 

゜゜゜゜
6 99.21 3, 05% 1.69% 

砂岩6

゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 10.22 0.51% 0. 17% 

砂岩7

゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 0. 41 0. 51% 0.01% 

ホルンフェルス1

゜゜゜゜
4 1 

゜゜゜
5 88 10 2 54% 1.50% 

ホルンフェルス2

゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 1. 63 0. 51% 0.08% 

ホルンフェルス3

゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
l 2. 51 0. 51% 0.04% 

ホルンフェルス4

゜゜゜゜
3 

゜゜゜゜
3 39. 40 I. 52% 0.67% 

ホルンフェルス5

゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 7. 71 1.02% 0.13% 

ホルンフェルス6

゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 19. 12 0.51-% 0.33% 

ホルンフェルス7

゜゜゜゜゜゜゜゜
l l 10. 22 0.51% 0.17% 

チャート1

゜゜゜゜
23 2 

゜゜゜
25 282. 06 12. 69% 4. 80% 

チャート2

゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
l 6. 06 0.51% 0.10% 

チャート3

゜゜゜゜
29 8 

゜゜゜
37 532. 88 18. 78% 9. 06% 

チャート4

゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 11. 77 0.51% 0 20% 

チャート5

゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 14. 86 0.51% 0. 25% 

チャート6

゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 0.23 0.51% 0.00% 
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母岩名I器種 削器
局部庖 二次加 楔形

剥片 石核 敲石 台石 礫 点数 重温(g) 点数比 重最比
製石斧 工剥片 石器

チャート7

゜゜゜゜
3 I 

゜゜゜
4 54. 74 2, 03% 0. 93% 

チャート8 I 

゜゜゜
4 

゜゜゜゜
5 50.21 2. 54¾ o. 85% 

チャート9

゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 35.38 1. 02% 0. 60% 

チャート 10

゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 17.22 0. 51% 0 29% 

チャート11

゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
l 18.21 0.51% 0. 31% 

チャート12

゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜
1 17. 31 0.51% 0. 29% 

チャート13

゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 7. 78 0.51% 0.13% 

チャート14

゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
l. 9. 13 0.51% 0.16% 

玉髄l

゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 0. 77 1.02% 0 01% 

合計 3 1 7 3 159 18 2 1 3 197 5,880.45 100. 00% 100. 00% 

第2表 第1プロック出士右器組成表

母岩名／器種 削器
楔形

剥片 石核 敲石 台石 点数 重量(g) 点数比 重量比
石器

安山岩Al

゜゜
8 1 

゜゜
， 61 39 16 36% 1.49% 

安山岩A2

゜゜
1 

゜゜゜
l 16.89 1.82% 0.41% 

安山岩Bl

゜゜
1 1 

゜゜
2 34. 98 3. 64 % 0.85% 

流紋岩l

゜゜
1 

゜
1 

゜
2 954. 02 3. 64% 23. 09% 

媒曜石l

゜゜
4 1 

゜゜
5 24.31 9. 09% 0. 59% 

晶曜石2 I 

゜゜゜゜゜
1 8.93 l. 82% 0. 22% 

頁岩l

゜゜
11 

゜゜゜
JI 107. 40 20.00% 2. 60% 

頁岩2

゜゜
7 

゜゜゜
7 91. 36 12 73% 2 21% 

珪質頁岩I

゜
l 

゜゜゜゜
l 2 57 L 82% o. 06% 

珪質頁岩2

゜゜
I 

゜゜゜
1 0.91 1.82% 0 02% 

嶺岡頁岩I

゜゜
I 

゜゜゜
l 5. 51 1.82% 0.13% 

砂岩1

゜゜゜゜゜
I I 2,560.65 1.82% 61. 97% 

砂岩2

゜゜゜゜
I 

゜
I 131. 97 1.82% 3, 19% 

砂岩3

゜゜
I 

゜゜゜
I 5. 90 1.82% o. 14% 

ホルンフェルス1

゜゜
4 I 

゜゜
5 88. 10 9.09% 2.13% 

ホルンフェルス2

゜゜
1 

゜゜゜
I 4.63 1.82% 0 11% 

ホルンフェルス3

゜゜
l 

゜゜゜
I 2. 51 1.82% 0.06% 

チャート 1

゜゜
I 

゜゜゜
I 23. 29 1.82% 0.56% 

チャート2

゜゜
1 

゜゜゜
l 6. 06 1.82% 0.15% 

玉髄l

゜゜
2 

゜゜゜
2 0. 77 3.64% 0.02% 

合計 I I 46 4 2 I 55 4, 132. 15 100. 00% 100. 00% 

第3表第2ブロック出土石器組成表

母岩名／器種
二次加

剥片 石核 礫 点数 皿蘊(g) 点数比 頂量比
工剥片

安山岩A3

゜
2 

゜゜
2 9. 20 6. 45% 1 54% 

流紋岩2

゜
I 

゜゜
1 16 82 3. 23% 2 81% 

頁岩4

゜
I 

゜゜
l 4. 58 3.23% 0. 76% 

珪質頁岩l I 

゜゜゜
1 10 45 3. 23% 1 74% 

珪質頁岩3

゜゜
I 

゜
I 43. 60 3.23% 7, 28% 

砂岩4

゜゜
I 

゜
I 122. 80 3.23% 20. 51% 

チャート3 I 16 6 

゜
23 379 64 74. 19% 63. 39% 

チャート4

゜゜゜
I I 11. 77 3.23% 1 97% 

合計 2 20 8 I 31 598 86 100. 00% 100 00% 
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第4表第3ブロック出土石器組成表

母岩名／器種
二次加

剥片 石核 点数 万［嚢(g) 点数比 重呈比工剥片

安山岩Al

゜
2 

゜
2 3. 49 6. 45% 1.19% 

黒曜石3

゜
I 

゜
l 0. 23 3. 23% 0.08% 

頁岩5

゜
2 

゜
2 18. 25 6 45% 6.20% 

頁岩6

゜
1 

゜
l 8. 23 3. 23% 2.80% 

珪質頁岩l

゜
I 

゜
I 8 10 3. 23% 2. 75% 

珪質頁岩4 I 

゜゜
1 30. 41 3. 23% 10. 33% 

珪質頁岩5

゜
I 

゜
1 10. 77 3. 23% 3, 66% 

珪質頁岩6

゜
1 

゜
1 6. 75 3. 23% 2. 29% 

珪質頁岩7

゜
1 

゜
1 5. 55 3. 23% 1,88% 

嶺岡頁岩l 1 

゜゜
l 1. 72 3. 23% o. 58% 

嶺岡頁岩2

゜
1 

゜
1 1. 65 3. 23% 0 56% 

砂岩4

゜
1 

゜
l 21 03 3. 23% 7.14% 

ホルンフェルス4

゜
1 

゜
I 9. 94 3. 23% 3, 38% 

チャート3

゜
13 1 14 153. 24 45. 16% 52 04% 

チャート5

゜
1 

゜
l 14. 86 3. 23% 5. 05% 

チャート6

゜
1 

゜
1 o. 23 3. 23% 0. 08% 

合計 2 28 1 31 294. 45 JOO. 00% 100. 00% 

第5表 第4ブロック出土石器組成表

母岩名／器種 削器
二次加 楔形

剥片 石核 礫 点数 重紘(g) 点数比 重量比工剥片 石器

安山岩Al

゜
1 

゜゜゜゜
I 5. 16 l 41% 0 74% 

安山岩A3

゜゜゜
5 

゜゜
5 43.95 7. 04% 6. 34 % 

安山岩B2

゜゜゜
1 

゜゜
I 3. 98 1. 41 % 0. 57% 

煤曜石I

゜゜゜
1 

゜゜
I 2.07 1 41% 0. 30% 

黒曜石2

゜゜
1 1 

゜゜
2 17.65 2 82% 2. 55% 

焦曜石4 1 

゜゜゜゜゜
I 2. 91 1. 41% 0. 42% 

頁岩7

゜゜゜
2 

゜゜
2 9.38 2. 82% I. 35% 

頁岩8

゜゜゜
2 

゜゜
2 2. 54 2. 82% 0. 37% 

頁岩9

゜゜゜
1 

゜゜
I 0. 17 J. 41% 0.02% 

珪質頁岩8

゜゜゜
1 

゜゜
I 3. 47 1 41% 0. 50% 

硬質頁岩l

゜
1 

゜゜゜゜
I 13. 97 I. 41% 2.02% 

嶺岡頁岩3

゜
2 

゜゜゜゜
2 10. 30 2. 82% 1.49% 

砂岩5

゜゜゜
5 

゜゜
5 97.80 7 04 % 14. 11% 

砂岩6

゜゜゜
1 

゜゜
I 10.22 1,41% 1.47% 

砂岩7

゜゜゜
I 

゜゜
I 0.41 1. 41% 0.06% 

ホルンフェルス4

゜゜゜
I 

゜゜
I o. 95 1. 41 % 0.14% 

ホルンフェルス5

゜゜゜
2 

゜゜
2 7. 71 2. 82% I. 11% 

ホルンフェルス6

゜゜゜
1 

゜゜
I 19. 12 l 41% 2. 76% 

ホルンフェルス7

゜゜゜゜゜
I 1 10. 22 1.41% 1.47% 

チャート1

゜゜゜
22 2 

゜
24 258 77 33, 80% 37. 34% 

チャート7

゜゜゜
3 I 

゜
4 54. 74 5 63% 7.90% 

チャート8

゜゜゜
4 

゜゜
4 12.52 5. 63% 1.81% 

チャート9

゜゜゜
2 

゜゜
2 35.38 2. 82% 5. 11% 

チャート10

゜゜゜
I 

゜゜
1 17. 22 1.41% 2.48% 

チャート11

゜゜゜
I 

゜゜
1 18. 21 1.41% 2.63% 

チャート12

゜゜゜゜
1 

゜
I 17. 31 1.41% 2.50% 

チャート13

゜゜゜
I 

゜゜
1 7. 78 1.41% 1.12% 

チャート14

゜゜゜
I 

゜゜
l 9. 13 1.41% 1. 32% 

合計 I 4 I 60 4 I 71 693. 04 100. 00% 100. 00% 
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第6表 第5プロック出土石器組成表

母岩名／器禰 削器
二次加 楔形

剥片 礫 点数 重量(g) 点数比 重量比
工剥片 石器

安山岩Cl

゜゜゜゜
I I 6. 37 12. 50% 3.94% 

頁岩10

゜゜
I 1 

゜
2 20.27 25. 00% 12. 55% 

頁岩II

゜
1 

゜゜゜
I 42. 93 12. 50% 26. 57% 

頁岩12

゜゜゜
1 

゜
I 24. 39 12. 50% 15.10% 

砂岩5

゜゜゜
I 

゜
I 1. 41 12 50% 0.87% 

ホルンフェルス4

゜゜゜
1 

゜
I 28. 51 12. 50% 17.65% 

チャート8 1 

゜゜゜゜
I 37. 69 12. 50% 23. 33% 

合計 1 I I 4 I 8 161 57 100 00% 100. 00% 

第7表第2文化層出士石器組成表（全体）

母岩名／器種
ナイフ

削器 掻器
局部印 二次加 楔形

剥片 石核 台石 敲石 礫 点数 重量(g) 点数比 重量比
形石器 製石斧 工剥片 石器

安山岩Al

゜
I 

゜゜
4 18 184 11 

゜゜゜
218 1,163.51 16. 22% 7.29% 

安山岩A2

゜゜゜゜゜
2 4 

゜゜゜゜
6 31. 55 0.45% 0. 20% 

安山岩A3

゜゜゜゜
3 

゜
， 
゜゜゜゜

12 167. 54 0.89% 1.05% 

安山岩A4

゜゜゜゜゜
1 18 l 

゜゜゜
20 103. 96 1.49% 0.65% 

安山岩A5

゜゜゜゜゜゜
3 

゜゜゜゜
3 JI. 51 0. 22% 0.07% 

安山岩A6

゜゜゜゜゜
2 14 

゜゜゜゜
16 17. 03 1.19% 0.11% 

安山岩A7

゜゜゜゜゜
I 25 2 

゜゜゜
28 193. 28 2. 08% 1.21% 

安山岩A8

゜゜゜゜゜゜
4 

゜゜゜゜
4 40 64 o. 30% o. 25% 

安山岩A9

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I I. 21 0. 07% 0.01% 

安山岩AIO

゜゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜
1 405. 00 0. 07% 2.54% 

安山岩All

゜゜゜゜゜
1 14 

゜゜゜゜
]5 51. 53 L 12% 0.32% 

安山岩Al2

゜゜
I 

゜゜
1 4 

゜゜゜゜
6 22. 19 0. 45% 0. 14% 

安山岩Al3

゜゜゜゜゜
I 

゜
l 

゜゜゜
2 50. 97 0. 15% 0. 32% 

安山岩Al4

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 3 54 0 07% 0.02% 

安山岩A15

゜゜゜゜゜
2 4 

゜゜゜゜
6 53. 62 0. 45% 0. 34% 

安山岩Al6

゜゜゜゜゜
5 6 1 

゜゜゜
12 70.09 0. 89% 0.44% 

安山岩AJ7

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I 17, 77 o. 07% 0.11% 

安山岩AI8

゜゜゜゜゜゜
l 

゜゜゜゜
I 17. 40 0. 07% 0.11% 

安山岩Al9

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 7, 98 o. 07% 0.05% 

安山岩A20

゜゜゜゜゜
1 ， 1 
゜゜゜

11 103. 36 0. 82% 0.65% 

安山岩A21

゜゜゜゜゜゜
38 2 

゜゜゜
40 741. 08 2 98% 4 64% 

安山岩A22

゜゜゜゜゜
2 3 

゜゜゜゜
5 31. 42 0. 37% 0. 20% 

安山岩A23

゜゜゜゜゜゜
4 

゜゜゜゜
4 13.89 0. 30% 0.09% 

安山岩A24

゜゜゜゜゜゜
8 1 

゜゜゜
， 68. 44 0. 67% 0.43% 

安山岩A25

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 9. 89 0. 07% 0.06% 

安山岩A26

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 1. 25 0. 07% 0.01% 

安山岩A27

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 0. 43 0. 07% 0.00% 

安山岩A28

゜゜゜゜゜
1 

゜
1 

゜゜゜
2 47. 19 0. 15% 0. 30% 

安山岩A29

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 122 05 o. 07% o. 76% 

安山岩A30

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 9.88 0. 07% 0. 06% 

安山岩A31

゜゜゜゜゜゜
6 

゜゜゜゜
6 18.88 0.45% 0.12% 

安山岩A32

゜゜゜゜゜゜
4 

゜゜゜゜
il 13. 79 0.30% o. 09% 

安山岩A33

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 16. 78 0.15% 0. 11 o/o 

安山岩A34

゜゜゜゜゜゜
5 1 

゜゜゜
6 102 96 0. 45% 0.65% 

安山岩A35

゜゜゜゜゜゜
4 1 

゜゜゜
5 43.68 0. 37% 0. 27% 

安山岩A36

゜
1 

゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
2 19.60 0.15% 0.12% 

安山岩A37

゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜゜
I 5 46 0. 07% o. 03% 

安山岩A38

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 15. 71 0. 07% 0.10% 

安山岩Bl 3 

゜゜゜
I 

゜
78 3 

゜゜゜
85 338.85 6. 32% 2.12% 

安山岩82

゜゜゜゜゜゜
7 3 

゜゜゜
10 176, 19 0. 74% 1. 10% 

安山岩83

゜゜゜゜゜
I 22 2 

゜゜゜
25 136. 75 1.86% 0. 86% 

安山岩84

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 0.17 0. 07% 0.00% 

安山岩B5

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 0. 23 0. 07% 0.00% 

-183 -



母岩名／器種
ナイフ

削器 掻器
局部屈 二次加 楔形

剥片 石核 台石 敲石 礫 点数 重量(g) 点数比 重量比
形石器 製右斧 工剥片 右器

安山岩86

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I o. 08 0.07% 0.00% 

安山岩87

゜゜゜゜゜゜
l 

゜゜゜゜
I 5. 30 0.07% 0. 03% 

安山岩腿

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
l 11. 68 0.07% 0 07% 

安山岩B9

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 1. 27 0.07% 0.01% 

安山岩BIO

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 0.20 0.07% 0 00% 

安山岩811

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 0.06 0.07% 0.00% 

安山岩812

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 0. 34 0.15% 0. 00% 

安山岩813

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
l o. 37 0.07% 0 00% 

安山岩814

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 0. 12 0.07% 0. 00% 

安山岩815

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 0. 18 0.07% 0 00% 

安山岩816

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 3.06 0.07% o. 02% 

安山岩B17

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 0.25 0.07% 0, 00% 

安山岩818

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I o. 42 0.07% o. 00% 

安山岩819

゜゜゜゜゜゜
l 

゜゜゜゜
1 0. 93 0.07% 0. 01% 

安山岩820

゜゜゜゜゜゜
8 2 

゜゜゜
10 74. 78 0. 74% 0 47% 

安山岩Cl

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 9. 54 0.07% 0. 06% 

安山岩C2

゜゜゜゜゜゜
l 

゜゜゜゜
1 0. 32 0.07% 0. 00% 

安山岩C3

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
l I 7 79 0.07% 0. 05% 

安山岩C4

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 2. 07 0.07% 0. 01% 

安山岩C5

゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 

゜
1 160 67 0 07% 1 01% 

安LLi岩C6

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 345.00 0.07% 2.16% 

安山岩C7

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 1 24. 86 0.07% 0 16% 

流紋岩I

゜゜゜゜゜゜
6 

゜゜゜゜
6 19. 44 0.45% 0 12% 

流紋岩2

゜゜゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜
I 850.00 0.07% 5.33% 

流紋岩3

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
3 3 113. 29 0.22% o. 71% 

流紋岩4

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 60.48 0.07% 0.38% 

流紋岩5

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 81. 45 0.07% 0.51% 

流紋岩6

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
l I 36. 92 0.07% 0.23% 

流紋岩7

゜゜゜゜゜゜
3 

゜゜゜゜
3 20.20 0.22% 0.13% 

流紋岩8

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 151. 56 0.07% 0.95% 

流紋岩9

゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜゜
2 71. 51 0.15% 0.45% 

流紋岩10

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
l 1. 30 0.07% 0.01% 

流紋岩11

゜゜゜゜゜
l 

゜゜゜゜゜
I 4. 06 0.07% 0.03% 

流紋岩12

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I 25. 86 0.07% 0.16% 

流紋岩13

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 16.43 0.07% 0.10% 

流紋岩14

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 24. 41 0.07% 0.15% 

流紋岩15

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 9.02 o. 15% 0.06% 

流紋岩16

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 640.00 0.07% 4.01% 

流紋岩17

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
2 2 l. 93 0.15% 0.01% 

流紋岩18

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I I. 65 0.07% 0.01% 

流紋岩19

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 5. 37 0.07% 0.03% 

石英斑岩l

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
2 2 21. 87 o. 15% o. 14% 

晶曜石1 I 

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I 1. 27 0.07% 0.01% 

黒曜石2

゜゜゜゜゜゜
l 

゜゜゜゜
I I. 47 0.07% 0.01% 

晶曜右3

゜゜゜゜゜
5 2 1 

゜゜゜
8 17. 40 0. 60% 0. 11% 

晶曜右4

゜゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜
I 3. 79 0.07% 0.02% 

黒曜石5

゜゜゜゜
I 2 7 

゜゜゜゜
10 16. 37 o. 74% o. 10% 

黒曜右6

゜゜゜゜゜
1 2 1 

゜゜゜
4 2. 34 0. 30% 0.01% 

黒曜石7

゜゜゜゜゜゜
l 

゜゜゜゜
I o. 99 0.07% 0.01% 

黒曜右8

゜゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜
I 2. 61 0.07% 0.02% 

晶曜右9

゜゜゜゜゜
1 4 1 

゜゜゜
6 39. 87 0.45% 0. 25% 

黒曜石10

゜゜゜゜゜゜
4 

゜゜゜゜
4 3. 72 o. 30% 0.02% 

黒曜石11

゜゜゜゜゜゜
7 

゜゜゜゜
7 23. 79 0. 52% 0.15% 

黒曜石12

゜゜゜゜゜゜
1 1 

゜゜゜
2 o. 76 0.15% 0.00% 

黒曜石13

゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜゜゜
I 2. 13 0.07% 0.01% 

黒曜石14

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I l 4. 49 0.07% 0.03% 

煤曜石15

゜゜゜゜
l 

゜
1 

゜゜゜゜
2 9. 14 o. 15% 0.06% 
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母岩名／器種
ナイフ

削器 掻器
局部朋 二次加 楔形

剥片 石核 台石 敲石 礫 点数 重量(g) 点数比 重量比
形石器 製石斧 工剥片 石器

熱曜石16

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I l, 69 o. 07% 0.01% 

黒曜石17

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 3. 74 0.15% 0.02% 

黒曜石18

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 8. 74 0. 15% 0.05% 

頁岩l

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 0.99 o. 15% 0.01% 

頁岩2

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
1 2. 94 0. 07% 0.02% 

頁岩3

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
l 6. 53 0 07% 0 04% 

頁岩4

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I I. 05 0. 07% 0, 01 % 

頁岩5

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I l 3. 00 0. 07% 0.02% 

頁岩6

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 17.41 0. 15% 0.11% 

頁岩7

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I 1 0.39 0.07% 0. 00% 

頁岩8

゜゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜
1 115. 13 0.07% 0 72% 

頁岩9

゜゜゜゜
1 

゜
6 

゜゜゜゜
7 30.86 0.52% 0.19% 

頁岩10

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
l 16. 63 0.07% 0. 10% 

頁岩11 1 

゜゜゜
1 

゜
17 2 

゜゜゜
21 174. 33 1.56% 1. 09% 

頁岩12

゜゜゜゜゜゜
3 I 

゜゜゜
4 21. 59 0.30% 0.14% 

頁岩13 1 

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
l I. 92 0.07% 0.01% 

頁岩14

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I 4. 47 0.07% 0.03% 

頁岩15

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 10. 69 0.07% 0.07% 

頁岩16

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
l 8.52 0.07% 0.05% 

頁岩17

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 3.05 0.07% 0.02% 

頁岩18

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I 1 14. 92 0.07% 0.09% 

頁岩19

゜゜゜゜゜゜
I I 

゜゜゜
2 42.90 0.15% 0.27% 

頁岩20

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 7. 48 0.15% 0.05% 

頁岩21

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 8. 09 0.07% 0.05% 

頁岩22

゜゜゜゜゜゜
8 I 

゜゜゜
， 54. 24 0.67% 0.34% 

頁岩23

゜゜゜゜゜゜
3 

゜゜゜゜
3 7. 04 0. 22% 0.04% 

頁岩24

゜゜゜゜
I 

゜
I 

゜゜゜゜
2 3. 70 0.15% 0.02% 

頁岩25

゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 

゜
I 60. 15 0.07% 0．38% 

頁岩26

゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜゜゜
1 2. 38 0.07% 0.01% 

頁岩27

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 36. 42 0.07% 0.23% 

頁岩28

゜゜゜゜゜゜
l 

゜゜゜゜
I I. 43 0.07% 0.01% 

頁岩29

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 I. 90 0. 15% 0.01% 

頁岩30

゜゜゜゜゜゜
l 

゜゜゜゜
I l 37 0.07% 0.01% 

頁岩31

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 43 60 o. 07% o. 27% 

頁岩32

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 8. 29 0. 07% 0.05% 

頁岩33

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 l 10 0 15% 0.01% 

頁岩34

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I 12, 45 o. 07% 0.08% 

頁岩35

゜゜゜゜゜゜
2 1 

゜゜゜
3 51. 23 0. 22% 0. 32% 

頁岩36

゜゜゜゜゜゜
l 

゜゜゜
4 5 34 19 0. 37% o. 21% 

頁岩37

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 3, 36 0. 15% 0.02% 

頁岩38

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 3 08 o. 15% 0 02% 

頁岩39

゜゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜
I 43.90 o. 07% 0. 28% 

頁岩40

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 8. 63 0. 07% 0.05% 

頁岩41

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 41. 88 o. 07% 0.26% 

頁岩42

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 20.51 0. 07% 0.13% 

頁岩43

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 0. 23 0. 07% 0.00% 

頁岩44

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 4 00 0. 07% 0.03% 

頁岩45

゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜゜゜
I 8.45 0. 07% 0.05% 

頁岩46

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
l I 1.15 0. 07% 0.01% 

珪質頁岩l

゜゜゜゜゜゜
2 1 

゜゜゜
3 61. 45 o. 22% o. 38% 

珪質頁岩2

゜゜゜゜
I 

゜
2 

゜゜゜゜
3 11. 60 0, 22% 0 07% 

珪質頁岩3

゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I 

゜
I 142 83 0 07% o. 89% 

珪質頁岩4

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 42. 21 0. 07% 0. 26% 

珪質頁岩5

゜゜゜゜
2 

゜
4 

゜゜゜゜
6 52. 38 0 45% 0 33% 

珪質頁岩6

゜゜゜゜
I 

゜
1 

゜゜゜゜
2 7. 79 0.15% o. 05% 

珪質頁岩7

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
1 12. 04 0. 07% 0. 08% 

珪質頁岩8

゜゜゜゜゜゜
l 

゜゜゜゜
I 8 66 0 07% 0. 05% 
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母岩名／器種
ナイフ

削器 掻器
局部磨 二次加 楔形

剥片 石核 台石 敲石 礫 点数 重量(g) 点数比 煎紘比形石器 製石斧 工剥片 石器

珪質頁岩9

゜゜゜゜゜゜
l 

゜゜゜゜
I 4. 12 0. 07% 0.03% 

珪質頁岩10

゜゜゜゜
1 

゜
1 

゜゜゜゜
2 38.59 0.15% o. 24 % 

珪質頁岩11

゜゜゜゜゜
3 3 I 

゜゜゜
7 48. 41 0.52% 0.30% 

珪質頁岩12

゜゜゜゜゜゜
3 

゜゜゜゜
3 24. 37 o. 22% 0. 15% 

珪質頁岩13

゜゜゜゜゜゜
3 

゜゜゜゜
3 27. 78 0.22% 0. 17% 

珪質頁岩14

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 3.66 0.15% 0. 02% 

珪質頁岩15

゜゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜
I 31. 15 o. 07% o. 20% 

珪質頁岩16

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 15. 04 0.15% 0.09% 

珪質頁岩17

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 8 54 o. 07% 0. 05% 

珪質頁岩18

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 4. 42 0. 07% o. 03% 

珪質頁岩19

゜゜゜゜゜゜
1 I 

゜゜゜
2 30. 99 0.15% 0. 19% 

珪質n岩20

゜゜゜゜゜゜
l 

゜゜゜゜
I I. 39 o. 07% 0 01% 

珪質頁岩21

゜゜゜゜
l 

゜゜゜゜゜゜
I o. 93 0. 07% 0.01% 

珪質頁岩22

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I 4, 2 5 0.07% 0 03% 

珪質頁岩23

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 21. 82 0.07% 0. 14% 

珪質頁岩24

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 17. 51 0. 15% 0.11% 

珪質頁岩25

゜゜゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜
I 220. 32 o. 07% 1.38% 

珪質頁岩26

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 2. 06 0.07% 0.01% 

珪質頁岩27

゜゜゜゜
l 

゜゜゜゜゜゜
I o. 49 0. 07% 0. 00% 

珪質頁岩28

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 4. 51 0. 15% o. 03% 

珪質頁岩29

゜゜゜゜゜゜
l 

゜゜゜゜
I 14. 47 0. 07% 0. 09% 

珪質頁岩30

゜゜゜゜゜゜
4 l 

゜゜゜
5 124. 60 o. 37% o. 78% 

珪質頁岩31

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 1 3. 61 0. 07% 0. 02% 

珪質頁岩32

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 11. 72 o. 07% 0. 07% 

硬質頁岩l

゜゜゜゜
I I 8 

゜゜゜゜
10 35.44 0. 74% o. 22% 

硬質頁岩2

゜゜゜゜゜゜
4 

゜゜゜゜
4 6. 98 0. 30% 0. 04% 

硬質頁岩3 2 

゜゜゜
I 

゜
3 

゜゜゜゜
6 32. 17 o. 45% o. 20% 

硬質頁岩4

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 0. 80 0. 07% 0.01% 

硬質頁岩5

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
l o. 25 0. 07% 0. 00% 

硬質頁岩6

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 26.00 o. 15% 0.16% 

硬質頁岩7

゜゜゜゜
I 

゜
2 2 

゜゜゜
5 41. 33 0. 37% 0. 26% 

硬質頁岩8 l 

゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
3 24 87 o. 22% 0.16% 

硬質頁岩9

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
1 16. 70 0. 07% 0.10% 

硬質頁岩10

゜゜゜゜゜
l 

゜゜゜゜゜
l 6. 45 0. 07% 0.04% 

硬質直岩11

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 I. 89 0. 15% 0.01% 

硬質頁岩12

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
l 1. 35 0. 07% 0.01% 

硬質頁岩13

゜゜゜゜゜゜
3 

゜゜゜゜
3 9. 16 o. 22% 0.06% 

硬質頁岩14

゜゜゜゜゜゜
4 

゜゜゜゜
4 24. 12 0.30% 0.15% 

硬質頁岩15

゜゜゜゜゜
1 3 

゜゜゜゜
4 12. 61 0. 30% 0. 08% 

硬質頁岩16

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 11.09 0.15% o. 07% 

硬質頁岩17

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
l 2. 87 0. 07% 0. 02% 

硬質頁岩18

゜゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜
1 12 31 o. 07% o. 08% 

硬質頁岩19

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
1 7. 62 0. 07% 0. 05% 

硬質頁岩20

゜゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜
l 6. 08 0. 07% 0. 04% 

硬質頁岩21

゜
1 

゜゜゜゜
l 

゜゜゜゜
2 9. 26 0.15% o. 06% 

硬質直岩22

゜
l 

゜゜゜゜゜
l 

゜゜゜
2 17. 71 o. 15% 0.11% 

硬質頁岩23

゜
I 

゜゜゜゜゜゜゜゜゜
l 20. 84 0. 07% 0.13% 

硬質頁岩24

゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜゜゜
1 2. 62 0. 07% o. 02% 

硬質頁岩25

゜゜゜゜゜゜
1 1 

゜゜゜
2 30. 22 0. 15% 0.19% 

硬質直岩26

゜
l 

゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 32. 80 o. 07% 0.21% 

硬質頁岩27

゜
1 

゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 13. 72 0. 07% 0.09% 

硬質頁岩28

゜゜゜゜゜゜
5 

゜゜゜゜
5 37 19 o. 37% 0. 23% 

嶺岡頁岩l

゜゜゜゜゜゜
4 

゜゜゜゜
4 3. 65 0.30% o. 02% 

嶺岡頁岩2

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 10. 87 0. 07% 0.07% 

嶺岡頁岩3

゜゜゜゜
I l 1 

゜゜゜゜
3 4. 14 o. 22% o. 03% 

嶺岡頁岩4

゜゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜
l 18.67 0. 07% 0. 12% 

嶺岡頁岩5

゜゜゜゜
2 

゜
2 

゜゜゜゜
4 12, 02 0.30% 0.08% 
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母岩名／器種
ナイフ

削器 掻器
局部磨 二次加 楔形

剥片 石核 台石 飯石 礫 点数 重量(g) 点数比 誼蘊比形石器 製石斧 工剥片 石器

嶺岡頁岩6

゜゜゜゜゜゜
5 

゜゜゜゜
5 41. 00 0.37% 0.26% 

嶺岡貞岩7 I 

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 2. 74 0.07% 0.02% 

嶺岡真岩8

゜゜゜゜゜゜
1 I 

゜゜゜
2 11. 28 0. 15% 0.07% 

嶺岡頁岩9

゜゜゜゜゜゜
l 

゜゜゜゜
l 2. 77 0.07% 0.02% 

嶺髄頁岩10

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 4.95 0.07% 0.03% 

嶺岡頁岩II

゜゜゜゜゜゜
l 

゜゜゜゜
l 3.97 0. 07% 0.02% 

嶺岡頁岩12

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I 0.82 0.07% 0.01% 

嶺岡頁岩13

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
1 1.06 0.07% 0.01% 

嶺岡頁岩14

゜゜゜゜゜゜
3 

゜゜゜゜
3 16.02 0. 22% 0.10% 

嶺岡貞岩15

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 32. 24 0. 15% 0.20% 

嶺岡頁岩16

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
1 27.47 0. 07% 0. 17% 

嶺岡頁岩17

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I 10. 72 0. 07% 0.07% 

嶺阿頁岩18

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
l l. 02 0. 07% 0.01% 

嶺岡頁岩19

゜゜゜゜゜゜
l 

゜゜゜゜
I 1. 24 0. 07% 0.01% 

砂岩l

゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜゜゜
1 12. 01 o. 07% 0 08% 

砂岩2

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 16. 96 0. 07% 0.11% 

砂岩3

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 2. 74 0. 07% 0.02% 

砂岩4

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 1. 65 o. 07% 0.01% 

砂岩5

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I l 210 98 0. 07% 1.32% 

砂岩6

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 26. 16 o. 07% 0. 16% 

砂岩7

゜゜゜゜゜゜
l 1 

゜゜
2 4 120 31 0. 30% 0. 75% 

砂岩8

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
2 2 38. 04 0.15% 0. 24 % 

砂岩9

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
2 2 24. 12 o. 15% o. 15% 

砂岩10

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 28.00 0. 07% 0. 18% 

砂岩11

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 8.97 o. 07% 0.06% 

砂岩12

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 5. 32 0. 07% 0.03% 

砂岩13

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
l I 3 81 0. 07% 0.02% 

砂岩14

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I 13.63 o. 07% 0.09% 

砂岩15

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 19. 60 o. 07% 0. 12% 

砂岩16

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 糾．23 0. 07% 0.53% 

砂岩17

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 62. 22 0. 07% 0.39% 

砂岩18

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 1. 42 0. 07% 0. 01% 

砂岩19

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 5. 72 0. 07% 0.0-1% 

砂岩20

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I l,5 0. 07% 0.01% 

砂岩21

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
3 3 47.58 0. 22% 0.30% 

砂岩22

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
l I 34. 90 0. 07% 0. 22% 

砂岩23

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 8. 15 o. 07% 0. 05% 

砂岩24

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
l I 6, 27 0. 07% 0. 04% 

砂岩25

゜゜゜゜゜゜
l 

゜゜゜
I 2 26.63 0. 15% 0.17% 

砂岩26

゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜゜゜
I 49.67 o. 07% 0.31% 

砂岩27

゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜゜
I 21. 28 0. 07% 0. 13% 

砂岩28

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I 8. 10 o. 07% 0.05% 

砂岩29

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 35. 76 0. 07% 0. 22% 

砂岩30

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 14.39 0. 07% 0. 09% 

砂岩31

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 1. 87 o. 07% 0. 01 % 

砂岩32

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
l I 575. 00 0. 07% 3. 60% 

砂岩33

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I 46.08 o. 07% 0. 29% 

砂岩34

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 I 50.80 0.07% o. 32% 

砂岩35

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I I 40 37 o. 07% 0. 25% 

砂岩36

゜゜゜゜゜゜
4 

゜゜゜゜
4 19.98 o. 30% o. 13% 

砂岩37

゜゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜
I 106. 13 0. 07% 0. 66% 

砂岩38

゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜゜゜
I 9. 64 o. 07% 0.06% 

珪質凝灰岩1 l 

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I 5. 71 0. 07% 0.04% 

珪質凝灰岩2 1 

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I 5. 20 0. 07% 0.03% 

ホルンフェルス1

゜゜゜゜゜゜
4 

゜゜゜゜
91 20. 15 o. 30% o. 13% 

ホルンフェルス2

゜゜゜゜゜
2 21 1 

゜゜゜
24 178. 28 I. 79% 1.12% 

ホルンフェルス3

゜
I 

゜゜゜゜
12 

゜゜゜
1 14 82, 54 l 04% 0. 52% 

-187 -



母岩名／器種
ナイフ

削器 掻器
局部磨 二次加 楔形

剥片 石核 台石 敲石 礫 点数 煎糞(g) 点数比 煎址比
形石器 製石斧 工剥片 石器

ホルンフェルス4

゜゜゜゜゜゜
28 2 

゜゜゜
30 303. 01 2.23% 1.90% 

ホルンフェルス5

゜゜゜゜゜゜
1 2 

゜゜゜
3 75.13 0.22% 0 47% 

ホルンフェルス6

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I I. 04 0.07% 0.01% 

ホルンフェルス7

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
3 3 68. 05 0.22% 0 43% 

ホルンフェルス8

゜゜゜゜゜
I 24 I 

゜゜
1 27 135. 62 2.01% o. 85% 

ホルンフェルス9

゜゜゜゜゜゜゜
l 

゜゜゜
I 195. 21 0.07% 1. 22% 

ホルンフェルス10

゜゜゜゜゜゜
l 

゜゜゜゜
I 31. 67 0.07% 0 20% 

ホルンフェルス11

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 2. 27 0.07% 0. 01% 

ホルンフェルス12

゜゜゜゜゜゜
7 l 

゜゜゜
8 21. 75 0.60% 0.14% 

ホルンフェルス13

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 8. 52 0.15% 0. 05% 

ホルンフェルス14

゜゜゜゜゜゜
5 

゜゜゜゜
5 38. 32 0.37% 0. 24% 

ホルンフェルス15

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 0.09 0.07% 0. 00% 

ホルンフェルス16

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 12. 02 0.07% 0. 08% 

ホルンフェルス17

゜゜゜゜゜゜
l 

゜゜゜゜
I 56. 53 0.07% 0 35% 

ホルンフェルス18

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 2. 63 0.07% 0 02% 

ホルンフェルス19

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 24. 84 0.07% 0.16% 

ホルンフェルス20

゜゜゜゜゜゜
l 

゜゜゜゜
I 3.15 0.07% 0 02% 

ホルンフェルス21

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I I 50. 09 0.07% o. 31% 

ホルンフェルス22

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I I 31. 23 0.07% 0.20% 

ホルンフェルス23

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 27.08 0.15% 0 17% 

ホルンフェルス以

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 0. 34 0.07% 0.00% 

ホルンフェルス25

゜゜゜゜゜゜
6 I 

゜゜゜
7 114. 15 0.52% 0. 72% 

ホルンフェルス26 1 

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I 2. 26 0.07% 0.01% 

ホルンフェルス27

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I I 0.93 0.07% 0.01% 

ホルンフェルス2S

゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I 

゜
I 84. 00 0.07% 0.53% 

ホルンフェルス29

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I 46. 18 0.07% 0.29% 

ホルンフェルス30

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 11. 21 0.07% 0.07% 

ホルンフェルス31

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
l 7. 56 0.07% 0.05% 

ホルンフェルス32

゜゜゜゜゜゜
4 

゜゜゜゜
4 48.95 o. 30% 0.31% 

ホルンフェルス33

゜゜゜゜゜゜
2 I 

゜゜゜
3 56. 72 o. 22% 0.36% 

結晶片岩］

゜゜゜
I 

゜゜゜゜゜゜゜
1 31. 69 0.07% 0.20% 

チャート1

゜゜゜゜゜゜
3 

゜゜゜゜
3 86. 79 o. 22% 0.54% 

チャート2

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I 1 14. 08 0.07% 0.09% 

チャート3

゜゜゜゜゜゜
6 I 

゜゜゜
7 31. 08 0. 52% 0. 19% 

チャート4

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 14. 47 0.15% 0.09% 

チャート5

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I 1 0. 84 0.07% 0.01% 

チャート6

゜゜゜゜
1 

゜
16 

゜゜゜゜
17 56. 45 I. 26% o. 35% 

チャート7

゜゜゜゜゜
I 3 

゜゜゜゜
4 38.01 0. 30% 0. 24% 

チャート8

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I 1 14 26 0.07% 0.09% 

チャート9

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I 1 6.07 o. 07% 0.04% 

チャート10

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I 1 I. 70 0. 07% 0.01% 

チャート11

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 2.07 o. 07% 0.01% 

チャート12

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
2 2 46.61 0. 15% 0. 29% 

チャート13

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I l 82 38 0. 07% 0. 52% 

チャート14

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I 1 20. 75 o. 07% 0. 13% 

チャート15

゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜゜
1 2. 09 0. 07% 0.01% 

チャート16

゜゜゜゜
I 

゜
3 1 

゜゜゜
5 48 42 0 37% o. 30% 

チャート17

゜゜゜゜゜゜
3 

゜゜゜゜
3 9. 09 0. 22% 0.06% 

チャート18

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
l 12 21 0 07% 0.08% 

チャート19

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I 2. 26 0. 07% 0.01% 

チャート20

゜゜゜゜゜゜
I 1 

゜゜゜
2 32. 41 0. 15% 0. 20% 

チャート21

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 3. 24 O. 15% 0.02% 

チャート22

゜゜゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜
1 262. 92 0. 07% I. 65% 

チャート23

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I 1 42. 39 0. 07% 0. 27% 

チャート24

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
l I 4. 93 o. 07% 0.03% 

チャート25

゜゜゜゜゜゜
15 1 

゜゜゜
16 86, 11 1. 19% 0. 54% 

チャート26

゜゜゜゜゜
J 

゜゜゜゜゜
l 10 26 0 07% o. 06% 
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母岩名／器種
ナイフ

削器 掻器
局部磨 二り次加 楔形

剥片 石核 台右 敲石 礫 点数 重量(g) 点数比 重位比
形石器 製石斧 工剥片 石器

チャート27

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 l. 44 0.07% 0.01% 

チャート28

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 I. 35 0.07% 0.01% 

チャート29

゜゜゜゜゜゜
3 

゜゜゜゜
3 30. 30 0. 22% 0. 19% 

チャート30

゜゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜
1 64 40 0.07% 0.40% 

チャート31

゜゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜
I 36. 18 0.07% 0.23% 

チャート32

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 1 27 26 0.07% 0.17% 

チャート33

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
l I 7. 70 0.07% 0.05% 

チャート訊

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 1 4. 53 0.07% 0.03% 

チャート35

゜゜゜゜゜゜
6 1 

゜゜゜
7 55 60 0. 52% 0.35% 

チャート36

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 l 36. 71 0.07% 0.23% 

チャート37

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
1 1 8. 22 0.07% 0.05% 

チャート38

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I 1 5. 63 0.07% 0.04% 

チャート39

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
3 3 542. 65 0. 22% 3.40% 

チャート40

゜゜゜゜゜
I I 

゜゜゜゜
2 8.05 0.15% 0.05% 

チャート41

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 54. 86 0.07% 0.34% 

チャート42

゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜゜
1 I. 85 0.07% 0.01% 

チャート43

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
l 0.96 0.07% 0.01% 

チャート44

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 45.43 0.07% 0.28% 

チャート45

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 30 53 0.07% 0.19% 

チャート46

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 25. 60 0.07% 0.16% 

チャート47

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 4. 26 0.07% 0.03% 

珪岩I

゜゜゜゜゜゜
6 

゜゜゜゜
6 21 58 0.45% 0.14% 

玉髄1

゜゜゜゜
2 I 3 

゜゜゜゜
6 17. 23 0.45% 0.11% 

玉髄2

゜゜゜゜゜
I I 

゜゜゜゜
2 7. 64 0.15% 0.05% 

玉髄3

゜゜゜゜゜゜
I I 

゜゜゜
2 109. 73 o. 15% 0.69% 

玉髄4

゜゜゜゜
l 

゜
6 

゜゜゜゜
7 27. 78 0. 52% 0.17% 

宝髄5

゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜゜゜
I 0.95 0.07% 0.01% 

玉髄6

゜゜゜゜゜゜
4 I 

゜゜゜
5 43. 21 0. 37% 0.27% 

玉髄7

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I 2. 31 0.07% 0.01% 

玉髄8

゜゜゜゜゜
I 2 

゜゜゜゜
3 13.86 0. 22% 0.09% 

玉髄9

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 12. 10 0.15% 0.08% 

玉髄10

゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜゜
l 6. 16 0.07% 0.04% 

玉髄11

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 19. 76 0. 15% 0.12% 

王髄12

゜゜゜゜゜゜
7 

゜゜゜゜
7 78. 27 0.52% 0.49% 

玉髄13

゜゜゜゜゜
I l 

゜゜゜゜
2 6. 25 0.15% 0.04% 

王髄14

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 19. 74 0.15% 0.12% 

玉髄15

゜゜゜゜゜゜゜
I 

゜゜゜
1 0. 34 0.07% 0.00% 

玉髄16

゜゜゜゜゜゜
6 

゜゜゜゜
6 29.55 0.45% 0.19% 

玉髄17

゜゜゜゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 11. 66 0.15% 0.07% 

玉髄18

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
1 I. 03 0.07% 0.01% 

右英l

゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜゜
1 o. 13 0.07% 0.00% 

不明1

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I 1 8.62 0.07% 0.05% 

不朗2

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜
I 1 4.00 0.07% 0.03% 

合計 13 8 l 1 39 72 I, 028 83 3 4 92 I, 344 15,962.43 100. 00% 100. 00% 

第8表 第6プロック出土石器組成表

母岩名／器穐 剥片
楔形

礫 点数 重量(g) 点数比 重泣：比
石器

安山岩Al ， 
゜゜
， 14. 61 42.86% 11. 21% 

安山岩A2 2 I 

゜
3 15.46 14.29% 11.86% 

流紋岩l l 

゜゜
I 3.30 4, 76% 2.53% 

硬質頁岩l 1 

゜゜
1 7 05 4 76% 5.41% 

ホルンフェルス1 4 

゜゜
4 20. 15 19. 05% 15.46% 

チャートl 2 

゜゜
2 55. 71 9 52% 42. 74% 

チャート2

゜゜
I I 14.08 4, 76% 10. 80% 

合計 19 I I 21 130. 36 100. 00% 100. 00% 
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第9表 第7ブロック出士右器組成表

母岩名／器種
ナイフ 二次加 枝形

剥片 石核 敲石 台石 礫 点数 重最(g) 点数比 重呈比形石器 工剥片 石器

安山岩Al

゜゜
1 11 l 

゜゜゜
13 77 96 9. 35% 2.83% 

安山岩A2

゜゜
1 2 

゜゜゜゜
3 16. 09 2. 16% o. 58% 

安山岩A3

゜゜゜
l 

゜゜゜゜
I 8. 79 0. 72% 0. 32% 

安山岩A4

゜゜
I 8 J 

゜゜゜
10 48.67 7. 19% I. 77% 

安山岩A5

゜゜゜
3 

゜゜゜゜
3 11 51 2. 16% 0. 42% 

安山岩A6

゜゜゜
6 

゜゜゜゜
6 5 38 4 32% o. 20% 

安山岩A7

゜゜゜
4 

゜゜゜゜
4 46. 42 2. 88% I. 69% 

安山岩A8

゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 9. 97 I. 44% o. 36% 

安山岩A9

゜゜゜
J 

゜゜゜゜
I 1 21 0. 72% 0. 04% 

安山岩AIO

゜゜゜゜
1 

゜゜゜
I 405. 00 0. 72% 14. 72% 

安山岩AlI 

゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 4 29 1 44% 0. 16% 

安山岩Al2

゜゜
1 2 

゜゜゜゜
3 8. 42 2. 16% 0. 31% 

安山岩Bl

゜゜゜
3 

゜゜゜゜
3 0. 74 2. 16% 0. 03% 

安山岩Cl

゜゜゜゜゜゜゜
I I 9. 54 o. 72% 0 35% 

流紋岩2

゜゜゜゜゜゜
J 

゜
I 850. 00 0. 72% 30. 90% 

流紋岩3

゜゜゜゜゜゜゜
3 3 113 29 2 16% 4.12% 

流紋岩4

゜゜゜゜゜゜゜
I I 60.48 0 72% 2 20% 

流紋岩5

゜゜゜゜゜゜゜
I I 81. 45 0. 72% 2. 96% 

流紋岩6

゜゜゜゜゜゜゜
I l 36.92 0. 72% l 34% 

流紋岩7

゜゜゜
3 

゜゜゜゜
3 20.20 2. 16% 0. 73% 

黒曜石1 1 

゜゜゜゜゜゜゜
l 1 27 0. 72% 0. 05% 

黒瞳石2

゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 1. 47 o. 72% 0 05% 

頁岩l

゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 0 99 1. 44% 0. 04% 

頁岩2

゜゜゜
1 

゜゜゜゜
l 2 94 0. 72% 0 11% 

頁岩3

゜゜゜
1 

゜゜゜゜
I 6, 53 o. 72% 0 24% 

頁岩4

゜゜゜
1 

゜゜゜゜
1 l. 05 0. 72% 0. 04% 

貞岩5

゜゜゜゜゜゜゜
I 1 3 00 o. 72% 0.11% 

珪質頁岩1

゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 27. 58 0. 72% 1. 00% 

珪質頁岩2

゜
l 

゜゜゜゜゜゜
I 0, 95 0. 72% 0 03% 

珪質頁岩3

゜゜゜゜゜
I 

゜゜
l 142. 83 0. 72% 5. 19% 

珪質貞岩4

゜゜゜゜゜゜゜
I I 42.21 0. 72% 1 53% 

硬質頁岩I

゜
1 

゜
4 

゜゜゜゜
5 6, ＆l 3, 60% o. 25% 

硬質頁岩2

゜゜゜
3 

゜゜゜゜
3 4 64 2 16% 0. 17% 

硬質頁岩3

゜゜゜
1 

゜゜゜゜
1 3.32 0, 72% 0. 12% 

硬質頁岩4

゜゜゜
l 

゜゜゜゜
1 0.80 0. 72% 0. 03% 

硬質頁岩5

゜゜゜
1 

゜゜゜゜
1 0, 25 0 72% 0. 01% 

硬質頁岩6

゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 15. 81 0. 72% 0. 57% 

嶺岡頁岩I

゜゜゜
4 

゜゜゜゜
4 3.65 2. 88% 0. 13% 

嶺岡貞岩2

゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 10.87 0,72% 0. 40% 

砂岩l

゜
1 

゜゜゜゜゜゜
1 12. 01 0. 72% 0. 44 % 

砂岩2

゜゜゜
l 

゜゜゜゜
l 16.96 0 72% 0. 62% 

砂岩3

゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 2. 74 0, 72% 0.10% 

砂岩4

゜゜゜
I 

゜゜゜゜
l 1. 65 0, 72% 0, 06% 

砂岩5

゜゜゜゜゜゜゜
1 1 210. 98 0. 72% 7 67% 

砂岩6

゜゜゜゜゜゜゜
1 I 26. 16 0. 72% o. 95% 

ホルンフェルス2

゜゜
1 3 

゜゜゜゜
4 35.05 2 88% 1. 27% 

ホルンフェルス3

゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 2. 74 0, 72% 0.10% 

ホルンフェルス4

゜゜゜
3 

゜゜゜゜
3 18. 56 2.16% 0. 67% 

ホルンフェルス5

゜゜゜゜
1 

゜゜゜
1 29.83 0 72% 1.08% 

ホルンフェルス6

゜゜゜
I 

゜゜゜゜
I I. 04 0. 72% 0.().1％ 

ホルンフェルス7

゜゜゜゜゜゜゜
3 3 邸．05 2.16% 2. 47% 

ホルンフェルス8

゜゜゜
2 

゜゜゜
I 3 8.91 2 16% 0 32% 

チャート1

゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 31. 08 0. 72% I. 13% 

チャート3

゜゜゜
6 I 

゜゜゜
7 31. 08 5 04% 1 13% 

チャート4

゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 14. 47 1.44% o. 53% 

チャート5

゜゜゜゜゜゜゜
l l 0. 84 0. 72% 0. 03% 
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母岩名／器種
ナイフ 二次加 楔形

剥片 石核 敲石 台石 礫 点数 前址(g) 点数比 誼籠比
形石器 工剥片 石器

チャート6

゜゜゜
I 

゜゜゜゜
1 0. 67 0. 72% 0. 02% 

珪岩1

゜゜゜
6 

゜゜゜゜
6 21. 58 4.32% 0. 78% 

玉髄1

゜゜
I 

゜゜゜゜゜
1 3. 45 o. 72% o. 13% 

玉髄2

゜゜
I I 

゜゜゜゜
2 7. 64 1.44% 0. 28% 

天髄3

゜゜゜
I 1 

゜゜゜
2 109. 73 l. 44% 3 99% 

玉髄4

゜゜゜
2 

゜゜゜゜
2 2. 12 1.44% 0. 08% 

合計 I 

゜
7 104 6 I 1 16 139 2,750.67 100. 00% 100. 00% 

第10表 第8ブロック出士石器組成表

母岩名／器種 削器
＝次加 楔形

剥片 石核 礫 点数 重量(g) 点数比 重量比
工>#I片 石器

安山岩Al

゜
1 1 20 1 

゜
23 Ill. 58 19.33% 8. 72% 

安山岩A3

゜゜゜
3 

゜゜
3 12. 25 2. 52% 0.96% 

安山岩A4

゜゜゜
JO 

゜゜
10 55. 29 8. 40% 4. 32% 

安山岩All

゜゜
1 6 

゜゜
7 14. 50 5 88% I. 13% 

安山岩A13

゜゜
l 

゜
1 

゜
2 50.97 1.68% 3.98% 

安山岩/¥14

゜゜゜
1 

゜゜
l 3. 54 0 84% 0. 28% 

安山岩82

゜゜゜
3 2 

゜
5 65. 19 4, 20% 5.09% 

安山岩C2

゜゜゜
I 

゜゜
l 0. 32 0 84% 0.03% 

流紋岩8

゜゜゜゜゜
1 I 151. 56 0 84% 11.84% 

流紋岩9

゜゜
I 

゜゜゜
1 13.96 0, 84% 1.09% 

右英斑岩1

゜゜゜゜゜
2 2 21 87 1 6S% I. 71% 

黒曜石3

゜゜゜゜
I 

゜
I 9. 81 o. 84% o. 77% 

珪質頁岩5

゜
2 

゜
4 

゜゜
6 52 38 5 04% 4.09% 

珪質直岩6

゜
l 

゜
1 

゜゜
2 7. 79 1 68% 0.61% 

珪質頁岩7

゜゜゜
1 

゜゜
l 12 04 0. 84% 0. 94% 

珪質頁岩8

゜゜゜
l 

゜゜
1 8.66 0. 84% 0.68% 

珪質頁岩9

゜゜゜
1 

゜゜
1 4. 12 0. 84% 0. 32% 

珪質頁岩10

゜
1 

゜
1 

゜゜
2 38. 59 l 68% 3.02% 

嶺岡頁岩3

゜
l I 1 

゜゜
3 4. 14 2. 52% o. 32% 

砂岩7

゜゜゜゜゜
2 2 101.99 1 68% 7.97% 

砂岩8

゜゜゜゜゜
2 2 38.04 1.68% 2.97% 

砂岩9

゜゜゜゜゜
2 2 24. 12 1.68% 1.89% 

砂岩10

゜゜゜゜゜
I l 28 00 0 84% 2.19% 

砂岩11

゜゜゜゜゜
1 1 8.97 0．糾％ 0. 70% 

砂岩12

゜゜゜゜゜
1 1 5. 32 0. 84% 0.42% 

砂岩13

゜゜゜゜゜
1 1 3. 81 0.84% 0. 30% 

ホルンフェルス2

゜゜゜
8 1 

゜
， 30. 89 7. 56% 2.41% 

ホルンフェルス3 1 

゜゜
， 
゜

I II 66.60 9.24% 5. 20% 

ホルンフェルス4

゜゜゜
1 I 

゜
2 51. 99 1.68% 4. 06% 

ホルンフェルス8

゜゜゜
5 

゜゜
5 14 32 4.20% 1.12% 

ホルンフェルス9

゜゜゜゜
I 

゜
1 195. 21 0.84% 15 26% 

ホルンフェルス10

゜゜゜
I 

゜゜
1 31. 67 0.84% 2. 48% 

ホルンフェルス11

゜゜゜
1 

゜゜
1 2. 27 0.84% 0.18% 

チャート7

゜゜゜
3 

゜゜
3 16. 53 2.52% I. 29% 

チャート8

゜゜゜゜゜
1 1 14. 26 0.84% 1.11% 

チャート9

゜゜゜゜゜
I 1 6.07 0.84% o. 47% 

天髄5

゜
l 

゜゜゜゜
1 0. 95 0.84% 0. 07% 

合計 l 7 5 82 8 16 119 1,279. 57 100. 00% 100. 00% 
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第11表 第9プロック出土石器組成表

母岩名／器種
二次加 楔形

剥片 石核 礫 点数 重量(g) 点数比 重泣比
工剥片 石器

安山岩Al

゜
5 14 

゜゜
19 58.05 29. 69% 11.34% 

安山岩Al5

゜
2 4 

゜゜
6 53.62 9. 38% 10. 47% 

安山岩J¥16

゜
I 

゜゜゜
I 6. 39 I. 56% 1.25% 

安山岩Bl

゜゜
2 

゜゜
2 5.14 3. 13% 1.00% 

安山岩B3

゜゜
13 1 

゜
14 81. 47 21. 88% 15 91% 

安山岩C3

゜゜゜゜
I 1 7. 79 1. 56% I. 52% 

安山岩C4

゜゜
1 

゜゜
l 2.07 l. 56% 0 40% 

焦曜石4

゜゜゜
1 

゜
1 3. 79 1. 56% 0. 74% 

頁岩6

゜゜
2 

゜゜
2 17. 41 3. 13% 3.40% 

珪質頁岩11

゜゜
1 1 

゜
2 32.86 3.13% 6 42% 

硬質頁岩6

゜゜
1 

゜゜
1 10. 19 1.56% 1.99% 

硬質頁岩7 1 

゜゜
1 

゜
2 19. 34 3.13% 3 78% 

嶺岡頁岩4

゜゜
1 

゜゜
l 18. 67 ). 56% 3. 65% 

チャート11

゜゜
1 

゜゜
l 2.07 1.56% 0.40% 

チャート12

゜゜゜゜
2 2 46 61 3.13% 9. 10% 

チャート13

゜゜゜゜
1 1 82.38 1.56% 16. 09% 

チャート14

゜゜゜゜
1 I 20. 75 I. 56% 4.05% 

玉髄6

゜゜
4 I 

゜
5 43 21 7.81% 8. 44 % 

石英l

゜゜
I 

゜゜
I 0. 13 I. 56% 0.03% 

合計 1 8 45 5 5 64 511. 94 100. 00% 100. 00% 

第12表第10プロック出土石器組成表

母岩名／器種
ナイフ 二次加 楔形

石核 剥片 礫 点数 重量(g) 点数比 重量比
形石器 工剥片 石器

安山岩Al

゜゜゜゜
l 

゜
I 0. 16 1 10% 0.05% 

安山岩Bl

゜
1 

゜
1 61 

゜
63 267. II 69. 23% 77. 28% 

安山岩B3

゜゜゜゜
， 
゜
， 17. 15 9. 89% 4.96% 

安山岩B4

゜゜゜゜
l 

゜
I o. 17 l. 10% 0.05% 

安山岩B5

゜゜゜゜
I 

゜
I 0. 23 1. 10% 0.07% 

安山岩B6

゜゜゜゜
1 

゜
I o. 08 1. 10% 0.02% 

黒曜石5

゜
I 

゜゜
4 

゜
5 14. 07 5. 49% 4. 07% 

頁岩7

゜゜゜゜゜
1 1 o. 39 1 JO% 0. I I% 

硬質頁岩2

゜゜゜゜
l 

゜
1 2. 34 1.10% 0. 68% 

硬質頁岩8 1 

゜゜゜゜゜
1 4. 12 l. 10% 1.19% 

硬質貞岩9

゜゜゜゜
1 

゜
1 16. 70 1.10% 4, 83% 

硬質頁岩10

゜゜
I 

゜゜゜
1 6. 45 1.10% 1. 87% 

硬質頁岩11

゜゜゜゜
2 

゜
2 I. 89 2.20% 0 55% 

砂岩14

゜゜゜゜
1 

゜
1 13. 63 1.10% 3. 94% 

ホルンフェルス8

゜゜゜゜
1 

゜
1 0. 09 1.10% 0. 03% 

ホルンフェルス12

゜゜゜゜
1 

゜
1 1. 04 1.10% 0.30% 

合計 I 2 I I 85 I 91 345. 62 100. 00% 100. 00% 

第13表 第11プロック出土石器組成表

母岩名／器種
二次加 枝形

剥片 石核 点数 頂量(g) 点数比 重量比
工剥片 石器

安山岩Al

゜゜
16 3 19 150. 88 16. 24% 13. 28% 

安山岩A3 1 

゜
3 

゜
4 92.97 3. 42% 8.18% 

安山岩A7

゜
1 21 1 23 109. 76 19. 66% 9.66% 

安山岩A8

゜゜
2 

゜
2 30.67 1. 71% 2. 70% 

安山岩All

゜゜
1 

゜
1 13. 34 0.85% I. 17% 

安山岩Al7

゜゜
1 

゜
1 17. 77 0.85% I. 56% 

安山岩Al8

゜゜
l 

゜
1 17. 40 0.85% I. 53% 
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母岩名／器種
二次加 楔形

剥片 石核 点数 重量(g) 点数比 重嚢比
工剥片 石器

安山岩Al9

゜゜
1 

゜
I 7.偲 0.85% o. 70% 

安山岩A20

゜
1 1 

゜
2 16. 89 1.71% I. 49% 

安山岩B2

゜゜
3 1 4 64. 37 3.42% 5. 67% 

安山岩B3

゜
1 

゜゜
I 9. 71 0.85% o. 85% 

安山岩87

゜゜
1 

゜
1 5. 30 0.85% 0. 47% 

安山岩B8

゜゜
1 

゜
l II. 68 0.85% 1.03% 

流紋岩9

゜
1 

゜゜
1 57. 55 0.85% 5. 07% 

県曜石3

゜
5 1 

゜
6 4.32 5.13% 0. 38% 

頁岩8

゜゜゜
l l 115.13 0.85% JO. 13% 

頁岩9

゜゜
1 

゜
1 3. 94 0.85% 0. 35% 

珪質頁岩12

゜゜
3 

゜
3 24. 37 2.56% 2. 15% 

珪質頁岩13

゜゜
2 

゜
2 22. 64 I. 71% l.99% 

珪質頁岩14

゜゜
2 

゜
2 3. 66 I. 71% 0. 32% 

珪質頁岩15

゜゜゜
I 1 31. 15 0.85% 2. 74% 

珪質頁岩16

゜゜
1 

゜
1 12. 08 0.85% 1. 06% 

珪質頁岩17

゜゜
1 

゜
I 8. 54 0.85% o. 75% 

珪質頁岩18

゜゜
1 

゜
1 4. 42 0.85% o. 39% 

硬質頁岩l

゜
1 2 

゜
3 19. 26 2. 56% 1. 70% 

硬質頁岩12

゜゜
I 

゜
1 I. 35 0.85% 0.12% 

嶺岡頁岩5

゜゜
1 

゜
1 I. 71 0.85% 0. 15% 

砂岩15

゜゜
I 

゜
1 19. 60 0.85% 1 73% 

ホルンフェルス2

゜゜
l 

゜
1 18. 41 0.85% 1. 62% 

ホルンフェルス4

゜゜
19 1 20 209. 87 17.09% 18.47% 

ホルンフェルス8

゜゜
4 

゜
4 10. 84 3.42% o. 95% 

チャート15

゜
I 

゜゜
1 2. 09 0. 85% 0.18% 

玉髄4 I 

゜
2 

゜
3 14. 12 2. 56% 1. 24% 

玉髄7

゜゜
1 

゜
1 2. 31 0. 85% 0. 20% 

合計 2 11 96 8 117 1,136.08 100. 00% 100. 00% 

第14表第12ブロック出土石器組成表

母岩名／器種
局部朋 楔形

石核 剥片 点数 重量(g) 点数比 工紘比
製石斧 石器

安山岩Al

゜゜゜
2 2 18. 91 2. 94% 2. 80% 

安山岩A21

゜゜゜
34 34 452 35 50 00% 67. 06% 

安山岩A22

゜
2 

゜
3 5 31. 42 7. 35% 4. 66% 

安山岩A23

゜゜゜
4 4 13. 89 5. 88% 2.06% 

流紋岩10

゜゜゜
I I l. 30 1 47% 0.19% 

頁岩10

゜゜゜
I 1 16. 63 I. 47% 2.47% 

珪質頁岩13

゜゜゜
I I 5 14 1 47% 0. 76% 

珪質頁岩19

゜゜
I I 2 30. 99 2. 94% 4.59% 

嶺岡頁岩6

゜゜゜
l 1 1. 49 1. 47% 0.22% 

ホルンフェルス8

゜゜゜
2 2 18.86 2. 94% 2.80% 

ホルンフェルス12

゜゜
I 

゜
I II. 88 I. 47% 1. 76% 

ホルンフェルス13

゜゜゜
2 2 8. 52 2. 94% 1. 26% 

結晶片岩l l 

゜゜゜
I 31. 69 1. 47% 4. 70% 

チャート6

゜゜゜
8 8 17. 63 JI. 76% 2.61% 

玉髄8

゜
I 

゜
2 3 13. 86 4 41% 2.05% 

合計 l 3 2 62 68 674. 56 100. 00% 100. 00% 

- 193 -



第15表 第13プロック出土石器組成表

母岩名／器種
ナイフ 二次加 楔形

剥片 石核 敲石 礫 点数 宜蚊(g) 点数Jt 重嚢比
形石器 工剥片 石器

安山岩Al

゜
1 4 37 2 

゜゜
44 270. 05 39. 64% 34, 04% 

安山岩A11

゜゜゜
3 

゜゜゜
3 16.22 2. 70% 2 04% 

安山岩89

゜゜゜
1 

゜゜゜
1 I. 27 0.90% o. 16% 

安山岩B10

゜゜゜
1 

゜゜゜
l 0.20 0. 90% 0. 03% 

安山岩B11

゜゜゜
l 

゜゜゜
I 0.06 0.90% 0 01% 

安山岩C5

゜゜゜゜゜
1 

゜
l 160.67 0. 90% 20. 25% 

流紋岩II

゜゜
l 

゜゜゜゜
1 4.06 0. 90% 0. 51% 

黒曜石5

゜゜゜
2 

゜゜゜
2 0. 78 1 80% 0. 10% 

頁岩9

゜
l 

゜
1 

゜゜゜
2 4.29 1. 80% 0. 54% 

貞岩11 I 1 

゜
13 

゜゜゜
15 77. 74 13.51% 9. 80% 

頁岩12

゜゜゜
2 1 

゜゜
3 20.21 2. 70% 2. 55% 

頁岩13 I 

゜゜゜゜゜゜
1 l. 92 0 90% 0. 24% 

頁岩14

゜゜゜
I 

゜゜゜
1 4.47 0. 90% o. 56% 

頁岩15

゜゜゜
1 

゜゜゜
I 10.69 0 90% I. 35% 

貞岩16

゜゜゜
l 

゜゜゜
I 8. 52 0 90% 1.07% 

頁岩17

゜゜゜
l 

゜゜゜
I 3.05 0, 90% o. 38% 

頁岩18

゜゜゜゜゜゜
1 I 14. 92 0. 90% 1.88% 

珪質頁岩1

゜゜゜゜
1 

゜゜
I 14.35 o. 90% 1.81% 

硬質頁岩7

゜゜゜゜
1 

゜゜
I 13.83 0. 90% I. 74% 

硬質頁岩13

゜゜゜
3 

゜゜゜
3 9. 16 2 70% I. 15% 

硬質頁岩14

゜゜゜
3 

゜゜゜
3 19.43 2. 70% 2.45% 

ホルンフェルス8

゜゜゜
1 

゜゜゜
I 2 96 0. 90% 0. 37% 

ホルンフェルス12

゜゜゜
3 

゜゜゜
3 4.50 2. 70% o. 57% 

ホルンフェルス14

゜゜゜
5 

゜゜゜
5 38. 32 4, 50% 4.83% 

ホルンフェルス15

゜゜゜
1 

゜゜゜
I 0 09 0 90% 0.01% 

ホルンフェルス16

゜゜゜
1 

゜゜゜
I 12. 02 0. 90% I. 52% 

チャート6

゜゜゜
4 

゜゜゜
4 17. 08 3. 60% 2. 15% 

チャート16

゜
I 

゜゜゜゜゜
I 22. 33 0. 90% 2.82% 

チャート17

゜゜゜
1 

゜゜゜
I 6. 75 o. 90% 0.85% 

チャート18

゜゜゜
I 

゜゜゜
I 12.21 0. 90% 1.54% 

チャート19

゜゜゜
I 

゜゜゜
I 2 26 0 90% 0. 28% 

玉髄l

゜゜゜
I 

゜゜゜
I 0. 58 o. 90% 0.07% 

玉髄9

゜゜゜
2 

゜゜゜
2 12 10 1.80% 1.53% 

玉髄10

゜゜゜
I 

゜゜゜
I 6. 16 0. 90% 0. 78% 

合計 2 4 5 93 5 1 I 111 793. 25 100. 00% 100. 00% 

第16表第14ブロック出土石器組成表

母岩名／器種
二次加 楔形

剥片 石核 礫 点数 重最(g) 点数比 頂址比
工剥片 石器

安山岩Al6

゜
4 6 1 

゜
11 63. 70 19 64% 8. 59% 

安山岩A21

゜゜
3 2 

゜
5 282. 41 8. 93% 38. 09% 

安山岩A24

゜゜
8 1 

゜
， 68. 44 16.07% 9.23% 

安山岩B12

゜゜
2 

゜゜
2 0, 34 3 57% 0.05% 

県曜石3

゜゜
1 

゜゜
I 3, 27 I. 79% 0.44% 

珪質頁岩l

゜゜
I 

゜゜
I 19. 52 1 79% 2.63% 

硬質頁岩7

゜゜
2 

゜゜
2 8. 16 3. 57% 1.10% 

嶺岡頁岩6

゜゜
I 

゜゜
I 12. 86 1. 79% I. 73% 

砂岩16

゜゜゜゜
I I 84. 23 1. 79% 11.36% 

ホルンフェルス3

゜゜
I 

゜゜
I 2. 37 I. 79% 0.32% 

ホルンフェルス4

゜゜
I 

゜゜
I 3 33 I. 79% 0.45% 

ホルンフェルス8

゜゜
5 1 

゜
6 61. 57 10. 71% 8.31% 

ホルンフェルス12

゜゜
3 

゜゜
3 4, 33 5. 36% 0.58% 

ホルンフェルス17

゜゜
I 

゜゜
I 56.53 I. 79% 7.63% 

ホルンフェルス18

゜゜
I 

゜゜
I 2, 63 I. 79% 0.35% 
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母岩名／器種
二次加 楔形

剥片 石核 礫 点数 Ii嚢(g) 点数比 重景比
工剥片 石器

チャート6 1 

゜
I 

゜゜
2 10. 24 3.57% 1.38% 

チャート20

゜゜
I I 

゜
2 32. 41 3.57% 4. 37% 

チャート21

゜゜
2 

゜゜
2 3. 24 3.57% 0. 44% 

玉髄II

゜゜
2 

゜゜
2 19. 76 3.57% 2. 67% 

玉髄12

゜゜
2 

゜゜
2 2. 02 3.57% 0. 27% 

合計 1 4 44 6 I 56 741.36 100. 00% JOO. 00% 

第17表第15ブロック出土石器組成表

母岩名／器種
ナイフ 二次加 揆形

剥片 右核 台石 礫 点数 重量(g) 点数比 重素比形石器 工剥片 石器

安山岩Al

゜゜
2 15 l 

゜゜
18 94.11 21. 18% 10. 45% 

安山岩A3

゜゜゜
I 

゜゜゜
I 9. 22 1.18% J.02% 

安山岩All

゜゜゜
2 

゜゜゜
2 3. 18 2. 35% 0. 35% 

安山岩A20

゜゜゜
3 

゜゜゜
3 8 82 3. 53% 0.98% 

安山岩Bl 3 

゜゜
6 

゜゜゜
， 29. 74 10. 59% 3. 30% 

流紋岩12

゜゜゜
1 

゜゜゜
I 25. 86 1 18% 2.87% 

流紋岩13

゜゜゜゜゜゜
1 I 16. 43 1.18% 1.82% 

焦曜石5

゜゜
l 1 

゜゜゜
2 I. 41 2. 35% 0. 16% 

真岩19

゜゜゜
l l 

゜゜
2 42.90 2 35% 4. 76% 

頁岩20

゜゜゜
2 

゜゜゜
2 7. 48 2. 35% 0.83% 

貞岩21

゜゜゜
l 

゜゜゜
I 8 09 1.18% 0.90% 

珪質頁岩ll

゜゜
2 2 

゜゜゜
4 II. 21 4,71% I. 24% 

珪質頁岩20

゜゜゜
1 

゜゜゜
l I 39 1.18% 0. 15% 

珪質頁岩21

゜
1 

゜゜゜゜゜
I 0 93 1. 18% 0.10% 

硬質頁岩3 2 1 

゜
2 

゜゜゜
5 28. 85 5.88% 3. 20% 

硬質頁岩8

゜゜゜
1 

゜゜゜
I 4 55 1.18% 0. 51% 

硬質頁岩15

゜゜
1 3 

゜゜゜
4 12. 61 4 71% 1.40% 

硬質頁岩16

゜゜゜
2 

゜゜゜
2 II. 09 2. 35% I. 23% 

硬質頁岩17

゜゜゜
l 

゜゜゜
I 2 87 1.18% 0. 32% 

硬質頁岩18

゜゜゜゜
1 

゜゜
I 12. 31 1.18% I. 37% 

硬質頁岩19

゜゜゜
1 

゜゜゜
l 7. 62 1.18% 0.85% 

硬質頁岩20

゜゜゜゜
l 

゜゜
I 6. 08 1. 18% 0.68% 

嶺岡頁岩7 I 

゜゜゜゜゜゜
I 2. 74 1.18% o. 30% 

嶺岡頁岩8

゜゜゜
1 

゜゜゜
I 6. 21 1. 18% 0.69% 

砂岩17

゜゜゜゜゜゜
1 I 62. 22 1 18% 6.91% 

砂岩18

゜゜゜゜゜゜
l I I. 42 1.18% o. 16% 

ホルンフェルス2

゜゜゜
3 

゜゜゜
3 35.61 3. 53% 3.95% 

ホルンフェルス8

゜゜゜
3 

゜゜゜
3 9. 02 3. 53% 1.00% 

ホルンフェルス19

゜゜゜
l 

゜゜゜
I 24. 84 1. 18% 2. 76% 

ホルンフェルス20

゜゜゜
I 

゜゜゜
I 3. 15 1. 18% o. 35% 

ホルンフェルス21

゜゜゜゜゜゜
1 I 50. 09 1. 18% 5. 56% 

ホルンフェルス22

゜゜゜゜゜゜
1 l 31. 23 1.18% 3.47% 

チャー ト6

゜゜゜
2 

゜゜゜
2 10. 83 2. 35% 1.20% 

チャート22

゜゜゜゜゜
l 

゜
1 262. 92 1.18% 29. 19% 

チャート23

゜゜゜゜゜゜
1 I 42.39 1.18% 4. 71% 

チャート24

゜゜゜゜゜゜
1 1 4. 93 1. 18% 0. 55% 

玉髄13

゜゜
l 1 

゜゜゜
2 6. 25 2. 35% 0.69% 

合計 6 2 7 58 4 1 7 85 900.60 100. 00% 100. 00% 
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第18表第16ブロック出土石器組成表

母岩名／器種
二次加 楔形

剥片 石核 点数 重量(g) 点数比 重量比
工剥片 石器

安山岩Al

゜゜
10 

゜
10 44.09 23. 26% 16 04% 

安山岩A21

゜゜
I 

゜
I 6. 32 2.33% 2. 30% 

安山岩B3

゜゜゜
I I 28.42 2.33% 10 34% 

頁岩22

゜゜
8 I ， 54. 24 20. 93% 19. 74% 

頁岩23

゜゜
3 

゜
3 7. 04 6.98% 2. 56% 

珪質頁岩2

゜゜
1 

゜
l 9. 41 2. 33% 3.42% 

嶺岡頁岩6

゜゜
3 

゜
3 26.65 6. 98% 9. 70% 

嶺岡頁岩9

゜゜
1 

゜
1 2. 77 2. 33% 1. 01% 

砂岩7

゜゜
2 

゜
2 18.32 4. 65% 6.67% 

ホルンフェルス3

゜゜
1 

゜
1 10. 83 2. 33% 3.94% 

ホルンフェルス23

゜゜
2 

゜
2 27.08 4. 65% 9.85% 

ホルンフェルス24

゜゜
1 

゜
1 0. 34 2. 33% 0.12% 

チャート17

゜゜
2 

゜
2 2. 34 4. 65% 0.85% 

チャート25

゜゜
l 

゜
l 18. 26 2. 33% 6.65% 

チャート26

゜
I 

゜゜
1 10. 26 2. 33% 3. 73% 

チャート27

゜゜
1 

゜
1 I 44 2. 33% o. 52% 

チャート28

゜゜
1 

゜
I 1. 35 2. 33% 0.49% 

宝髄l I 

゜
1 

゜
2 5 63 4 65% 2 05% 

合計 I I 39 2 43 274, 79 100. 00% 100. 00% 

第19表第17ブロック出土石器組成表

母岩名／器種 削器
二次加 楔形

剥片 石核 点数 重量(g) 点数比 重量比
工剥片 石器

安山岩Al

゜゜゜
I 

゜
I 6. 51 2.56% 3, 46% 

安山岩Bl

゜゜゜゜
I I 11. 84 2.56% 6. 30% 

黒曜石6

゜゜
l 2 l 4 2. 34 10. 26% 1. 24% 

頁岩12

゜゜゜
I 

゜
I I. 38 2.56% 0. 73% 

頁岩24

゜
1 

゜
I 

゜
2 3. 70 5.13% l. 97% 

珪質頁岩2

゜゜゜
1 

゜
1 I. 24 2. 56% 0.66% 

珪質頁岩22

゜゜゜
1 

゜
1 4 25 2. 56% 2. 26% 

硬質頁岩14

゜゜゜
l 

゜
l 4. 69 2. 56% 2.49% 

硬質頁岩21 I 

゜゜
1 

゜
2 9. 26 5.13% 4.92% 

砂岩19

゜゜゜
1 

゜
l 5. 72 2. 56% 3.04% 

砂岩20

゜゜゜
1 

゜
1 I. 54 2. 56% 0.82% 

ホルンフェルス4

゜゜゜
2 

゜
2 II. 75 5. 13% 6. 25% 

チャート25

゜゜゜
14 1 15 67. 85 38. 46% 36 08% 

チャート29

゜゜゜
3 

゜
3 30. 30 7. 69% 16 11% 

天髄4

゜゜゜
I 

゜
I 7.69 2 56% 4. 09% 

玉髄12

゜゜゜
2 

゜
2 18.02 5.13% 9. 58% 

合計 I I I 33 3 39 188. 08 100. 00% 100. 00% 

第20表第18ブロック出土石器組成表

母岩名／器種 削器
＝次加 楔形

剥片 石核 敵石 点数 重量(g) 点数比 重量比
工剥片 石器

安山岩Al

゜
I 

゜
6 

゜゜
7 39.63 26. 92% 10. 34% 

安山岩Bl

゜゜゜゜
I 

゜
I 10.93 3. 85% 2. 85% 

頁岩25

゜゜゜゜゜
1 I 60. 15 3.85% 15.69% 

頁岩26

゜
1 

゜゜゜゜
1 2. 38 3.85% 0. 62% 

硬質頁岩8

゜゜゜
l 

゜゜
I 16. 20 3.85% 4. 23% 

硬質頁岩22 l 

゜゜゜
I 

゜
2 17. 71 7.69% 4 62% 

硬質頁岩23 1 

゜゜゜゜゜
l 20. 84 3.85% 5. 44% 

ホルンフェルス8

゜゜
1 l 

゜゜
2 9. 05 7.69% 2. 36% 
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母岩名／器種 削器
二次加 楔形

剥片 石核 敲石 点数 爪最(g) 点数比 孤品比
工剥片 石器

チャート7

゜゜
1 

゜゜゜
1 21. 48 3.85% 5.60% 

チャート16

゜゜゜
3 I 

゜
4 26.09 15 38% 6.81% 

チャート30

゜゜゜゜
I 

゜
1 64. 40 3.85% 16.80% 

チャート31

゜゜゜゜
1 

゜
1 36. 18 3.85% 9.44% 

玉髄12

゜゜゜
3 

゜゜
3 58.23 11.54% 15.19% 

合計 2 2 2 14 5 1 26 383.27 100. 00% 100. 00% 

第21表 第19プロック出土石器組成表

母岩名／器種 削器 掻器
二次加 楔形

剥片 石核 点数 重量(g) 点数比 重羞比
工剥片 石器

安山岩Al I 

゜
I 2 13 

゜
17 59.62 56 67% 35 90% 

安山岩A7

゜゜゜゜゜
1 1 37.10 3, 33% 22. 34% 

安山岩A12

゜
1 

゜゜゜゜
1 9 01 3 33% 5.43% 

安山岩81

゜゜゜゜
2 

゜
2 2. 63 6. 67% 1.58% 

安山岩B13

゜゜゜゜
I 

゜
1 0.37 3, 33% 0. 22% 

安山岩B14

゜゜゜゜
I 

゜
l 0 12 3 33% 0.07% 

頁岩27

゜゜゜゜
I 

゜
1 36.42 3, 33% 21.93% 

頁岩28

゜゜゜゜
I 

゜
1 1 43 3 33% 0.86% 

嶺岡頁岩IO

゜゜゜゜
I 

゜
1 4.95 3, 33% 2.98% 

嶺岡頁岩11

゜゜゜゜
I 

゜
1 3切 3. 33% 2. 39% 

嶺岡頁岩12

゜゜゜゜
I 

゜
1 0 82 3 33% 0.49% 

嶺岡頁岩13

゜゜゜゜
I 

゜
1 I. 06 3, 33% 0.64% 

ホルンフェルス2

゜゜゜゜
I 

゜
I 8 57 3 33% 5.16% 

合計 I 1 1 2 24 I 30 166.07 100. 00% 100. 00% 

第22表 第20プロック出土石器組成表

母岩名／器種
ナイフ 二次加 楔形

剥片 石核 礫 点数 重量(g) 点数比 重量比
形石器 工剥片 石器

安山岩Al

゜゜
l 21 2 

゜
24 174.58 34. 78% 30. 57% 

安山岩A3

゜゜゜
1 

゜゜
l 1 67 1 45% 0. 29% 

安山岩A6

゜゜
2 8 

゜゜
10 11. 65 14. 49% 2. 04% 

安山岩A25

゜゜゜
1 

゜゜
1 9.89 1. 45% I. 73% 

安山岩A26

゜゜゜
l 

゜゜
l l. 25 1 45% 0. 22% 

安山岩A27

゜゜゜
1 

゜゜
1 o. 43 1.45% o. 08% 

安山岩Bl

゜゜゜
2 

゜゜
2 5. 05 2. 90% 0. 88% 

安山岩815

゜゜゜
l 

゜゜
I o. 18 1 45% 0. 03% 

流紋岩14

゜゜゜゜゜
1 1 24.41 1.45% 4. 27% 

黒曜石7

゜゜゜
1 

゜゜
l 0. 99 1. 45% 0. 17% 

頁岩29

゜゜゜
2 

゜゜
2 1. 90 2,90% 0. 33% 

頁岩30

゜゜゜
1 

゜゜
l l 37 l 45% 0. 24% 

頁岩31

゜゜゜゜゜
1 1 43.60 1, 45% 7. 63% 

頁岩32

゜゜゜゜゜
I I 8. 29 l. 45% I. 45% 

珪質頁岩23

゜゜゜
1 

゜゜
l 21. 82 l 45% 3. 82% 

硬質頁岩l

゜゜゜
1 

゜゜
1 2. 29 1. 45% 0. 40% 

硬質頁岩24

゜
I 

゜゜゜゜
1 2 62 l 45% 0.46% 

砂岩21

゜゜゜゜゜
3 3 47. 58 4, 35% 8. 33% 

砂岩22

゜゜゜゜゜
1 1 34.90 1 45% 6. 11% 

砂岩23

゜゜゜゜゜
1 1 8. 15 1 45% 1.43% 

砂岩24

゜゜゜゜゜
l 1 6, 27 1.45% 1.10% 

珪質凝灰岩l 1 

゜゜゜゜゜
l 5 71 1 45% 1.00% 

珪質凝灰岩2 1 

゜゜゜゜゜
1 5, 20 1.45% 0.91% 

ホルンフェルス25

゜゜゜
6 I 

゜
7 114 15 10. 14% 19.99% 

ホルンフェルス26 1 

゜゜゜゜゜
1 2. 26 1. 45% 0.40% 
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母岩名／器種 ナイフ 二次加 楔形 剥片 石核 礫 点数 煎退(g) 点数比 重位比
形石器 工剥片 石器

チャート32

゜゜゜゜゜
1 1 27. 26 1.45% 4, 77% 

チャート33

゜゜゜゜゜
l l 7 70 1. 45% l 35% 

合計 3 I 3 48 3 II 69 571. 17 100. 00% 100 00% 

第23表第21ブロック出土右器組成表

母岩名／器種 削器
二次加
楔形石器 剥片 石核 台石 礫 点数 重量(g) 点数比 重址比

工剥｝7

安山岩Al

゜゜
2 ， 
゜゜゜

11 42. 77 16 67% 2. 34% 

安山岩A20

゜゜゜
5 1 

゜゜
6 77. 65 9. 09% 4. 26% 

安山岩A28

゜゜
1 

゜
1 

゜゜
2 47. 19 3 03% 2. 59% 

安山岩A29

゜゜゜゜゜゜
I I 122. 05 1. 52% 6.69% 

安山岩Bl

゜゜゜
2 

゜゜゜
2 5 67 3. 03% 0. 31% 

安山岩B16

゜゜゜
1 

゜゜゜
I 3 06 1 52% 0.17% 

安山岩817

゜゜゜
I 

゜゜゜
I 0. 25 1. 52% 0.01% 

安山岩C6

゜゜゜゜゜゜
1 I 345, 00 1. 52% 18. 91% 

流紋岩l

゜゜゜
5 

゜゜゜
5 16. 14 7 58% 0.88% 

流紋岩15

゜゜゜
2 

゜゜゜
2 9.02 3. 03% 0.49% 

流紋岩16

゜゜゜゜゜゜
J I 540. 00 1 52% 35 08% 

黒曜石5

゜゜
1 

゜゜゜゜
I 0. 11 1. 52% 0.01% 

頁岩9

゜゜゜
4 

゜゜゜
4 22. 63 6, 06% I. 24% 

頁岩33

゜゜゜
2 

゜゜゜
2 1 10 3 03% 0. 06% 

頁岩34

゜゜゜
l 

゜゜゜
I 12. 45 1.52% 0. 68% 

珪質頁岩11

゜゜
1 

゜゜゜゜
1 4. 34 1 52% 0. 24% 

珪質頁岩16

゜゜゜
1 

゜゜゜
I 2.% l 52% 0 16% 

珪質頁岩24

゜゜゜
2 

゜゜゜
2 17. 51 3.03% 0. 96% 

珪質頁岩25

゜゜゜゜゜
I 

゜
1 220.32 1. 52% 12. 08% 

珪質頁岩26

゜゜゜
I 

゜゜゜
1 2. 06 1. 52% 0.11% 

硬質頁岩25

゜゜゜
1 1 

゜゜
2 30.22 3 03% 1 66% 

硬質頁岩26 I 

゜゜゜゜゜゜
I 32. 80 1.52% 1. 80% 

砂岩25

゜゜゜゜゜゜
2 2 26.63 3. 03% 1. 46% 

砂岩26

゜
1 

゜゜゜゜゜
1 49.67 1. 52% 2. 72% 

砂岩27

゜゜
l 

゜゜゜゜
1 21. 28 1. 52% 1. 17% 

砂岩28

゜゜゜
1 

゜゜゜
I 8. 10 l.52% 0. 44 % 

ホルンフェルス2

゜゜
1 I 

゜゜゜
2 22.62 3.03% 1. 24% 

ホルンフェルス27

゜゜゜゜゜゜
1 1 0.93 1. 52% 0. 05% 

チャート34

゜゜゜゜゜゜
I 1 4.53 l. 52% 0. 25% 

玉髄l

゜
1 

゜
l 

゜゜゜
2 7.57 3.03% o. 41 o/o 

玉髄4

゜゜゜
1 

゜゜゜
l 3. 85 l. 52% 0 21% 

玉髄14

゜゜゜
2 

゜゜゜
2 19. 74 3.03% 1. 08% 

玉髄15

゜゜゜
1 

゜゜゜
1 0. 34 1. 52% 0. 02% 

不明2

゜゜゜゜゜゜
I I 4. 00 1.52% 0. 22% 

合計 I 2 7 44 3 1 8 66 1,824.56 JOO. 00% 100. 00% 

第24表 第22ブロック出土石器組成表

母岩名／器種 剥片 石核 敲石 礫 点数 重量(g) 点数比 重嚢比

安山岩i¥30 I 

゜゜゜
I 9,88 4, 35% 2.81% 

安山岩B18 I 

゜゜゜
I 0、42 4. 35% 0. 12% 

黒曜右8

゜
1 

゜゜
I 2 61 4 35% 0. 74% 

頁岩11 4 2 

゜゜
6 96. 59 26.09% 27. 47% 

砂岩29

゜゜゜
I I 35. 76 4. 35% 10. 17% 

砂岩30

゜゜゜
I I 14.39 4, 35% 4.09% 

砂岩31

゜゜゜
I I 1. 87 4, 35% 0.53% 
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母岩名／器種 剥片 石核 敲石 礫 点数 重量(g) 点数比 重髪比

ホルンフェルス28

゜゜
1 

゜
1 84. 00 4.35% 23. 89% 

チャート35 6 I 

゜゜
7 55. 60 30. 43% 15. 81% 

チャート36

゜゜゜
1 1 36. 71 4.35% 10. 44% 

チャート37

゜゜゜
I I 8. 22 4. 35% 2. 34 % 

チャート38

゜゜゜
I 1 5.63 4. 35% 1 60% 

合計 12 4 l 6 23 351. 68 100. 00% 100. 00% 

第25表第23ブロック出土石器組成表

母岩名／器種 削器 剥片 礫 点数 重最(g) 点数比 重量比

安山岩A31

゜
I 

゜
1 8. 53 25. 00% 1.37% 

安山岩C7

゜゜
I l 24. 86 25. 00% 4.00% 

硬質頁岩27 I 

゜゜
1 13 72 25 00% 2.21% 

砂岩32

゜゜
I I 575.00 25. 00% 92. 43% 

合計 I I 2 4 622. 11 100. 00% JOO. 00% 

第26表第24プロック出土石器組成表

母岩名／器種 I剥片 I 点数 I 重嚢(g) I 点数比 I 重位比

ホルンフェルス29

玉髄16

合計

！

5
＿6
 

！

5
＿6
 

46. 18 I 16. 67% I 66. 13% 

23.65 |83.33%I 33 87% 

69. 83 I 100. 00% I 100. 00% 

第27表 第25プロック出土石器組成表

母岩名／器種
二次加

剥片 点数 重量(g) 点数比 前羹比
工剥片

焦曜石9

゜
4 4 26.95 50. 00% 67.16% 

珪質頁岩27 1 

゜
1 o. 49 12. 50% 1. 22% 

玉髄17

゜
2 2 11. 66 25. 00% 29. 06% 

玉髄18

゜
l 1 I. 03 12. 50% 2.57% 

合計 1 7 8 40. 13 100. 00% 100. 00% 

第28表第26プロック出土石器組成表

母岩名／器種
二次加 楔形

剥片 石核 礫 点数 重量(g) 点数比 重量比
工剥片 石器

安山岩A3 2 

゜゜゜゜
2 42. 64 2 78% 3. 59% 

安山岩A32

゜゜
4 

゜゜
4 13. 79 5 56% 1.16% 

安山岩A33

゜゜
I 

゜゜
I 6.58 l. 39% 0. 55% 

安山岩B19

゜゜
I 

゜゜
l 0.93 l 39% o. 08% 

流紋岩17

゜゜゜゜
2 2 I. 93 2. 78% 0. 16% 

流紋岩18

゜゜
I 

゜゜
1 1. 65 l. 39% 0.14% 

流紋岩19

゜゜゜゜
l 1 5.37 1.39% 0. 45% 

黒曜石9

゜
I 

゜
I 

゜
2 12. 92 2. 78% 1. 09% 

黒曜石10

゜゜
4 

゜゜
4 3. 72 5.56% 0 31% 

黒曜石］］

゜゜
5 

゜゜
5 22. 25 6.94% 1. 87% 

黒曜石12

゜゜
1 I 

゜
2 0. 76 2. 78% 0. 06% 

黒曜石13 I 

゜゜゜゜
1 2. 13 I. 39% 0.18% 

黒曜石14

゜゜゜゜
I I 4. 49 I. 39% 0.38% 

頁岩35

゜゜
2 I 

゜
3 51. 23 4. 17% 4.31% 
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母岩名／器種
二次加 楔形

材片 石核 礫 点数 瓜量(g) 点数比 重祉比
工淑l片 石器

頁岩36

゜゜
5 

゜゜
5 34. 19 6. 94% 2.88% 

頁岩37

゜゜
2 

゜゜
2 3 36 2 78% 0.28% 

頁岩38

゜゜
2 

゜゜
2 3. 08 2. 78% 0.26% 

頁岩39

゜゜゜
I 

゜
1 43. 90 I. 39% 3. 70% 

貞岩40

゜゜
I 

゜゜
I 8. 63 I. 39% o. 73% 

頁岩41

゜゜゜゜
1 1 41. 88 I. 39% 3.53% 

頁岩42

゜゜
l 

゜゜
1 20 51 1. 39% I. 73% 

頁岩43

゜゜
I 

゜゜
1 0. 23 I. 39% 0.02% 

珪質頁岩28

゜゜
2 

゜゜
2 4, 51 2. 78% 0.38% 

珪質頁岩29

゜゜
I 

゜゜
1 14 47 l 39% 1.22% 

硬質頁岩28

゜゜
5 

゜゜
5 37. 19 6. 94% 3.13% 

嶺岡頁岩5 l 

゜
l 

゜゜
2 3. 57 2. 78% 0.30% 

嶺岡頁岩8

゜゜゜
I 

゜
1 5. 07 I. 39% 0.43% 

砂岩33

゜゜
l 

゜゜
1 46. 08 1. 39% 3.88% 

砂岩34

゜゜゜゜
I 1 50 80 1. 39% 4.28% 

砂岩35

゜゜゜゜
l l 40.37 1. 39% 3.40% 

ホルンフェルス2

゜゜
4 

゜゜
4 27. 13 5. 56% 2.28% 

ホルンフェルス30

゜゜
I 

゜゜
1 11. 21 1. 39% 0.94% 

ホルンフェルス31

゜゜
1 

゜゜
l 7, 56 1. 39% 0.64% 

チャート39

゜゜゜゜
3 3 542 65 4 17% 45. 70% 

チャート40

゜
1 1 

゜゜
2 8. 05 2. 78% 0.68% 

チャート41

゜゜
1 

゜゜
l 54 86 1 39% 4.62% 

チャート42

゜
I 

゜゜゜
1 1. 85 1. 39% 0. 16% 

玉髄16

゜゜
1 

゜゜
1 5,90 1. 39% 0. 50% 

合計 4 3 50 5 10 72 1,187.44 100. 00% 100. 00% 

第29表第27プロック出土石器組成表

母岩名／器種 削器
二次加

剥片 石核 点数 政量(g) 点数比 重量比
工剥片

安山岩A31

゜゜
2 

゜
2 1. 02 3, 64% 0.16% 

安山岩A34

゜゜
5 1 6 102. 96 10.91% 16. 17% 

安山岩A35

゜゜
4 I 5 43. 68 9. 09% 6. 86% 

安山岩A36 1 

゜
1 

゜
2 19 60 3 64% 3. 08% 

安山岩B2

゜゜
I 

゜
I 46. 63 1.82% 7. 32% 

安山岩B20

゜゜
8 2 10 74. 78 18.18% II. 74% 

黒曜石11

゜゜
2 

゜
2 1 54 3 64% 0 24 % 

黒曜石15

゜
I I 

゜
2 9. 14 3. 64% I. 44 % 

黒曜石16

゜゜
1 

゜
1 1. 69 1.82% 0 27% 

頁岩44

゜゜
I 

゜
I 4, 00 1. 82% 0. 63% 

嶺岡頁岩5

゜
I 

゜゜
I 6, 74 1. 82% 1. 06% 

嶺岡頁岩14

゜゜
3 

゜
3 16.02 5.45% 2. 52% 

嶺岡頁岩15

゜゜
2 

゜
2 32. 24 3.64% 5. 06% 

嶺岡頁岩16

゜゜
1 

゜
I 27. 47 l. 82% 4 31% 

嶺岡頁岩17

゜゜
1 

゜
I 10. 72 1.82% L 68% 

砂岩36

゜゜
4 

゜
4 19.98 7. 27% 3.14% 

砂岩37

゜゜゜
1 I 106. 13 1.82% 16.67% 

砂岩38

゜
I 

゜゜
I 9.64 1.82% 1. 51 % 

ホルンフェルス4

゜゜
2 

゜
2 7.51 3.64% 1 18% 

ホルンフェルス5

゜゜
I I 2 45.30 3.64% 7. 11% 

ホルンフェルズ32

゜゜
4 

゜
4 48.95 7. 27% 7. 69% 

チャート43

゜゜
l 

゜
I 0.96 1.82% 0.15% 

合計 I 3 45 6 55 636. 70 100. 00% 100. 00% 

-200 -



第30表第28プロック出土石器組成表

母岩名／器種
二次加

剥片 石核 礫 点数 重量(g) 点数比 重量比
工剥片

安山岩Al2

゜
2 

゜゜
2 4 76 8.00% l. 44% 

安山岩A31

゜
3 

゜゜
3 9. 33 12.00% 2.82% 

安山岩A33

゜
I 

゜゜
I 10 20 4 00% 3.03% 

黒曜石17

゜
2 

゜゜
2 3. 74 8.00% I. 13% 

頁岩45 l 

゜゜゜
I 8.45 4. 00% 2.56% 

頁岩46

゜゜゜
J I l 15 4, 00% 0.35% 

珪質頁岩30

゜
4 l 

゜
5 124. 60 20. 00% 37. 68% 

珪質頁岩31

゜゜゜
l I 3. 61 4.00% 1.09% 

嶺岡頁岩18

゜
l 

゜゜
I l. 02 4.00% 0.31% 

嶺岡頁岩19

゜
1 

゜゜
I 1. 24 4.00% 0. 38% 

ホルンフェルス33

゜
2 l 

゜
3 56. 72 12.00% 17. 15% 

チャート44

゜
1 

゜゜
1 45.43 4.00% 13. 74% 

チャート45

゜
1 

゜゜
1 30.53 4.00% 9. 23% 

チャート46

゜
1 

゜゜
l 25. 60 4.00% 7. 74% 

チャート47

゜
1 

゜゜
1 4. 26 4.00% I. 29% 

合計 1 20 2 2 25 330. 64 100. 00% 100 00% 

第31表第29プロック出土石器組成表

母岩名／器種
楔形

剥片 点数 重蘊(g) 点数比 菰贔比
石器

安山岩A37 I 

゜
I 5. 46 50. 00% 31. 78% 

珪質頁岩32

゜
l 1 11. 72 50. 00% 68. 22% 

合計 I 1 2 17. 18 100. 00% 100. 00% 

第32表第30プロック出土石器組成表

母岩名／器種 剥片 点数 重量(g) 点数比 重量比

安山岩A38 l l 15. 71 33. 33% 64. 25% 

黒曜石18 2 2 8. 74 66.67% 35. 75% 

合計 3 3 24. 45 100. 00% 100. 00% 

第33表 第31プロック出土石器組成表

母岩名／器種
楔形

剥片 礫 点数 重量(g) 点数比 重量比
石器

安山岩Al I 

゜゜
I 10. 43 8. 33% 12. 57% 

安山岩A2

゜
I 

゜
I 1. 92 8. 33% 2.31% 

安山岩A3

゜
I 

゜
1 4.40 8. 33% 5.30% 

安山岩Bl

゜
I 

゜
1 0.68 8. 33% 0.82% 

黒曜石l

゜
3 

゜
3 14. 16 25. 00% 17. 06% 

頁岩1

゜゜
I I 24. 97 8. 33% 30. 08% 

珪質頁岩l

゜
2 

゜
2 6. 11 16. 67% 7. 36% 

珪質頁岩2

゜
I 

゜
I 1. 87 8. 33% 2. 25% 

チャート1

゜
I 

゜
I 18. 46 8. 33% 22. 24% 

合計 1 10 1 12 83.00 100. 00% JOO. 00% 
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第34表 第4文化層出土石器組成表（全体）

母岩名／器種
ナイフ

削器
二次加 咽形

剥片 石核 礫 点数 誼拭(g) 点数比 重量比形石器 工拘l片 石器

安山岩Al

゜゜゜゜
2 

゜゜
2 6, 10 1. 52% 1.49% 

安山岩Bl

゜゜゜゜
3 

゜゜
3 15 73 2. 27% 3.83% 

安山岩B2

゜゜゜゜
1 

゜゜
I 2. 31 o. 76% 0.56% 

黒曜石l

゜゜゜゜
IO 

゜゜
10 49 60 7. 58% 12. 08% 

黒曜石2 ］ 

゜゜゜
2 

゜゜
3 3 10 2 27% 0. 76% 

焦曜石3

゜゜゜゜゜
I 

゜
I 5, 97 0. 76% 1.45% 

黒曜石4

゜゜゜゜
I 

゜゜
I 2 62 0. 76% 0.64% 

頁岩I

゜゜゜゜
3 

゜゜
3 3 63 2. 27% 0.88% 

頁岩2

゜゜゜゜
2 

゜゜
2 3, 55 I. 52% 0.86% 

頁岩3

゜゜゜゜
I 

゜゜
I IO 89 0 76% 2.65% 

頁岩4

゜゜
1 

゜゜゜゜
I 4, 85 0. 76% 1.18% 

頁岩5

゜゜゜゜
1 

゜゜
I 3 78 0 76% 0.92% 

頁岩6

゜゜゜゜
1 

゜゜
I 0 87 0. 76% 0.21% 

珪質頁岩1

゜゜゜゜
2 I 

゜
3 33, 26 2. 27% 8.10% 

硬質頁岩1 2 l 5 

゜
73 I 

゜
82 184 22 62 12% 44. 88% 

硬質頁岩2

゜゜゜゜
2 

゜゜
2 10.08 l 52% 2.46% 

硬笠頁岩3

゜゜゜゜
2 

゜゜
2 1. 70 1. 52% 0.41% 

硬質頁岩4

゜゜゜゜
2 

゜゜
2 l 06 1 52% 0. 26% 

硬質頁岩5 1 

゜゜゜゜゜゜
I 3, 38 0. 76% 0.82% 

硬質頁岩6

゜゜゜
I 

゜゜゜
I 2 07 0 76% 0.50% 

嶺岡頁岩1

゜゜゜゜
1 

゜゜
I 6 14 0 76% 1.50% 

砂岩1

゜゜゜゜
l 

゜゜
I 2 47 0. 76% 0.60% 

チャート1

゜゜゜゜
I 

゜
I 2 17 08 l 52% 4.16% 

チャート2

゜゜゜゜゜゜
I I 31. 44 o. 76% 7.66% 

玉髄1

゜゜
1 

゜
1 

゜゜
2 2 31 1. 52% 0.56% 

玉髄2

゜゜゜゜
2 

゜゜
2 2. 29 l 52% o. 56% 

合計 4 I 7 I 114 3 2 132 410, 50 100. 00% 100. 00% 

第35表第32ブロック出土石器組成表

母岩名／器種
ナイフ

削器
二次加 楔形

剥片 石核 礫 点数 重紐(g) 点数比 重量比
形石器 工剥片 石器

安山岩Al

゜゜゜゜
2 

゜゜
2 6. 10 I. 56% 1.55% 

安山岩Bl

゜゜゜゜
3 

゜゜
3 15. 73 2. 34% 4.01% 

安山岩B2

゜゜゜゜
1 

゜゜
I 2. 31 0. 78% 0.59% 

黙曜石l

゜゜゜゜
10 

゜゜
10 49.60 7. 81% 12.63% 

黒曜石2 1 

゜゜゜
2 

゜゜
3 3 10 2. 34% 0. 79% 

頁岩I

゜゜゜゜
3 

゜゜
3 3, 63 2 34% 0.92% 

頁岩2

゜゜゜゜
2 

゜゜
2 3, 55 1. 56% 0.90% 

頁岩3

゜゜゜゜
1 

゜゜
I 10. 89 0 78% 2. 77% 

頁岩4

゜゜
1 

゜゜゜゜
I 4, 85 o. 78% I. 24% 

頁岩5

゜゜゜゜
1 

゜゜
I 3 78 0. 78% 0.96% 

頁岩6

゜゜゜゜
1 

゜゜
I o. 87 o. 78% 0. 22% 

珪質頁岩1

゜゜゜゜
2 I 

゜
3 33.26 2. 34% 8. 47% 

硬質頁岩1 1 1 6 

゜
72 I 

゜
81 181. 09 63 28% 46. 12% 

硬質頁岩2

゜゜゜゜
2 

゜゜
2 IO. 08 1. 56% 2. 57% 

硬質真岩3

゜゜゜゜
2 

゜゜
2 1. 70 1. 56% 0.,13% 

硬質頁岩4

゜゜゜゜
2 

゜゜
2 I. 06 l. 56% o. 27% 

硬質頁岩5 1 

゜゜゜゜゜゜
I 3, 38 0. 78% 0.86% 

硬質頁岩6

゜゜゜
1 

゜゜゜
I 2 07 o. 78% 0. 53% 

砂岩I

゜゜゜゜
l 

゜゜
I 2. 47 o. 78% 0.63% 

チャート1

゜゜゜゜
1 

゜
I 2 17. 08 1. 56% 4. 35% 

チャート2

゜゜゜゜゜゜
I I 31. 44 o. 78% 8.01% 

玉髄1

゜゜
I 

゜
1 

゜゜
2 2. 31 1. 56% 0. 59% 

玉髄2

゜゜゜゜
2 

゜゜
2 2 29 1. 56% 0. 58% 

合計 3 1 8 1 111 2 2 128 392. 64 100. 00% JOO. 00% 
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第36表 第33ブロック出土石器組成表

母岩名／器種 剥片 石核 点数 重量(g) 点数比 煎籠比

黒曜石3

゜
1 1 5.97 25. 00% 33. 43% 

黒曜石4 I 

゜
I 2.62 25. 00% 14.67% 

硬質貞岩l 1 

゜
1 3. 13 25. 00% 17. 53% 

嶺岡頁岩l I 

゜
I 6. 14 25. 00% 34. 38% 

合計 3 1 4 17.86 100. 00% 100. 00% 

第37表 第5文化胴出土石器組成表（全体）
礫を含む

母岩名／器種
二次加

剥片 石核 敲石 礫 点数 m址(g) 点数比
工剥片

安山岩81

゜゜
1 

゜゜
1 98. 19 0.81% 

安山岩c

゜゜゜゜
5 5 180.33 4.03% 

流紋岩

゜゜゜゜
6 6 247. 59 4.84% 

黒曜石1 I 5 l 

゜゜
7 58. 23 5.65% 

県曜石2

゜
I 1 

゜゜
2 14. 01 1.61% 

貞岩

゜゜゜゜
11 11 355.49 8.87% 

嶺岡頁岩l

゜
I 

゜゜゜
I 9. 01 0.81% 

砂岩l

゜゜゜
I 

゜
I 161. 37 0.81% 

砂岩

゜゜゜゜
70 70 2,607 II 56.45% 

礫岩

゜゜゜゜
I I 12. 43 0.81% 

ホルンフェルス

゜゜゜゜
7 7 562. 66 5.65% 

チャート

゜゜゜゜
7 7 265 01 5 65% 

珪岩

゜゜゜゜
5 5 127. 19 4. 03% 

合計 1 7 3 l 112 124 4,698.62 100. 00% 

礫を除く

母岩名／器種

安山岩Bl

黒曜石1

黒曜石2

嶺岡頁岩l

砂岩l

合計

二次加
剥片 石核 敲石 点数 霞量(g)

工剥片

゜゜
1 

゜
1 98. 19 

1 5 I 

゜
7 58.23 

゜
1 1 

゜
2 14.01 

゜
1 

゜゜
I 9. 01 

゜゜゜
l 1 161. 37 

1 7 3 1 12 340. 81 

第38表第34プロック出土石器組成表
礫を含む

母岩名／器種 剥片 敵石 礫 点数 前量

流紋岩

゜゜
3 3 155. 07 

頁岩

゜゜
， ， 324. 87 

嶺岡頁岩l I 

゜゜
1 9. 01 

砂岩l

゜
l 

゜
1 161. 37 

ホルンフェルス

゜゜
3 3 305. 16 

チャート

゜゜
2 2 130. 45 

点数比

8.33% 

58. 33% 

16. 67% 

8.33% 

8.33% 

100. 00% 

点数比

15. 79% 

47. 37% 

5. 26% 

5. 26% 

15 79% 

10. 53% 

合計 1 1 17 19 1, 085. 93 100. 00% 

礫を除く

母岩名／器種 剥片 敲石 点数 重量 点数比

嶺岡貞岩1 1 

゜
1 9. OJ 50. 00% 

砂岩I

゜
I 1 161 37 50 00% 

合計 I I 2 170. 38 100、00%

-203 -

重紘比

2. 09% 

3,84% 

5. 27% 

1. 24% 

0. 30% 

7. 57% 

0. 19% 

3.43% 

55. 49% 

0. 26% 

11.98% 

5.64% 

2. 71% 

100. 00% 

誼飛比

28. 81 % 

17. 09% 

4.11% 

2, 6%  

47. 35% 

100. 00% 

重量比

14.28% 

29. 92% 

o. 83% 
14.86% 

28. 10% 

12.01% 

100. 00% 

重位比

5.29% 

94. 71% 

100. 00% 



第39表 第35ブロック出土石器組成表
礫を含む

母岩名／器種 剥片 礫 点数 重量(g) 点数比

安山岩c

゜
I 1 112. 32 I. 49% 

流紋岩

゜
I l 53. 03 l 49% 

黒曜石1 3 

゜
3 15. 12 4.48% 

黒曜石2 I 

゜
I 2. 54 1.49% 

貞岩

゜
1 I 14. 90 1.49% 

砂岩

゜
48 48 I, 750. 64 71. 64% 

礫岩

゜
1 I 12. 43 1. 49% 

ホルンフェルス

゜
3 3 209. 94 4.48% 

チャート

゜
3 3 Ill. 70 4.48% 

珪岩

゜
5 3 127. 19 7.46% 

合計 4 63 67 2,409.81 l()().00% 

礫を除く

母岩名／器種 剥片 点数 賦量(g) 点数比

黒曜石l 3 3 15. 12 75.00% 

黒曜石2 I 1 2 54 25 00% 

合計 4 4 17. 66 100. 00% 

第40表 第36プロック出土石器組成表
礫を含む

母岩名／器種
二次加

剥片 石核 礫 点数 重量(g)
工剥片

安山岩Bl

゜゜
I 

゜
I 98. 19 

安山岩c

゜゜゜
4 4 68.01 

流紋岩

゜゜゜
2 2 39. 49 

黒曜石l I 2 I 

゜
4 43 11 

黒曜石2

゜゜
l 

゜
I II. 47 

頁岩

゜゜゜
I I 15. 72 

砂岩

゜゜゜
22 22 856 47 

ホルンフェルス

゜゜゜
I I 47. 56 

チャート

゜゜゜
2 2 22.86 

l 2 3 32 38 1,202.88 

礫を除く

母岩名／器種
二次加

剥片 石核 点数 菰砿(g)
工剥片

安山岩Bl

゜゜
I 1 98. 19 

黒曜石1 1 2 1 4 43. 11 

黒曜石2

゜゜
I 1 11. 47 

合計 1 2 3 6 152. 77 

第41表 第37ブロック出土石器組成表

菰凪比

4.66% 

2. 20% 

0.63% 

0.11% 

o. 62% 
72. 65% 

0. 52% 

8. 71% 

4, 6-4% 

5. 28% 

100. 00% 

邸紘比

85. 62% 

14. 38% 

100. 00% 

点数比

2.63% 

10. 53% 

5.26% 

10. 53% 

2. 63% 

2 63% 

57.89% 

2.63% 

5.26% 

100. 00% 

点数比

16. 67% 

66. 67% 

16 67% 

100. 00% 

母岩名／器種

安山岩Al

合計
点数： I 重：：；： I ：三I:；・：: 

-204 -

重位lt

8.16% 

5. 65% 

3. 28% 

3.58% 

0.95% 

1.31% 

71. 20% 

3. 95% 

1.90% 

100. 00% 

重駄比

64 27% 

28. 22% 

7 51% 

100. 00% 



第42表第1ブロック出土石器属性表

挿図番号 遺物番号 器種名 母岩名
最大長 及大幅 最大囚 重量 打面 打角

秤面構成
末端 使 遺存

欠損 接合 偏 考
ロn llill n口i g 形状 剥 形状 被 部位

第IO図!Ob ISH-13-IOOla 渕片 頁岩 1 55. 07 56.45 17. 60 36. 68 I 120 1+a+m I I l 

1511-13-IOOlb 渕片 頁岩 I 27. 40 29.82 6. 98 4. 04 C 108 I十皿 F 

!SH-13-1002a 剥片 頁岩 1 58 22 20.83 12. 64 II. 09 p I+D+m s 
l5H-13-1002b 潟l片 頁岩 1 22. 30 16. 36 6. 88 2. 26 2 126 I+V s 

第9図9b lSH-13-1()()3 村片 頁岩 l 30 16 39. 91 II. 31 13, 22 I I +Ill H 2 

第9図7 ISH-l3-l004a 石核 安山岩A 1 49.65 62. 59 14 19 38. 58 50 N 

1511-13-IOOSa 渕片 頁岩 I 29. 16 24. 19 6. 25 4 46 V H LB 

第11図14b !SH-13-1007 敲石 流紋岩 I 163 70 85.10 54. 20 950. 00 S, H 3 

lSH-13-1008 剥片 安山岩A I 6 45 7. 75 4. 49 0. 19 r F B 

!SH-23-1001 渕片 ホルンフェルス 2 26. 21 32.42 5. 75 4 63 L 田

第11図14a ISH-23-1002 剥片 流紋岩 I 30. 68 21. 66 7. 67 4. 02 2(2) l+V H 3 

I SH-23-1003 剥片 安山岩A I 19. 76 24.85 6. 24 2. 42 I 122 I十皿 H 

ISH-23-1004 啜片 安山岩A 1 16 09 16.82 4. 32 I. 29 I I+V fl 

lSH-23-1005 剥片 安山岩B 1 17 23 9.80 3. 47 0. 46 l+V s B 

筍9図8 ISH-23-1006 石核 安山岩B I 38. 74 65.87 20. 71 34 52 78 

ISH-23-1007 剥片 安山岩A l 16 18 9. 52 8. 47 I. 32 I 90 I +Ill s 
哨10図10a l SH-23-1009 剥片 頁岩 1 40 98 32 04 10. 36 II. 55 I 106 I+ a +Ill F I 

筍9図9a 15H-23-t01 I 剥片 氏岩 I 16. 70 17 03 4. 22 1.05 I 92 1+m F R 2 

15H-23-1013 剥片 黒曜石 I 17. 89 33. 42 5. 2S 3. 12 m+v H B 

ISH-23-101<1 剥片 頁沿 l 22 52 12 67 5. 86 I. 20 2(1) 110 Ul H R 

ISH-33-IOOla 剥片 玉髄 I 14. 61 10. 94 5. 03 o. 59 7(4) 114 I+m 

゜ISH-33-IOOlb 剥片 玉髄 l 12. 03 7. 07 3. 66 0. 18 I +Ill s B 

ISH-33-1002 剥片 チャート 2 27, 71 22 00 11．訊 6.06 r+m+v 

゜
B 

ISH-33-1003 刻片 頁岩 2 39. 61 22, 74 13. 93 11.17 I 126 I +Il十III s 
第10図lie ISH-33-1004 剥片 頁岩 2 36. 45 23, 03 17. 60 IO. 70 I 120 1+a+m 

゜
4 

筍9図l ISH-33-1005 削器 黒濯石 2 41. 89 20 73 12.04 8. 93 ] +m  

゜
+ 潤整角62~84

屯9図5 ISH-33-1006 敲石 砂岩 2 60. 90 56, 31 36. 93 131.97 S, H 

第10図lib ISH-33-1007 剥片 頁岩 2 37 35 23 64 9.41 7. 08 2(1) 112 I十田 H R 4 

ISH-33-1008 剥片 頁弟 2 Ii. 32 14 33 4. 61 0. 90 2 116 I s R 

第10図Ila ISH-33-1009 刻片 頁岩 2 31. 95 21. 06 7. 93 4. 48 2(1) 112 I li L 4 

ISH-33-1010 剥片 頁岩 2 49. 67 51. 38 25. 13 52.90 1 128 l+ll+lll F 

第23図39b ISH-33-1012 和1片 チャート I 46. 10 45. ll 17. 79 23. 29 1 94 l+IV+V 

゜
H 5 プロック間接合

筍9図3 1611-03-1001 弔形石器 珪質仄岩 I 20. 91 27. II 4. 53 2. 57 

151-11-1002 剥片 嶺岡頁岩 I 36. 90 36, 92 7.80 5. 51 3 124 I H 

151-20-1001 13. 90 15. 77 4. 20 0.87 

15H-13-1004b 26. 82 19. 65 4. 98 2. 46 

等13図15 15H-13-1005b 台石 砂岩 I 72. 94 33. 38 9. 25 11.25 S, H 6 

15H-13-1006 22. 34 14. 52 3 71 1.07 

ISH-23-1010 209. 10 112. 20 78. 30 2,:>t5.00 

151-20-1001 剥片 黒喝石 I 16. 24 26. 95 7. 11 1.59 C 126 I +II十田 H 

第10図12a 151-20-1003 剥片 安山柑A I 30. 58 44 12 8 57 10. 50 C 90 a+m F 7 

第11図13e 151-20-1004 石核 ホルンフェルス 1 65. 62 85. 90 19, 28 74 44 訓～62 8 

笞9図2 15 I -20-1005 刹片 砂岩 3 40.糾 31. 05 4. 68 5.90 1 110 V s p 酎匹糾

笥9図4 151-20-1006 剥片 黒曜石 I 22. 95 36. 79 7 25 3 55 2 120 I +Il十田 H N 

151-20-1007 糾片 頁岩 I 29. 52 27. 36 20, 88 II 92 C 108 l+N+V s 
151-20-1009 剥片 頁沿 I 32. 98 茨｝． 93 9. 01 9. 93 2 140 r+n+m+v H 

第9図6 151-20-1010 石核 黒曜石 I 22. 68 52. 41 13 41 15 45 68 

151-30-1001 剥片 黒曜石 I 17. 76 JO. 81 5, 65 0. 60 2 94 I s L 

151-30-1002 剥片 安山岩A I 28. 54 35. 04 7. 78 4 74 I 138 I +m  H L 

第11図l油 151-30-1003 剥片 ホルンフェルス 1 16. 64 16. 37 5 33 I 02 C 104 皿 s R 8 

第II図13d 151-30-1004 剥片 ホルンフェルス 1 28. 66 35. 51 7 67 7 23 l 126 （＋皿十V F 8 

第II図13b 151-30-1005 剌片 ホルンフェルス 1 17.邸 30. 19 6. 56 3, 28 C 106 l+ill l~ L 8 

第10図12b 151-30-1006 剥片 安山柑A I 21. 87 18. 09 4 05 I 29 C 92 I s R 7 

第10図12c 151-30-1007 剌片 安山岩A l 21. 97 II. 50 4, 36 1, 06 C 92 I s L 7 

151-30-1009 剥片 安山沿A 2 34. 78 42. 21 14 81 16. 89 2 116 田十V s 
第II図13c 151-30-1010 剥片 ホルンフェルス 1 18. 98 15. 62 7, 95 2 13 C 106 I F R 8 

151-30-1011 剌片 珪質頁岩 2 22. 39 16. 09 4, 78 0, 91 l 120 I H R 

151-30-1012 剥片 頁必 2 25. 73 29. 66 6. 43 4. 13 I 118 1+n+m s 
151-30-1013 剥片 ホルンフェルス 3 20. 32 25. 86 4, 87 2. 51 3 118 I+!V＋v s 
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第43表第2ブロック出土石器属性表

挿図番号 遺物番号 器種名 母岩名
最大長 最大幅 最大厄 政量 打面 打角

村面構成
未端 使用痕 遺存

接合 偏 考
皿 IDII llllll g 形状 剌離角 形状 祇寮痕 部位

第17図18 IGG-12-1003 石核 珪質氏岩 3 33. 02 46. 54 33. 52 43. 60 60~88 

16G-13-1001 礫 チャート 4 29. 16 25. 41 17.63 11. 77 H 

IGG-13-1002 剥片 チャート 3 18. 24 26 40 9.82 3. 59 m+1V I'll 

16G-13-1003 石核 チャート 3 33. 20 34. 83 30. 11 29. 89 48 ， 
l6G-J3-J004 剌片 チャート 3 41. 32 46. 53 11.91 18. 16 1+m+v s B ， 
16G-!3-1005 石核 チャート 3 30. 92 56 92 68.88 116. 96 86 10 

1010b 

16G-13-1006 剌片 チャート 3 18. 76 24 96 8. 26 3. 45 I+Il+IV F B 10 

16G-13-1007 剥片 チャート 3 25. 60 20 43 11.00 4.切＇ I +IV ¥'M 11 

16G-13-1008 剥片 チャート 3 51. l2 28. 16 23.52 26. 85 r+n十m+v

゜
B 10 

16G-J3-!009 剌片 チャート 3 20. 14 17. 79 6.89 2. 71 2 106 r+n+m+rv H 10 

IGG-13-IOIOa 剥片 チャート 3 41. 60 25. 59 10. 37 7. 61 I 96 （＋皿＋1V H 10 

!GG-13-1011 剥片 チャート 3 28. 74 58. 34 14. 35 20. 87 2 144 l+IIl+IV H 

IGG-13-1013 剥片 チャート 3 40. 06 29 13 14. 95 13. 89 C 76 l+D+IV F 
16G-13-1015 剥片 安山岩A 3 36. 02 30. 03 12. 30 9. 20 I 104 I+ ID F 

第16即17b lGG-13-1016 石核 砂岩 4 61. 53 87. 26 24. 19 122. 80 既 78 12 

1017 

IGG-13-1018 石核 チャート 3 19. 76 52 99 31. 33 19. 28 60 JO 

IGG-13-1019 石核 チャート 3 40. 42 37. 35 25. 65 38. 77 98 10 

第17図19 16G-13-l020 石核 チャート 3 29 09 32.18 19. 13 15. 10 50 ， 
IGG-13-1021 石核 チャート 3 12. 96 17. 20 11.00 2 01 78~88 

IGG-23-1001 剌片 安山岩A 3 38. 76 30. 17 9.88 9. 70 l+Ill+V F B 

IGH-00-1003 剥片 チャート 3 21. 89 30. 91 13. 37 6. 32 1 112 I +IV II 

16H-00-I 004 剥片 流紋岩 2 49. 72 36. 5-1 II. 96 16. 82 I 98 l+V F 

1611-10-1001 剌片 頁岩 4 23. 19 29. 29 7. 23 4. 58 I 126 I十田 H 

第16図16 16H-I0-1002 二幻紅口研 珪質頁沿 l 26. 62 27. 96 13 87 10. 45 5(1) 124 I+D+ID+IV II 漏整角68

16H-10-1004 剥片 チャート 3 36. 04 24.02 15. 54 12. 57 I 128 1+a+m+v s 
1611-10-1006 剥片 チャート 3 16. 80 9.14 7.06 I. 12 L 1+n+m 

゜
L 

IGH-10-1007 剥片 チャート 3 24. 63 25. 70 12 92 5. 84 1+111+(V s B JO 

IGH-10-1008 剥片 チャート 3 29. 02 31. 36 II. 99 7. 82 C 108 1+n+v s ， 
161l-10-1012 剥片 チャート 3 18. 92 35.78 10. 96 6. 88 C 110 l s 10 

16H-I0-1014 剥片 チャート 3 39. 48 28. 68 16. 19 13. 66 2 102 n+m+v F ， 
16H-20-1002 二肝 チャート 3 7. 14 17. 93 13. 07 2. 02 64 JO 

第44表 第3プロック出土石器属性表

挿図番号 遺物番サ 器種名 母岩名
最大長 最大幅 最大厚 重量 打面 打角

背面構成
末端 使用痕 遺存

接合 偏 考
鳳鳳 lllll 匹 g 形状 剥離角 形状 被然痕 部位

IGH-11-1001 剥片 チャート 3 22. 50 20.86 9. 05 2. 75 I+V tr曲祉給如吋L，ガジリ

16H-ll-1002a 剥片 チャート 3 45. 92 25.44 9. 60 8. 15 I 90 I +N H 10 

屯19図21 1611-11-1002b 二計 嶺岡頁岩 1 28. 37 14. 37 5. 17 I. 72 I 114 】+n+v F 調整角66

IGH-12-1001 剥片 珪質頁店 7 33. 25 切．20 a Il 5. 55 2 102 1+n+m 

゜第19図20 16H-12-1002 ニ l片 珪質頁府 4 43. 51 51. 07 21. 66 30. 41 13(8) 140 I +III十V F ＼ 調整角72

筍19図25 1611-12-1003 桟片 珪質頁岩 5 54. 22 切． 12 13. 49 10. 77 5(3) 122 1+n+m F N 

IGH-12-1001 禎片 頁内 6 36. 63 33. 68 8 05 8. 23 C 116 l+ll+IV 末端部ガジリ

IGH-12-1005 剥片 安山岩A 1 17. 18 13. 86 2. 75 0. 51 1 120 l+V ド

1611-12-1006 材片 安山岩A I 38 48 13. 88 6. 69 2. 98 I 100 I+V 

＂ 
R 

!GH-12-1007 M片 嶺岡頁店 2 23. 56 13. 21 4, 44 I 65 l+V I'll 

IGH-12-1008 剥片 チャート 3 24. 25 34. 28 12. 91 7. 27 I 114 I +IV H 11 

16ll-12-1009a 渕片 チャート 3 34. 99 39. JO 18. 34 18. 82 C 122 I+ Il +IV s 10 

16H-12-1009b 剥片 チャート 3 お 14 22. 28 10. 65 3. 48 1 136 l+JV II 

第19因27 16H-12-1010 石核 チャート 3 34. 86 46. 27 15. 57 17. 19 66 13 

1017 

16H-12-101 l 剥片 チャート 3 38. 04 42. 35 15. 27 18 04 C 100 r+m+rv s 10 

IGH-12-1012 剥片 チャート 3 30. 19 21. 93 7. 80 4. 72 C 98 

＂ 
LH 

第19図23 16H-12-1014 利片 ホルンフェルス 4 34 01 30. 91 13. 06 9. 94 2 104 l+V 

＂ 
ト

16H-12-10l5 剥片 チャート 3 38. 94 23. 86 7. 71 5 89 C 142 ill+IV 

゜IGH-12-1016 ふl片 チャート 3 55. 56 46. 22 23. 35 60. 60 C 124 1+m+v s R 10 

16H-!2-1018 湖片 チャート 3 15 37 33・ IO 7. 43 2. 25 I 106 （＋田

゜16H-12-1019 剥片 チャート 3 11.57 23. 83 2 31 0 48 V H 打面部ガジリ

1611-12-1020 ぷl片 チャート 3 9. 72 21. 05 7. 23 0. 93 r+m+N H 8 

第16図17a lGH-12-1021 剥片 砂店 4 51 26 47. 08 12. 03 21. 03 C 98 1 +n+v II R 12 プロック間接合

第19因26 lGH-12-1022 ぷl片 珪質頁岩 I 34. 06 26. 22 9.41 8.10 I 132 I +Ill H 

IGH-12-1024 剖片 チャート 3 32. 69 II. 41 7.90 2.67 I +IV s B 
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挿図番号 遺物番号 器種名 母岩名
欣大長 最大幅 最大原 重屈 打面 打角

背面構成
末端 使川痕 遺存

接合 偏 考
n置 皿薗 llJll g 形状 剥濯角 形状 被熱痕 部位

16H-I2-I026 剥片 珪質頁岩 6 36. 17 21. 72 13. 94 6. 75 L 1+11 s し

第19図24a 1611-12-1027 剥片 頁岩 5 33 22 55. 62 9. 94 15.42 L I+V II 14 

16H-21-1001 剥片 チャート 6 9. 62 13 96 2. 82 o. 23 L I F 

第19図22 16H-21-!002a 剥片 チャート 5 43. 33 35, 28 9. 57 14.86 3 122 l+V F k 

1611-21-1002b 剌｝す 屈曜石 3 12 77 11. 00 2. 16 0. 23 2 90 I+ D II 

第19図24b 16H-22-IOOI 剥片 頁府 5 27. 33 29 23 8. 66 10. 27 I +Ill F B l•l 

第45表 第4プロック出士石器厩性表

挿図番号 遺物番号 器稲名 母岩名
最大長 最大幅 最大厚 重藷 打iiii打角

•Lfilii構成
末端 使用痕 遺存

接合 傭 巧
IIlll mm lllD g 形状 剥嗚角 形状 被熱痕 部位

16H-13-1001 剥片 頁岩 7 34, 40 36. 77 9. 75 9.02 I 112 l+V F 

1611-13-1002 剥片 頁岩 7 6. 44 18, 49 3. 23 0. 36 C 104 I +IV H 

16H-J3-1003 剥片 珪質頁先 8 30. 04 24 76 6. 71 3. 4? C 106 I H L 

1611-13-1006 剥｝ヤ 且岩 8 16. 42 22, 99 6. 48 I. 74 2 112 r+m+N F 

1611-13-1007 剥片 チャート 10 39. 69 43 04 12. 22 17. 22 I 106 I s 
第22図32 16H-23-1001 楔形石器 糾曜石 2 41 13 32 23 13. 55 16. 75 

第22圏38 1611-23-1002 石核 チャート 7 27, 65 12, 11 23. 30 7. 98 80 

1611-23-1003 剥片 チャート 14 31 18 26, 84 13. 17 9. 13 3 124 r+m+v 

゜I GH-23-1004 剥片 チャート 7 24 05 21 38 9. 59 2. 79 I 92 I H 

16H-23-1005 剥片 安111岩B 2 22. 53 25, 01 7. 48 3. 98 I 90 n +m H 

16!1-23-1006 剥片 安山岩A 3 28. 06 22, 91 7. 76 3.46 r +n+m F B 

16H-23-1007 剥片 チャート 13 24, 91 35 35 12. 72 7. 78 n+m+IV s 8 

16H-23-I008 剥片 屈曜石 I 15 48 25, 87 6. 91 2.07 L ) ＋ru s 
1611-23-1009 剥片 チャート I 18. 10 17 80 5. 76 1.64 I十田＋1V s B 15 

16H-23-1010 石核 チャート I 14. 86 14 32 6. 59 I. 33 16 

1611-23-1012 剥片 砂岩 5 39. 07 21. 57 5. 87 3. 70 I 104 l+V F 

16H-23-1013 剥片 チャート 1 21 11 26 73 7. 43 2. 45 I 100 I+ID+IV F 15 

16H-23-l014 剥片 ホルンフェルス 4 14 28 15 35 3. 78 0. 95 I H B 

1611-23-1015 剥片 チャート I 21 61 16, 80 6. 93 2. 48 I +IV F B 

第22図36 1611-23-1016 二次i肛U妍・ 嶺岡頁岩 3 27 00 19. 20 7. 36 3. 65 3(3) 140 1+a+m Il N R 

IGH-23-1017 刹片 チャート 1 26. 32 27 51 13. 85 7.04 4 10,l I+[V 

゜1611-23-1018 剥片 チャート I 36. 20 31. 69 11. 97 10. 47 2 106 I+ill+IV+V 

＂゚ 
16 

IGH-23-1019 剥片 チャート I 38. 46 45 06 14. 14 22. 41 I 138 r+m+rv s 
I GH-23-1020 剥｝t チャート I 10. 80 24. 51 S. 52 1.80 C 102 Il + IJI 

゜
H 15 

16ll-23-I021a ,j;J片 チャート l 17 47 12 86 6. 06 1. 22 L Il+[V 

゜16H-23-!02lb 剥片 チャート I 8. 69 7, 96 4. 63 0. 22 C 82 I H 

1611-23-1022 剥片 砂岩 6 38 61 33. 63 II. 21 10. 22 D +Ill t1 B 

第22図30 IGH-23-1023 二次IJIIjij片 嶺岡頁府 3 32, 59 22 88 8. 13 6. 65 a+m+v H 調整角6

IGH-23-10糾 剥片 チャート 1 49. 65 48. 27 27. 72 45. 47 I 132 I+ill+IV+V 

゜
H 16 

I GH-23-I 025 剥片 チャート I 37. 94 29. 73 17. 31 12. 75 I 142 1+n+m+IV 

゜
15 

1611-23-1026 剥片 砂れ 7 11 52 14 66 2. 37 0. 41 L I+V s 
16H-23-1027 石核 チャート I 42 46 40. 92 38. 19 48. 56 74~82 H 15 

IGH-23-10蕊 剥）i~ チャート 9 43, 74 62. 18 13. 89 ね．29 L a+m+v F H 

1611-23-1029 刹片 チャート 9 20. 10 32 72 26. 64 12.09 2+C 98 1+n+m 

゜
II 

I 6H-23-1034 剥片 チャート 8 18. 25 13. 99 4.ぉ 1. 01 2(1) 108 l+U+IV H 

1611-23-10350 剥片 頁岩 8 12 9l 16, 26 6. 76 0. 80 I 92 I +Ill s L 

16H-23-1035b 剥片 頁れ ， 6. 08 15 01 2. 22 0. 17 I 118 l +lll H 

l GH-23-1036a 礫 ホルンフェルス 7 27, 49 20. 55 14. 59 10. 22 H 一括

第22図33 16ll-23-1036b 潟片 /.11躍石 2 19 79 10. 85 6. 59 0. 90 1+n+m 

゜
N B 一括

16H-33-1001 刺片 チャート l 11 33 21. 18 13. 36 2. 44 I 72 n +rn H 15 

I GH-33-1002 剥片 チャート I 9, 85 16 68 5. 6S o. 34 I 98 U+ill+IV H 

1611-33-1003 刺片 チャート 1 18 11 16. 38 5. 35 2. :¼ l 118 l +IV 

゜
L 

16H-33-1004 剥片 チャート I II 93 12 04 l. 78 0. 18 I +IV F B 15 

I 6H-33-I 005 請）t• 砂岩 5 46, 83 64. 39 10. 39 32. 48 L V H 

第23図39d 161l-33-1006 啜）t チャート I 19. 06 19. 53 7. 63 l. 65 IV+V 

゜
II LB 5 

JGH-33-1007 剥片 チャート 11 37 37 40 42 II. 13 18. 21 l•C 116 I +JV H 

16H-33-I008 禎）t チャート l 21. 51 23. 81 6. 30 2. OS L I+Ill+N+V H H 16 

第23図39a 16ll-33-1009 剥片 チャート l 43. 93 41. 27 15. 51 31. 00 3 106 IV+V s II 5 

16H-33-IOIO 剥片 チャート I 40. 76 26 84 II 20 9. 67 I 96 J+V s H 
16H-33-101 I 剥片 チャート 1 33, 44 17. 93 10. 57 4. 59 I 90 l+IIl+IV s 15 

161l-33-1012 剥片 チャート I 32 33 26 31 14 93 13. 00 r+m+rv+v 

゜
II B 

第23図39c 16H-33-1013 禎片 チャート 1 5 5, 7 3 48. 38 15. 92 33．糾 l+V F H RB 5 

161-10-1002 剥）t チャート 8 28. 90 21. 62 5. 16 2. 81 5 108 !+ill s 
箱22図34 !6!-10-1004 剥片 ホルンフェルス 5 38 18 26 86 7. 05 5. ＜l l I +rn F N B 
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挿図番り 遺物番サ 器稽名 母岩名
最大長 最大幅 最大厚 孤量 打面 打角 ffilii構成

末端 使用痕 遺存
接合 偏 考

鵬m Dlll 111111 g 形状 剥離角 形状 被熱痕 部位

第22図37 161-10-1009 石核 チャート 12 38. 42 33. 02 18. 54 17. 31 50 

筍22図28 161-10-1013 削器 贔曜石 <I 17. 20 16. 90 10. 68 2. 91 調整角78~100

161-11-1010 刺片 砂岩 5 18. 71 17. 04 4. 78 1.10 I 100 I F R 

笥22図35 161-11-1011 ぷl片 砂沿 5 54. 02 ふl,44 13. 93 33. 17 2 102 l+V F N 

161-20-1001 剥片 安山岩A 3 31. 70 36. 36 10. 48 8. 64 l+ll H 

161-20-1002 剥片 安山岩A 3 16. 64 11 63 3. 01 0.48 I 108 I s 
161-20-1003 剥片 安山岩A 3 57. 42 51. 03 13. 24 29. 93 6(3) 114 l+V s 
161-20-1004 剥片 安山岩A 3 16. 80 14. 08 5. 29 I. 44 III s LB 

161-20-1005 剥片 ホルンフェルス 5 19. 70 21 00 6. 35 2. 30 ! ＋田 F 8 

161-20-1006 剥片 チャート 7 28. 25 28. 44 10. 96 5. 3S 2 110 !+ill s 
161-20-1007 剥片 チャート 7 55. 92 53.62 16. 39 38. 59 1 140 !+ill fI 

161-20-1008 対片 砂莉 5 56. 62 53. 26 II. 81 27ペ35 I 110 I+V F 

161-20-1009 剥片 チャート 8 28. 45 32.52 9. 62 5. 34 I 92 1+a+rn+v F 

161-20-1010 剥片 チャート 8 23.18 24. 28 8. 57 3. 36 I +Ill+V 

゜
B 

161-20-1011 対片 ホルンフェルス 6 39. 86 42. 51 II、97 19. 12 6(3) 106 I+V F 

第22図31 161-20-1012 て次加工rt'I片 硬質只岩 1 30. 78 47.81 12. 01 13. 97 I 120 [ ＋ ［＋rn 

゜
N 調整角S.1~76

第22凶29 161-20-1013 ニ l片 安山岩A I 29 18 25. 88 7. 67 5. 16 1 104 r+m 潤整角62

第46表 第5ブロック出土石器属性表

師図番サ・ 遺物番号 器種名 母岩名
最大長 最大幅 最大肛 固量 trilii 打角

背面構成
末姻 使用痕 遺存

偏 考
1llD llllll IDll g 形状 剥離角 形状 被熱痕 部位

17H-11-1003 礫 安山!i';C I 37. 51 26. 46 17、37 6. 37 H 

筍25図40 17H-IH005 削器 チャート 8 53 26 33. 00 27. 93 37. 69 m+v 

゜
潤整角50~78

17H-12-l()()3 剥片 ホルンフェルス 4 51 56 45. 88 17 17 28. 51 C 82 l+lll H 

17H-12-1004 剥片 砂岩 5 18. 30 13. 64 6. 71 I. 41 l 98 I F L 

17H-12-1005 別片 貞岩 10 29. 9.1 46. 99 l2. 65 13. 57 2 118 1+a+m 

゜第25図42 17H-12-1006 二 頁店 11 5.J. 70 57 47 15 49 42 93 4(1) ， 1+m+iv 潤整角60~78

l 7H-12-1007 楔形石器 頁宕 10 34. 19 26. 27 8. 28 6. 70 

第25図41 17H-12-1009 剌片 貞岩 12 5-1. 42 32、60 16. 29 24. 39 I 130 r+v F N 

第47表 第6プロック出土石器属性表

挿図番サ 遺物番サ 器種名 母岩名
最大長 最大幅 最大厚 直量 打面 tr角

指面溝成
末端 使用痕 遺存

偏 存
11111 IUll ・ロl g 形状 糾離角 形状 被熱痕 部位

SJ-32-1001 対片 チャート I 47. 36 55. 59 16. 17 30. 31 C 106 
I +＂ ゜SJ-33-1001 剥片 ホルンフェルス 1 35. 61 45. 04 8. 94 13. 26 I 118 m+v s 

GJ-02-1005 礫 チャート 2 38. 56 27. 96 13. 53 14.08 H 

GJ-02-1006 剥片 安山岩A 2 29. 53 31. 75 9. 05 7.84 7(1) 104 I +ll F 

6J-03-IOOI kl片 硬質頁岩 1 29. 34 31. 55 9. 96 7.05 I 136 r+n+m H 

GJ-03-1002 剥片 安山店A 2 25. 31 22. 73 10. II 6. 14 ru+v s B 

GJ-03-1003 剥片 安山岩A l 20. OS 17.02 4.18 1. 19 C m+v F L 

GJ-03-1004 剥片 ホルンフェルス 1 26. 98 31. 89 8. 57 6. 29 2(2) 94 m F 

GJ-03-1005 剥片 安山岩A 1 12. 52 12. 25 2. 60 o. 36 l 110 I 

GJ-03-1006 剥片 安山岩A I 13. 56 17. 44 6. 24 0. 95 2 98 V F L 

GJ-03-1007 剥片 ホルンフェルス 1 10. 70 II. 81 2、81 0. 33 I 146 m+v H 

GJ-03-1008 ¥:ti片 安山むA I 27. 22 31. 51 5. 02 3. 90 L l+IO+V F 

6J-03-1009 剥片 ホルンフェルス 1 9. 56 10. 09 3. 20 0. 27 1 96 I+m s L 

6J-03-1010 剥片 安山岩A I 15 34 II. 19 9. 45 I. 40 I s B 

6J-03-1011 剥片 安山岩A I IL 51 12. 49 3 31 0. 53 L I s 
6J--03-1012 和1片 安山岩A I 21. i6 17. 88 6. 31 I. 41 L Il十皿 s 
6J-03-1013 剥片 安山岩A I 15. 55 15. 62 4. 82 I. 19 1+a+m H B 

6J-03-1014 刈片 チャート I 37 97 38. 07 15 48 25 40 rn+v 

゜
B 

第27図2a GJ-03-1015 M片 流紋沿 I 25. 23 26. 07 9. 16 3. 30 !+ill ¥'M 接合17

第27図I 6)-03-1016 楔形石器 安山岩A 2 17 68 13.18 5.69 I. 48 

GK-00-1003 剥片 安山むA I 43. 22 16. 75 5. ii 3. 68 L I+V F 

第48表 第7プロック出土石器属性表

挿図番号 遺物番号 器種名 母店名
最大長 最大幅 最大厚 痘量 打面 打角 打面

抒面構成
末端 使 遺存

接合 傭 考
m国 llllll 園m g 形状 和剛涌 潤整 形状 被 部位

5K-32-100la 剌片 安山岩A 9 21. 71 10. 43 6.00 I. 21 し n+m+v 

゜
R 

SK-32-IOOlb 刺片 硬質頁岩 I 5. II 8. 64 0. 97 0 04 ］ F B 

5K-32-JOOlc 剥片 チャート 4 6. 77 5. 23 2. 38 0. 08 I 120 l+m li L 

SK-32-1002a 剥片 安山岩A 5 19. 66 21 68 5. 27 I 64 1 116 I s R 
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挿図番号 遺物番号 器種名 母力名
最大長 最大幅 最大序 重量 rrilii 打角 打面

背面構成
木端 使用寂 遺存

接合 伍l 考
璽口 lllD “• g 形状 暉角 調整 形状 被 部位

SK-32-1002b 剥片 安山岩A 1 6.41 18. 45 2. 53 0,29 V II B 

SK-32-1003 剥片 安山沿A 4 22. 12 22. 55 7. 44 3. 41 I +v F B 

6K-02-1001 礫 ホルンフェルス 7 お．95 29. 20 21. 04 20. 72 H 18 

GK-02-1002 礫 ホルンフェルス 7 28. 17 25. 11 20. 21 12. 00 H 18 

6K-02-1003 ,~1片 安山店A 6 10.48 18. 17 3. 86 0. 59 L I+m s 
GK-02-1005 剥片 嶺岡仄岩 I 20. 55 23. 98 5. 74 l. 64 し 1 +m s 
GK-02-1006 礫 ホルンフェルス 7 43. 35 39. 09 18. 95 お，33 H 18 

GK-02-1007 刺片 安山店A 4 9. 92 10. 58 2 88 0. 27 I+m F B 

GK-02-1008 剥片 玉随 4 19. 46 13. 78 3. 72 0. 80 !+IV s B 

GK-02-1009 礫 ホルンフェルス 8 12. 81 12. 24 7. 85 0. 91 H 

笥31図9 GK-02-1010 楔形石器 安山岩A 2 V. 52 20. 71 11 59 8. 20 

GK-02-1011 礫 チャート 5 22. 14 11. 83 3. 68 0.84 

GK-02-1012 •~I片 嶺岡頁岩 I 9. 41 13. 55 4. 11 0. 34 U+UI F B 

6K-02-1013 礫 流紋灼 3 61. 13 40. 37 12 II 40. 80 H 19 

6K-02-1014 礫 珪質頁岩 4 46. 24 34. 58 19. 35 42. 21 II 

6K-02-JOJ5 礫 流紋岩 3 58. 61 38. 60 18. 41 46. 68 H 19 

GK-02-1016 礫 流紋彩 3 48. 35 31. 02 14 89 お．81

＂ 
19 

第33図25 6K-02-1017 敲石 珪質仄岩 3 58. 88 58. 03 33. 75 142. 83 S, H 

GK-02-1018 ~l片 嶺岡頁岩 l 13 24 19. 12 3. 97 0. 77 2 104 I s 
GK-02-1019 剥片 チャート 4 45. 46 31 02 10.13 14.39 1 120 l+V F 

第32図19 GK-02-1020 石核 安山岩A 10 68. 20 76. 38 76. 78 405. 00 

6K-02-1021 刺片 安山岩A 4 15 00 19. 61 2. 83 0. 73 L I ド

GK-02-1022 剥片 嶺岡頁柑 1 11. 94 29. 01 4. 44 o. 90 L I十皿 s 
第31図4 GK-02-1023 二 硬質頁岩 I 23. 00 10. 29 3. 13 0.68 I F B 調整角52

GK-02-1025 剥片 安山柑A I 35. 89 33.10 9. 27 7. 26 1 102 l +Il F 

6K-02-1026 剥片 安山岩A 1 13. 61 13. 04 2.84 o. 44 I F 

GK-02-1027 礫 流紋岩 6 36. 07 34. 86 23. 04 36.92 H 

6K-02-1028 刺片 ホルンフェルス 4 30. 69 33. 00 12. 27 9.62 1 88 I十田十＼I s 
第31図16 GK-02-1029 石核 ホルンフェルス 5 49. 35 52. 45 13.01 29.83 58 

GK-02-1030 ぷl片 安山岩A I 19. 97 22. 02 10.07 3.93 V F B 

6K-02-J031 剥片 安山店A 6 28. 71 14 46 7.06 3.31 l+V 

゜
LB 

第31図13 GK-02-1032 剥片 珪質頁彩 I 50. 00 46. 09 13.65 27.58 1 118 I+V F F、
GK-02-1033 礫 砂岩 6 48. 42 28. 44 17.48 26. 16 H 

6K-02-1004 !kl片 安山岩A 6 17. 39 10. 97 2.61 0. 41 I F 

第31図11 GK-03-JOOJ 剥片 硬質頁彩 2 25. 90 20 05 4.68 1.47 I 92 l+m F N 

GK-03-1003 剥片 頁岩 4 24. 81 13. 46 4.60 1.05 7(3) 118 ＋ l+Il F 

GK-03-1004 剥片 硬質頁岩 4 20. 97 10. 45 6. 96 0.80 1 98 l+D+IV F 

GK-03-1005 剥片 硬質頁岩 5 18. 10 7. 78 2. 17 o. 25 I 111 

第31図14 GK-03-1006 剥片 硬質頁岩 2 36. 72 22. 94 6. 54 2. 22 140U 114 ＋ l+ill F 

6K-03-J007 礫 流紋岩 4 86. 85 33 12 20.04 60.48 H 

GK-03-1008 剥片 硬質頁岩 2 18. 84 16. 61 3.61 0. 95 I 106 I+ill F 

6K-11-1001 剥片 安山岩A 6 13. 41 7. 80 3. 16 0. 38 l+ill s B 

屯33図23b 6K-JJ-J002 石核 玉駐 3 46. 63 60. 79 41. 70 105. 40 82 20 

6K-ll-1003 剥片 硬質頁岩 I 28. 05 17 91 8. 73 3. 21 I 122 I+D+m s 
GK-11-1004 剥片 安山岩A 6 9. 88 12. 00 3. 55 0. 48 I 108 l+V F 

GK-11-1005 潤片 安山柑A I 43. 69 23 74 10. 34 10.56 1 110 l+V F 

第33図23a GK-11-1006 剥片 玉髄 3 26. 71 27. 24 7. 56 4. 33 C 98 I H 20 

GK-11-1007 潟片 安山岩A 8 20. 93 27. 78 4. 55 2. 72 L l+U+V F 

6K-ll-1008 頃片 硬質頁岩 I 9. 02 1 1 34 7.08 0. 39 I十田

゜
8 

第32図20a 6k-ll-1009 剥片 安山岩A 7 41. 33 46. 33 II. 21 13.51 2 116 1+n+m s 21 

GK-11-1010 H片 玉鮎 2 13. 72 30. 19 7. 90 I. 95 9(3) 100 I H 

6K-Il-1011 囀片 硬質頁岩 I 24. 85 24. 00 6. 14 2. 52 I 128 l+D+m F 

6K-ll-1012 剥片 頁岩 I 18. 38 13 52 4.06 0.80 I 110 l+IV H 

GK-11-1013 潟片 ホルンフェルス 2 45. 19 31. 71 14. 34 11.88 L l+a F 

第32図21c 6K-ll-1014 材片 流紋岩 7 27 01 22 54 6. 39 3. 14 a+v s H 8 22 
GK-11-1015 剥片 且岩 I 16. 65 6. 28 2. 33 0. 19 L ］ ＋田 s 
GK-11-1016 材片 安山岩A 11 15 73 22. 24 lヽ.21 1.04 L I F 

第32図20b GK-11-1017 材片 安山岩A 7 47 28 39 74 13. 93 24. 96 I 108 I +m s 21 

GK-11-1018 渕片 安山岩A 7 34. 09 29. 19 II. 02 6.07 2 98 m+v s 
第31図8 GK-11-1019 喫形石器 玉駐 2 29 25 22. 56 9. 63 5. 69 

6k-11-1020 噸 砂咋 5 107. 46 47 77 24. 47 210. 98 H 

第32図18 6K-1 l-1021 石核 安山岩A 4 33. 96 28. 59 19. 36 17. 14 84 

6K-J2-!003 iH片 安山岩A 4 19 85 13. 61 7. 59 l.89 C 94 1+a+m s 
GK-12-1004 M片 玉駐 4 21. 66 18. 74 5. 00 I. 32 I 100 l+ll H 
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挿図番サ 遺物番サ 器種名 母岩名
最大長 最大幅 及大厚 訳沢 打面 打角 打面

背面構成
末端 使用痕 遺存

接合 伯 考
m IDIII mm g 形状 和賢角 調整 形状 被 部位

6K-12-10005 楔形石器 玉髄 I 36. 33 17. 12 7. 12 3.45 

6K-12-l008 湖片 安山岩B 1 7 85 8.80 3. 14 0. 17 I 102 I s 
6K-12-IO!Oa 

第34図26 6K-J2-1025 台石 流紋岩 2 131. 02 92. 30 66. 08 850. 00 s 23 欠損＋

6K-22-1015 

6K-12-1010a 刺片 安山店A 7 24. 94 21. 17 6. 42 1. 88 L !+ill F 

6K-12-1011 剥片 珪岩 1 19.67 20. 98 5. 20 1. 80 C 112 I F 

GK-12-1012 刺片 チャート 3 II. 15 7. 28 7. 29 0. 29 2 94 I +Ill F 

6K-12-1013 剥片 安山店A I 19.01 18. 28 4. 13 I. 06 C 120 I 

＂ 
L 

GK-12-1014 剥片 安山岩A 4 17.62 18. 68 5. 04 1. 4 5 L V F 

GK-12-1015 剥片 珪岩 1 38. 21 20. 58 9. 41 6. 50 L I s I. 

6K-12-1016 剥片 珪沢 I 24.59 19.85 10. 17 4. 74 2 92 I+V s 
GK-12-1017 剥片 安山岩A 11 22. 57 23.83 9. 53 3. 25 m+v F B 

GK-12-1018 刺片 安山岩A 4 18.53 47. 91 12. 74 7. 14 l 126 a+v H 

GK-12-1019 剥片 安山岩A ,1 16. 71 8. 23 2. 78 0. 30 m II B 

GK-12-1020 剥片 安山岩A 5 31. 97 28. 15 6. 67 4. 86 l 1().j 1+m+v H 

笥31図17 GK-12-1021 石核 安山沿A I 31. 51 30. 63 12, 93 IL 65 58 

布33図24c GK-12-1022 石核 チャート 3 39. 20 39. 67 16. 92 22. 21 a噸 切

6K-12-l023 楔形石器 安山岩A 4 37. 90 27. 06 11 34 II 38 

GK-12-1027 剥片 安山沿B I 16. 37 15. 84 3. 08 0. 49 L I H 

6K-J2-J028 剥片 安山柑B I 5. 83 9. 69 I. 56 0. 08 I F B 

第31図12 GK-13-1001 剥片 硬質頁岩 3 47. 85 14. 96 7 62 3. 32 12(7) 114 r+n+m 

゜
N 

GK-13-1002 利片 安山沿A I 63. 53 34. 04 12. 77 23. 91 I+V F B 

GK-13-1003 剥片 ホルンフェルス 2 8. 16 13. 82 4. 02 0. 39 l 96 m 

＂ GK-13-1004 剥片 ホルンフェルス 2 35. 68 27. 41 5 41 4 35 C 94 I+ll十N F 

:'l¥32図21b GK-13-1005 刹片 流紋彩 7 17. 19 25. 53 12. 31 5. 29 1 9.J 1 + rr+v H H 22 

GK-13-1006 剥片 ホルンフェルス 4 30. 32 30. 99 10. 50 5. 76 I +ll十JV F B 

第32図21a 6K-13-I007 剥片 流紋岩 7 46 37 24 96 13 88 11 77 I 106 I+IV+V s H 22 

第31図15 GK-13-1008 利片 頁府 2 20. II 30. 14 7. 45 2. 9~ 12(8) 72 I 

＂ GK-13-1011 剥片 ホルンフェルス 4 18. 06 24. 08 8. 32 3. 18 1 106 I +m s 
GK-21-1001 ぷl片 ホルンフェルス 6 19. 45 19. 54 3. 14 I 0~ L 1+m H 

GK-21-1002 刺片 照曜石 2 16. 99 17. 97 4.69 I. 47 L I+ a＋皿 F 

GK-21-1003 礫 安山岩c I 30.17 24. 76 14.86 9. 54 
GK-21-1004 礫 流紋岩 5 47. 90 37 90 30. 29 81 45 II 

6k-2)-1005 刹片 ホルンフェルス 8 切．79 23. 40 8. 99 4. 72 ［ ＋ U ＋Ill F B 

:n31屈6 GK-21-1006 二 砂岩 I 40. 67 28. 39 13. 11 12. 01 C 104 l+V F 調整角76~88

第33図22b GK-21-1007 剥片 安山岩A 12 29. 44 15. 61 6. 96 2 88 l+V F RB お

GK-21-1008 渕片 チャート I 58. 16 48. 63 13.09 31. 08 L l+V s R 

第33図22a 61(-21-1009 楔形石器 安山岩A 12 30. 17 17. 93 7. 32 3. 15 25 

GK-21-1010 剥片 ホルンフェルス 8 14. 84 23 35 10. 69 3 28 4 90 n +rn H 

6K-21-IOII 刹片 砂岩 4 20. 33 17，ふi 5. 52 1.65 C 96 l+V F R 

6K-21-1012 剥片 安山岩A 12 14. 14 お．58 9. 73 2. 39 I 142 I+m 

゜GK-21-1013 桟片 ホルンフェルス 3 20. 09 38. 60 3. 97 2 74 L I +Ill s 
第3)図5 6K-21-1014 二 珪質頁岩 2 18. 19 15. 21 4.45 0. 95 I +n H 調整角52

6K-2J-1016 M片 安山岩A 6 8. 30 10. 42 3. 32 0. 21 I 118 I+V F 

第31図3 GK-22-1003 ナイフ形石器 黒曜石 I 18 79 19 66 3. 76 J. 27 m 欠偵＋

GK-22-1004 絹片 珪岩 I II. 45 18. 37 5.42 0.68 I 74 I+m s 
GK-22-1005 剥片 チャート 3 18. 45 21. 70 3. 51 1. 23 L I +Il+lll F 

GK-22-1006 剥片 頁岩 3 31 84 28 86 S.05 6. 53 3(1) 108 1+m+v F 

GK-22-1007 H片 チャート 6 12. 33 15. 55 5. 26 0.67 I 102 I+D+ill 

゜6K-22-1008 剥片 珪岩 l 18 26 32 19 7. 89 4.49 3 92 l+D+m F 

GK-22-1009 礫 頁岩 5 22 65 15. 23 8. 30 3.00 H 

GK-22-1010 剥片 安山宕A I 23. iO 11. 99 7. 04 1. 20 p 1+n+m F R 

GK-22-1011 剥片 チャート 3 10. 28 18.03 6. 79 0. 85 3(2) 140 n +IIl s 
SK-22-1012 材片 安山岩A 2 21. 95 17.49 8. 68 2. 36 1+u+m 

゜
11B 26 

6K-22-1013 剥片 安山岩A 1 35.06 18. 27 10. 56 5. 39 L l+D+V H し

6k-22-lOl4 ぷl片 安山岩A 3 40. 58 22. 76 10. 71 8. 79 I 112 I+V 

゜
R 

GK-22-1016 刺片 珪沿 I 33. 76 20. 15 5. 86 3. 37 I 90 I+V F し

6K-22-1017 剥片 安山岩A 8 32. 25 25.67 15. 09 7. 25 2 130 !+ill 

＂ GK-22-1020 ぷl片 硬質頁岩 6 33. 82 41. 32 13 35 15. 81 L I +IV s 
GK-22-1021 刺片 安山店A 4 29. 87 16.40 12. 70 4. 96 I 112 I+U s 
GK-22-1022 剥片 砂岩 2 44. 51 41.47 9. 58 16. 96 I 110 1+m+v F 

6K-22-l023 剥片 チャート 3 16. 73 20. 77 2. 43 o. 82 L I H 

GK-22-1024 剥片 安山;¥';・A 2 23. 20 30. 84 7. 25 5. 53 a+ Ill 

゜
鵡 26 

GK-22-1025 剥片 安山岩A 1 21. 97 21. 96 5. 86 2. 51 L I+ a H 

第33因24b GK-22-1026 剥片 チャート 3 37. 21 24. 28 7 78 4 71 L u+v s 24 
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挿図番号 遺物番号 器種名 母岩名
及大長 及大幅 最大/!1.重量 打面 打角 打面

・l'riiii構成
末端 使用痕 遺存

接合 偏 存
“m IUD m饂 g 形状 剥離角 調整 形状 被 部位

第331Bl以a 6K-22-1027 剥片 チャート 3 16. 13 14. 91 4 17 0. 97 L I+V H 24 
第31図10 6K-22-1028 楔形石器 安山岩A I 23. 29 35. 56 8. 90 7, 93 

第31図7 6K-22-1029 楔形石器 ホルンフェルス 2 37. 65 41.47 13. 94 18. 43 

6k-22-1030 剥片 安山店A 5 26. 35 26. 57 8. 98 5. 01 L r+n+v F 
6K-22-1031 剥片 嶺岡頁岩 2 32. 64 36. 83 II. 71 10, 87 C 94 I +Il II 

6K-23-2001 剥片 安山杓A I 18. 23 17. 08 7. 00 I. 83 I 60 l H 

GK-23-2002 剥片 砂岩 3 14. 35 26. 17 10. 17 2. 74 L I+V 

゜
H 

第49表 第8ブロック出土石器属性表

挿凶番号 遺物番号 器種名 母岩名
最大長 最大幅 只大厚 重量 打面 打角 1輝ilii構成 木端 使用痕 遺存

接合 偏 ぢ
llllll llllll mm g 形状 剥隆角 形状 被蘊 部位

6K-21-1015 剥片 安山岩A I 16. 03 12 07 3. 84 0. 58 I 138 1 +m s 
6K-23-1001 剌片 ホルンフェルス 3 27. 06 38. 28 9. 44 7. 32 I 136 n+m+v s 

第38図44 GK-23-1002 石核 ホルンフェルス 4 45. 54 41 54 16. 32 31.89 60 

第40図52a GK-23-1003 剌片 チャート 7 37. 90 32. 45 II. 92 10. 38 I 106 I +Il十皿十V F 

” GK-23-1004 剥片 安山岩A 3 29. 57 30. 02 JO. 36 7.紐 I 112 1+a+rn II 
第40図51a 6K-31-1001 剥片 安山料A I 42. 82 33 41 14. 69 16. 32 I 92 1+m+v H 28 
布40図Slb 6k-31-1002 剥片 安山岩A I 23. 73 23. 72 II. 60 4. 51 I 128 r+v H 28 

SK-31-1003 剌片 珪質頁岩 7 50. 01 26. 29 14. 44 12.04 I l+V F Ia 
6k-31-1004 剥片 珪質頁灼 6 32. 26 21. 51 12.07 5. 62 I 136 1+m+v H 

第38図41 6k-31-1005 石核 安山岩A 13 29. 55 52. 20 30. 84 44.81 86 
GK-31-1007 剥片 安山岩A 4 15. 89 26. 13 6. 27 1. 98 I 112 l+ill 

＂ 6k-31-1008 剥片 ホルンフェルス 4 29. 72 38. 82 23. 57 20.10 I 98 I +III s 
6K-31-1009 剌片 安山岩A I 9. 95 17. 97 3. 13 0.40 C 90 

＂ 
F 

第39図46a GK-31-1010 剥片 珪質頁岩 10 32. 48 21. 21 II. 26 5. 18 I I+ ll +I¥「+v

゜
R 29 

笥37図28 GK-31-1011 二次加工剥片 珪質頁柑 6 25. 97 14 65 5. 57 2. 17 I 112 l+Ill H 調整角80
第39図46b 6K-31-1012 二 珪質頁岩 10 S,l. 84 48. 40 21. 75 33.41 I I+D+[Il＋!V＋v 

゜
29 潤整角80

第37図39a GK-31-1013 剥片 安山沿A 4 51. 50 38. 25 10. 66 20. 75 C 104 l+ill H L 30 
第37図39b 6K-31-1014 剥片 安山;¥'}A 4 38. 45 34 27 10. 59 9.03 C JO~ I H R 30 
第40図51c 6K-31-1015 石核 安山岩A I 28. 41 37. 35 31.08 37. 66 52 28 

GK-31-1016 剥片 安山岩A 4 16. 9, 27. 05 4. 61 1. 18 2 l+V F 

6K-32-IOOI 剥片 ホルンフェルス 10 35. 54 60. 32 19. 38 31.67 I 98 ITI H 

GK-32-1002 礫 砂岩 10 43. 12 25. 85 24. 65 28.00 H 

GK-32-1003 剥片 安山岩A I 切．47 31. 84 5. 17 4. 30 l+Il F 打面部ガジリ

GK-32-1004 剥片 ホルンフェルス 3 49. 10 22. 80 7. 23 8. 26 V H RB 
GK-32-1005 礫 砂岩 7 57. 97 24. 86 16. 21 26.88 31 

第39図48b 6K-32-1006 み1片 珪質頁沿 5 23. 82 33. 02 9. 53 7.89 C 釦 I +m s L 32 
第38図45a GK-32-1007 二次加工剥片 珪質頁岩 5 29. II 27 08 4. 54 2.85 C 114 1+a+rn s 33 調整角い～76

6K-32-1008 礫 砂岩 7 84. 60 41. 59 22. 72 75. 11 31 
GK-32-1009 剥片 珪質頁柑 5 28. 24 57 63 15.04 21.48 l+V H B 

筍39図48a GK-32-1010 剥片 珪質頁岩 5 22. 61 29. 26 13. 26 6. 30 C 108 I s 32 
6K-32-1011 剥片 チャート 7 28. 55 18. 06 10.48 4.85 L I 末端部ガジリ

6K-32-IOIZ 剥片 安山岩A I 16. 86 19. 85 4. 59 0. 76 L Il+V F 

第37図30 6K-32-I013 二 珪質頁沿 5 26. 72 19. 29 13. 59 5. 71 L V F L 調整角86
第39図49b 6K-32-1014 刺片 安山岩A I 19. 06 19. 00 5. 93 1.60 C 124 I H 34 

GK-32-1015 礫 砂店 9 20. 65 12. 93 9. 91 2. 28 H 

第38図45b GK-32-1016 剥片 珪質頁岩 5 25. 30 39. 03 8. 95 8. 15 C 96 l+m H 33 
6K-32-1017 二 嶺岡頁岩 3 13.お 13. 77 6. 62 0.80 L 1+a+m 

゜
調整角68

GK-32-1018 剥片 ホルンフェルス 11 21. 33 22 71 5. 15 2. 27 L V H 

GK-32-1019 剥片 安山岩B 2 28. 98 18. 48 II. IO 5.16 l+C 96 I+m+v F 

GK-32-1020 礫 砂岩 13 28. 02 18. 89 9. 73 3.81 H 

GK-32-1021 剥片 ホルンフェルス 3 12. 23 17. 02 3. 68 0. SO m+v F B 

第39図47b GK-32-1022 剥片 ホルンフェルス 2 25. 04 21. 57 11. 71 4. 57 2 I s L 35 
6K-32-1023 剌片 安山岩A 11 13. 60 15. 16 3. 89 0.84 皿

‘‘ 第39図47c GK-32-1024 剥片 ホルンフェルス 2 30. 09 20. 06 12.01 6. 30 2 108 l+V s R 35 
第40図50c GK-32-1025 剥片 安山岩A 4 14. 07 28. 15 11.01 5.83 l+V Iii 36 
第37図38a GK-32-1026 剥片 安山岩A II 20. 62 26. 52 LO. 92 5.43 2 116 I + a 

＂ 
L 37 

GK-32-1027 石核 安山柑B 2 21. 96 36 22 切．55 切．02 76~84 38 
哨37図31 GK-32-1028 二次加工約す 安山岩A I 20. 84 30. 47 9. 63 3. 99 I+V F B 潤整角74

GK-32-1029 剥片 ホルンフェルス 3 24. 90 17. 84 8. 67 3.01 皿 H RB 
GK-32-1030 剥片 ホルンフェルス 2 17. 93 16. 09 4. 76 0. 97 3 120 I H 

6K-32-1031 剌片 ホルンフェルス 2 17. 81 15. 29 5.65 l. 20 3 124 r+a+m+v 

゜第37図34 GK-32-1032 楔形石器 安山沿A 11 25 45 19. 87 6.80 3. 26 

6K-32-1033 剥片 安山岩A 3 12. 81 21. 38 8. 92 2. 25 I 92 I+V F 

6k-32-1034 剥片 安山岩A 11 12. 09 15. 17 3.83 0.65 I 118 I +ill F 
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挿図番号 遺物番丹 器種名 母岩名
最大長 最大幅 最大厄 重量 打ilii打角

秤面構成
末端 使用痕 遺存

接合 備 考
四 llffi n口l g 形状 剥離角 形状 被熱痕 部位

第37図35 6K-32-1035 楔形石器 安山岩A I 33. 35 22. 26 14 17 9. 54 

6K-32-1036 剥片 安山岩A I 17. 09 25.02 5, 69 2. 01 5 106 I H 

GK-32-1037 剥片 ホルンフェルス 3 13. 66 26. 37 4.. 62 1. 57 I 122 I F 

第40図50a 6k-32-1038 剥片 安山沿A 4 14 25 21.63 IO.認 2. 40 1 110 I +III H 36 
GK-32-1039 剥片 安山岩A 4 10. 02 11. 53 3. 06 0. 29 C 104 L F 

GK-32-1040 剥片 安山岩B 2 19. 82 14 34 9. 58 2. 29 I 66 I+m s 祁

第39図47a 6K-32-1041 剥片 ホルンフェルス 2 15. 21 16. 38 6. 23 o. 94 2 86 I+V F 35 

第37図33 6K-32-1042 楔形石器 流紋岩 9 27. 22 41.67 12. 67 13. 96 

第40図50b GK-32-1043 剥片 安山岩A 4 21. 53 30 27 13. l2 7. SO I十田 十V

゜
B 36 

6K-32-1044 剥片 安山岩A I 17. 87 11. 05 s. 63 L 23 し r+m+v H 

第37図38b 6K-32-l045 剥片 安山希A 11 15. 73 23, 46 IO. 80 3. 24 I 116 I+Il十V H R 37 

GK-32-1046 剥片 ホルンフェルス 2 22. 21 24 59 7. 02 2. 59 I 122 I十四 s 
6K-32-J047 剥片 ホルンフェルス 3 19. 60 29. 26 7. 64 3. 72 C 108 1十皿 s 
GK-32-1048 剥片 ホルンフェルス 2 21. 69 13, 00 5. 27 1. 19 I 102 I十田 H R 

第37図32 6K-32-1049 楔形石器 嶺岡頁岩 3 19. 18 16. 85 7 10 2. 57 

6K-32-1050 剥片 安山岩A 4 17. 28 15. 73 10. 81 2. 40 V s 紐｝

6K-32-1051 剌片 安山岩A I 6. 04 4 49 5. 74 0. 13 L Ill+V s 
GK-32-1052 剥片 安山岩B 2 25. 47 22 80 10. 56 4 62 2 86 I +III 

゜
38 

GK-32-1053 剥片 安山岩A II 13. 82 12. 42 3. 00 0. 46 L I s 
6K-32-1054 剥片 安山岩A II 8.糾 14 04 6. 31 0. 62 1 104 r+m+v 

゜6K-32-1055 剥片 安山坦A I 27. 62 17 54 JO. 50 4. 79 L r+m+v F 

6K-32-1056 剥片 ホルンフェルス 8 34. 75 24. 63 11. 03 6. 59 I 92 I +III s 
6K-32-1057 楔形石器 安山岩A 13 29. 23 27 42 9. 24 6. 16 

第37図29 6K-32-J058 二次 H 玉髄 5 12. 01 17. 55 6. 16 o. 95 1 ?4 I F し 調整角56

6K-32-1059 石核 安山岩B 2 お．34 30, 09 25. 78 26. 10 62~88 38 

第37図36 GK-32-1060 剥片 珪質頁岩 8 49. 22 21 65 II. 40 &66 2 104 I+ill+IV F N 

6K-32-J061 剥片 安山岩A 4 26. 38 27, 44 5. 34 3. 93 2 110 l+ID+V H 

6K-32-1062 剥片 安山岩A 3 17. 51 26 54 5. 69 2. 66 l 128 I+V s 
GK-32-1064 剥片 嶺岡頁岩 3 19. 07 9 77 4. 95 0. 77 1+n+m 

゜
B 

6K-32-1065 剥片 安山岩c 2 10. 68 7. 81 3. 42 o. 32 1 90 I s 
6K-32-1066 剥片 ホルンフェルス 3 33. 45 29 41 10. 49 & 07 I 128 V s 
GK-32-1067 剥片 安山岩A I 35. 27 37 58 10. 12 11. 13 1+m+v II B 

GK-32-1068 剥片 ホルンフェルス 2 14. 35 10, 93 2. 78 0. 42 L I II 

第37図37b 6K-32-J069 剥片 ホルンフェルス 8 23.邸 23 40 7. 37 3. 02 IIl+V F N B 39 

6K-32-l070 剥片 安山岩A I 17. 99 14. 90 2. 59 0. 53 m F ポ1/1i．打面罰ガジリ

第37図40 6K-32-107la 石核 ホルンフェルス 2 20. 08 36. 89 16. 31 12. 71 72~94 

6K-32-1071 b 剥片 ホルンフェルス 8 12. 09 10. 47 3. 07 0. 32 I 96 [ ＋ [l F 

6K-32-107lc 剥片 安山岩A I 9. 34 11. 57 3. 22 0. 32 1 104 I十田 H 

第37函27 6K-32-1072 削器 ホルンフェルス 3 29. 05 43. 04 IL 62 16. 17 I+V 調整角64~88

GK-32-1073 剥片 安山岩A I 6. 20 14. 52 6. 56 o. 54 2 76 I F 

第39図49a GK-32-1074 剥片 安山岩A I 17. 79 12. 47 5. 57 0. 99 C 114 r+m H し 34 

6K-32-J075 剥片 安山岩A 1 13. 69 8 66 3. 32 0. 30 ] +m s B 

第37図37a GK-32-1076 剥片 ホルンフェルス 8 23. 26 24. 61 6. 76 3. 58 I 86 I +m H 39 

6K-32-J078 剥片 ホルンフェルス 3 30. 66 20. 93 8. 60 4. 77 田十V s B 

GK-32-1079 剥片 安山岩A I 29. 79 37, 40 14. 10 9. 16 C 94 1+m+v s 
GK-32-1080 剥片 安山岩A I JO. 30 14. 23 4. 20 0. 48 L I s 
GK-32-1081 剥片 ホルンフェルス 8 14. 59 18, 75 3. 62 0. 81 1 120 I +IV s ポジ面

6K-32-l 082a 剥片 安山岩A 14 28. 95 29. 31 4. 94 3. 54 I l 18 1+n+v s 
6K-32-1082b 礫 流紋岩 8 74. 58 48. 21 35. 54 151. 56 H 

6K-32-I 082c 礫 砂岩 9 37. 07 32 93 24. 78 21. 84 fI 

6K-32-1082d 礫 砂岩 8 36. 26 26 81 19. 31 19. 82 H 

6K-32-I 082e 礫 砂岩 II 39. 86 16. 98 11. 34 8. 97 H 

GK-32-10821 礫 砂岩 8 31. 97 24. 57 19. 36 18. 22 H 

6K-32-1082g 礫 石英斑岩 I 28. 34 26 01 21. 76 14.お H 

6K-32-1082h 礫 石英斑岩 I 26. 24 23. 36 16. 73 7. 62 H 

6k-32-1082I 礫 砂岩 12 23.糾 18 81 12. 91 5. 32 Ii 

6K-32-1082j 礫 チャート 8 34. 16 30. 08 22. 93 14. 26 H 

6K-32-I 082k 礫 チャー ト 9 26. 42 20. 13 11. 30 6. 07 H 

6K-32-10821 礫 ホルンフェルス 3 23. 99 19 48 15. 75 4. 82 H 

第38図43 GK-33-1001 石核 黒曜石 3 14. 07 43. 36 17. 11 9. 81 70~92 40 

6L-30-1001 

6K-33-1002 剥片 安山岩A 1 14. 29 9.58 2. 57 o. 31 C 114 I H 

6k-33-1003 剥片 珪質頁岩 9 25. 93 28. 54 6. 88 4. 12 l 124 1+n+m H 

6K-33-1004 剥片 ホルンフェルス 3 33. 92 26. 65 9. 13 8. 39 I VM 

GL-30-1003 剥片 チャート 7 25. 62 13.30 9. 54 I. 30 C 122 I F R 

第38図42 7L-00-1001 石核 ホルンフェルス 9 36. 51 67, 95 54. 93 195. 21 82 H 

-212 -



第50表 第9プロック出土石器属性表

挿図番サ 遺物番号 器種名 母岩名
最大長 最大幅 最大厚 重量 打面 打角

貨面構成
末端 使用痕 遺存

接合 備 考
lllll 劃m mm g 形状 鉗嗚角 形状 被熱痕 部位

第43図58 6J-02-1001 楔形石器 安山岩A 15 44. 36 34. 77 10. 18 14. 61 41 

GJ-02-1002 

第44図65b GJ-02-1003 剥片 安山岩A 15 42. 38 訂．91 10. 83 9. 97 L l+ll+V F 42 
GJ-02-1004 剥片 安山岩A 15 22 96 20.45 11. 18 3. 61 I 110 !+ill F L 

GJ-02-1007 礫 チャート 14 37 12 30. 92 19. 39 20. 75 H 

6J-12-1001 礫 チャート 12 30. 92 23. 39 23. 19 20. 04 H 43 

第44図65a GJ-12-1002 剌片 安山沿A 15 20. 91 22.68 4 93 I. 53 L !+ill H 42 

6J-12-1003 礫 チャート 12 38. 38 26. 23 19 75 26. 57 H 43 

笥44図65c GJ-12-1004 楔形石器 安山岩A 15 42. 25 33.06 9 77 13 48 42 

GJ-12-1005 剌片 安山岩A I 13. 42 6.61 2 40 0 16 L {+ill F R 

第43図63 GJ-12-1006 剥片 嶺岡頁岩 4 41. 91 31. 91 18. 69 18, 67 58~86 

第44図67b 6J-13-1001 剥片 安山岩B 3 38. 64 34. 55 19. 52 22, 33 4(1) 136 l+V 

゜
44 

6J-13-1002 剥片 安山岩c 4 27. 75 18.48 4. 45 2. 07 C 116 I + Ill H R 

第43図57 GJ-13-1003 楔形石器 安山岩A l 25 61 26. 59 7. 34 3. 38 

第43図60 GJ-13-1004 石核 安山岩B 3 32 98 17. 94 25. 80 13. 82 66~68 
GJ-13-1005 剌片 安山岩B 3 7 74 5.87 4. 16 0. 12 

GJ-13-1006 刺片 玉髄 6 27 44 24 79 12 00 4. 51 l+C 136 r+a+m F 

6J-13-1007 剥片 安山沿A I 10. 39 12.02 2. 47 o. 28 L I +III F 

GJ-13-1008 剥片 玉髄 6 29 97 18 05 7. 82 3. 64 L r+a+m 

゜第44図茄c 6]-13-1009 剥片 安山岩A I 25. 36 22. 35 3. 45 1. 93 L r+a+v F 45 

第43図55 GJ-13-IOIO 楔形石器 安山宕A I 26. 33 28. 69 11. 52 a 55 46 

GJ-13-1012 

6J-13-1011 剥片 安山岩B 3 7. 93 17. 17 6. 21 0. 57 1 120 1 + n +m F 関整角82～別

6J-13-1013 剥片 安山岩B 3 13. 29 9. 69 4. 20 0. 43 L 
GJ-13-1014 剥片 安山岩A I 16. 73 24. 02 4. 04 0. 70 I +m F B 

第43図56 GJ-13-1015 楔形石器 安山岩A 16 19. 39 32. 95 8. 51 6. 39 

第43図53 GJ-13-1016 楔形石器 安山岩A I 18 52 25 41 7. 36 4. 34 

第44図67c 6J-13-1017 刺片 安山岩B 3 28. 01 21 61 9. 56 4. 86 2 98 r+m+v II 44 

6J-13-1018 刺片 安山岩8 3 30 38 23 79 8. 28 4. 87 2 126 m+v II 

6J-13-1019 刺片 安山岩B 3 12. 72 13. 15 7. 69 0. 65 2 88 田

゜6J-J3-J020 剥片 安山岩A I 23. 15 29 93 &47 2. 55 C 120 I+ Il +III 

゜
R 

6J-13-102la 剥片 安山岩B 3 16. 07 19. 46 4. 32 1. 05 V s B 

第44図66b 6J-13-102lb 剥片 安山岩A I 9. 06 II. 18 1.79 0. 16 o+m+v F B 45 

GJ-13-1022 剥片 玉髄 6 16. 19 26. 35 10. 89 4. 10 C 96 I十皿 H 

GJ-13-1023 剥片 安山岩A I 10. 11 14. 34 3. 36 0. 33 L I +Ill F 

第44図67a GJ-13-1024 剥片 安山岩B 3 40. 55 37. 45 20. 09 18. 35 1 130 I+IIJ+V H 44 

第43図54 6]-13-1025 楔形石器 安山岩A I 22. 03 20. 34 10. 07 4. 90 

GJ-13-1026 剥片 安山岩B 3 17. 95 14. 35 6. 21 l. 08 2 ll2 I+V H L 

GJ-13-1027 礫 チャート 13 51. 67 39. 30 38. 20 82．災 H 

GJ-13-1028 剥片 安山岩B I 42. 89 22. 72 &36 4. 48 2 106 ！ ＋m＋1V 

゜GJ-13-1029 剌片 安山岩A I 12. 22 13. 59 4. 78 o. 52 C 98 m F 

GJ-13-1030 剌片 安山岩A l 9. 17 13 30 2. 43 0. 24 U＋皿 H B 

GJ-13-1031 刺片 安山沿A 1 14. 16 14. 72 3. 23 0. 61 1 114 l+V 

GJ-13-1032 刺片 チャート 11 22. 98 19. 82 5. 72 2. 07 C 92 I+m F 

GJ-13-1四 礫 安山岩c 3 31. 31 19 10 13. 16 7. 79 
6J・l3・!035 剥片 安山岩A 15 30. 37 38. 60 10. 84 10. 42 V F B 

6J-13-1036 剥片 安山岩B 1 18. 79 8. 61 4. 44 0. 66 I 120 I H 

第44図66d GJ-13-1037 楔形石器 安山岩A 1 26. 55 43. 91 7. 69 10. 07 45 

GJ-13-1038 石核 玉騎 6 25. 57 41. 45 30. 54 29. 93 102 

6]-13-1039 剥片 安山岩A 1 34. 09 38. 88 18. 58 12.47 4 98 m H ポジ面

第43図59 GJ-13-1040 剥片 硬質頁岩 6 51 95 24 52 15. 49 10. 19 I 108 I+N F N 

GJ-13-1041 剥片 安山岩A I 6. 58 8. 36 l. 88 o. 10 L ［ ＋田 H 

第44図66a GJ-13-1042 剥片 安山岩A I 24. 28 25. 30 4. 05 1. 96 L I+V F 45 

GJ-13-1043 剥片 安山岩B 3 34 65 27 67 13.広 12. 38 5 94 田＋v． H 

GJ-13-1044 潤片 安山岩A I 21 68 28 96 12. 45 4. 70 3(2)+C 106 [ ＋m H 

GJ-13-2001 渕片 安山岩B 3 6. 01 5. 36 2. 78 0. II a+v H B 

GJ-13-2002 剥片 安山岩B 3 18. 73 16. 93 4. 23 0. 85 L I+V Ii 

GJ-22-1001 剥片 頁岩 6 23. 66 17. 80 3. 26 I. 37 I 106 I+ffi+IV+V 

゜第44図64b 6]-22-1002 石核 硬質頁岩 7 20. 59 33. 37 26. 20 14. 81 74~82 47 

6]-22-1003 剥片 頁岩 6 37. 63 34. 34 14. 12 16. 04 5(1) 130 i+m+v 

゜6]-22-1004 剥片 珪質頁岩 11 20. 48 10. 00 7. 25 1. 03 I+IV F B 

GJ-22-1005 剥片 石英 1 7. 30 6. 02 2. 66 0. 13 

第43図62 6J-23-IOOI 石核 珪質貞岩 II 38. 37 39 70 37. 24 31. 83 56~84 

第44図64a GJ-23-1002 二肝 硬質頁岩 7 24 87 23 51 8. 85 4. 53 11 (7) 116 l+Il+lli+IV F 47 調整角74~86

第43図61 GK-00-1001 石核 焦曜石 4 20. 48 25. 67 9. 93 3. 79 56~78 

61(-10-1019 囀片 玉髄 6 17. 55 10. 46 7. 15 I. 03 I 106 I +II s 
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第51表第10ブロック出土石器属性表

挿図番号 遺物番丹 器種名 母岩名
最大長 最大幅 最大厚 重量 打ilii打角 1行面構成 末端 使用痕 遺存

接合 伍i 考
皿 田こl m g 形状 剥離角 形状 被 部位

GK-10-1001 刺片 安山岩B 5 9. 42 8 63 3. 53 0. 23 I 128 I F R 

6K-10-l002 剥片 安山柑B I 8. 59 5, 00 1. 16 0.04 I F B 
6K-10-1003 剥片 安山柑B I 13. 73 25 24 9. 94 I. 33 I 90 皿

゜GK-10-1004 刺片 安山岩B I 5. 59 4. 66 2. 14 0.04 I F B 

6K-10-I005 剥片 安山岩B I 24. 79 32, 44 4. 69 1. 97 I 120 I +III F 

GK-10-1006 剥片 安山柑B I & 19 8. 24 2. 74 0. 13 I 92 l F 

6K-I0-1007 刺片 安山岩B I 6. 79 6. 80 2. 05 0 08 I F B 

6K-10-!008 剥片 黒曜石 5 21.88 14. 91 7.60 1.59 I+D F 8 
6K-I0-1009 剥片 安山沿B I 46. 50 39. 76 9.60 6. 45 2 122 l+Il H 

第46図71 6K-IO-IOIO 楔形石器 硬質頁岩 10 23. 71 29. 25 9. 46 6 45 

第46凶69 6K-10-10ll 二 巣曜石 5 23. 87 24. 88 5. 43 2 45 2 122 I十皿 F 調整角82
屯47図78c 6K-IO-l012 剥片 安山岩B I 40. 78 28. 80 19 03 16. 20 I 62 lll +JV s R 48 

6K-10-JOl3 剥片 安山岩8 I 31. 78 21. 02 8. 62 4 95 I 106 I H 

6K-10-l014 剥片 安山岩B I 32. 91 59. 46 13. 26 14. 07 3 100 I十田十JV F 
6K-IO-IOl5 剥片 硬質頂岩 II 13. 74 15. 11 3 07 0, 50 I I H 

第46図73 6K-10-1016 剥片 硬質頁岩 2 切． 10 28. 30 4 55 2 34 2 104 I F N 

6K-I0-1020 剥片 安山店B 6 7. 07 <l. 70 2. 55 0. 08 p I s 
6K-I0-1021 剥片 安山岩B l 勿'.75 25. 38 3 88 2. 08 1 98 I F 

GK-10-1022 剥片 安山岩8 1 お．64 35. 4S 12 50 7 55 田十V

゜
B 

布46図70 6K-10-1023 二次加工剥片 安山宕8 I 11 51 15. 92 3. 22 0, 71 I F B 調整角54~56
GK-10-1024 剥片 安山岩B l 30. 29 22. 30 9 82 4, 66 L I + n +m F 
6K-10-J025 剥片 安山岩B I 21. 14 39. 72 8. 55 4 60 2 134 m+IV F 

笞47図78a 6k-10-1026 剥片 安山岩B 1 29 43 31. Gi 10 03 7. II 1 11 +rv L 48 
GK-10-1027 剥片 屈曜石 5 15. 29 12. 95 2 53 0 33 I 120 m+v H 
6k-10_1028 剥片 安山岩B 1 34, 11 23. 36 10. 87 6 40 3(1) 102 Il十田 F 

第46図76b 6K-10-1029 剥片 安山岩B 1 41 48 22. <l9 7, 59 6. 24 L !+ID+N H 49 
6K-I0-1030 刺片 安山岩B I 24. 31 24. 38 5 83 I 78 し 1+a+m F 
6K-10-!03! 剥片 安山岩B I 17 79 お．61 4, 85 I 63 I +m 

゜
打面部ガジリ

6K-10-1032 剥片 環濯石 5 12 45 18. 68 5. 93 0. 93 1+a+m 

゜
B 

第47図78b 6K-I0-1034 剥片 安山岩B 1 30, 50 25. 09 13. 27 6. 14 I 62 s L 48 
第47図77a 6K-!0-!035 剥片 安山岩B 1,10. 84 19. 27 12 49 5. 45 I 110 [ ＋n +m+N s so 末磁部ガジリ

6K-10-I036 刹片 安山岩B I 15 73 19.43 4. 21 0. 56 し D＋田 F 

6K-10-1037 刹片 安山岩B 1 19 43 10. 98 2. 85 0. 37 L I+ll H 

6K-!0-!038 剥片 安山岩B 1 15, 02 24.07 6. 69 I 18 III+IV s B 
61(-10-1039 剥片 安山岩B I 24 68 11. 91 6. 07 1. 59 I 116 J+V s 

等46図68 GK-10-1040 ナイフ形石器 硬質頁岩 8 51. 53 17.62 6. 06 4 12 I F N 調整角66~94
GK-I0-1041 剥片 安山岩B 1 10. 03 11. 50 2. 72 o. 19 1 92 I + rr F 

笥46図74 61(-10-1042 剥片 硬質頁岩 9 54 59 51.86 9. 18 16. 70 2 112 l+D+[D F N 
61(-10-10~3 糾片 安山岩B 1 10. 25 11. 22 3. 21 0. 28 I 96 !+ill F 

6K-)0-10.14 剥片 安山岩B l 14. 61 21. 60 7. 24 1. 05 m 

゜
B 

61(-10-1045 剥片 安山宕B 1 34 57 25. 72 15. 66 8. 50 1 76 l十皿＋1V F 
6K-10-106 剥片 安山岩B l 46.訊 21.43 6. 88 3. 36 I十日 F B 

GK-10-1().j7 刹片 安山岩B I 22. 71 17, 09 6. 32 l. 79 L I+ll H 

GK-10-1048 和l片 安山岩B 3 4. 99 8. 21 l. 15 o. 05 1+n+m F 打面部ガジリ

GK-10-1049 剥片 安山岩B I 14. 82 7 74 ,l. 1 5 0. 36 I +Ill s B 

GK-10-1050 刺片 安山岩B l 22. 48 18. 82 6. 32 l. 61 I I H R 

6K-10-1051 剥片 安山岩B 1 47. 37 20. 32 9. 09 5. 60 4 l 14 I+ID s 
6k→10-1052 刹片 安山岩B I 17. 10 15, 24 4. 93 l. 28 I s B 

6K-20-1002a 剥片 安山岩B J 12. 60 8, 73 2. 11 o. 18 I 102 I 末端部ガジリ

6K-20-1002b 剥片 安山沿B 1 11. 34 5, 54 1.70 0. 07 I 114 I 末端部ガジリ

6K-20-1002c 剥片 安山~B l 4. 40 6. 83 l. 19 0. 03 I F 打面部ガジリ

6K-20-J003 剌片 安山岩B I 13. 64 15. 05 2. 56 o. 31 L I F 

6K-20-1004 剥片 安山岩B I 12. 32 5. 12 2. 62 0. 14 l 114 I+m H R 

GK-20-1005 剥片 安山岩B I 20. 23 23. 89 6. 85 1. 67 3 98 !+ID F 

GK-20-1006 剥片 安山岩B I 10. 59 12. 43 2. 30 o. 23 I 96 I +m F 

笞46図75 GK-20-1007 石核 安山沿B I 31. 78 27. 48 18. 92 17. 28 74~82 

GK-20-I 008a 剥片 安山岩B I 35. 79 37 49 &62 6. 24 3 110 I +IV s 
6K-20-l008b 剥片 安山岩B 3 4. 77 9, 75 3. 28 o. 14 I 92 皿 末端部ガジリ

6K-20-1008c 剥片 安山柑A I 9. 39 9, 44 2. 33 0. 16 I 98 I F 

6K-20-1009a 渕｝ヤ 安山岩B I 46. 99 31 95 12. 39 13. 25 2 114 I+ a +Ill F 
6K-20-1009b 剥片 安山岩B 3 12. 17 9. 02 2. 39 o. 18 I 132 I F L 

6K-20-1009c 剥片 砂店 14 40. 14 訊 02 9. 80 13. 63 L V H 

6k-20-1010 剥片 安山岩8 I 17. 83 25. 79 4. 61 I. 76 I +IV 

゜
B 

6K-20-1011 剥片 安山沿B 3 39. 45 42, 65 10. 33 13. 99 2 110 （＋皿 F 
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挿図番号 遺物爵号 器種名 母岩名
仕大長 最大幅 最大厚 重量 打面 打角

背面構成
末嬬 使用痕 遺＃

接合 備 朽•m IUD 国置l g 形状 剥離角 形状 被熱痕 部位

GK-20-1012 忍l片 安山岩B I 12. 93 16. 73 4 56 o. 80 1 108 I s 
6K-20-l013 剥片 安山岩B I 8. 22 II. II 3. 99 0. 31 [ ＋田 H 打面部ガジリ

GK-20-1014 剥片 安山岩8 3 18. 42 18. 66 3. 08 0. 85 I 106 I s 
GK-20-1015 剥片 ホルンフェルス 12 11. 14 19. 79 4 77 I. 04 V II B 

6K-20-I016 礫 頁岩 7 9. 77 7. 55 6. 49 0. 39 H 

GK-20-1017 剥片 安山店B 4 9. 75 8. 83 2. 81 0. 17 I 102 I s 
GK-20-I 019a 剥片 安山岩8 1 お．33 26. 99 8. 52 4 02 2 120 I+ ID+!V II 

6K-20-!0!9b 湖片 安山岩B I 23. 79 7. 81 3. 76 0. 70 r+m F 打面部ガジリ

第46因72 GK-20-1020 剥片 黒曜石 5 21. 85 43. 77 12 50 8. 77 2+C 118 1+m+v ll N 
GK-20-1021 忍l片 安山岩8 I 42. 44 41. 77 12. 83 13.10 2 94 r+m 

＂ GK-20-1022 ぷl片 安山岩B I 48. 58 26. 05 12. 34 10. 96 1 112 I +m 

゜GK-20-1023 剥片 安山店B I 34. 81 17. 54 5. 09 2. 17 I+a H B 

GK-20-1024 剥片 安山岩B 3 9. 38 12. 76 2. 17 o. 19 1 106 ] ＋m II 

6K-20-J025a ,t.,J片 安山岩B I 32. 36 20. 23 4. 88 I. 58 1 96 I F 

6K-201025b 剥片 安山岩B 3 8. 55 10. 14 2 35 o. 20 L I s 
6K-20-1026a 刺片 安山岩B 3 19. 07 9. 92 5. 31 0. 79 ［ ＋田 H B 

6K-20-J026b 剥片 ホルンフェルス 8 10. 37 7. 25 I. 49 0. 09 L r+m F 

GK-20-1027 剥片 安山岩B 3 12. 02 12. II 5 84 o. 76 I 126 I+m s 
GK-20-1028 湖片 安山岩B I 41. 49 35. 29 14. 86 12. 72 2(1) 120 I+a F 

6K-20-I029 ,f,.tJ片 硬質頁岩 11 29. 64 19. 86 3. 54 I. 39 2 138 I +ID+IV F 

6K-20-1030 剥片 安山店B I 8. 01 13. 71 3 64 0. 27 I 94 I+m F 

6k-20-1031 ,f!J片 安山岩B I 16. 38 14. 66 4. 85 0. 60 1 94 I F R 

第46図76a 6K-20-I032 剥片 安山岩8 I 19. 39 28. 37 5. 34 2. 39 I+N s B 49 
GK-20-1033 湖片 安山岩B I 42. 63 62. 48 16. 29 42 93 l+ll＋田 s B 

6k-20-1034 湖片 安山岩B I 29. 14 17. 63 3. 56 I. 17 I s B 

GK-20-1035 剥片 安山岩B I 31. 72 21. 31 5. 04 2. 32 1 96 I+ [I 末端部ガジリ

第47図77b GK-20-1036 みl片 安山店B I 29. 98 19. 39 5 74 2 58 I 122 I+ll十N F 50 

第52表 第11プロック出土石器属性表

挿図番サ 遺物番号 器種名 母店名
最大長 殻大幅 最大序 瓜量 打面 打角

背面溝成
末埠 使用痕 遺存

接合 條l 与
11111 lllD mgl g 形状 剌賄角 形状 被熱痕 部位

GJ-33-1001 剥片 安山岩A 18 34. 85 36. 16 18. 28 17. 40 !JI+v H B 

GJ-33-1002 剥片 頁店 9 29. 05 23. 87 8. 21 3. 94 C m+v F 

GJ-33-1004 剥片 硬質頁店 I 37. 39 34. 97 15 72 12. 53 L ] ＋m 

゜GJ-33-1005 胡片 珪質頁岩 12 36. 92 40. 77 10. 90 13. 51 1 108 [ ＋v F 

6J-33-1006 剥片 安山岩A I 30. 03 31. 49 9 72 7, 64 1 128 r+m+v s 
6J-33-!007 胡片 安山岩A I 65.43 41. 66 12. 78 31、443(1) 100 I+V F 

6]-33-1008 剥片 王髄 4 32. 97 41. 00 8. 26 11. 67 2 104 m+tv+v H 

GJ-33-1009 剥片 安山岩A I 34. 18 29. 94 8 42 7. 23 l+C 126 r+m+v s 
GJ-33-1010 剖片 玉髄 7 28. 73 20. 85 6. 67 2. 31 1 104 I +IV s 
6J-33-101 1 灯片 珪質頁岩 14 28. 77 18. 63 4. 30 I. 67 7(3) 116 !+Ill s 
7]-02-1001 剥片 珪質頁宕 18 19. 65 以．40 10 88 4. 42 2 110 I+m+IV+V 

゜7 J-02-1002 剥片 珪質頁岩 14 24. 52 23. 65 5 28 I. 99 I 122 I+V H 

7 J-03-1001 剥片 安山岩A 3 38. 54 19. 36 4. 32 1.79 2 106 I s 
筍51図90 7 J-03-1002 石核 ホルンフェルス 4 24. 78 41. 88 13 65 12. 23 74~76 

7]-03-1003 剥片 ホルンフェルス 4 28. 79 15. 65 6. 48 I. 87 I 90 I+ a F 

第51図94a 7 J-03-1004 潤片 ホルンフェルス 4 お．96 24. 15 8. 99 4. 39 2 132 l+ill+JV s 51 
7]-03-1005 剥片 ホルンフェルス 4 36. 63 21. 03 8. 64 4. 06 I 130 ] +m H L 

7 J-03-1006 胡片 ホルンフェルス 4 10.88 19. 91 2. 92 0. 48 1 128 I ui 
第51図94b 7 J-03-1007 剥片 ホルンフェルス 4 20. 29 38. 37 9. 29 5. 36 3 128 I+m H 51 

7 J-03-1008 剥片 ホルンフェルス 4 13. 31 6. 14 5. 01 0. 34 I 98 V s L 
7 J-03-1009 剥片 安山岩8 8 33. 63 お．99 13. 46 11 68 1 1 21 I H 

7 J-03-1010 材片 ホルンフェルス 4 30. 91 36. 09 10. 25 11. 00 C V s 
7]-03-1011 剥片 安山内B 2 カ．74 糾．32 JI 10 II. 61 I 126 ] +m s 

第51図94c 7J-03-1012 潤片 ホルンフェルス 4 58. 34 54. 76 26. 20 98. 99 I+a＋田 F B 51 

第50図83 7]-03-1013 楔形石器 流紋柑 9 40. 05 57. 95 27. 69 57. 55 

第50図89 7J-03-1014 石核 安山約B 2 49. 55 39. 72 19 70 30. 74 

7)-03-1015 剥片 ホルンフェルス 4 24.04 20. 02 7. 23 2. 77 1 130 I+ a F L 

7]-03-1016 祁片 ホルンフェルス 4 20. 38 21. 17 5. 65 2. 06 I 104 

＂ 
F L 

7J-03-1017 M片 ホルンフェルス 4 お．48 25. 96 7 94 4. 48 L ] +m H 

7J-03-10!8 絹片 安山岩A I 28. 54 17. II 4. 37 I. 31 1 124 I+III+V H 

7]-03-1019 剥片 ホルンフェルス 4 32.04 26. 10 6.16 3. 80 I 102 r+m F 

7 J-03-1020 剥片 ホルンフェルス 4 47. 64 45. 78 25. 86 36 45 5(3) 98 n+m s 
7]-13-1001 材片 安山岩A 7 15. 66 7. 86 2. 82 0. 26 1+a+m B 
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挿図番号 遺物番号 器種名 母岩名
最大長 最大幅 最大厚 瓜量 rri!ii 打角

背iiii構成
末端 使用痕 遺存

接合 偏 考
四 lllill n g 形状 剌雌角 形状 被寮湛［ 部位

7]-13-1()()2 剥片 嶺岡頁岩 5 29. 63 11. 87 4 IO l 71 し l+U s 

7J-13-J003 剥片 安山岩B 2 14. 26 9. 37 6. 12 0. 67 Il 

＂ 
LB 

7J-13-1004 剥片 安山岩A 7 14.66 23. 32 4 15 I. 51 C V s 

7J-13-1005 剥片 安山岩A 7 16.84 8. 29 2 64 o. 44 L u LH 

第52図97c 7J-I3-!006 石核 安山岩A 7 42. 28 43. 31 21. 96 32, 70 58~72 52 

7]-13-1007 剥片 安山岩A 7 5.65 13. 48 3. 64 0. 18 2 92 Ill F 

第50図79 7J-13-1008 二和皿嘩朋 安山岩A 3 59. 12 75. 35 21 45 68 25 8(4) 128 I+O+IO+V s 飼整角56~60

第50図87 7J-J3-J009 石核 安山岩A I 24. 52 44. 43 40. 08 40, 63 76~80 

第51図91 7J-13-IOIO 石核 頁岩 S 43. 85 69. 00 39 48 115. 13 102 

第50図81 7J-13-1011 楔形石器 硬質頁灼 1 21.84 26. 37 IO. 47 5. 65 

7J-l3-l012 剥片 安山店A 7 35. 70 39. 65 13 01 10 64 C 106 l+ll+ID F L 

7J-13-I013 剥片 安山岩A 7 46. 21 21. 72 13 07 10 80 C 114 l+D+ill 

゜
L 

7J-l3-1015 剥片 安山恐A 1 38. 20 10. 09 6 59 2. 16 1 106 I+ to F L 

7J-13-1016 剥片 安山岩A 7 22. 28 24. 05 5, 48 2. 40 l+C 132 m s 

第50図86 7J-13-1017 剥片 硬質頁彩 1 23. 58 19 98 6 20 I 08 l+ffi F 8 

7J-13-10!8 剥片 安山岩A 8 25. 34 17. 49 3, 81 1. 73 （＋ 皿十V H L 

第52図98b 7J-J3-J019 剥片 ホルンフェルス 2 52. 97 38. 63 14, 27 18, 41 I 102 I +III十V F R 53 プロック間接合

7 J-13-1020 剥片 安山恐A 1 35.81 20. 38 4 94 2. 92 L r+u+w+v F 

第50図88 7J-)3-!021 石核 安山岩・A 1 35.47 46. 20 14. 05 20, 82 56~82 

7J-J3-!022 剥片 安山岩A 8 38. 18 40. 15 18. 80 28, 94 1•C 130 1+n+m F 

6K-20-1018 剌片 珪質頁岩 12 36. 25 33. 19 12 60 9. 99 l 124 l+V H 

第52図96a 6K-30-100la 剥片 安山岩A 1 18. 97 IS. 77 s. 44 I. 44 I+V F B 54 

6K-30-J00Jb 剥片 安山岩A 1 7. 20 16. 25 3. 36 o. 31 I B 

GK-30-1002 剥片 珪質頁灼 13 30. SO 31. 97 10 43 8. 83 2 140 1+m+v 

゜第52図96b GK-30-1003 石核 安山岩A I 35.04 39. 58 11. 75 15, 95 72~76 54 

6K-30-I004 剥片 安山岩A 7 II. 65 16. 27 2, 74 0. 34 L I F 

第51図93b 6K-30-1005a 楔形石器 安山岩A 20 38. 48 31. 80 12 48 15 28 55 

6K-30-1005b 剥片 安山岩A 1 11.80 13. 98 3, 70 0. 50 L I+Il s 

第51図93a 6K-30-1006 剥片 安山岩A 20 26. 95 13 78 4 98 I 61 2 96 I+V H L 55 

第50図84 6K-30-1007 楔形石器 安山岩B 3 34. 37 28. 13 9. 04 9. 71 

GK-30-1008 剥片 珪質頁岩 16 51. 77 31. 61 18. 01 12. 08 I 92 I +Ill十V H 

GK-30-1009 剥片 安山岩A JI 35. 96 34. 91 14. 23 13. 34 C 98 1+a+m s 

GK-30-1010 剥片 安山岩A 1 33. 79 29. 25 8. 71 5. 56 1+n+m F B 

第51囮92 6K-30-IOII 石核 珪質頁岩 15 29. 50 34 55 37. 60 31 15 珈 86

GK-30-1012 剌片 珪質頁沿 17 44. 96 26. 53 9. 68 8. 54 2 112 1+m+v II 

6K-30-1013 剥片 珪質頁岩 13 38. 96 36. 88 13. 06 13. 81 1 96 I+V H 

6K-30-1014 剥片 安山岩A 19 35. 88 30. 74 14. 39 7. 98 1 112 1+n+m s 

6K-30-1015 剥片 安山店A 7 40. 72 25. 12 5. 73 4. 48 r+m+v F 

GK-30-1016 剥片 安山岩A 1 31.08 18. 93 6, 83 3. 56 L I+V F 

GK-30-1017 剥片 珪質頁岩 12 16. 10 16.糾 4, 11 0. 87 C 106 I F 

GK-30-1018 剥片 安山岩A I 20. 60 19. 03 5. 81 I. 42 I F 8 

7K-00-1002 剥片 安山岩A 3 14. 30 10. 82 3 24 0 39 I 86 I F し

7K-00-1004 剥片 安山岩A 17 22. 94 64 29 15. 99 17. 77 C 84 I+m F 

7K-00-J005 剌片 ホルンフェルス 4 23.01 13. 63 6. 77 2. 09 1 120 l+Il s L 

7K-00-1006 剥片 ホルンフェルス 4 6.43 15. 12 4, 30 0, 36 I 118 I s 

7K-00-1007 剥片 玉紅 4 14. 40 14 31 3、45 0 57 l 122 I十皿 II 

第52図956 7K-00-1008 剥片 ホルンフェルス 4 26. 16 26. 71 9. 41 5, 19 1 122 I+Il十III s 56 

第50図80 71(-00-1009 二幻肛口柑 玉髄 4 22. 64 16 89 5 06 I 88 l 130 l +m F 調整角68~84

7K-00-1010 剥｝ヤ 安山岩A l 24. 61 13 26 6 32 I. 63 I 132 I+V ll R 

7K-OO-IOIJ 剌片 安山岩A I 12. 88 9. 57 3.05 0 34 I +III F B 

71(-00-I012 剥片 ホルンフェルス 4 15. 72 27 67 5 10 I 98 3 120 l+V s 

7K-OO-l013 剥片 ホルンフェルス 8 3l. 60 32 45 10. 57 7 00 I 116 l+ill+IV+V F 

7K-00-1014 剥片 ホルンフェルス 8 15. 77 5. 95 4. 52 0. 39 L V s 

筍52図95a 7}(-00-1015 剥片 ホルンフェルス 4 45. 90 39、93 8.64 JO. 80 2 68 1+a+v F 56 

7}(-00-1016 剥片 安山岩A I 32 65 24, 55 7. 95 5.06 I 122 1 +rn 

゜
L 

7K-10-1001 剥片 安山岩A 3 40. 79 44 62 16. 83 22. 54 I 104 l+IT+IV+V 

゜7K-LO-L003 剥Jt 砂岩 15 42 72 39 47 11. 81 19. 60 I 106 I+V F 

71(-10-1004 剥片 安山岩B 2 38 55 48. 17 13. 53 21. 35 Il+ill 

゜
B 

71(-10-1005 刺片 ホルンフェルス 8 28 14 17 42 6. 65 2. 81 IV+ V s B 

7){-10-1006 剥片 安山岩B 7 25 82 39.45 10.1)9 5. 30 l+D+V F B 

7K-10-l()()7 剥片 安山岩A 7 14, 15 21.04 7. 69 I. 99 L !+ill H 

71{-10-1008 楔形石器 チャート IS 16. 43 20. 68 5. 24 2. 09 

7K-l0-l009 剥片 ホルンフェルス 8 17 29 11. 24 4. 04 0. 64 I s LB 

71(-10-1010 剥片 安山岩A 7 30, 10 30. 35 14 12 9. 13 I H RB 

7K-10-1011 材片 安山岩A 7 17. 98 ね．18 4 70 1. 81 I s B 

7K-!0-!0!2a 剥片 安山岩A 1 17 85 10. 78 8. 33 0. 96 I 114 ] ＋m F R 
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挿図番号 遺物番号 器種名 母沿名
最大長 最大幅 最大厚 爪黛 打面 打角

行面構成
末溢 使ll痕 遺存

接合 偏 考
m鵡 園 m層 g 形状 虞角 形状 被熱痕 部位

7K-!0-!012b 剌片 安山岩A 7 10 63 14. 44 2. 05 0. 24 L I+ a F 

7K-10-1013 剥片 安山杓A 7 47. 10 17. 75 9. 48 10.09 I 102 n+(Il＋v s L 

7K-I0-1014 剥片 安山岩A 7 13. 73 17. 76 2. 97 0. 52 I 112 I +m s 

第52図”a 7K-10-1015 剥片 安山岩A 7 24. 54 33. 23 &63 4. 62 I 116 1+m+v s 52 

7K-I0-1016 刺片 安山約A 7 11. 99 19. 98 4. 74 o. 92 I 106 皿 s 

7K-I0-1017 剥片 安山岩A 7 21. 69 18. 64 5. 64 1. 82 L I s 

7K-I0-1018 楔形石器 黒罐石 3 22 25 8. 88 6.切 1. 02 76 57 

7K-I0-1019 楔形石器 黒喝石 3 21. 48 13. 62 7. 80 I. 84 57 

7K-I0-1020 剥片 黒吼石 3 14. 78 6. 52 2. 53 0. 14 L 皿 s 

7K-I0-1021 楔形石器 黒濯石 3 7 11 9. 70 4. 87 0. 33 

7K-J0-1022 楔形石器 黒曜石 3 21 11 5 2'1 5. 96 o. 41 

第50図85 7K-10-1023 筏形石器 黒曜石 3 7. 96 15. 65 4. 24 0. 58 

第so図82 7K-I0-1024 楔形石器 安山岩A 7 21. 57 24. 09 12. 20 6. 53 

7K-I0-1025 剥片 ホルンフェルス 4 24. 98 13. 95 5. 51 I. 17 I F B 
7K-10-1026 剌片 安山岩A 7 20. 82 17. 3'1 5. 90 I. 70 I 126 I 

゜
F 

第52図97b 7K-I0-1027 剥片 安山沿A 7 28. 19 27 05 8. 16 5. 21 I 122 n+m+v H 52 

7K-I0-1028 剥片 安山岩A 7 18. 32 14. 12 6. 21 1.43 L 1+a+v s 

?K-20-1009 刺片 硬質頁岩 12 28. 80 14. 22 3. 52 1. 35 I I'll 

第53表 第12プロック出土石器属性表

挿図番号 遺物番号 器種名 母店名
最大長 最大幅 最大厚 重量 打面 打角

背ilii構成
末瑞 遺存

接合 傭 考
匹 mll ロ圃 g 形状 M離角 形状 部位

7K-01-1()()1 剥片 ホルンフェルス 13 お．53 49.67 7.34 7 95 I 132 l+V s 

第55因100 7K-01-1002 剥片 頁岩 10 45. 00 36. 46 12.08 16. 63 1 128 I+IV+V H 使用痕N

7K--02-1001 剥片 珪質貞岩 13 24. 36 26. 14 II. 22 5. 14 C 126 I+ll十III s 

7K-02-1002 剥片 嶺岡頁岩 6 15. 34 24. 35 5.08 I. 49 L I H 

71(-02-1003 剥片 安山岩A I 22. 70 48.53 II. 97 11 80 l+V F B 

第55図104a 7K-02-1004a 剥片 珪質頁岩 19 16. 76 26. 92 7.83 2. 97 8(3) 128 l+IIl s 58 

7K-02-!004b 剥片 ホルンフェルス 13 10. 70 15. 10 3. 74 0. 57 I 104 I 末端部ガジリ

第55図104b 7K-02-1005 石核 珪質頁岩 19 31. 63 44. 26 22.84 28. 02 54 58 

7K-02-1006 材片 安山岩A I 34. 49 23. 73 10.60 7. II I 132 [Il＋v H 

第56図105a 71(-JJ-1002 俎片 安山岩A 21 32. 72 46. 91 15. 62 20. 70 I 114 l+Il 

゜
59 プロック間接合

71(-11-1003 剥片 安山府ヽ 21 55. 79 67 23 26. 51 84 61 I 136 l+m s 

7K-ll-1004 剥片 安山岩A 21 61. 34 58. 04 22.04 72. 04 l 98 l+V s L 60 

7K-11-1005 剥片 安山岩A 21 お．55 17. 09 II. 79 3. 82 C 78 V RH 

第55図103a 7K-ll-1006 剥片 安山岩A 22 18. 73 19. 30 7.34 I 86 L I s 61 

7K-ll-l007 渕片 安山岩A 22 33. 76 お．22 II. 46 7. 6~ I 102 l+V H 

7K-ll-1008 材片 ホルンフェルス 8 31 70 32 32 15. 63 13. 88 2 114 I十田 H 

7K-1 l-1009 剥片 安山岩A 21 21. 52 14. 19 6.93 I. 66 1 94 l s 

7K-11-1010 剥片 安山岩A 21 53. 08 37. 81 19.49 36. 99 I l+V s R 60 

7K-ll-1011 材片 玉駐 8 20. 87 22 53 7.49 2. 46 L I+V s 

7K-ll-1012 剥片 安山岩A 21 23. 43 27. 73 15.35 6. 49 I V 叫

第55図101 7K-ll-1013 楔形石器 玉紅 8 26. 31 24 01 15.69 10. 87 

第55図103d 7K-Jl-1014 楔形石器 安山岩A 22 24 75 24.87 9.02 5. 95 61 

7K-ll-1015 囀片 安山料A 21 44. 14 33. 64 20.&l 27. 18 r+m+v I'll 62 

第55図103b 7K-ll-!016 楔形石器 安山岩A 22 31. 60 20. 67 12.82 7. &l 61 

71(-Jl-1017 剥片 安山沿A 21 20. 51 20 40 6.63 2. 37 L 1+n+m+v F 
7K-11-1018 剥片 安山告A 21 21. 52 39. 19 21.92 14. II I+m 

゜
B 

7K-JHOl9 渕片 安山岩A 21 14 06 23. 19 9. 16 3. 15 L I 

゜71(-Jl-1020 剥片 安山料A 21 18. 59 14 08 494 I 34 L l F 
7K-ll-1021 剥片 チャート 6 22. 56 18. 58 5.80 I. 99 1 116 I+m F 
7K-l 1-1022 剥片 安山岩A 21 29. 24 29. 81 14. 70 II. 21 し I s 

7K-11-1023 剥片 ホルンフェルス 8 42 92 20 31 10. 43 4. 98 1 138 I II L 

第55図103c 7K-l 1-1024 剥片 安山岩A 22 33. 17 22. 08 12. 20 8. 33 L I +Il s L 61 

7K-11-!025 剥片 安山岩A 21 40. 53 26 32 20. 89 17. 03 I 104 I +Il s 

7K-ll-1026 剥片 安山柑A 21 16. 08 12. 88 7 88 I. 26 L 1 +m  H 

7K-11-10切 剥片 安山岩A 23 39. 18 20. 67 10. 42 7. 56 し U ＋田

゜7K-ll-1028 剥片 安山柑A 21 25 10 13 95 8. 39 2. 46 L I s 

7K-11-1029 剥片 安山岩A 21 32. 57 36,83 12 06 13. 27 I 96 r+n+m s 60 

7K-11-1030 剥片 安山岩A 21 32. 50 29, 63 10. 81 7. 69 L l十日＋v

゜7K-11-1031 和1片 チャート 6 12. 79 17. 98 6. 73 l. 10 I 90 I+ll s 

7K-11-1032 剥片 チャート 6 20. 67 19. 98 12.お 3. 01 I 118 I s 

7K-11-1033 剌片 安山岩A 21 19. 62 18. 48 8. 82 3. 26 1 98 r+m s 

7K-Jl-1034 剥片 チャート 6 26. 35 26. 68 4. 4 7 2. 63 1 96 I +IV s 

7K-ll-1035 剥片 安山岩A 21 お．21 15. 94 9. 35 2.49 2 88 1+a+rn十V

゜
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挿図番号 遺物番号 器種名 母岩名
最大長 蚊大幅 最大印 瓜量 打面 打角

背ilii構成
未端 遺存

接合 偏 考m n 囚 g 形状 剥離角 形状 部位

7K-11-1036 剌片 流紋岩 10 18. 54 12. 67 7. 14 1. 30 2 120 l + n s 
7K-ll-1037 絹片 チャート 6 12. 51 12. 03 3. 58 o. 36 L I F 

7K-ll-1038 材片 安山岩A 21 19. 78 13. 72 6. 47 I. 23 L !+ill 

゜7K-IH039 剥片 安山岩A 21 16, 74 12. 19 7. 68 1.10 I 106 l+U+ID s 
7K-ll-1040 湖片 安山岩A 21 11 67 12. 00 8. 16 I. 09 1 114 I +m  s 

第55図102 7K-ll-1041 石核 ホルンフェルス 12 32. 64 38. 69 14 91 II. 88 76~84 

7K-ll-1042 剥片 チャー ト 6 14, 55 22. 90 11. 91 3. 12 L I+ a＋皿十IV s 
7K-11-1043 刺片 安山岩A 21 22 61 22. 36 8. 87 3. 79 I+V  s B 
7K-!!-1044 剥片 安山宕A 23 21. 66 14. 18 4 96 I 19 C 98 I+[Il s 
7K-11-1045 剥片 安山岩A 23 18 72 14 43 9. 26 2. 46 I+ Il F B 

7K-ll-1046 剥片 安山岩A 21 20 66 16. 67 4. 75 I. 39 L I s 
71(-11-1047 剥片 安山荘A 21 46. 28 53. 28 29. 37 59. 06 I十皿十V s B 62 
7K-I 1-1048 剥片 安山岩A 21 25. 32 18. 33 10. 91 3. 55 L 1+m+v s 
71(-11-1049 剌片 チャー ト 6 30. 29 妥I.03 9. 15 5. 04 m+v F B 

7K-ll-1050 剥片 安山岩A 21 12. 10 5.84 3. 18 0. 17 p 1 +m s 
第55図99 7K-ll-1051 局斧 結晶片岩 I 50. 30 48. 10 13. 79 31. 69 刃部角78.欠損

7K-11-1052 刺片 安山岩A 21 52. 99 40. 57 13 64 28. 02 n+v s B 62 
7K-ll-1053 剥片 チャート 6 10.67 15.04 2. 53 0. 38 l+m s B 
7K-ll-1054 剌片 安山岩A 21 32. 66 23.02 13. 63 8. 47 1+m+v s B 62 
71(-11-1055 剌片 安山好A 21 28. 37 18. 13 14. 58 3. 72 2 94 I 末端部ガジリ

7K-ll-1056 剥片 王髄 8 12. 10 14 48 3 77 0. 53 I 100 l+V F 

7K-ll-1057 剥片 安山岩A 21 14. 34 16. 00 5. 30 I. 03 C 96 田 s 
71(-11-1058 剥片 安山灼A 21 21. 90 26“ 6 20 3. 43 C 114 1 +m  H 

71(-11-1059 剥片 安山岩A 23 21. 52 26. 96 5. 56 2.68 C l02 1+m F 

71(-11-1060 刺片 安山岩A 21 21. 73 17 14 II. 38 3. 17 (＋m II B 

第54表第13ブロック出土石器属性表

挿図番号 遺物番サ 器種名 母岩名
最大長 最大幅 最大ぼ 直量 打面 打角 打面

背面構成
末端 使用痕 遺存

接合 偏 考
田口 m冨l llllll g 形状 潤罷角 調整 形状 被勲痕 部位

71(-03-1001 渕片 安山岩A I 33. 38 30. 07 8. 23 5. 19 1 1沃 r+v H 

71(-03-1002 胡片 チャー ト 19 22. 85 20. 55 6.85 2. 26 1 92 I +IV II 

第61図128a 71(-03-1003 材片 安山彩A I 46. 48 33. 71 13. 48 18. 16 4(2) 126 r+m+v F 63 

第61図128b 71(-03-1004 石核 安山岩A I 44. 40 40. 10 35. 20 68.69 74-92 63 
7K-03-200I 刺片 チャー ト 6 21. 46 21. 81 7. 54 2. 28 C 88 I +IV F 

第59図115 7K-12-1001 楔形石器 流紋沿 11 20. 59 24 24 10. 22 4.06 

第59図110 7K-12-1002 二 チャート 16 47. 78 48. 86 II. 91 22. 33 14(8) 122 ＋ 1 + n +v F N 調整角42~52

7K-12-1003 剥片 チャー ト 6 21 75 33. 66 7. 76 3. 74 C 92 I F 

71(-12-1004 剥片 安山岩B 9 12. 57 20. 10 6.01 1.カ L I F 

7K-12-1005 剥片 安山岩A I 13. 59 17. 09 2.86 o. 60 [＋田 F B 

7K-12-1006 剥片 安山約A 1 29. 05 19. 24 3 57 l. 18 L I F 

71(-12-1007 剥片 硬質頁沿 13 25. 35 30.36 11 90 6. 13 3 102 l十田 H 

7K-12-I008 剥片 安山岩A I 22.09 22. 14 3. 80 1. 24 I l+ID F 

7K-12-1009 剥片 安山岩A 1 12,66 22 08 4 26 I. 01 I F B 

7K-12-JOJO 剥片 安山灼A 1 29 30 20. 39 12 99 3. 76 2 96 I十田十V H 

7K-!2-!0ll 剥片 安山岩A I 31. 33 35.69 6. 11 4. 52 I 118 I+V F 

第59図Ill 7K-12-1012 二片 安山岩A I 12. 29 17 73 4 49 I. 00 V F B 調整角82

7K-!2-!013 剥片 安山沿A 11'l:l. 37 26 51 &36 5. 36 1 116 I s 
7K-12-1014 剥片 安山岩A I 19. 99 28 65 5. 55 2. 98 V F B 

7K-12-1015 剥片 安山杓A 1 30.30 25 05 15 08 9. 45 I + 〇＋田十V

゜7K-12-!016 剥片 安山柑A I 18. 98 21. 77 5. 44 1. 81 2(1) 126 V s R 

7K-12-1017 剥片 安山岩A I 30. 99 16.01 7. 59 3. 74 2 130 1+m+v F R 

7K-12-1018 剥片 安山沿A l 35. 57 29. 36 9. 99 6. 30 C 80 l +Ill F 

第60図122 71(-12-!0!9 剥片 安山岩A I 38. 95 45. 77 17, 02 20 48 88 

7K-!2-1020 剥片 安山岩A I 19. 86 17. 53 4 21 I. 22 l+V  F B 

?K-12-1021 剥片 安山柑A I 29. 73 42. 07 10. 79 9. 24 2 114 I s 
?K-12-1022 剥片 ホルンフェルス 12 20. 76 28. 89 5. 47 2, 29 I 132 1 +m s 
7K-12-1023 刺片 安山岩A I 25. 33 31. 44 13. 12 8. 08 2 118 !+ill s 
?K-12-1024 剥片 安山沿A I 40. 86 32. 78 10. 41 8. 42 5(2) 122 I+[D＋v F 

第59図112 7K-12-1025 捜形石器 安山岩A I 23. 70 22. 69 7. 88 5. 62 

7K-12-10'l:7 剥片 チャート 6 40. 78 35. 04 12. 64 10. 45 2 122 V s Hll 

7](-12-1028 剥片 チャー ト 6 II. 47 14 01 4 90 o. 61 し !+ill F R 

7K-12-1029 剥片 安山岩A I 38. 24 21. 36 8. 73 6. 64 I 118 I+V F R 

71(-13-1023 囀片 玉髄 10 41. 85 22 94 8. 70 6. 16 C 130 !+ill 

＂ 
L 

71(-13-1024 剥片 安山岩A I 14. 02 1$. 93 4. 61 o. 91 2 102 I +Ill H 
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挿図番分 遺物番号 器種名 母彩名
最大長 最大幅 最大m重最 打面 打角 trilii 1行面構成 未端 使用痕 遺存

接合 偏 考
Dlll mgl mm g 形状 剥離角 調整 形状 被 部位

7K-13-1025 剌片 安山岩A I 28. 63 37. 16 6. 17 5.55 C 104 I +IIJ H 

7K-13-1027 剥片 安山柑A 1 32. 54 36. 68 8. 32 6.66 C 120 I+m 末燐部ガジリ

7K-13-1028 剥片 安山岩A I 26. 50 17. 95 9.44 2. 36 1 128 l+ill F 

7K-22-1001 礫 頁岩 18 36. 61 29. 90 11.47 14.92 

7K-22-1002 剥片 硬質頁彩 14 43. 49 17. 19 7. 36 3. 25 9(5) 100 + l+V H 

?K-22-1003 剥片 安山岩A I 10. 76 15. 91 3. 54 0. 44 L I +Ill F 

7K-22-1⑱ 剥片 チャート 17 40. 39 35. 30 9. 36 6. 75 5(2) 106 I +Ill H 

7K-22-1005 剥片 頁灼 9 23. 07 14 56 4. 33 I. 11 I 98 I F 

7K-22-1006 剥片 ホルンフェルス 14 17. 96 15. 42 4. 10 1.09 I I'll 

7K-22-!007 剥片 安山岩A I 17. 08 9. 95 4. 76 0.49 L III 

゜7K-22-1008 剥片 安山岩A I S. 29 8. 95 2.60 0.08 I s B 

第60図123 7K-22-l009 石核 珪質頁岩 I 23. 60 31. 08 29. 53 14. 35 44-62 

7K-22-1010 剥片 チャート 18 41. 31 24. 52 15.43 12. 21 3 114 1+rn+v F 

7K-22-!0ll 剥片 硬質頁彩 13 22. 37 14 94 8. II 2.02 L I+ll+ill+V s 
第59図107 7K-22-1012 ナイフ形石器 頁岩 13 30. 74 13. 47 5.85 1.92 l+V 調整角66~92

第 124a 7K-22-JOJ3 剥片 安山店A I 23. 70 23. 28 9.19 5.08 L l+U+V F a 
第 124b 7K-22-1014 楔形石器 安山柑A I 24. 55 34 60 8. 92 6. 48 6-l 

第59図121 7K-22-1015 石核 安山岩A I 36. 18 33. 79 19. 65 18. 73 64~1~ 
第 126b 7K-22-1016 刹片 ホルンフェルス 1428. 99 3.J 23 13. 94 12. 99 5 100 l+lll+V 

゜
N 65 

7K-22-1017 剥片 頁約 11 21. 87 15 08 4. 18 I. 39 I 82 I +III H 

筍四126a ?K-22-1018 剥片 ホルンフェルス 1443. 38 31. 69 19.07 15.56 I 106 l十皿＋＼’

゜
65 

第61図129a 7K-22-!0!9 渕片 頁岩 II 15. 42 23. 06 2. !I 0. 90 2 100 l+IU s 66 
7K-22-1020 剥片 黒曜石 5 7. 80 5. 08 2. 37 0.08 1 1 14 I 末端部ガジリ

7K-22-J021 刹片 頁岩 II 50. 36 35. 62 18.02 16.57 4 別 l+D+V H 

7K-22-1023 禎片 頁岩 11 10. 28 16 66 2. 98 0. 32 L I F 

第59図］16 7K-22-1024 剥片 頁岩 14 45. 62 19 37 7. 64 4. 47 13(4) 106 . l+V F X 
7K-22-J027 剥片 ホルンフェルス 1639. 45 32. 43 10. 54 12.02 3 118 l+D+m H 

第59図117 7K-22-1028 刺片 硬質頁店 14 30. 53 21 49 II. 20 5.03 2 122 1+m+v 

゜
；ヽ

7K-22-1029 剥片 安山岩A I 20. 96 14. 86 4. 58 1.01 I +III F 打面部ガジリ

7K-22-1030 対片 安山岩A II 20. 68 38. 15 i. 24 4. 31 Il +III H B 

7K-22-1031 渕片 頁沿 11 25 42 17 96 2.87 l.00 I 114 I F 

7K-22-1032 剥片 安山れA I 25. 39 23 91 l. 98 o. 76 I F 打面部ガジリ

第59図119 7K-22-1033 剥片 頁岩 11 29. 51 16. 30 II. 76 5.87 1+m+v F B 

第61図127a 7K-22-1034 判片 頁岩 12 28. 75 6. 65 6.84 0.85 l+IV+V F B 67 
71(-22-1036 剥片 頁岩 11 32. 16 13 13 4. -17 1.54 I 104 I +Ill H 

7K-22-1037 剥片 仄岩 II 31. 07 36. 54 10. 76 9. 22 2 114 l+V H 

71(-22-1038 判片 ホルンフェルス 14 16. 90 14. 8-1 4. l5 0.85 日＋IV十V H B 

7K-22-1039 剥片 頁粁 11 40. 73 27 51 9. 11 8. 31 5(2) 86 I F 

7K-22-1040 剥片 硬質且岩 14 46. 91 33 62 12. 66 II. 15 3 146 1 +n+m H L 

第59図］18 7K-22-IQ.11 桟片 玉註 9 41. 05 38 62 9. 37 9.85 C 100 I H ‘ 71(-22-1042 剥片 安山岩A I 6. 56 10. 43 2. 13 0. 14 m F B 

7K-22-1043 桟片 玉駐 9 27. 15 28. 08 5. 55 2. 25 I 126 I F R 
7K-22-!044 刺片 安山沿A I 32 23 35. 20 6. 99 5. 34 I s B 

7K-22-J0-16 剥片 玉駐 1 17. 31 6. 77 5.87 0.58 （＋皿十V

゜
B 

7K-22-1047 剥片 頁岩 12 12. 03 14. 06 2. 58 0. 44 I 116 I s 
第59図113 7K-22-J0-18 楔形石器 安山岩A I 23. 90 27. 09 II. 52 8.03 

第59図））4 7K-22-1049a 楔形石器 安山沿A I 27. 51 35 53 6. 93 4. 67 

7K-22-1049b 剥片 ホルンフェルス 15 6. 40 6. 07 2. 31 0.09 片面ガジリ

71(-22-1050 糾片 安山彩A I 12. 97 8. 62 1.81 0. 19 I 86 I F 

7K-22-1051 剥片 安山岩A I 10. 98 12. 28 2.80 0. 35 I 130 I F R 

7K-22-!052 桟片 安山岩A I 24. 32 18. 01 3.88 1.45 L 1+a s 
71(-22-1053 囀片 安山岩A 11 32. 14 33. 07 9. 37 6. 55 I +III十V F B 

71(-22-1054 材片 頁沿 17 29 57 19 08 5. 52 3.05 I 104 I H R 
筍61図127b iK-22-1055 石核 ii岩 12 32. 05 16. 62 32. 48 18. 92 67 

第61図129c 71(-22-1056 渕片 頁岩 11 18. 37 14. 43 3. 79 l.l3 I s B 66 
7K-22-1058 剥片 硬質頁岩 13 26. 63 11. 62 4. 75 1.01 I 100 1 +m F 

7K-22-!059 禎片 安山岩B 11 5. 78 4. 73 2. 56 0.06 I 104 I s 
第59図120 71(-22-1060 石核 硬質頁岩 7 32 25 35. 27 15. 33 13.83 既 82

笥62図130 71(-22-1061 敲石 安山岩c 5 78. 63 44. 45 35. 23 160.67 S, H 

第 125a 71(-22-1064 剥片 頁岩 11 55. 23 32. 57 14. 50 19. 90 7(3) 100 1+m+v F 68 
7K-22-1067 材片 ホルンフェルス 8 28. 53 22. 07 5. 76 2. 96 I F 8 
71(-22-1068 剥片 安山杓A I 29. 57 46. 41 10. 32 10. 57 I 102 l+ill F 

第61図129b 71(-22-1069 墳片 頁岩 11 10. 82 11. 92 2. 48 0. 26 I 122 I +m H 66 
7K-22-1071 剥片 頁沿 15 46. 99 25 74 12. 83 10. 69 I 108 l+n F 
7K-22-1072 M片 ホルンフェルス 12 14. 06 21. 23 4. 15 o. 91 l +ll s B 

第59図106 7K-22-1073 ナイフ形石器 頁岩 11 30. 05 14. II 5.01 2. 58 I 106 I 鵡整角82~90
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挿図番号 遺物番号 器種名 母岩名
最大長 最大幅 最大J男 直位 打面 打角 打面

-/'f面構成
末端 使 遺存

接合 傭l 考

"“ 
ngl lllilJ g 形状 如枷 調整 形状 根 部位

7](-22-1075 剥片 ホルンフェルス 14 33. 95 29. 64 12. 19 7, 83 3 100 I H 

7K-22-1076 刺片 ホルンフェルス 12 16 25 9. 45 7 67 I 30 I ¥'¥I 

7K-22-1078 剥片 頁岩 16 21 09 II 78 12 97 8 52 C 76 m+v s 
第 125b 7K-22-l079 剥片 頁岩 11 34. 82 18. 73 3. 83 2 07 2 96 I F 68 

第59図108 71(-22-1080 二 頁彩 II 31 72 21 68 10. 20 6 68 2 92 m+v F 調整角80

第59図109 7K-22-1081 二 頁岩 9 28. 90 17 31 8. 76 3 18 9(5) 106 I +Ill 調整角66~72

71(-32-1005 剥片 黒曜石 5 17. 59 8. 87 5. 58 0, 70 I H B 
71(-32-1006 渕片 安山岩A I 13 97 14 52 3. 20 0 63 I H LB 

71(-32-1008 剥片 安山岩A I 23. 05 12 59 5. 12 0 80 I +Il F RB 

71(-32-1009 剥片 安山岩B 10 8. 89 8. 14 3.42 0. 20 In s B 

第55表第14プロック出士石器属性表

挿図番号 遺物番号 器種名 母岩名
及大兵 最大幅 最大厚 直量 打面 打角

廿面構成
末端 使用痕 遺存

接合 俯 考
an 四 run g 形状 剥離角 形状 被 部位

第65図131 7K-13-IOOJ 二次旧工剌片 チャート 6 42. 71 25. 71 9.65 5. 71 r+m+v N n1 潤整角78~88

7K-13-1002 剥片 硬質頁岩 7 21. 14 26 15 8. 92 3. 72 3 124 Il十四 s 
7K-!3-!003 剥片 安山岩A 24 27. 28 31 45 8. 15 5. 71 3 126 l+V H 

7K-13-1004 剥片 安山岩A 24 18. 48 21. 46 5. 51 2.01 L r+ru+v H 

7K-13-1005 剥片 安山岩A 24 21. 55 17. 51 9.09 2.84 I 92 I+V s し

第65図138 7K-13-1006 石核 安山岩A 24 24. 46 31 81 42. 52 24. 41 66 

7K-!3-J007 剥片 安山岩A 24 29. 27 23, 58 6.25 3.42 C 112 l+V F 

7K-13-1008 剥片 玉髄 ll 41. 69 40 83 16.50 18. 25 L I +Il+V H 

第65図135 7K-13-1009 剥片 珪質頁岩 I 36. 56 47 05 14. 23 19. 52 I 134 1+a+m+v s N 
7K-13-1010 剥片 玉髄 11 26. 49 15, 43 6.93 I. 51 I 126 l+m F 

7K-13-101 I 剥片 安山岩A 21 25. 43 23 45 9.36 4.07 I 104 m+v F 

7K-J3-1012 剥片 安山沿A 24 42. 87 17, 71 9.32 5. 70 I I+ a＋皿 F L 69 

7K-13-1013 剥片 安山岩A 24 36. 47 27, 49 10. 17 7.87 I 100 I RH 69 

7K-13-10!4 剥片 安山岩A 24 21. 93 27 30 10. -18 3. 31 I 88 I+V F 

7K-13-IOIS 剥片 チャート 6 21. 41 32 27 8. 92 4. 53 I 80 U＋皿 F 

第56図105c 71(-13-1016 石核 安山岩A 21 33. 21 73, 96 52. 71 143. 69 66 59 プロック間接合

7K-13-1017 剥片 硬質頁岩 7 27. 77 33, 16 7.51 4. 44 L ］ ＋田＋1V s 
7K-13-1018 剥片 安山岩A 21 24. i7 21 JO 8. 29 4. 17 L I +Il十皿

゜7K-13-1019 剥片 安山岩A 21 24. 12 9. 50 5.88 1.08 L r+a+m s 
7K-13-1020 剥片 安山岩A 24 33. 89 36, 32 16.69 13. 17 3(1) 86 I+V H 

第66図140 7K-13-1021 石核 安山岩A 21 43. 42 48 62 50.66 129. 40 106 

71(-13-1022 剥片 ホルンフェルス 17 65. 73 62, 36 17. 25 56. 53 I 122 r+m+v s 
7K-23-1001 剥片 ホルンフェルス 12 28. 41 22. 45 6. 25 3. 57 I+Il+V s B 

第65図134 7K-23-1002 楔形石器 安山岩A 16 27. 70 20 87 9. 77 3. 75 

第65図139 7K-23-J003 石核 ホルンフェルス 8 39. 46 52, 31 36.02 58. 14 郎～72
7K-23-1004 礫 砂岩 16 58. 63 50,32 20. 29 84. 23 H 

7K-23-1005 剥片 ホルンフェルス 18 21. 32 16 95 11. 47 2. 63 I 72 I+Il F 

7K-23-J006 礫 不明 I 32. 44 24, 17 10. 53 8. 62 H 

第65図137 7K-23-1007 石核 チャート 20 34. 46 42, 75 20. 26 26. 53 74 

7K-23-1008 剌片 嶺岡頁岩 6 35. 09 35. 24 12.61 12.86 I ll6 I+V H L 

7L-20-1001 剥片 安山沿B 12 9. 62 7, 31 3.51 0. 27 I 100 I H L 

71.-20-1003 剥片 チャート 20 33. 01 20. 93 9. 38 5. 88 C 112 I+Il F 

7L-20-1004 剥片 安山俎A 16 16. 23 15 02 6.33 1. 27 r+m+v n1 

7L-20-1005 剥片 安山岩B 12 6. 68 4, 69 2. 30 0.07 p I s 
第66図］41b 7L-20-1006 石核 安山岩A 16 39. 03 52 02 22. 18 ,10. 28 58~88 70 

7L-20-1007 刺片 ホルンフェルス 12 7. 06 II 86 1.51 o. 13 l+V F B 

7L-20-!008 剥片 ホルンフェルス 12 1 1. 8i 18 06 3. 12 o. 63 1 80 I+ a +Ill F 
71、-20-1009 剥片 ホルンフェルス 8 12. 98 13. 04 I. 58 0. 26 L I 末端部ガジリ

7L-20-10!0 刺片 ホルンフェルス 8 12. 92 11 46 2. 21 o. 39 L I十皿 s 
7L-20-1011 剥片 玉髄 12 9. 2i 6, 68 1.98 0. 12 I s B 

7L-20-1012 ぷI片 ホルンフェルス 8 17.邸 9. 39 2. 07 0. 34 I F 打面部ガジリ

7L-20-1013 楔形石器 安山柑A 16 21. 94 2 3, 04 6. 22 2. 56 

7L-20-1014 剥片 安山岩A 16 19.切 15, 40 2. 87 0. 77 L l十皿 s 
第66図141a 7L-20-1016 剥片 安山岩A 16 11. 69 15. 01 20.82 2.07 I 112 n＋皿 H L 70 

7L-20-1017 剥片 ホルンフェルス 8 16. 12 11 24 2. 76 o. 41 I s B 

?L-20-1018 剥片 ホルンフェルス 8 12.初 26, 79 5.93 2.03 I H B 

7L-20-!0!9 剥片 安山岩A 16 17. 74 22, 47 8.48 3. 12 I I十皿 s 
第65図133 7L-20-1020 楔形石器 安山約A 16 29. 52 9, 02 7. 75 2. 31 

7L-20-1021 剥片 ホルンフェルス 4 22. 37 22, 32 9. 75 3. 33 2 138 m H R 

7L-20-1022 剥片 安山岩A 16 15. 08 7 54 3. 75 0.42 I+ill B 未端部ガジリ
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挿図番り“ 遺物番サ 器種名 母岩名
最大長 最大幅 最大厚 重量 打面 打角

甘面構成
末端 使用痕 遺存

接合 傭 考
IUD lllll 皿 g 形状 剌離角 形状 被熱痕 部位

第65図132 7L-20-1023 楔形石器 安山灼A 16 33. 62 15. 99 12. 45 4 80 

7L-20-1024 ぷl片 安山岩A 16 12. 67 22. 38 10. 44 2. 35 I +Ill s B 

7L-20-1025 剥片 玉髄 12 23 53 14. 93 4.67 I. 90 L ！ s R 

7L-20-1026 剥片 ホルンフェルス 3 26. 45 23 57 4.66 2 37 I+V F B 

7L-20-1027 剥片 チャート 21 20. 73 16. 84 9. 21 2. 91 L I s 
?L-20-1028 剥片 チャート 21 9. 22 13 86 2.85 0. 33 I 128 I+ffi+IV s 

第65図136 7L-20-1029 剥片 黒曜石 3 25. 80 26. 30 12.58 3. 27 I F N LB 

第56表 第15ブロック出土石器属性表

挿図番{)・ 遺物番号 器種名 母岩名
最大長 最大幅 最大厚 重量 打面 打角

背面溝成
末端 使用痕 遺存

欠損 接合 偏 考
IDll 匹 IIDl g 形状 和賢駒 形状 被 部位

7J-22-JOOJ 剥片 硬質頁岩 3 7. 88 9. 36 2.67 0. 12 I 96 I " 7J-22-1002 剥片 安山岩B I 29. 92 27. 86 8.88 4. 63 5(1) 122 1十田 F 

7」-22-1003 剥片 安山柑A 20 12 67 10. 63 3.69 0.37 I+Il II B 

?J-22-1004 礫 チャート 23 43. 53 33. 36 21.62 42. 39 H 

?J-22-1005 礫 ホルンフェルス 2248. 36 26. 78 19.85 31. 23 H 

第7幽 163a 7]-22-1006 剥片 頁柑 19 10. 60 28. 56 4. 33 0.80 2 118 I +ll F 71 ポジ面

7]-22-1007 剥片 頁岩 20 25. 07 13. 60 5.89 1.75 2 114 I+m 

゜第7姻 163b 7]-22-1008 石核 頁岩 19 60. 70 52. 24 10. 97 42. 10 78 71 

7]-22-1009 剥片 頁岩 21 32 70 20. 97 8. 22 8.09 I B~ 
?J-22-1010 剥片 安山約B I 7. 70 13. 07 2. 73 0. 21 I 106 I F 

7J-22-1011 礫 砂岩 17 4~. 72 40. 84 24. 53 62. 22 H 

71-22-1012 剥片 ホルンフェルス 2022. 95 19. 89 7. 66 3. 15 C 116 I+V H 

?J-22-1013 礫 ホルンフェルス 21 44. 16 29. 74 26. 15 50.09 

第70図158 7J-22-1014 剥片 チャート 6 32. 80 35. 45 13. 19 10. 37 2 128 1+n+m s N 
7J-22-1015 禎片 安山彩A I 13. 84 15 75 5. 95 I. 19 皿十 V F B 

?J-22-1016 剥片 硬質頁岩 16 46. 47 25. 98 II. 23 7. 26 10(3) 102 I+"＋田十 V F 

7J-22-1017 礫 チャート 24 26. 40 19. 43 12.45 4. 93 H 

71-22-1018 剥片 硬質頁岩 19 28. 96 32 87 10. 21 7.62 3 136 r+m II 

笥71図164a 7J-23-1001 剥片 ホルンフェルス 2 15. 12 23. 94 5.84 1.75 1+u+m F 72 

7J-23-1002 東片 安山岩A I 47. 53 62. 43 11. 33 21. 13 4 118 r+v F 

7]-23-1003 剥片 安山岩A 11 14 01 30. 69 5. 12 2. 15 I +ll ll B 

7]-23-1004 剥片 安山岩A I 9. 39 13. 52 3. 41 0. 28 I s B 

7]-23-1005 剥片 硬質頁岩 3 37. 76 15. 02 8.01 1.99 I +IT F B 

7]-23-1006 剥片 嶺岡頁岩 8 33. 13 26 62 9. 96 6. 21 I 132 I十田 }I L 

7]-23-1007 剥片 流紋岩 12 38. 16 43. 49 16.68 25.86 I+ll＋皿 s B 

第71図164b 7]-23-1008 絹片 ホルンフェルス 2 42. 93 44. 28 16. II 27.00 1 126 r+m+v s 72 

第52図98a 7 J-23-1009 桟片 ホルンフェルス 2 40. 25 17 01 12.05 6.86 1 102 r+m+v F L 53 プロック間接合

7]-23-1010 剥片 珪質頁岩 20 18. 89 13. 48 5. 13 I. 39 L m H 

7J-23-IO!l 剥片 安山岩A I 36 08 46. 41 II. 38 14.61 2 132 I +lll+v F 

第70図159 7]-23-1012 剥片 安山岩B I 49. 42 18 66 8. 33 6.61 4(2) 106 I+ill+N F 

第69図142 7]-23-1013 ナイフ形石器 硬質頁岩 3 32. 83 13. 41 4.邸 1.82 I H 潤整角78~88

第70図161 7J-23-1014 石核 硬質頁岩 20 25. 24 29. 77 11.09 6.08 86 

第69図l43 7 J-23-1015 ナイフ形石器 硬質頁岩 3 28 51 11. 62 5.81 1.67 I ＋ 鵡整角66~94

第69図J45 7]-23-1016 ナイフ形石器 安山岩B I 38. 87 11. 76 5. 98 2. 11 I 98 I F + 潤整角70~104

第69図156 7 J-23-1017 禎片 硬質頁岩 16 Z.I. 48 25. 11 7.06 3.83 9(2) llO I N H 

71-23-1018 礫 流紋店 13 40 46 23 93 16. 68 16.43 H 

7J-32-1001 剥片 ホルンフェルス 8 14. 32 17. 50 4. 94 0. 92 ll+V s 8 

7 J-32-1002 剥片 安山岩A I 6 43 14. 14 3.81 0. 33 m F B 

7]-32-1003 剥片 ホルンフェルス 8 23. 36 24 69 4. 97 2. 91 L r+m+v s 
7J-32-1004 剥片 ホルンフェルス 1940. 84 51 10 14.86 24.84 3(1) 114 I+V F 

第70図160 7 J-32-1005 石核 安山岩A I 40. 95 21. 62 15. 30 13. 97 68 

7 J-32-1006 剥片 安山店A I 13 68 14 10 6. 28 0.61 I 106 I s 
7J-32-1007 剥片 頁岩 20 30. 12 30. 77 10.48 5. 73 3 120 !+IV F 

第70図157 7J-32-1009 材片 硬質頁岩 17 51 28 28. 99 4.06 2.87 7(4) 96 I F N 

第69図144 ?J-32-1010 ナイフ形石器 嶺岡頁沿 7 33. 14 15 13 5. 57 2. 74 1 ％ I F X 潤整角78~88

7J-32-101 l 剥片 安山岩A I 33. 01 22. 32 6. 92 3.86 L l +" H 

7 J-32-1012 刺片 チャート 6 10 80 15. 62 5.88 0.46 L r+m 

゜7]-32-1013 剥片 ホルンフェルス 8 24. 19 32. 34 7.82 5. 19 1 126 1+n+m H 

第69図149 7J-33-1001 二 硬質頁岩 3 62. 88 47. 89 8. 55 23. 25 7(2) 100 I+ID+N N H 霜整角58~64

7 J-33-1002 州片 硬質頁岩 15 15 66 19. 82 4. 14 1. 26 C 124 I +ll十m

゜第69図147 7J-33-1003 ナイフ形石器 安山;c;B I 36. 95 14 65 8.85 3.62 I F + 潤整角76~98

7]-33-1004 楔形石器 黒曜石 5 JO. 15 20. 37 7. 57 0.99 ＋ 

7]-33-1005 剥片 安山岩A I 28. 98 24 12 8. 24 4.67 2 114 a+m+v F 

第69図155 7]-33-1006 剥片 硬質頁岩 8 28. 32 34. 79 6.80 4.55 I 126 1+a+v F ヽ
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挿図番号 遺物番号 器種名 母岩名
址大長 最大幅 最大ば 直量 rr面 打角 打面

背ilii溝成
末端 使用痕 遺存

接合 仰 考
lllJII 薗n 四 g 形状 刺離角 調整 形状 被 部位

第69図150 7)-33-1007 楔形石器 安山岩A 1 30. 49 25. 87 7. 42 5. 98 

7J-33-1008 剥片 硬質頁岩 15 15. 54 19.00 4. 37 0. 83 2 88 it伽V F 

7]-33-1009 剥片 王髄 13 19. 17 14. 19 11 79 1 S<l 1 122 I+V s 
7J-33-1010 剥片 安IU料A 1 20. 69 20. 87 5. 12 l 48 し l+OTW s 
7J-33-1011 刺片 安山岩B 1 28. 91 26. 21 10. 19 5. 05 1 110 l+Dボ F 

7]-33-1012 剥片 安山柑B 1 20. 19 II. 96 3 28 0. 67 I II 8 

第72図166 7J-33-1013 台石 チャート 22 90. 15 62. 42 39. 89 262. 92 S, H 

第70図162 7J-33-1014 石核 硬質頁岩 18 32. 62 22. 70 17. 76 12. 31 既 78

7]-33-1015 剥片 安山if;B 1 25. 24 26. 32 6 79 2. 57 L I +Il F 

7 J-33-1016 剥片 安山岩A 11 15. 15 17. 14 5. 85 I 03 1 104 I s 
第71図165d 7K-20-1002 剥片 珪質ii岩 11 17. 30 17. 86 4, 92 o. 97 L l+Il F 73 

7K-20-1003 剥片 安山咋A 3 33. 43 39. 33 9 62 9. 22 I 124 I+V F し

7K-20-1004 剥片 黒晰石 5 19. 00 S. Oi 3 77 0. 42 I 106 I +Il Ii 

第71図165c 7K-20-1005 楔形石器 珪質頁岩 II 25. 83 21. 53 14, 49 7. 17 73 

第69図154 7K-20-J006 剥｝ヤ 安山岩A I 23. 66 25. 23 8. 02 3. 66 1 126 1+111 F N L 

第71図165a 7K-20-1007 刺片 珪質貞岩 11 公l.65 JO. 92 4, 89 I 02 I tl廿l H B 73 

7K-30-1003 礫 砂恐 18 18. 40 15. 52 4, 91 I. 42 H 

第69図146 7K-30-J004 ナイフ形石器 安山拐B I 34. 71 17. 80 7 74 4 27 I ＋ 調整角86

7K-30-1005 刺片 安山岩A 20 26. 04 32. 93 9, 68 6. 61 I 126 I廿Tr F 

7K-30-1006 剥片 安山岩A 20 21. 45 22. 49 4, 79 I. 84 L I + ！ -C H 

第69図152 iK-30-lOOi 楔形石器 王蛇 13 36. 59 23. 17 7 04 4 41 

第71図165b 7K-30-1008 楔形石器 珪質氏岩 11 21. 78 24. 4S 4 32 2. 05 73 

第69図151 7K-30-1009 楔形石器 安山岩A l 30. 78 18. 32 8. 49 5, 12 

7K-30-IOIO 剥片 安山岩A l 20. 12 24. Oi 6 62 2. 85 ］ ＋ ！ ＋圃 F 

7K-30-101 l 刺片 安山岩A I 22. 86 29. 33 8, 17 4 44 2 118 I H 

第69図148 7K-30-1012a 二片 珪質頁岩 21 19. 55 13. 48 5, 26 0. 93 1 86 ] ＋り＋＼~ F 謁整角60

7K-30--1012b 剥片 安山岩A I 11. 64 IS. 31 2 42 0 37 I F B 

7K-30-!0!3 剥片 安山岩A I 18. 60 23. 15 6, 08 2 40 し I H 

7K-30-!0!4 剥片 硬質頁岩 15 24. 95 33. 31 13, 43 8, 92 L I tE 4• 

゜第69図巧3 7K-30-J015 撲形石器 硬質頁岩 15 25. 34 19. II 4 02 I 60 

7K-30-!016 剌片 安山岩A 1 24. 18 32. 81 9, 03 7. 16 I 104 I+V s 

第57表 第16プロック出土石器屈性表

挿図番号 遺物番号 器種名 母岩名
最人、長 最大幅 最大厚 重最 打面 打角

背面溝成
末端 使用痕 遺存

接合 偏 存
口Il mm lllll1 g 形状 剥離角 形状 被熱痕 部位

7K-20-1001 剥片 ホルンフェルス 3 50. 72 お． 40 7. 73 IO. 83 1+m+v ¥,I 

7K-20-1008 剥片 安山岩A I :,,I 57 28．述 6. 07 6. 90 L a+v F 

7K-21-1004 剥片 頁岩 23 12. 48 11. 62 2 47 0 30 IV F B 

?K-21-1005 剌片 チャート 17 16. 60 12. 85 3.34 o. 61 l 116 l+a RH 

第75因168 7K-21-1006 楔形石器 チャート 26 21. 99 36. 16 14. 76 10. 26 

7K-30-1001 剥片 砂岩 7 15. 91 14 42 4 11 0 99 L [Il＋v F 

筍75図167 7K-30-1002 二効皿凍け 玉髄 I 18.66 28. 11 6. 87 2 96 I r+m+v s 調整角62

第76図173d ?K-31-1020 剌片 頁岩 22 12. 01 18. 52 5. 93 I. 28 I s H B 74 
7K-31-1021 剥片 王髄 I 27. 24 13訊 7.51 2. 67 C 88 I十四

゜
R 

筍75181171 7K-3H022 剥片 砂岩 7 19. 18 弘． 69 17. 15 17 33 l糾 75 

1024 

第75図172b 7K-31-1023 剥片 ホルンフェルス 23 39. 94 23 42 9.40 6 14 I 116 I +Il十皿 F 76 

第75図169 7K-31-1025 剌片 珪質頁岩 2 25. 90 51. 47 7.53 9.41 4 126 l十皿 H N 

7K-31-1026 剥片 嶺岡頁岩 9 以． 72 21. 24 7. 77 2. 77 I 110 I +m  H 

第75図172a 7K-31-1027 剥片 ホルンフェルス 23 56. 10 37 75 12. 49 20 94 C 9i l+Il 

゜
R 76 

第76図173e 7K-31-1028 剥片 頁宕・ 22 15. 93 18. 71 5.66 I. 21 L （＋皿 F II 74 

7K-31-1029 剥片 ホルンフェルス訊 13. 13 9. 47 2. 62 0. 34 I 98 I H R 

第76囮173c 7K-31-1030 剥片 頁沿 22 14. 87 14 83 4.08 0.81 I 126 I s II 74 

第76図173a 7K-31-1031 剥｝ヤ 頂岩 22 21. 75 34, 13 13.26 8. 12 I 78 1+a+m+v s II R 74 
第761811731 7K-31-1032 石核 頁岩 22 28. 51 38. 47 30. 15 36. 54 5~~62 H 74 

7K-3l-l033 剥片 頁粁 22 9. 60 9. 27 5. 18 0. 26 I l02 F R 

7K-31-1034a 剥片 嶺岡直岩 6 46. 51 51. 15 14. 24 24. 77 I 128 I + n ＋皿 s 77 

7K-31-1034b 剥片 嶺岡頁店 6 7. 84 15 73 3.51 0. 29 I 130 l+n F 77 

第76因173b 7K-31-1035 剥片 頁粁 22 21. 30 16 81 7. 89 2. 53 Il+V s II L 74 

7K-31-1036 剥｝ヤ 頁岩 22 19. 51 16. 42 4. 75 I. 28 I 102 I +m H 

7K-31-1037 刺片 頁沿 22 21. 2S 15. 51 6.80 2. 21 I 96 1+m+v s 
iK-31-1038 剥片 安山柑A I 12. 15 14 66 4.83 o. 72 2 1 0,l m+v H 

7K-31-1039 剌片 貞岩 23 11.44 13, 63 3. 75 0. 54 I 102 田＋1V 末端部ガジリ

7K-31-1040 剥片 チャート 17 24.50 10 91 7. 97 I. 73 1 + n ＋四 F B 
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挿図番号 遺物番号 器種名 母岩名
最大長 最大幅 最大m爪費 打面 打角 1桁面情成 末端 使用痕 遺存

接合 伽 考
llllll 11111 llllll g 形状 剥離角 形状 被熱痕 部位

7K-3J-J0,1! 剥片 チャート 27 25 53 13.80 6. 18 I. 44 n +（O F B 
71(-31-1042 湖）ヤ チャート 28 17. 72 16. 11 6. 59 1. 35 C 90 m+IV II L 

71(-31-1044 禎片 頁岩 23 35. 22 32. 78 8. 05 6. 20 l 110 I+V F 

7K-3J-1045 剥片 嶺岡頁岩 6 17 78 21. 55 4. 40 I. 59 2 120 I +lll H 

7K-31-1046 汝）t• 安山岩A l 13. 0-l 18.04 3. 67 o. 88 1+n+m s B 

7K-31-1047 剥片 安山岩A 1 25 68 29. 09 4. 86 2. 52 C 92 JJ+m F 

第56図105b 7k-31-lM8 渕片 安山恐A 21 26 1'l 25 38 11. 69 6. 32 1 114 r +[U 

゜
59 プロック間接合

7K-31-1049 渕）t• 安山岩A 1 35, 41 32. 71 9. 67 12. 19 I +III十V s B 
7K-31-1050 剥片 安山岩A l 16 95 10. 04 2. 71 0. 41 2 110 I s 
7K-3!-105J 剥片 安山宕A I 20 08 12. 35 5. 14 I. 09 1 126 !+ID F R 

第75図170 7K-31-J052 石核 安IllぬB 3 34 20 57 62 15. 52 お．,12 74~76 

7K-31-1053 剥片 安山岩A l 25. 16 17. 37 5. 71 1. 97 a +III十V s B 
7K-31-1054 剥片 安山内A 1 41 33 33 53 12. 63 16. 19 3(2) 130 l十皿十V H 

7K-32-1016 剥）ャ 安山岩A I 13. 00 18 47 5. 35 I. 22 I十田十V F 

7K-32-1017 $I片 チャート お 40.43 52, 68 JO. 30 18. 26 C 110 I+ll+IV+V H 78 

第58表 第17プロック出士石器属性表

挿図番丹 遺物番号 器種名 母岩名
最大長 最大幅 最大厚 重量 打面 打角

背面溝成
末端 使用痕 遺(i-

接合 偏 考
llllD 国皿 匹 g 形状 剥離角 形状 被熱痕 部位

第79図175 ?K-32-1001 二次加工剥片 頁岩 24 29. 13 10. 31 4 60 1 27 r+v ¥t 調整角74

7K-32-1002 剥片 砂岩 20 22 12 13. 35 6. 36 l. 54 1 so I H H L 

71(-32-1003 剥片 チャート 29 45 75 34. 75 II 28 18. 85 I 108 1+m+v F 
第79図176 7K-32-1004 楔形石器 凩曜石 6 16. 19 14. 95 6. 47 1. 3i 

iK-32-lOOi 剥片 チャート 25 50 55 32. 41 8. 64 16. 40 3 124 m+v H 

7K-32-101 l 剥片 砂岩 19 29 55 27 47 10. 85 5. 72 C 76 I s 
7K-32-1012a 渕片 黒曜石 6 8. 52 6. 23 s. 13 o. 24 !+ill 

゜
8 

7K-32-1012b 剥片 黒罐石 6 6 81 5 26 I. 93 0.⑱ l+O F B 
7K-32-1013 剥片 珪質頁岩 2 21 35 15 03 5. 06 l. 24 I H B 

第79図178 ?K-32-1014 瀾片 玉髄 4 52, 00 31. 74 9. 00 i. 69 C 106 I F N 

7K-32-1015 石核 黒囁石 6 13. 59 IO. 48 6. 85 0. 65 68 
7K-33-1004 剥片 チャート 25 31 16 24 40 7. 82 4. 52 1+m+v H 

7K-33-J005 剥片 チャート 25 17. 72 9. 30 6. 28 1. 30 m+v 

゜
B 

?K-33-1006 剥｝t ホルンフェルス 4 25. 55 17 06 5. 95 2. 12 I + [ F 8 
7K-33-1007 剥片 チャート お 24.95 10. 62 8. 66 I. 60 I十田＋1V F 8 

第79図177 7K-33-1008 剥片 チャート お 14.91 30. 15 4. 87 2. 17 I l+V H N R 

7K-33-1009 剥片 チャート 蕊 18.92 17 58 3. 66 o. 92 I I H 

7K-33-IOIO 剥片 頁岩 12 17. 57 19. 31 4. 64 1. 38 I 98 I+V II 
7K-33-1011 剥片 チャート 29 21 64 30, 67 10. 31 4.02 I+ II +Ill F B ポジ面

?K-33-1012 剥片 チャート 29 37. 63 29. 45 11. 76 7.43 r+m+rv F 8 
7K-33-1013 刺片 ホルンフェルス 4 51. 35 18. 45 16.84 9.63 I 104 1 + U +rn 

゜7K-33-1014 剥片 チャート 25 39. 15 44, 22 17. 10 18. 51 田十V

゜
B 78 

7K-33-1015 剥片 硬質頁岩 21 34. 36 42. 69 8.03 5. 70 2 106 （＋皿 H 

7K-33-1016 剥片 安山岩A I 30. 26 41 27 5. 14 6. 51 C 108 II十V s 
7K-33-IOl7 剥片 チャート 25 18. 16 20. II 6. 46 2. 27 L l+ill H 

第79刷180 7K-33-1018 石核 チャート 25 26 50 37 59 12.83 10.88 84 
7K-33-1019 刺片 チャート 25 12. 21 8. 52 J. 98 0. 18 I M 

7K-33-!020 剥片 頁彩 24 33. 51 29. 42 5.42 2. 43 L I+ID+V F 

7K-33-J021 剥片 チャート 25 24. 10 20. 87 6. 23 1 83 IV+V Ul i8 
第79図174 7K-33-1023 削器 硬質只・岩 21 26. 49 36. 20 5.05 3. 56 l+C ％ I+ Il +III II 

7K-33-!025 剥片 チャート 25 27. 32 23 29 7. 34 4, 24 I s B 

7K-33-2001 剥片 チャート お JO.13 12 00 3. 92 0, 34 l 116 [ ＋田 s 
7K-33-2002 剥片 チャート 25 17. 92 19. 61 3. 63 I 13 IV M 78 
SK-02-1002 剥片 チャート 25 15．印 21. 40 4. 90 I. 56 l+N F B 
SK-02-1003 剥片 玉髄 12 13. 56 15. 79 3 09 0 59 L I s 

第79図179 SK-03-1002 石核 安山岩8 I 20. 48 33. 11 21. 64 II. 84 78~84 

SK-03-1003 剥片 珪質頁沿 22 39. 88 17. 53 9. 56 4, 25 r+v F B 
SK-03-1004 剥片 硬質頁柑 14 36. 92 25. 59 6 68 4. 69 2 

” 
I+V ll 

SK-03-1005 剥片 王髄 12 39. 33 42. 33 16, 48 17, 43 2 52 I II 

-223 -



第59表第18ブロック出土石器属性表

挿図番号 遺物番号 器種名 母岩名
丹大長 最大幅 最大厚 重嚢 打面 打角

'/!filii構成
末端 使用痕 遺存

接合 伽 考
mm lllll 罰m g 形状 剥離角 形状 被熟痕 部位

第81図183 7K-33-100la 二幻肛“併 頁岩 26 3i. 29 11 92 5. 55 2. 38 I 114 I F 調整角66~76

7K-33-1001b 刺片 王髄 12 68. 19 57 76 22.05 55. 37 2 106 !+U+IJJ+V H R 79 

7K-33-100lc 剥片 玉髄 12 17. 24 24, 04 7. 76 2. 64 m H B 

7K-33-100ld 中l片 玉髄 12 5. 65 5 81 8. 64 0. 22 I N LH 79 

7K-33-1002 油l片 硬質頁先 8 34. 25 38. 53 13. 53 16. 20 I 126 1+a+m H 

第81図181 7K-33-1003 削器 硬質直岩 23 72. 72 31. 48 II. 91 20. 84 1+m+v H 調整角62~88

7L-30-1001 楔形石器 ホルンフェルス 8 30. 11 20 92 IL 20 6. 65 

7L-30-1002 刺片 チャート 16 34. 40 38 11 10. 28 9. 29 3(1) 100 I s 
7L-30-!003 剥片 安山岩A I 38. 90 40. 69 12. 10 17. S4 m+v s B 

7L-30-1004 瀾片 ホルンフェルス 8 24 40 19. 52 5. 91 2. 40 I 96 !+ill F 

第81図189 7L-30-1005 廠石 頁れ 25 42. 60 54 23 25. 81 60. 15 s 
?L-30-1006 剥片 安山岩A I 15. 21 16. 24 3. 78 0. 71 I 102 I F 

第81図l糾 7L-30-1008 ＝次匹j片 安山!i'IA I 17. 66 33. 11 5. 36 3. 22 2 126 I+ ID s 調整角66

第40図52b 7L-30-1009 楔形石器 チャート 7 39. 87 38. 20 17. 26 21. 4S 27 プロック間接合

7L-30-1010 剌片 安li1岩A 1 15. 01 8. 79 2. 22 0. 25 L m s 
7L-30-1011 剥片 チャート 16 29. 80 39. 76 9. 49 9. 80 C 128 I +Ill十v F 

第81図188a 7L-30-1012 剥片 チャート 16 IO. 19 18. 27 5. 55 0. 84 C 60 m+v H 80 

第81図188b 7しー30-!0!3 石核 チャート 16 24, 73 24. 54 9. 62 6. 16 80 

第8llgjl86 7L-30-1014 石核 安山岩B I 33 39 42.02 13. 17 10. 93 74 

第81囮187 7L-30-1015 石核 硬質頁射 22 26 38 33. 48 12 69 10. 03 弘～66 H 

第81囮182 7L-30-IOJ6 削器 硬質ii岩 22'l7，40 21. 18 11. 94 7, 68 I H 調整角58~98

7L-30-1017 剥片 安山岩A l 29 31 13. 92 4 46 I 35 I+V 

゜
B 

7しー30-1019 剥片 安山岩A I 38. 63 34. 97 IL 69 11. 70 C 104 1 +m F 

第81区l18S 71.-30-2001 石核 チャート 30 36, 16 49. 20 28, 13 &l, 40 88 H 

7L-30-2002 剥片 安山岩A l 28 34 22. 99 10 47 4 56 C llO I F L 

7L-30-2003 石核 チャート 31 37. 68 35. 8S 20, 06 36, 18 94 

第60表第19ブロック出士右器属性表

挿図番号 遺物番号 器種名 母が名
最大長 只大幅 最大厚 直量 打面 打角

背面構成
ポジ 未端 遺存

欠惧 慌 ガ
血 l1Jtl 血 g 形状 剥離角 面 形状 部位

第83図190 7]-32-1014 掻器 安山岩A 12 27. 45 26. 30 13. 08 9. 01 I +ll ＋ 調整角58~68

SJ-02-1035 .f.11片 安山岩A l 12 55 17. 26 7. 80 I. 26 m H B 

SJ-03-1004 剥片 嶺岡頁岩 13 19 93 l4. 58 5 07 I 06 I 118 I +Ill+IV H 

SJ-03-1006 剥片 安山岩A I 30. 65 切．23 10. 82 5. 61 7(5) 104 1 +m F 

8J-03-100i ぶ1片 嶺岡頁岩 12 19 23 15. 76 4 53 0. 82 I I+Il F 

第83図196 SJ-03-IOOSa 石核 安山府A 7 55. 65 43. 54 19, 85 37, 10 58~78 

第83図191 8J-03-1008b 削器 安山岩A I 31. 09 4 1. 49 7. 01 9. 23 m ¥'ll 調整角62~68

SJ-03-1009 剥片 安山岩A 1 26 53 23. 90 7 II 4 54 U +m+v 

゜
B 

SJ-03-1010 剥片 安山彩A I 23. 37 II. 07 4. 31 I. 02 C V F 

SJ-03-1011 剥片 安IU岩A I 34.86 21. 48 6. 04 2, 82 L 田

゜
F R 

第831:o!J94 8J-03-1012 二次征因航 安山岩A I 16. 90 24. 88 6. 70 2. 52 I 116 V F 調整角94

8J-03-JOJ4 刺片 安山料A l 28 32 40. 47 8 82 9 81 C 90 !+IV H 

SJ-03-1015 剥片 安山沿A I JO. 24 16. 21 2. 47 0, 30 3 104 I+a !I 

SJ-03-1017 剥片 安山岩A I 23.84 25 02 7 0,1 4 24 L I +IT十田 H 

8]-03-1024 剥片 安山沿A I 10. 28 II. 91 2. 77 0. 30 2 118 m H 

8」-03-1026 剥片 安山岩A I 7. 91 15. 92 5. 12 0. 53 m 

゜
B 

SJ-03-1032 剌片 安山岩A I 7. 88 7 65 2. 49 0.17 I I s R 
BJ-03-1035 剥片 安山杓B 14 5. i6 5 64 3. 05 0. 12 I 76 l+IV s 
8」-03-1042 剥｝ヤ 安山岩A I 12. 90 16, 72 2. 79 0. 55 L m+v s 
SJ-03-1糾9 剥片 嶺岡虹岩 II 32. 30 32 83 5. 26 3. 97 I +Il十V F B 

8]-03-1050 *l)す 安山府8 1 5. 50 8 52 3. 33 o. 19 I F B 

第S3図195 SJ-03-1051 剥Jt 嶺岡頁岩 10 39. 12 28, 02 6. 66 4. 95 2 120 1+m+v H 使用痕N

8)-03-1052 彰l片 頁岩 28 22. 5S 12 18 6. 30 1. 43 3 92 I s 
SJ-03-1053 剥片 安a,岩A I 14. 35 14, 71 3. 06 0. 67 I 114 I +III 

゜
L 

SJ-03-1054 刺）t ホルンフェルス 2 48. 13 28. 85 9. 33 &57 3 l十皿十V s 
SJ-03-1055 絹片 安山岩B 13 9. 09 10 77 3. 88 o. 37 I 122 I H 

第83図192 SK-00-1001 楔形石器 安山佑・A 1 28. 66 44.06 10. 18 13. 24 

狐9--00-1002 渕片 安Ih岩B I 32. 47 18. 23 5. 64 2. 44 I 96 I +Ill 末端部ガジリ

81{-()()-1006 州片 頁岩 27 46. 25 47 64 16. 86 36. 42 4 ll2 I+U+III+V F 

第83図193 8K切— 1007 楔形石器 安UI序A l 24. 69 14. 98 9. 16 2. 81 
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第61表 第20プロック出士石器属性表

挿図番号 遺物番号 器撞名 母岩名
最大長 最大幅 最大厚 直量 打面 打角

背面構成
末端 使用痕 遺存

接合 備 考
111111 lllII mm g 形状 剥離角 形状 被然痕 部位

第86図197 8J-13-1001 ナイフ形石器 珪質凝灰岩 I 49. 80 19. 55 9. 18 5. 71 I 110 I +m 調整角56~82，欠損
8)-13-1003 渕片 安山岩A l 29 09 37.82 8. 90 9. 05 4(2) 100 I s 

SJ-13-1004 渕片 安山約A 1 23, 36 24. 25 6. 42 2. 49 I 116 I +Il F R 

第86図200 SJ-13-!00S 二次加工itil片 硬質頁岩 24 22. 66 21. 91 7. 40 2. 62 1+n+m F N B 調整角78
SJ-13-1006 禎片 安山内A 6 16 61 12.82 3. 58 0. 63 I 120 l+ll+W F 
SJ-13-1008 剥片 安111店A 25 31. 54 31.00 9. 15 9. 89 L Il十皿十V F 

SJ-13-1009 瀾）す 安山岩A 1 42 59 43. 19 II. 12 13. 91 3 126 !+ill II 

8J-J3-l0l0 剥片 安山岩A 3 22 93 17 08 ,1. 75 1. 67 1 104 I s 

第86図202 SJ-13-1011 楔形石器 安山岩A 6 23 57 29 00 6. 96 5. 14 

SJ-13-1012 剥）す 安山岩A 1 18. 78 47. 60 6. 71 5. 00 V II B 
第86図198 SJ-13-1013 ナイフ形石器 珪質廷灰岩 2 36 87 20. 37 8. 21 5. 20 I 調整角7か虹欠損

第86図204 SJ-13-1014 剥片 頁岩 30 23. 09 17 66 4 51 l. 37 I 120 1+m+v r ヽ
8J-13-1015 礫 砂岩 21 52 02 30. 05 18. 14 31. 22 II 81 

SJ-13-1016 礫 頁沿 31 44 03 36 84 24. 68 、13.60 H 

第86区1199 SJ-13-1017 ナイフ形石器 ホルンフェルス 26 30, 98 16. 94 3. 95 2. 26 1+o+m 躙整角歪的，欠損

8J-13-1018 礫 砂岩 22 45 67 39. 81 21. 94 況．90

＂ SJ-13-1019 礫 砂柑 23 24 89 24 51 17. 10 & 15 H 

第87脳209 8J-13-!020 石核 安山岩A 1 47, 28 43 84 IS. 90 29. 63 ふi

SJ-23-1001 刺片 安山岩A I 40. 44 41. 18 8. 57 12. 00 5(3) 130 l +Ill F 
8]-23-1002 剥片 安山岩A l 15 89 14 96 3. 72 0. 65 I 106 I + Ill H 

8J-23-1003a 剥片 安山岩A 6 13. 69 7 92 2. 71 0. 12 p l+ll F 

8J-23-1003b 剌片 安山岩A 6 5. 13 10. 15 3. 10 0. 14 I 92 III F 
SJ-23-1004 剥片 安山岩A I 22.如 46 95 &80 8. 32 5(3) 116 I+m+IV s 
SJ-23-1005 剥片 硬質頁岩 I 28. 42 22, 42 6. 80 2. 29 4 102 I+ Il H 

SJ-23-1006 剌片 安山岩A 6 13 17 9. 51 5. 11 0. 55 田十V s B 

第86図203 SJ-23-1007 楔形石器 安山岩A 6 20. 59 25 93 6. 94 3. 13 

SJ-23-1008 剥片 安山岩A 6 8. 81 11. 96 3. 23 o. 23 I 112 I H 

SJ-23-1009 剥片 安山岩A I 24 46 20. 66 7.07 2. 11 C 96 I +III 11 

8J-23-IOIO 剥片 安山岩A I 24 23 16. 52 7. 68 2.08 I 116 1+0 H L 

第86図201 SJ-23-101 I 撲形石器 安山柑A I 30. Oi 37. 13 13. 33 12. 78 

SJ-23-1012 剌片 安山岩A I 25. 10 23. 32 7. 31 3 55 C 112 I +Il+III F R 

第87図207 SJ-23-1013 石核 安山岩A 1 36. 68 38. 83 24. 38 24. 29 68 

第86因206a 8)-23-1014 剥片 安山岩A I 27. 06 31. 22 16.07 14. 03 3 106 I十田十V II 82 
SJ-23-1015 剥片 安山店A I 24. 12 10. 08 4.15 0. 93 C 102 1+m H R 

8J→3-1016 剥片 安山岩A 6 18. 80 17. 49 4. 91 I 12 2 120 l+m F 

8]-23-1017 剥片 安山岩A I 18. 38 IL 39 6. 09 l, 1 8 I 116 n＋田 s 
8)-23-1018 礫 頁岩 32 37. 58 21. 12 15 94 8. 29 H 

8)-23-1019 剥片 安山岩A 6 10. 53 16. 65 s. 24 0. 36 I ％ I F 
8)-23-1021 剥片 安山灼A I 14. 59 13. 83 2. 60 0. 45 L u+m F 

SJ-23-1022 剥片 安山岩A 1 29．認 29. 47 9 84 7 58 I 104 l+m F 

BJ-23-1023 礫 流紋岩 14 ,12. 28 41. 48 13 81 24 41 H 

SJ-23-1024 礫 砂岩 21 45. 98 31. 93 9. 24 9. 17 H 

SJ-23-1025 剥片 安山店A l 12.43 11. 97 I 88 0, 23 L I F 

第86図206b SJ-23-1026 剥片 安山岩A I 21. 60 29. 22 12 89 6 49 r+v H B 82 
8]-23-1027 礫 チャート 33 32. 61 19. 93 12, 88 7, 70 H 

SJ-23-1028 礫 チャート 32 41. 68 25. 00 20 30 27 26 H 

SJ-23-1029 剥片 安山岩A I 31. 2~ 21. 49 7, 77 4 30 I 102 l +rn+v II 
SJ-23-1030 礫 砂岩 21 35. 08 19. 80 13, 71 7, 19 H 81 
部— 1 0- 1 00 1 剥片 安山岩B 15 9. 16 i. 93 2 58 0. 18 L r+v H 

BK-10-1002 剥片 凩碓石 7 14. 33 20. 10 3. 81 o. 99 2 104 I s 

81(-10-1003 剥片 安山岩A l 17 55 18. 97 6. 47 1. 65 3 88 m+v F 

第86屈206c SK-10-1004 刺片 安山岩A 1 39. 20 23. 46 11 27 11 55 C 7ヽI I+lll+V F N 82 
SK-20-1001 渕片 頁岩 29 12. 84 10. 45 2, 74 o. 28 l V F R 83 
SK-20-1002 囀片 安山岩A 26 22 10 16. 32 4 05 1. 25 l I +Ill F L 
8K-20-1003a 剥片 安山岩A 6 18. 32 6.82 2. 78 o. 23 L I +" II 

8K-20-1003b 刺片 ホルンフェルス 25 13 52 9. 94 I. 33 o. 18 L I F 
SK-20-1004 剥片 ホルンフェルス 25 25 9-l 31 37 6. 63 3. 92 L r+m+rv+v H 
SK-20-1005 剥片 安山岩A 1 9, 62 15. 86 2. 20 o. 33 2 Jl8 I s 
SK-20-1006 囀片 頁岩 29 20. 62 17. 91 4. 00 1. 62 l 94 ll!+V F L 83 
SK-20-1007 剥片 ホルンフェルス 25 34 46 44 96 14. 87 15. 75 I 118 I+V s 

第87図208 BK-20-1008 石核 ホルンフェルス 25 SI. 80 65. 01 24. 77 89. 21 66~88 

SK-20-1009 剥片 安山岩B I 18. 6,1 15. 88 6. 24 1. 27 I 124 1+m+v F 
SK-20-1010 剥片 珪質頁沿 23 48. 52 34 88 15. 56 21. 82 2 136 I+V F 

第86図205b 8K-20-1011 剥片 ホルンフェルス 25 24, 27 13. 22 6. 37 2.02 I 134 I +III H R 84 
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挿図番号 遺物番号 器種名 母岩名
最大長 最大幅 最大厚 頂量 打面 打角

背面構成
末端 使用痕 遺存

接合 備 考.., 11/11 ngl g 形状 剥隣角 形状 被熱痕 部位

8)(-20-1012 iill片 ホルンフェルス 25 17 66 12. 22 4. l2 0. 78 I 132 皿十V H I. 

SK-20-1013 刺片 安山恐B I 27 14 22.08 11 02 3. 78 1 136 !+ill II 

第86図205a SK-20-1014 剥片 ホルンフェルス 25 23. 95 19. 98 6. 06 2. 29 I 134 1 + lll H L 別

8K-20-JOIS 礫 砂岩 24 29, 73 18. 73 11. 71 6. 27 

SK-20-1016 剥片 安山恐A 27 汲邸 7. 30 2、12 o. 43 I B 末端部ガジリ

第62表第21ブロック出土石器属性表

挿図番号 遺物番号 器種名 母約名
最大長 最大幅 最大厚 正量 trilii 打角

背ilii構成
末端 使用痕 遺存

接合 伽 考
111111 IDlll m層 g 形状 剥雌角 形状 被然痕 部位

SK-11-1001 刺片 安山岩A I ll 46 15 77 2. 82 o. 36 L 1+m+v F 

8K-ll-1002 剥片 頁岩 9 22. 88 13 02 s. 61 1.79 I 124 I 末端部ガジリ

SK-I 1-1003 剥）ャ 直岩 34 43. 28 25. 35 15. 88 1 2.,l 5 I 110 I+V H 

8K-ll-1004 枡片 玉髄 I 26.紐 31 30 7. 61 4．糾 L n+m+v F 

SK-11-1005 剥）ャ 安山岩A I 34. 31 50.09 9. II 13. 45 C 116 I+V H 

8K-ll-1006 瀾片 頁岩 9 33. 56 28 51 IO. 37 7. 89 I 120 r+v F 

8k-ll-1007 礫 安山店A 29 64 54 44. 40 36 35 122. 05 

8K-I3-!00! 剥）t• 玉髄 14 32. 55 31. 25 II. 59 6. 33 3 118 l +nl F 

SK-13-1002 糾片 玉髄 14 46. 00 30. 39 12. 02 13. 41 3(1) 110 I+V Ii 

SK-13-1004 絹片 安山店A I 14 89 18. 72 4 22 0. 54 I 128 III R 

SK-13-1005 剥片 流紋岩 1 25. 62 22. 21 7. 33 2. 39 1 l42 LIL s 末端部ガジリ

8K-13_1006 渕片 頁岩 33 14 28 9.60 4. 81 0. 60 I+V Ii B 

SK-13-1007 石核 玉髄 15 5. 28 13.09 8. 19 o. 34 72 

8K-13-100S 剥片 流紋岩 I 43. 19 34. 50 14. 64 11. 65 I 90 I十団＋1V

゜第27図2b 81(-13-1009 11!1片 流紋岩 I 17 13 17. 30 8. l8 I. 54 I +IV I¥I 17 プロック間接合

SK-13-1010 刺片 流紋沿 I 8. 09 10. 94 5邸 0 29 I 104 I +IT F 

8K-13-10ll 剥片 硬質頁岩 25 16, 30 19. 19 9. 81 I. 72 8(6) 98 I +Il H 

81(-13-2001 楔形石器 屈罐石 5 8. 58 5. 53 2 26 0. II 

8K-21-100la 楔形石器 砂岩 27 31 91 38.09 14 67 21 28 H 

8K-21-100lb 剥片 安山岩B 17 8. 69 8. 72 3. 76 0. 25 1 104 1 +m r 
第90図213 SK-21-1002 楔形石器 安山岩A I 23. 90 21. 33 7, 82 3, 27 

SK-21-1003 剥片 安山岩A 20 22 17 21. 25 5 65 2. 67 1 114 Ill+ V 

＂ 8k-21-1004 礫 チャート 34 20糾 19. 94 9 03 4. 53 H 

8K-21-1005a 湖片 珪質頁店 24 36. 57 35. 33 13. 87 17 25 1 116 I +Il十m

゜8K-21-1005b 剥片 珪質頁岩 24 16. 49 7. 72 3, 09 0. 26 m+v s B 

8k-21-1006 剥片 安山岩A 1 27 61 23. 76 8 72 5 12 2 ll8 I+V F R 

第90図215 8k-21-1007 楔形石器 安山店A 28 34. 77 34. 51 9. 07 11. 48 

8k-21-1008 礫 流紋岩 16 98. 30 82. 27 64,41 640. 00 H 

8K-21ー1009 剥片 安山岩A 1 25 82 17. 89 7 50 3 02 m+v s B 

SK-21-1010 剥片 安山岩A I 24. 71 20. 47 4. 86 I. 86 L I+V r 
第71図1邸c 8K-21-1011 楔形石器 珪質貞岩 11 21. 33 24. 41 10. 28 4.3tl 73 プロック間接合

第90図214 SK-22-1003 楔形石器 安山恐A l 23 36 13. 86 7 36 2 31 

SK-22-1004 剥片 安山岩A 20 33, 95 27. 91 7 60 6. 08 L V F 

SK-22-1005 礫 ホルンフェルス 27 12. 55 9. 23 6. 15 0. 93 H 

SK-22-1006 剥片 流紋岩 15 24 27 38. 10 12. 10 8, 07 V II B 

SK-22-1007 ，，，I片 流紋宕 15 15. 08 17. 40 8 24 0. 95 l]＋In H B 

SK-22-1011 刺片 安山岩B I 20.55 21. 79 3. 84 I. 19 L I+Il s 

8K-22-IOl2 剥片 安山恐8 I 22.03 22 39 JO 12 4 48 I 82 I+V H 

SK-22-1013 剥片 砂岩 28 30. 98 40. 56 7. 67 8, 1 0 I 104 V F 

8K-22-1015 剥片 安山岩A I 25. 59 17, 98 7, 10 3, 15 1 126 1 + n F L 

SK-22-1016 剥片 安山灼A I 24. 24 29 82 7. 19 4 23 1 122 I+N s 

第90図217 8K-23-1001 剥片 珪質頁沿 26 27. 76 31 69 3.80 2 06 I llO l +m F N 

策90181216 SK-23-1002 剥片 珪質頁岩 16 42. 71 18. Iヽl 8.08 2. 96 I F N 8 

SK-31-1003 刺片 安山岩A 20 35. 10 31 83 6 07 6 73 C 106 r +rr+m F 
8k-31-1004 剥片 王髄 4 26. 65 19. 94 9. 03 3. 85 I 134 1+m 

゜SK-31-1005 刺片 頁岩 33 10. 41 9. 7•l 7 89 0. 50 1 92 I+III+(V＋v 

゜第91図221 8k-31-1007 石核 安山柑A お 59.75 50. 57 17. 19 35 71 68 N 

SK-31-1008 剥片 安山柑B 16 35. 47 17, 80 5. 67 3.06 I 114 I s R 

SK-31-1009 楔形石器 ホルンフェルス 2 32. 79 25. 28 7.85 4 52 

BK-32-1002 剥片 砂岩 25 31. 86 26 59 6.06 4. 53 C llO n+v F 

第90図212 8k-32-］004 二次片 玉髄 I 37. 61 14, 43 8. 38 2. 93 3 126 l+lli+IV F R 調整角80

SK-32-1005 剥片 安山岩A I 25. 01 28. 33 7. 77 5.46 1(1) 126 I+V F 

第91図222b SK-32-1006 剥片 頁沿 9 34. 69 28. 85 12. 79 9. 77 2 82 I +ll F 85 

第91181222a SK-32-1007 剥｝t 頁岩 9 33. :.4 20, 70 7. 88 3. 18 p l+D F L お

第91図220 SK-32-1009 石核 安山沿A 20 34. 93 43 74 19. 66 33. 91 74~88 
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挿図番号

第90図210

第91図219

第90図211

第90図218

第91図223

挿図番号

第93図225b

筍93図226b

第93図226c

第93図2おd

第93図225a

第93図2おc

第93図225f

第93図225e

第93図226a

第93図2”

第61図129d

第93図224

挿図番号

第94図228

挿図番号

挿図番g

遺物番号 器種名

SK-32-1012 礫

8k<33-1006 削器

SK-33-1007 石核

8L-I0-1001 剥片

8L-I0-1002 剥片

a、一10-1003 剥片

SL-20-1001 二 v;-
81.-20-1002 礫

81..-20-1003 剥片

9K-02-1002 台石

遺物番号 器穐名

SJ-33-1()()2 礫

SJ-33-1004 剥片

SJ-33-1005 渕片

9J-02-1001 礫

91-02-1002 礫

9J-03-1001 剥片

9J-03-l()()2 礫

9]-03-1003 剥片

9J-03-1004 剥片

9J-03-1005 石核

9J-03-1006 剥片

9J-03-1007 刺片

9J-03-1008 礫

9J-03-1009 剥片

9J-03-IOIO 材片

9J-03-1012 石核

9J-03-1013 剥片

9J-03-1014 剥片

9J-03-1015 剥片

9J-03-1016 敲石

9]-03-2001 石核

91(-00-1002 礫

9K-OO-l()()3 石核

遺物番号 器種名

9K-OJ-1001 礫

9K-0!-!003 渕片

9K-01-100l 礫

9K--02-1001 削器

遺物番号 器種名

lSJ-10-lOOla 渕片

ISJ-10-IOOlb 剥片

15J-21-IOOI 剥片

ISJ-21-1002 剥片

ISJ-21-1003 剥片

ISJ-21-1004 剥片

遺物番号 器種名

16J-01-1001 1 灼l片

16J-01-1002 剥片

母岩名
最大長 欣大幅 最大序 直是 打面 打角

行面構成
末端 使用痕 遺存

接合
GIJD ll1lll 111D g 形状 剥離角 形状 被然痕 部位

砂岩 お 39.53 30. 95 25.42 22. 10 

硬質“岩 26 76. 43 36. 24 14. 72 32.80 I 108 1 + n +rn 

゜硬質頁岩 25 43. 81 66 70 12. 84 28. SO 66 

ホルンフェルス 2 32, 10 49. 54 16. 45 18. 10 1 +m 

安山岩A 20 39. 20 34 19 7. 10 &54 l 112 !+V F 

流紋岩 1 7, 07 9.87 4 91 o.'l:7 L n+m F 

砂杓 26 67. 92 40. 36 24. 40 49. 67 2 106 I F 

安山岩c 6 102 08 66.01 58. 88 345 00 
安山岩A 20 46. 70 41. 43 12, 60 19. 72 2(1) 116 m+v II 

珪質頁沿 25 74. 76 63. 42 40. 10 220. 32 

第63表 第22プロック出土石器属性表

母岩名
最大長 只大幅 只大m蒐量 打面 打角

背面構成.., 111111 鳳m g 形状 剥離角

砂岩 29 41. 92 33. 38 20．訂 35. 76 

安山岩A 30 51. 05 33 09 10. 89 9 88 I 114 1 + a -'-m 
安山灼8 18 JJ.97 11. 08 3. 20 0. 42 L I 

砂岩 30 40. 86 32. 69 18. 17 14. 39 

チャート 38 24. 12 18. 63 14. 24 5. 63 

チャート 35 19 68 16. 94 3 91 1.16 L r+m+v 

砂岩 31 17, 18 15. 67 7. 12 1. 87 

貞岩 11 14 56 17. 84 3. 25 0. 80 し l+N 

頁労 11 28. 12 20. 48 5.88 2. 58 2 120 1+m+v 

頁岩 II 31. 42 38. 62 19. 92 23. 65 62~72 

チャート 35 16 04 20. 28 7. 23 I 66 7(3) 106 I +1!1-'-V 

チャート 35 40. 79 30. i9 9.'l:1 10. 96 1 132 I+V 

チャート 37 35. 55 16. 46 IL 79 8. 22 

チャート 35 II. 96 19. 24 4 10 0 77 5(2) 130 l+V 

チャート 35 29. 31 20. 84 13. 26 5. 84 I 94 I+V 

チャート 35 41. 47 40. 29 18. 01 32. 24 50~80 

チャート 35 18.01 23 85 8 45 2 97 2 108 I+V 

頁岩 II 20. 66 14.84 4, 42 1.40 I 114 l+V 

頁岩 II 20. 40 汲．33 7 25 3.47 I 130 l+V 

ホルンフェルス 28 63. 35 43. 59 23. 16 84. 00 

頁岩 11 43. 44 35. 93 33. 10 64. 69 80 

チャート 36 38 29 34. 97 笞'.29 36. 71 

黒濯石 8 13. 61 25. 47 12.00 2. 61 52~58 

第64表第23プロック出士石器属性表

母岩名
最大長 最大幅 最大厚 直量 打面

背面構成
末端

m llllJ IIIIO g 形状 形状

安山岩c 7 45 15 28. 98 21. 76 24. 86 
安山岩A 31 37. 22 25. 83 10. 52 &53 I +Ill十V s 
砂岩 32 114 32 80. 08 61. 68 575 00 

硬質頁岩 'l:1 33.68 40. 63 12. 65 13. 72 p r+m+v F 

第65表 第24ブロック出土石器属性表

母岩名
最大長 最大幅 最大厚 頂量 打面 打角

背面構成
n. GIJI fflll g 形状 剥離角

ホルンフェルス 29 65. 78 44. 76 13. 77 46. 18 C 120 I+IV+V 

玉髄 16 34. 80 29 68 7.67 4 57 l+ID 

玉髄 16 43. 02 28. 10 10.51 5, 02 L I +III 

玉髄 16 29. 10 47.86 17. 22 12. 53 l+B 

玉髄 16 14 47 15. 64 &05 0 95 Ill 

玉髄 16 18.08 14. 95 5. 96 0. 58 1+n+m 

第66表第25ブロック出土石器属性表

母岩名 最大長 1最大幅 1最大厄重量打面打角
... 111111 mm i g 形状 1剥離角 1hi!ii構成

黒年 9 | 18 01 | 15.48 5. 11| 1 13| ― 
黒濯石 9 I 23. 25 [ 16. 03 [ 6. 82 [ 2. 01 [16(12)[ 106 
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挿図番号 遺物番号 器種名 母岩名
最大長 最大幅 最大厄 瓜量 打面 打角

背ilii構成
末端 使用痕 遺存

偏 考
11¥1!1 “ 匹 g 形状 剌離角 形状 被熟痕 部位

16J-OI-I003 剥片 玉髄 17 39. II 34. 88 10. 29 9. 49 5 104 l + U F 

第95図229 16J-Ol-1004 二次四珠計 珪質頁岩 27 21 62 6. 59 3, 77 0. 49 I N I¥I 調整角64

lGJ-01-1005 剥片 玉髄 17 14. 80 29. 12 8. 15 2. 17 2 74 田十V F 

16]-01-1006 剥片 黒曜石 9 35. 14 33. 83 14, 51 17 62 7(5) 120 I +Ill十V H 

16]-01-1007 剥片 黒曜石 9 29. 17 笈i.14 9. 14 6. 19 I+V F B 
!GJ-01 -1008 剥片 玉髄 18 21. 01 13. 75 4 71 l 03 l+V  F B 

第67表第26プロック出土石器属性表

挿図番号 遺物番号 器種名 母岩名
最大長 蚊大幅 最大厄 重量 打面 打角

背而構成
太端 使用痕 遺存

接合 備 考
皿 四 m g 形状 剥陽角 形状 被熱痕 部位

161-33-1002 剥片 黒曜石 11 19. 75 23. 00 5.52 0.86 l + lD F B 

161-33-1003 剥片 チャート 41 55.23 40. 50 公l.85 54.86 3 70 IV+V F 

第98図238 171-03-1001 石核 頁岩 39 43. 60 43. 94 23. 55 43. 90 56 分布図に点無し

171-03-1003 刺片 頁岩 38 II. 66 20. 31 5. 49 1.02 l+D+ill If畔お鉗ーiガジリ
171-03-1004 剥片 チャート 40 31. 61 17 03 6.20 3.08 2 134 1+11十m I I L 

I6J-12-100J 剥片 玉髄 16 26. 91 37. 54 14.85 5. 90 I 100 !+ill H 

lGJ-20-1002 剌片 黒曜石 IO 12. 12 14 98 2. 31 0. 37 L Il F 

16J-21-1001 剥片 流紋岩 18 20. 96 18. 83 8.05 1.65 4(2) 88 l+V H 

16J-21-l002 剥片 頁岩 42 51. 77 37. 11 11. 77 20. 51 I 112 !+V 末端部ガジリ

16J-21-1003 礫 凩曜石 14 22. 57 12 84 11. 47 4.49 H 

第98図237b IGJ-21-1004 剥片 硬質頁岩 28 35. 04 39. 75 1 1. 7 1 13 08 ！ ＋ Il ＋m+v F B 89 

16J-30-IOOI 剥片 安山岩B 19 11.85 10. 34 8. 93 0. 93 I Wl 

IGJ-30-1002 剥片 焦曜石 12 8.69 7. 82 l. 8l 0.09 I+V Wl 

I6J-30-1003 石核 黒曜石 12 14. 41 IO. 31 5.23 0.67 92 

16J-30-l(l()4 礫 チャート 39 121. 77 77. 03 43. 32 520. 00 H 90 

第98図231 IGJ-30-1005 二 安山岩A 3 38. S3 43 48 ll. 3l 19. 28 I 140 V F 謂整角58

16J-30-1006 礫 チャート 39 41. 04 22. 71 17.51 18. 99 H 90 

16J-30-1007 礫 チャート 39 32. 68 15. 73 9.18 3. 66 H 90 

lGJ-30-1008 剥片 頁岩 40 40 55 33. 26 7 89 8.63 I 114 I H 

第98図230 16」-30-1009 二 安山岩A 3 40. 20 54 00 12.59 23 36 I 112 1+m+v F 調整角64

16J-31-1001a 剥片 ホルンフェルス 2 35.89 33. 41 11. 70 12.06 2(1) 98 1+m+v F 

16J-31-IOO!b 剌片 頁岩 36 9 41 JO_ 97 2. 71 0. 34 I +IV s B 

第98図237a IGJ-31-1002 剥片 硬質頁岩 28 25. 50 23. 04 I 1.07 6. 16 2 130 I +m H 89 

16]-31-1003 剥片 嶺岡頁岩 5 18. 71 18. 81 4. 84 1. 25 l+V Wl 

16J-31-1004 剥片 黒曜石 11 36 16 33. SO 13. SO 11 34 2+C 126 I+V H 

16J-31-1005 剥片 硬質頁岩 28 25. 30 切． 55 11.26 4. 46 5(2) 116 ！ H 

16J-31-1006a 剥片 珪質頁岩 28 28. 86 25. 41 6.91 4.01 2 118 l+ll H 91 

IGJ-31-1006b 剥片 珪質頁岩 28 11 67 17. 76 2 85 0 50 I s 91 打面部ガジリ

lGJ-31-1007 剥片 硬質頁岩 28 32. 74 29. 41 9. 80 6. 23 3(1) 134 m H 

第98図233 16J-31-1008 二次加工剥片 嶺岡頁岩 5 19. 46 27. 96 5.20 2.32 V F B 調整角68~70

16J-3H009a 剥片 頁岩 37 25 90 25. 96 6 25 2 88 I 120 I +Ill H 

16J-31-1009b 剥片 頁岩 37 10. 23 17. 84 3. 45 o. 48 l +m s B 

第99図239b lGJ-31-1010 剥片 頁岩 35 35. 30 41. 81 13. 72 14. 93 7(2) 138 [ ＋ n +m F 92 

16J-31-1011 楔形石器 チャート 40 24 64 13. 93 12. 32 4. 97 

I6J-3J-10!2 剥片 硬質頁岩 28 26. 52 41. 08 11. 93 7. 26 4 94 I+Il+V H 

!6J-31-1013 刺片 凩曜石 10 22 91 14. 46 10. 02 I 63 I+D s B 

第99図239a 16J-31-1014 剥片 頁彩 35 24. 23 19.邸 8 38 2 29 2 106 I s 92 

16J-31-1015 剥片 氏岩 36 42. 49 34. 72 18. 59 25. 42 H 

第98図232 lGJ-31-1016 二片 熟曜石 13 21 64 25. 69 5 24 2. 13 L I+ Il +Ill H 調整角48~52

第98図235 lGJ-31-1017 楔形石器 黒曜石 9 33. 53 28. 80 20 27 11 70 

lGJ-31-1018 剥片 頁岩 36 35. 70 20. 92 9, 22 6, 93 H 

!6J-31-1020 剥片 ホルンフェルス 31 28 47 29. 40 10. 41 7. 56 V F 8 

lGJ-31-1021 剥片 頁沿 36 18. 62 12. 76 6 19 0 93 H 

16J-31-1022 剥片 只岩 36 15. 44 6. 48 5. 74 0. 57 H 

lSJ-31-1023 渕片 安山沿A 33 29, 89 36．印＇ 8 33 6 58 2 ll8 l H 

JGJ-32-1001 剥片 頁岩 43 10, 95 13. 78 2. OS 0, 23 L I s 
!6J-32-1002 剥片 珪質頁岩 29 35. 04 <18. <15 13. 85 14, 47 6(3) 114 田＋1V s 
16j-32-1003 石核 駄吼石 9 14, 67 15. 44 6 32 I 22 66 

第99図239c lGJ-32-1004 石核 頁岩 35 40, 36 52. 03 22. 31 34, 01 42~82 92 

17 J-00-1001 剥片 焦曜石 10 12. 46 12. 87 5. 01 0, 50 C 86 I F L 

第98図236 17J-00--1002 剥片 ホルンフェルス 2 32, 70 42. 62 7 67 11 07 I 116 1 +m+v F N 

17 J-00-1003 剥片 ホルンフェルス 2 23, 25 16. 86 10. 33 3. 43 l 92 r+v H 

17J-00-1005 剥片 頁岩 38 22 25 21. 28 5,60 2. 06 I 114 l+U+V H 

J 7 J-00-1006 剥片 ホルンフェルス 2 18. 93 11. 73 2. 45 o. 57 し a+v F R 
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挿図番号 遺物番号 器種名 母岩名
最大長 最大幅 最大厚 重最 打面 打角

廿面構成
末娼 使用痕 遺存

接合 備 考
11111 m層 四 g 形状 剥雌魚 形状 被熱痕 部位

17J-00-1007 礫 流紋岩 17 20. 60 13. 60 10. 73 I. 31 H 

17 J-00-1008 if.ii片 黒昭石 11 カ．52 26. 43 11 41 8 53 4 102 I十田十V H 

I 7 J-00-1009 礫 砂岩 34 52. 23 35. 02 20. 66 so. 80 H 

17 J-00-1010 刺片 安山岩A 32 15. 66 II. 07 3. 33 0, 42 I F B 

17J-00-1011 礫 流紋岩 19 勿．75 15. 92 13 08 5 37 H 

17]-00--1012 石核 嶺岡頁岩 8 23. 16 29. 75 12. 38 5. 07 50 

17J-OO-l013 礫 頁岩 41 54. 90 30. 88 20 31 41 88 II 

第98図234 17J-00-1014 楔形石器 チャート 42 22. 76 16. 22 5 14 I 85 

17]-00-1015 剥片 安山岩A 32 18. 25 20. 27 6, 20 2. 10 I 114 I +III s 

17J-00-1017 剥片 黒暇石 10 13. 92 19. 10 5 38 l、22 I s B 

17 J-00-101函 剥片 安山岩A 32 29. 65 切．72 13 31 9, 74 I 132 1+m+rv 

゜
R 93 

17J-00-IOI8b 剥片 安山岩A 32 21. 62 11. 20 9. 65 I. 53 I l+lli H 93 

17 J-00-1019 礫 流紋岩 17 21. 48 10. 52 5 21 0 62 II 

17J-()()-1020 礫 砂岩 35 59. 70 34. 67 16. 12 40 37 H 

17 J-00-1022 剥片 黒曜石 l l 7.01 11. 63 5, 67 0, 28 I+V 

゜
B 

17 J-00-1023 剥片 砂岩 33 78. 14 45. 80 17 04 46 08 2 116 1+m+v H 

17J-00-1024 剥片 ホルンフェルス 30 42. 51 30. 37 9, 34 11. 21 r+m+v F B 

17J-I0-1001 剥片 思曜石 11 19. 55 22. 09 4 86 I. 24 I 122 I +III s 

第68表 第27ブロック出土石器属性表

挿図番号 遺物番号 器種名 母岩名
最大長 最大輻 最大厚 重量 打i!ii打角

背面構成
末端 使用痕 遺存

接合 備 考
lllD mn, mm g 形状 剥離角 形状 被熱痕 部位

151-31-1()()2 剥片 ホルンフェルス 4 46.05 39. 26 6 SI 7 03 I+lII F B 

151-31-1003 剥片 安山岩A 35 14. 04 18. 94 8. 71 I. 22 L l+V s 

第102図244 151-31-1004 剥片 黒曜石 16 16. 36 23. 23 7, 04 I. 69 I+V F N B 

161-()()-1001 剥片 安山岩A 36 16. 18 沈．76 JI 74 3 66 C 82 I s 

第102図240 16 I -00-I 002 削器 安山岩A 36 切． 26 46. 19 13, 91 15, 94 l+V B 調整角56~66

161-00-1003 剥片 安山岩B 2 63. 30 47. 35 18, 84 46, 63 2(1) 110 m+v H L 

161-00-1004 剥片 嶺岡頁沿 16 41.03 54. 07 18 53 27 47 l Jl8 I + ID + IV•V F 

161-00-1005 剥片 安山岩A 35 13. 05 14. 08 3. 06 o. 38 1 116 ！ F 

第102図242 161-00-1006 二次加工蘭片 嶺11l1頁岩 5 34. 50 27. 29 7. 80 6. 74 1 92 I十皿 H 調整角66

161-00-1007 刺片 チャート 43 s. 70 20. 96 4 90 o. 96 1+m+v s B 

161-00-1008 剌片 嶺岡頁岩 15 36. 02 47. 37 14 59 27. 28 L V H 94 

161-00-1009 剥片 嶺岡頁俎 15 25. 84 35. 13 9, 93 4 96 V H B 94 

161-00-1010 剥片 嶺llll頁岩 14 37. 74 29. 51 II. 76 JO. 93 3 86 I +m+IV+V 

゜161-00-1011 剌片 安山岩A 31 9. 66 9. 67 I 93 0 16 L ) ＋皿 H 

161-00-1012 剥片 嶺lill頁柑 14 20．ね 18. 92 8、41 2. 23 2 116 l+D F 

161-00-1013 剥片 安山岩A 34 以．80 15. 47 3. 64 I. 45 p I H L 

161-00-1014 剥片 安山灼A 35 10. 15 13. 35 4 67 0. 53 l+D F B 

第102図241 161-00-1015 二次柾じ矧t 砂岩 38 切． 75 46. 57 9, 01 9. 64 5(2) 92 l+ID H 調整角72

161-01-1001 剥片 安山岩A 35 25. 08 26. 57 11. 55 6, 19 3(1) 114 I+m s 

第102図247 161-01-1002 石核 安山岩A 34 33. 34 41. 62 55 91 88 39 78 

161-01-1003 剥片 嶺岡頁沿 14 26. 77 17. 95 9. 07 2 86 C 86 t+m+rv s 

161-01-1004 剥片 黒曜石 11 18. 56 18. 88 5, 61 I. 46 ll+N I'll 

161-0J-1005 剥片 安山岩B 20 25. 07 24. 63 7 58 4 88 4 98 l+D s 

161-01-1006 剥片 安山岩8 20 以． 74 27. 80 9. 00 3. 95 I 102 n+m H 

第102図243 161-01-1007 二次加工剥片 黒曜石 15 33. 40 30. 50 7 67 5 94 2 106 m H 調整角48~54

第103図249 161-01-1008 石核 安山灼A 35 43. 79 36. 06 19 59 35. 36 68~80 

161-01-10090 剥片 安山岩A 34 17. 21 22. 48 4, 28 0, 96 I+V s B 

161-0J-J009b 剥片 安山岩A 34 15. 47 5. 89 4 29 0 36 I+ Il F B 

161-01-1010 剥片 安山岩A 34 24. 92 39. 18 7 32 6 09 l+V s 打面部ガジリ

161-01-1011 剥片 安山沿A 34 28.'5/ 22. 49 8. 92 5, 71 2 134 I+V H 

161-01-1012 剥片 黒曜石 11 7. 22 9. 16 I. 37 0. 08 I I'll 

161-01-1013 剥片 頁岩 44 33. 94 15. 38 11 43 4 00 2 136 l+V F言

第10茂a25lb 161-01-1014 剥片 砂岩 36 34. 98 お． 22 12. 50 12 31 C 124 r+m+v H 95 

161-01-1015 剥片 砂岩 36 16. 18 16.祁 7 15 I. 58 3 98 l F R 

第lO滋 52c 161-01-1016 剥片 安山岩B 20 18. 79 20. 00 7. 91 I. 66 2 112 m H 96 

第10珈 51a 161-01-1017 剥片 砂岩 36 21. 88 32. 42 9, 63 S、55 l+C 106 1+m+v H 95 

161-01-1018 剥片 ホルンフェルス 32 26. 50 56. 15 14 81 12 45 C 92 l s 

161-01-1019 剥片 安山岩B 20 43. 84 38. 34 11. 44 14, 73 1 136 I +m+IV+V s 

161-01-1020 剥片 黒曜石 15 26. 65 28. 62 4. 92 3. 20 1+m+v H B 

161-01-1021 剥片 砂岩 36 14. 07 7. 01 6 38 0 54 1 糾 m s 

161-10-1001 剥片 ホルンフェルス 5 20. 15 29. 31 7. 39 3. 84 C 90 m+v s 

161-10-1003 剥片 安山岩A 31 19. 81 18. 48 4 47 0 86 m F B 
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挿屈番号 遺物番丹— 器種名 母岩名
最大長 丑大幅 最大厚 重嚢 打面 打角

・行面構成
末端 使用痕 遺存

接合 偉 考
~m nni lll11 g 形状 剥麒角 形状 被熱痕 部位

161-10-1006 剥片 ホルンフェルス 32 35. 93 52. 05 12.24 23 70 I 140 lll+V H 97 

第103図250 161-10-1007 石核 ホルンフェルス 5 55. 60 54 56 18. 49 41.46 5応 72 98 

1010 

161-10-1008 剥片 ホルンフェルス 4 II. 39 12 82 5. 11 o. 48 I 120 1+m+v F 

161-10-1011 剥）ヤ ホルンフェルス 32 29. 22 45 31 8. 15 9. 17 V F B 97 

第102図245 16!-10-1012 禎片 嶺岡頁岩 17 34.47 31. 25 10. 36 10. 72 2 124 I+IIl+V H N 

第103因248 16!-11-1002 石核 安山岩B 20 22 93 49. 69 18 53 16. 98 64 

161-ll-1003 刺片 安山t';B 20 11 95 11. 68 I 93 o. 19 L Il s 

第10箕如52b 161-11-1004 剥片 安山岩B 20 13, 34 II. 56 4, 28 0. 48 I 100 】+ill+IV s R 96 

第102図246 161-11-1005 石核 砂岩 37 37 29 57. 46 43 55 106 13 76 

筍10寧 52a 161-11-1006 剥片 安山岩8 20 15. 34 19. 86 8. 37 I. 91 l+m s B 96 

161-11-1007 剥片 安山森B 20 21. 76 25. 23 7. 78 3. 60 2 98 I十皿 s 

161-11-1008 剥片 ホルンフェルス 32 23. 57 31 (),l 4.96 3.63 L 1+11+m H 

第10碑 52d 161-11-1009 石核 安山岩B 20 51. 96 36. 23 15. 90 26. 40 62~76 96 

第69表第28ブロック出土石器属性表

挿図番g, 遺物番刃・ 器種名 母岩名
最大長 蚊大幅 最大臣 重量 打面 打角 t'filii構成

末端 使nl痕 遺存
接合 佃 考

nn 瓜関 飢 g 形状 剥離角 形状 被熱痕 部位

161-21-1001 剥片 嶺岡頁岩 19 21. 49 18, 33 5. 57 I. 24 I 82 1+m s 

161-21-1002 礫 貞岩 46 16. 27 13 03 7. 34 l. 15 II 

161-21-1003 囀片 安山岩A 31 25 54 17. 63 6. 43 1. 8S C 76 r+m F R 

第106図255 161-21-1004 禎片 黒吼石 17 25. 37 22. 95 9. 51 3. 52 3 134 I+lll+V F N 

161-21-1005 剥片 安山岩A 31'!:I 06 35. 14 8. 14 6. 82 l 126 I II 

161-21-1006 剥片 安山岩A 31 8. 52 19. 26 7. 29 0. 63 1 116 1+a+rn 

゜第10€年8d 161-21-1007 剥片 珪質Ii岩 30 16, 57 31. 92 8, 22 3, 50 I 134 I H 99 

第JOE区庄迅e 161-21-1008 石核 珪質頁岩 30 36 43 58. 07 44 66 105 85 46 99 

161-21-1009 剥片 ホルンフェルス 33 切．93 39. 61 11. 13 10. 42 C 94 m H 100 

161-21-1010 剥片 ホルンフェルス 33 31. 13 42. 15 6.62 7. 14 n＋皿 F 8 100 

161-21-1011 剥片 チャート 47 24. 86 15 55 11.63 4 26 3 92 l+U+lll+IV 

゜161-21-I012 刺片 摂曜石 17 8. 78 12. 62 2. 21 0. 22 I H B 

筍106図257 161-21-1013 石核 ホルンフェルス 33 47. 53 56. 29 17.80 39. 16 82~90 謂整角62~72

第1託臨58a 161-22-1002 剥Jt 珪質氏岩 30 34. 25 26 22 9. 59 7. 35 I 96 I+V s 99 

161-22-1003 刺片 安山岩A 12 21場70 15. 90 5. 76 l. 64 L l十皿十V F 

第106図254 161-22-1004 渕片 嶺岡頁岩 18 33. 44 11. 97 4. 54 I. 02 I 108 I F .、
第IOE!i蕊 c 161 -31-1001 剥片 珪質頁岩 30 19. 86 15. 38 7 33 1. 40 I 120 !+V F R 99 

第10面盈捻I) 161-31-1002 禎片 珪質頁岩 30 31 03 33. 27 8. 40 6. so 1 118 I +Il十V F L 99 

第106図256 161-32-1001 剥片 チャート 4<l 44. 94 73. 44 13. 57 45 43 C 106 V F N 

161-32-1002 剥片 安山岩A 12 30. 93 22. 49 6 63 3 12 I+m F RB 

161-32-1003 剥片 チャート 46 41. 22 42. 52 13. 79 25. 60 2+C 112 IV• V s 

161-32-1004 剥片 チャート 45 44. 41 53. 75 13. 84 30. 53 2 134 1+a+m+v H 

161-32-1005 剥片 安山岩A 33 30. 25 糾 43 11. 17 10. 20 C 106 I +Ill F 

第106図253 161-33-1001 二次 頁岩 45 29. 00 34,14 9.49 8.45 I+N s B 潤整角52~62

171-03-1002 礫 珪質頁沿 31 22. 50 16, 90 11. 06 3. 61 H 

第70表 第29プロック出土石器属性表

挿図番サ 遺物番サ 器種名 母岩名
最大長 最大幅 最大厄 重量 打面打角

廿面構成 末端使用痕1遺存 l俯 考
lllll n口l ・訂l g 形状剌離角 形状被熱痕部位

第107図259 1711-00-1001 筏形石器 安山岩A 37 28. 34 27 88 8.45 5. 46 

17H-00-1002 剥片 珪質頁岩 32 41. 02 36. 94 12. 53 11. 72 6(3) 114 I +III十V I F 

第71表 第30ブロック出土石器属性表

挿図番勺— l 遺物番号 器種名 母彩名
最大長 最大幅 最大厚 重量 打面 打角

指面構成 末端 1使被用痕痕遺存 I 偏 考
mn, lllll n国 g 形状 剥離角 形状熱部位

17G-02-1002 剥片 黒曜石 18 23. 12 以．糾 8 65 3 96 3 130 I +m  s 
J7G-12-JOOI 剥片 黙曜石 18 24 31 23紐 11 45 4 78 L I+ Il +Ill 

゜17G-12-1002 囀片 安山岩A 38 33, 98 39. 69 14. 33 15. 71 2 102 1+a+v s 

第72表第31ブロック出士右器属性表

挿図番号 1 遺物番号 器種名 母岩名
最大長最大幅最大厚 直伍 打面 打角

背面構成
末端 使用痕遺存 I 偏 考

llllll 巳田 皿 g 形状 剥離角 形状 被熱痕部位

17H-Ol-lOOI 礫 頁岩 I 37.22 30.41 17.93 24. 97 H 
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挿図番号 遺物爵号 器桶名 母岩名
最大長 最大幅 最大厄 重量 打面 打角 -/'filii構成

末端 使用痕 遺存
偏 考

DIii I¥Jn 血 g 形状 剥離角 形状 被熱痕 部位

l 7H-01-J003 剥片 安山店A 2 24 77 21. 77 4. 21 I. 92 I l+V F 

第109図1 1711-01-1004 楔形石器 安山岩A I 28, 59 32. 97 10.60 IO 43 

17H-Ol-1005 刺片 安山岩A 3 21. 83 27. 32 9. 27 4. 40 5(1)+( 114 I F 

第109図2 17H-02-lOOla 剥片 チャート l 42 08 45. 07 10. 89 18. 46 1 128 I +ll!+IV II N 分布図に点無し

1711-02-1001 b 剥片 黒囁石 1 24, 71 44. 65 15. 43 13. 72 I+lll 

゜
8 分布図に点蕪し

l 7H-02-1002 ,;JI片 I.I¥隋石 l 7 27 13. 70 3. IO 0. 20 (＋m s B 
l 7H-02-!003 剥片 珪質頁岩 2 17 58 II. 52 10.61 I. 87 l 104 l+ID+IV 

゜1711-02-1004 剥片 安山岩B I 15, 18 II. 55 4. 41 o. 68 1 1路 I s 
17H-ll-l()()l 刺片 珪質頁岩 l 23 64 19. 13 6. 16 2. 46 I 138 l+ID+N II 

17H-I2-JOOI 剥片 黒囁石 1 12 70 17. 35 3. 27 0. 24 m H B 
l 7H-l 2-I002 剥片 珪質頁岩 l 18 32 24. 68 14. 12 3. 65 C 98 I +Ill s 

第73表第32プロック出士石器属性表

挿図番号 遺物番サ 器積名 母岩名
最大長 最大幅 最大厚 直量 打面 打魚

背面溝成
末端 使用痕 遺存

接合 備 考m noi 四 g 形状 剥離角 形状 被熱痕 部位

7J-32-1015 剌片 硬質頁岩 1 37. 08 42. 52 10. 33 7, 29 l+U+Ill+IV 

゜
B 

第112図17 8]-02-1001 剥片 硬質頁岩 I 26. 67 17. 06 3 04 0 99 3 100 I+m F N 

SJ-02-1002 剥片 珪質頁岩 I 8. 51 13. 40 5 11 0 39 2 90 ] +m 

゜SJ-02-1003 剥片 硬質頁岩 I 52. 31 73. 03 12, so 29. 52 2 116 I十田 H IOI 
第112因2 8]-02-1004 ナイフ形石器 硬質頁沿 I 42. 44 13. 06 6 42 2. 84 1 +m 調整角泣～出．欠損

第112図14 SJ-02-1005 剥片 硬質氏岩 I 55. 23 25．犯 5 26 6. 4 6 6(2) 98 r+n+m F N 打面調整

8J-02-1006 剥片 頁店 I 20.03 22. 23 5, 60 2, 46 6(3) 102 I+Ill+JV s 
SJ-02-1007 剥片 硬質頁岩 I 15. 89 9. 49 2 10 0. 22 I 110 I II 

BJ-02-1008 剥片 硬質頁岩 I 21. 69 19. 53 3 37 I 15 1+n+m 

＂ 8]-02-1009 剥片 硬質頁岩 l 18. 20 17. 99 4, 93 0. 99 1 104 I十田 H 
8]-02-1010 剥片 硬質頁岩 I S. 27 9. 54 2 37 0. II 

＂ ゜
B 

SJ-02-IOII 剥片 硬質頁岩 1 23. 40 38. 71 6, 47 3. 01 I 116 I H 

8J-02-1012 剥片 硬質頁岩 1 6. 25 II. 84 3, 41 0. 19 C 120 I +Ill+V 

゜第113図24b 8]-02-1013 剥片 黒昭石 1 10. 37 7. 96 4 24 o. 18 2 98 l+V F 102 

8]-02-1014 剥片 硬質頁岩 I 12. 81 12. 37 2 58 o. 27 I 114 I F 

SJ-02-JO!Sa 剥片 隕昭石 2 7.86 14. 99 2. 77 0. 17 1 100 I +m F 

SJ-02-IO!Sb 剥片 黒耀石 2 5.66 13. 47 2. 82 0. 23 I 124 I+ D II 

8J-02-1016 剥片 硬質頁岩 I 10.お II. 86 5. 58 0. 32 1 130 IB 

゜8J-02-1017 剥片 硬質頁岩 1 14.86 10. 91 3. 01 0. 41 I 98 I s 

8J-02-1018 剥片 硬質頁岩 1 11. 68 13. 06 3. 08 0. 29 L I F 

8J-02-1019 剥片 硬質頁彩 1 15. 10 22. 69 3, 82 0. 74 L I H 

8J--02-1020 剥片 硬質頁岩 1 20. 15 18. 64 2. 84 0. 58 I +m II 
8)-02-1021 剥片 硬質頁岩 1 7.06 8. 29 2. 38 0. II I Lし1

8J--02-1022 剥片 硬質頁れ l 9. 13 6. 81 I 47 0. 07 I H RB 

8J--02-1023 函1片 硬質頁岩 1 18. 77 14. 38 2. 88 0. 55 !+ill I’it 

SJ-02-1024 剥片 硬質頁岩 1 35. 41 32. 37 4. 46 2. 76 1+n+m F B 
第112図9 SJ-02-1025 ニ l片 硬質頁岩 1 17. 51 22. 91 3. 54 I. 29 l+ll+ID H 調整角82~86

8J-02-1026 剥片 硬質頁岩 1 14.07 17. 73 2. 86 0. 37 n F B 101 
8J--02-1027 剥片 硬質且岩 I 18. 34 18. 68 3. 75 l 46 1900) 104 I H 打iJii調整

第112図18 8J-02-1028 剥片 硬質頁岩 l 35. 33 22. 32 7, 03 2. 19 I 106 ]+ill H N 

8J-02-1029 剥片 硬質頁岩 I II. 70 19.45 2. 92 0. 66 !+ill 

゜
B 

8)-02-1030 剥片 硬質頁岩 l 18. 74 16.40 2. 55 o. 54 2 118 J +IT F 

SJ-02-1031 剥片 硬質頁恐 1 12.02 18.87 6. 29 0. 45 n+m 

゜
B 

SJ-02-1032 剥片 黒羅石 1 24.99 20.43 7 21 I. 90 1+m+v 

゜
B 

SJ-02-1033 剥片 硬質頁岩 I 12.61 19. 30 2. 21 0. 44 I H B 

8J-02-1034 剥片 硬質頁岩 1 18. 66 16.00 3. 01 0. 32 l+ll F B 

8J-02-1036 剥片 頁先 1 15.59 18. 73 4 05 0. 94 3(2) 92 n+m H 

第112図15 BJ-02-1037 剥片 硬質頁岩 I 14. 57 20. 57 2. 90 o. 55 2 104 l+D＋田 H N 
8)-02-1038 剥片 硬質頁恐 1 7.62 15. 59 2. 11 o. 17 I s B 

第112図12 BJ-02-1039 ニ l片 硬質氏岩 1 9.83 17.45 4 40 o. 54 し !+ill F 調整角66
8)-02-1040 刺片 硬質頁岩 l 11. 73 12.09 3. 31 0. 25 l+ill F B 

8J-02-1041 剥片 硬質頁沿 1 13. 24 7.47 I. 39 0. II L I F 

SJ-02-1042 湖片 硬質ii岩 I 11.48 9. 92 2. 56 o. 20 2 126 !+ill F 

SJ-02-1043 剥片 硬質頁岩 l 11. 98 14. 16 2. 76 0. 35 2 98 l +Ill II 

SJ-02-1045 刺片 硬質頁沿 I 24 96 22. 72 5. 09 2、307(5) 100 I H 
SJ-02-1046 絹片 硬質且岩 l 11. 13 11. 70 2. 73 o. 35 I 112 !+ID II 

SJ-02-1047 渕片 硬質頁岩 I 8 82 10. 57 1. 57 0. 12 I F B 
SJ-02-1049 渕）t” 硬質頁岩 1 21. 68 23.06 4 62 L 60 L l +Ill H 

第112図10 SJ-02-1050 ニ l片 硬質頁岩 1 12 25 9.88 3. 77 0. 29 1 122 1 +rn F 瀾整角58~70
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挿因番号 遺物番号 器種名 母岩名
最大長 最大幅 最大厚 瓦量 打面 打角

村面構成
末端 使用痕 遺存

接合 偏 考
匹 田江l m g 形状 剥離角 形状 被熟痕 部位

第ll2図？ 8]-02-1051 二次加工剥片 硬質頁岩 1 19. 23 30, 03 s. 46 2. 41 2 122 I F 調整角臼～82

8)-02-1053 剥片 頁岩 1 13. 96 JO 73 1. 81 0. 2J I 106 I F 

SJ-02-1054 剥片 砂沿 l 29. 54 15 59 7. 07 2.47 C 咲i l+V H R 

8]-02-1055 礫 チャート 2 41. 05 35 19 23. 00 31. 44 H 

8]-02-1056 剥片 安山岩B 1 23. 93 27 04 7. 43 3. 59 I 1糾 I H 

8)-02-1057 禎片 頁岩 2 29. 02 21 28 5. 51 3. 41 2 出 l+V H 

SJ-02-!0SSa 剥片 硬質頁岩 I 10. 64 7, 61 3. 34 0. 23 I ＼し1

BJ-02-1058b 剥片 硬質頁岩 l 8. 81 11 06 2. 23 0. 17 L I +III F 

SJ-02-1059 礫 チャート l 25. 92 21 73 18. 41 13.80 H 

8J-02-1060 剥片 硬質頁岩 2 25. 13 27, 70 8. 70 4. 23 I 106 I+ill H 

8]-02-1061 剥片 硬質頁岩 I 36. 12 21. 56 6. 19 4. 99 17(13) 116 I H 打面調整

SJ-02-1062 禎片 硬質頁灼 1 17. 13 18 47 4. 70 J. 44 I s B 

第113図24c SJ-02-1063 剥片 黒囁石 I 31. 73 14, 92 9. 70 3.67 l+V I¥I 102 

8]-02-1064 剥片 硬質頁岩 I 10. 52 2. 93 2. 11 0.04 I F B 

SJ-02-1065 剥片 硬質頁岩 I 11. 54 II. 35 3. 11 0. 22 I 106 I +m F 

第113図汲a 8J-02_1066 剥）ヤ 黒囁石 I 42. 48 16. 80 II. 25 6.17 n+m+v 

゜
8 102 

第112図6 SJ-02-1067 二肝 硬質頁岩 1 36. 57 37 28 9. 58 10. 19 14(8) 104 I H 暉匹ヨ整角66

SJ-02-1068 剥片 硬質頁岩 I 13. 81 II. 38 s. 27 0. 51 2 102 l+ll H 

8J-02_l069 瀾片 硬質且岩 I II. 40 15. 67 3. 52 0. 39 2 108 I +III H 

SJ-02-1070 頃片 硬質頁岩 I 16. 49 19. 26 3. 64 0. 71 2 104 1 +n +m H 

SJ-02-1071 剥片 硬質頁岩 I 19. 29 16. 93 3. 70 o. 77 L I + ID H 

8]-02-1072 剥片 硬質頁岩 I 19. 02 6. 83 2. 43 0. 29 I +Ill VM 

8J-02-I073 渕片 硬質頁岩 I 7. 57 14 31 1.40 0.12 Il十Ill H B 

第113図22 SJ-02-1074 石核 硬質頁岩 I 38. 17 41. 13 22. 98 38. 12 S0--88 

8]-02-1075 剥片 硬質頁岩 I 32. 41 46. 11 10. 40 9. 27 I +Ill s B 

SJ-02-1076 州片 黒曜石 I 26. 12 49. 35 12. 56 13 83 U +lll+V H B 

8J-02-1077a 剥片 硬質頁岩 I 12. 57 13. 84 3.01 0. 31 I 1 +Il 

SJ-02-1077b 剥片 硬質頁岩 I 9.02 11 69 1.45 0. 12 I F 

第113図21 SJ-02-I079 材片 黒曜石 I 27. 80 18. 80 9. 94 2. 33 L l+O+m 

゜
N 

SJ-02-1080 剥片 硬質頁岩 I 16. 26 18. 68 2. 42 0.42 I 108 I+ ll F 

8]-02-1081 剥片 安山岩A I 23. 66 31 4 1 9. 56 4 81 2 104 1+m+v s 

SJ-02-1082 嘱片 硬質頁岩 I 13. 29 12 70 3. 28 0. 54 4(2) 94 I RH 

SJ-02-1083 剥片 硬質頁柑 I 17. 18 16. 46 2. 69 0.48 I 106 l+ID H 

SJ-02-1084 剥片 頁岩 2 &82 10. 21 2. 45 0. 14 I 124 田 s 

SJ-02-1085 剥片 硬質頁岩 I 9. 61 9. 68 I. 12 0.08 L I H 

SJ-02-1086 剥）ヤ 硬質貞岩 I 12. 48 10. 09 2. 28 0.18 I 142 I + III F 

SJ-02-1087 瀾片 硬質頁岩 I 16. 55 15. 53 2.93 0.66 I 126 I H 

8J-02-1088 剥片 硬質頁岩 I 17. 16 15. 19 3. 93 0.69 3 100 l +m F 

SJ-02-1089 材片 硬質頁岩 I 8. 70 9. 54 1. 19 0.07 I 96 I H 

SJ-02-1090 渕片 硬質頁宕 I 19. 46 25. 64 s. 37 I. 55 I 126 [ ＋m F 

SJ-02-1091 剥片 硬質頁岩 I 24. 60 14. 23 4. 97 0.69 l+Il+ill F B 

SJ-02-1092 渕片 硬質頁岩 I 20.08 15 50 4. 12 1.00 2 100 1+a+m F 

SJ-02-1093 剥）t 安山itlB I 37. 80 40. 32 14.00 11. 47 L I+Il+III+V 

゜SJ-02-1094 剥片 チャート I 24. 37 20. 40 6. 97 3. 28 I 104 I+ll H R 

SJ-03-1001 剥片 安山岩B I 25. 62 12 71 4. 11 0.67 L I 

8]-03-1002 渕片 硬質頁岩 I 25. 90 7, 91 3. 36 0. 23 L l+D+m F 

第112図11 SJ-03-1003 ニ l片 頁岩 4 39. 99 17, 57 8.86 4.85 2 98 l+D+ID 

゜
調整角78

SJ-03-1005 剥片 硬質頁岩 3 22. 52 17 75 3. i9 I. 52 2 98 m II 

8J-03-JOJ3 禎片 玉髄 2 7. 89 14, 65 4. 81 0. 36 9(5) 82 m+N II 

SJ-03-1016 剥片 貞岩 3 45. 46 29. 05 13. 31 10. 89 I 98 I +" F 

SJ-03-1018 絹片 頁岩 5 21. 48 25. 79 7. 29 3. 78 n+m+JV+v 

゜
B 

8J-03-1019 偵片 硬質頁岩 I 6. 13 6, 32 2. 47 0. 09 3 114 m H 

8)-03-1020 渕片 玉髄 2 27. 40 18. 80 4. 49 l. 93 I 90 I +m H 

第112図8 8J-03-J021 ニ l片 玉髄 l 18. 26 22 82 5. 33 1.図 2 110 I +m II 瀾整角62~70

SJ-03-1022 渕片 安山岩A I 17. 92 16, 08 6. 55 1. 29 I十田 H L8 

第112図16 SJ-03-1023 剥片 硬質且岩 1 5. 71 10 65 2. 29 o. 12 L I +Il F N 

第113図23a 8]-03-1025 湖片 珪質頁岩 l 10. 50 20. 90 6. 51 1. 03 3 62 m s 103 

SJ-03-1027 I/JI片 硬質頁忠・ 2 69. 85 24. 75 9. 79 5. 85 1 94 I +Ill H 

第113図23b SJ-03-1028 石核 珪質且岩 I 39. 14 36 20 24. 16 31．糾 74~78 103 

第113図20 SJ-03-1030 刺片 黒濯石 I 54. 92 17. 48 II. 80 10. 41 2201) 118 ] +m  H 打面調整

第113図24e 8J-03-1031 剥片 黒吼石 I 17. 76 11 61 20. 71 5. 26 1 + n W! 102 

第Jl3図24d SJ-03-1033 剥片 屈碓石 l 20. 71 14 33 14. 98 4. 67 I + n +v l'M 102 

SJ-03-1034 剥片 安山約B 2 19. 75 18. 74 &06 2. 31 L m H R 

SJ-03-1036 剥片 頁岩 6 16.糾 12. 05 6. 04 o. 87 し I +Ill 

゜第 112~3 SJ-03-1037 ナイフ形石器 屈曜石 2 35. 75 17.08 7. 67 2. 70 !+ID F N 調整角72~84

第112図19 8」-03-1038 剥片 硬質頁沿 1 20, 24 切． 14 8. 04 2. 34 ] ＋m F N B 
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挿図番号 遺物番号 器種名 母岩名
丑大長 及大幅 最大” 直量 打面 打角 背面構成

末船 使用痕 遺存
接合 併i 考

IIJD llllll 囚m g 形状 剥離角 形状 被熱痕 部位

第112図5 8J-03-1039 削器 硬質頁弗 I 23. 30 22. 95 7. 16 3. 52 12(7) 120 I II 暉"""卸花屯i

第112図4 SJ-03-1040 二 Jt 硬質頁岩 I 42. 92 切． 91 7 42 4 53 I+m F 調整角62~82，欠IJI

第112図l SJ-03-1041 ナイフ形石器 硬質頁岩 5 46. 19 14 19 6. 18 3 38 I 調整角60-86，欠損

SJ-03-1043 剥片 王髄 I II. 31 17. 46 6. 71 0. 77 C 74 l+Il F 

8J--03-1045 剥片 硬質氏岩 I 16. 16 13. 33 4.12 0. 77 I I 

＂ SJ-03-1046 剌片 硬質頁岩 I 6. 95 10. 28 3.08 o. 24 L l+Il+V 

゜第113図24( SJ-03-1047 剥片 黒陽石 I 10. 13 9. 22 15. 92 I. 18 C n+v II 102 

SJ-03-1048 剥片 硬質頁岩 I 77 12 30. 96 12. 52 16.08 16(IO 126 1+a+m+v H 打面潤整

SJ-13-1007 剌片 硬質頁岩 I 39. 81 19. 96 s. 31 3.09 7(3) 118 I H 

SK-00-1003 剥片 硬質頁桁 4 18. 09 12. 45 2. 30 0.42 I 98 I H 

SK-00-1004 剥片 硬質頁岩 3 8. 11 12, 91 2. 61 0. 18 I H B 

SK-00-1005 剌片 硬質頁岩 4 27 26 10 87 s. 78 0. 64 2 114 I 

第112図13 SK-00-1008 楔形石器 硬質頁岩 6 17, 55 16. 09 6. 45 2.07 

第74表第33プロック出士石器属性表

挿図番号 遺物番分 器種名 母岩名
最大長 最大幅 最大序 重量 打面 打角 打面

背面構成
末端 鴎痕 遺存

偏 考
m鑓 lllll “m g 形状 剥離角 調整 形状 被熱痕 部位

筍114図26 l ?G-23-1002 石核 黒曜石 3 31. 23 24. 50 13. 66 5. 97 58 

I 7G-23-!003 剥片 黒曜石 4 23 57 26 51 5. 96 2.62 8(2) 114 !+ill H 

17G-23-1004 剌片 嶺岡頁岩 I 43 05 17 65 17. 14 6. 14 2 94 l F 

第114図25 l 7G-23-1005 剥片 硬質頁岩 I 38. 85 8. 95 9. 36 3. 13 13(8) 128 ＋ ] +rn H 

第75表第34プロック出土石器属性表

挿図番g 遺物番号• 器種名 母岩名
最大長 最大幅 最大序 瓜量 打面 打角

背面構成
末端 使用痕 遺存

接合 偏 考
日口 IDIII 111111 g 形状 剥阻角 形状 被熱痕 部位

7K-21-1002 礫 頁岩 20. 81 16. 31 9. 94 2. 44 H 104 

7K-31-1001 礫 頁岩 47 17 30 99 17. 92 24. 20 H 104 

7K-31-1002 礫 チャート 58. 13 50 29 35. 87 124. 69 H 

71(-31-1003 礫 頁岩 48. 63 34.07 23. 18 31. 05 }l 104 

7K-3J-1004 礫 流紋岩 47 30 31. 56 24 72 46. 06 H l05 

7K-3I-1005 礫 チャート 26. 24 14.12 13. 45 5. 76 

7K-3J-1006 礫 ホルンフェルス 釘 02 54. 79 37 13 201.40 H 

7K-31-1007 礫 頁岩 74. 57 53. 59 27. 97 11768 H 104 

71(-31-1008 礫 流紋岩 38.41 34. 95 24, 95 39. 64 H 105 

7K-31-1009 礫 頁岩 49 46 42.46 23 62 43. 72 H IO~ 

7K-31-1010 礫 頁岩 69.46 48. 75 25, 61 85. 68 H 104 

第117図I 71(-31-1011 敲石 砂岩 1 63.50 53.82 40. 44 161. 37 s 
71(-31-1012 礫 頁岩 28. 35 22．グ＇ 10. 26 6. 21 H 104 

71(-31-1013 礫 頁岩 19. 34 14. 17 10. 32 2. 50 H 104 

7K-3J-!0!4 礫 ホルンフェルス 61.86 31.02 27 77 54. 49 H 106 

7K-3HOIS 剥片 嶺岡頁岩 I 31. 90 32. 73 14 13 9 01 I 110 l+ID 

゜
L 

71(-31-1016 礫 ホルンフェルス 51. 18 42. 86 31. 64 49. 27 H 106 

7K-31-1017 礫 流紋岩 50. 28 36. 91 28. 65 69. 37 H 105 

7K-31-1019 礫 頁岩 39. 50 29. 55 12 99 11 39 H 

第76表第35プロック出土石器属性表

挿図番号 遺物番号 器種名 母岩名
最大長 最大幅 最大厚 重量 打iiii打角

背面構成
末端 使用痕 遺存

接合 備 考
111111 IIUII 11111 g 形状 剥離角 形状 被熱痕 部位

19J-68-1001 礫 砂岩 49. IO 40. 69 '?:7.91 46. 74 II 107 

19J-69-IOO!a 礫 砂岩 箕 82 29. 43 26. 90 32. 24 H 

19J-69ー1001b 剥片 黒曜石 I 17. 35 15. 09 3.41 0.55 I 92 l+ill F 

19J-69-J002 礫 ホルンフェルス 16. 97 II. 46 5.01 1.08 H 

19K-60-100la 礫 砂岩 7&97 51 97 37. 71 142. 95 H 108 

19K-60-100lb 礫 流紋岩 62. 51 40. 55 26. 29 53.03 H 

19K-60-100lc 礫 砂岩 認． 90 36 65 20. 15 36. 26 H 109 

19K-60-l()()Id 礫 礫沿 54. 15 24. 46 9. 59 12.43 H 

19K-60-100le 礫 チャート 41. 96 29. 30 21. 02 お．93 H 

!9K-60-!00lf 礫 砂岩 41 93 33 01 29. 41 26. 91 H 110 

19K-60-1001g 礫 砂店 31. 90 20. 40 10.糾 5. 61 H 110 

19K-60-!00lh 礫 チャート 31. 55 19. 67 17. 68 9. 88 H 

19K-60-10011 礫 砂岩 29. SI 23 20 17. 49 9. 58 H 

第119図2a 19K-60-1001j 剥片 黒隕石 I 31. 48 32. 94 10. 64 7. 94 I 128 I+D+ill F L Ill 
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挿図番号 遺物番号 器種名 母岩名
最大長 最大幅 最大厚 誼最 打面 打角

背面構成
末端 使用痕 遺存

接合 佃 考
mm n置 四 g 形状 剥離角 形状 被熱痕 部位

19K-60-l 002 礫 安山岩c 糾．45 52 63 41 79 112. 32 t1 

19K-60-J003 礫 砂岩 44. 11 34 58 25 58 30 06 II 

19K-60-1004 礫 砂岩 69. 31 41. 28 27. 94 101. 66 H 112 

19K-60-I 005 礫 ホルンフェルス 105. 19 62. 67 16. 54 101. 33 

19K-60-1006 礫 砂店 31. 93 27 70 23. 54 13 56 II 109 

19K-60-1008 礫 砂岩 49. 25 26. 59 18. 95 24. 99 H 110 

19K-60-1009 礫 砂岩 42. 38 39. 39 24. 27 36. 41 H 110 

19K-60-IOIO 礫 砂店 49.04 40. 07 26. 64 42 30 H llO 

19K-60-1011 礫 砂岩 割．87 4<1. 06 37. 31 107. 50 H 113 

19K-60-1012 礫 砂岩 65. 55 48. 93 20. 29 56 60 II 113 

19K-60-1013 礫 砂岩 糾．87 26. 61 14. 87 9 99 II 110 

第119因2b 19K-60-1014 剥片 黒曜石 I 34. 29 29. 35 9.86 6.63 I 128 l+U F R 111 

19K-60-1015 礫 砂岩 64. 03 35. 22 29. 78 71.60 II 110 

19K-60-1016 礫 砂岩 36. 10 24 84 18.69 24. 55 H 110 

19K-60-I017 礫 砂岩 51. 74 44 87 17. 46 38.82 II J 14 

19K-60-1018 礫 砂沿 68. 17 43 59 33. 27 83.01 II 112 

19K-60-1019 礫 砂岩 28. 74 25. 12 19. i2 12.82 H 

19K-60-1021 礫 砂岩 38. 07 26, 81 17. 66 15. 95 II 

l 9K-60-I022 礫 砂料 20. 13 14 54 II. 71 3. 32 II 

!9K-60-1023 礫 砂岩 2l. 40 16 28 13. 73 4. 60 H 

19K-60-1024 礫 珪岩 48. 41 36, 78 25. 48 35. 12 H 115 

19K-60-1025 礫 砂沿 40.糾 25 86 19. 54 22. 03 II 114 

l 9K-60-l 026 礫 砂岩 46. 08 36, 68 26. 88 32. 58 H 

19K-60-1027 礫 チャート 59. 58 40 82 35. 63 75. 89 II 

19K-60-1028 礫 砂岩 47. 70 36 79 21. 83 29. 63 

＂ 
114 

19K-60-1029 礫 砂岩 55. 3<1 30. 27 24. 90 カ． 63 H 

19K-60-!030 礫 砂岩 58 11 33 44 16. 62 あ． 23 H 116 

!9K-60-1031 礫 砂岩 51. 73 41 78 37. 33 別．21 H 108 

19K-60-1032 礫 珪岩 41. 07 39. 72 30. 50 48. 88 H 115 

19K-60-!033 礫 砂岩 43 47 35 67 18.77 25. 04 H 

19K-60-1034 礫 砂岩 53. Oi 36. 22 24 61 35. 60 H 110 

19K-60-1035 礫 砂岩 37. 06 34. 73 21. 37 25. 08 H 

I 9K-60-1036 礫 砂岩 20. 77 11. 09 8. 40 I. 71 H 

I 9K -60-1037 礫 砂岩 11. 13 8. 53 3. 57 0. 27 H 

19K-60-1038 礫 砂柑 61 09 37. 25 26 67 58. 07 H 

I 9K -60-1039 礫 砂岩 60. 98 49. 19 37. 28 119. 57 H 114 

l 9K-60-1040 礫 砂岩 47 86 34. 30 25.灰 28. 75 H 108 

19K-60-1041 礫 砂柑 36. 71 勿．20 19. 61 13. 51 II 

19K-61-1002 礫 氏岩 29. 26 23.08 17. 95 14. 90 H 

19K-70-1002 礫 砂岩 40. 12 以．39 19. 07 16. 18 H 

19K-70-1003 礫 珪岩 28. 33 18. 29 15. 67 7 21 H 115 

19K-70-1004 礫 砂岩 54,84 39. 10 21. 06 37. 14 H 110 

19K-70-1005 礫 砂岩 64 80 38. 71 24. 16 54. 74 H 116 

19K-70-1006 礫 砂岩 44 62 38. 56 18. 64 33. 52 H 116 

19K-70-!007 礫 砂岩 23. 75 17. 42 9. 80 3. 89 H 108 

19K-70-!008a 礫 砂岩 19 28 15. 75 10. 10 2. 63 H 

19K-70-1008b 礫 砂岩 16 50 II. 37 9 82 l 57 H 

19K-70-1009 剥片 黒躍石 2 13, 44 16. 99 12, 62 2. 54 1 90 I +" F 

19K-70-IOIO 礫 砂岩 39 24 笈i.52 20 12 14 15 ll 

19K-70-!0ll 礫 砂岩 59. 42 54. 94 34 89 79. 88 H 108 

19K-70-1012 礫 ホルンフェルス 103, 68 59. 50 14, 73 107. 53 H 

19K ・70・ 1013 礫 珪岩 30. 76 23. 62 15, 79 II. 19 H 115 

19K-70-1014 礫 葬岩 35 91 29. 90 27 97 24 79 H 115 

第77表 第36プロ ック出土石器属性表

挿図番号 遺物番号 器種名 母岩名
最大長 最大幅 最大厚 重量 打面 打角

-/..f面構成
末端 使用痕

接合 傭 考mm lllll 匹 g 形状 剥離角 形状 被熱痕

第122図3 19K-70-1001 二 屈濯石 I 34 42 49. 17 11. 76 13. 32 I 130 l+U H N 調整角58~72

19K-71-1001 刺片 懇曜石 I 38. 50 切． 20 16. 83 12. 32 I 142 l+m H 

19K-80-1001 礫 砂沿 56. 37 48. 62 18 90 48. 51 H 

l 9K-80-l 002 礫 砂岩 40. 67 21. 92 20, 24 17. 94 H 

19K-80-J003 礫 砂岩 33. 02 18. 94 17 23 9. 06 H 

19K-80-1004 礫 砂岩 28, 94 23. 43 10. 72 6. 37 H 

19K-80-1005 礫 砂岩 18 23 14. 18 13, 31 3. 09 H 
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挿図番g 遺物番号 器種名 母岩名
最大長 最大幅 最大厚 菫量 打而 打角

背面構成
末端 使用痕

接合 侃 考
mm 置皿 聞m g 形状 剥雌角 形状 被熱痕

19K-80-1006a 礫 砂岩 60 16 37. 41 25. 11 63 06 H 

19K-80-1006b 礫 安山沿c 47, 25 31. 95 15. 69 24, 25 H 

19K-80-1007 礫 砂岩 65. 08 36. 82 33.05 69. 45 H 

19K-80-1008 礫 安山岩c 28. 62 17 80 15 86 6.07 II 

19K-80-1009 礫 砂む 44. 71 30. 09 17, 58 18.40 H 107 

19K-80-IOIO 礫 砂岩 35. 57 23. 08 17, 93 13.65 H 

19K-80-JOI I 礫 砂岩 71 34 51 75 24 72 74.46 H 

19K-80-1012 礫 砂お 28.67 23. 63 12, 89 6. 22 H 117 

第122図6 19K-80-1013 石核 安山岩B I 57. 43 47 65 31 65 98. 19 58~66 H 

19K-80-1014 礫 砂岩 25. 96 18 19 17 84 6. 46 H 118 

19K-80-101Sa 礫 砂岩 44. 71 35. 48 13. 45 16. 09 H 

19K-80-1015b 礫 チャート 41.40 19. 02 5.64 6. 20 H 

19K-81-1001 礫 砂岩 52. 78 44 07 27.99 44. 69 H 

第122図5 19K-81-1002 石核 焦罐石 I 30.44 42.62 19.59 17. 41 52~60 

19K-81-1003 礫 砂岩 45.66 汲．06 19.20 19 89 H 117 

19K-81-1004 礫 安山店c 35. 20 28. 61 12. 72 JI. 27 H 

第122図4 19K-81-1005 石核 鼎囁石 2'l:1. 23 30. 29 15.81 II. 47 82~88 

19K-81-1006 剌片 屈曜石 I 9. 70 4. 65 2. 90 0. 06 L I+m 

゜19K-90-1001 礫 流紋約 33. 17 29. 14 15.01 19. 00 H 

l9K-90-l002 礫 ホルンフェルス 51. 26 47. 18 16. 77 47, 56 II 

19K-90-1003 礫 砂岩 37 51 23. 23 21.81 19 83 H 119 

19K-90-1004 礫 チャート 36. 91 23. 25 20. 63 16. 66 H 

19K-90-1005 礫 安山岩c 35. 81 31. 73 22. 78 26 42 H 

19K-90-1006 礫 砂岩 39 54 22 87 2L 11 19. 55 H 119 

19K-90-l007 礫 砂岩 44. 31 40. 07 30. 39 33. 14 H 118 

19K-91-1001 礫 頁岩 36 77 22. 89 12. 09 15. 72 H 

19K-9l-1002 礫 砂岩 19 90 16. 83 II. 23 3. 20 H 

19K-91-1003 礫 砂岩 44.50 41. 06 30. 83 53.05 H 119 

20K-Ol-1001 礫 砂岩 69.32 57 32 42. 29 186. 71 H 

20K-01-1002 礫 流紋岩 46.88 27 62 12 43 20.49 H 

20K-ll-1001 礫 砂岩 80.16 52. 59 30. 48 123. 65 H 

第78表第37プロック出士石器属性表

挿図番号 遺物番号 器種名 母岩名
最大長 1最大幅 l最大厚
llllll I 皿国 l 囚Zl

面

状

打
形

背面構成 末端 1使用痕遺存
形状被熱痕部位

蘭与

第123図1| 6k-22-1001 1 尖頭器 1 安山岩A
第123図2I 6K-22-1002 二次加工剥片 安山岩A

2
1
3
2
 

訟

氾
3
6
5
9
 

況

訊
2
4
8
0
 

n
牡 I十皿十V I 0 ー ，潤整角44~64

第79表 グリッド及び上層出土石器属性表

挿図番号 遺物番号 器種 石 材
最大長 最大幅 最大厚 重量 打面 打角

背面構成
末端
調整角
使用痕 遺存

接合 偏 考
IDll 11111 lllD g 形状 如賢納 形状 被 部位

71-30-1001 刺片 硬質頁沿 26. 04 16. 30 4.64 I. 16 I 118 I F 溝7-A

第127図26b 81-02-IOOla 剥片 硬質貞岩 25 32 18. 53 3. 60 0 81 C 106 1+11 H 120 Mnll内

第127図26a 81-02-lOOlb 剥片 硬質頁岩 9. 46 15. 54 2. 96 0. 33 C 106 I II 120 1"011内

6J-32-1002 剥片 安山杓B 34. 19 38. 28 9. 78 6.39 2 120 l+ID+V F 

BJ-12-1001 剥片 珪岩 16 21 16 52 6.07 1. 50 C 74 m+v s H 

笥125図10 9J-IHOOI 二片 凝灰岩 18. 69 お．00 8. 81 2. 98 l+C llO I 蕊 76 原位置不明

71(-21-1001 礫 安山岩c 56.12 47. 24 29. 30 114 88 H 

7K-32-IOIO 剥片 ホルンフェルス 39 02 36. 54 15. 14 13. 76 ll +m+IV+V s B 

SK-02-1004 剥片 安山岩B 31. 99 23. 36 7. 81 4. 94 I 104 I+Il s R 

8k-1001 礫 安山岩c 83.83 64. 12 30. 48 165.49 H 

9K-03-1001 礫 砂岩 68. 31 58. 80 46. 06 220. 72 H 

9K-03-2001 剥片 玉髄 50. 36 42. 28 10. 08 16. 65 1 116 l+V H 

8L-30-!001 剥片 玉髄 57. 52 56. 74 28. 32 62. 07 r+rn+v 

゜
B 

笥126図17 8じ30-1002 剥片 硬質頁岩 so. 32 25 75 12. 49 10. 65 5(4) 112 I+D F N 

I7G--02-1001 礫 チャート 37. 59 28. 43 16. 29 14.85 H 

第125図9 18H-21-100la 二 黒濯石 23 58 23 90 5 10 I 96 p m 56 分布図撫し

18H-21-l()()lb 剥片 黒曜石 11. 87 10. 40 2 01 0. 17 I F B 分布図無し

第l25図5 151-33-1001 彫器 嶺岡頁寇 34. 66 20, 05 4.68 2. 96 I 104 I+[V 臼 2 }l 

161-23-1001 刺片 チャート 30 17 38 45 ll. 50 8. 33 I+]] ＋m 

゜
B 分布図焦し

161-23-1003 別片 砂岩 ”e 23. 61 7. 99 3. 20 2 104 V F R 分布図燕し

161-23-1004 渕片 チャート 35.49 24. 73 II. 29 8. 78 I 136 l+Il+ill 

゜
分布図熊し

14)-20-1002 剥片 ホルンフェルス 71.63 お 17 9. 30 14. 03 !+ill F B 分布区燕し
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挿図番号 遺物番g 器種 石 材
最大長 最大幅 仕大囚 重量 打iiii打角

背面構成
末端
潟整角
使用痕 遺存

接合 偏 考
m田 IJill llllll g 形状 函員訥 形状 被熱痕 部位

第125図13 14J-22-I001 二次加工剥片 嶺岡頁岩 16. 85 15 00 4. JS I. 04 ] +m  64 H 

14J-22-1002 渕片 安山岩B 13 38 14, 72 2.00 0. 30 I 110 I H 

14J-22-1003 剥片 嶺11l1頁岩 35. 09 41. 57 9, 32 9. 17 I 122 l+Ul+V F 

第125図11 lSJ-03-1001 二次加工剥片 硬質頁沿 20. 48 18 84 6 68 I. 99 I 52 U! 

第127図27 17 J-01-IOOla 敲石 砂岩 糾 34 59. 22 41. 11 216, 61 s, ll 一括

17J-OI-1001b 礫 チャート 66. 18 38. 72 19. 59 50. 14 H 一括

17 J-Ol-IOOlc 礫 チャート 39. 10 34 27 22 46 23 82 H 一括

ISJ-21-1001 剥｝t 安山岩A 17 05 19. 54 3, 36 1.05 1+a+v ¥'!I 

第126図18 14K-00-100l 剥片 嶺岡頁岩 49. 82 3l. 09 11. 71 14. 34 1 128 I+V r N 分布図無し

14K-21-1001 剥｝ヤ 嶺岡頁岩 15. 12 22. 95 5 43 I. 36 6 68 I十田 II 分布図無し

14K-30-I001 剥片 安山岩A 16. 56 31. 94 8. 08 3.&’l 2 96 l+IIl+V s 
第126図15 ISK-01-1001 剥片 県曜石 26 46 19. 74 4 84 2. 35 1 120 I N H 分布図無し

第126図22 16K-OI-IOOJ 石核 砂岩 52. 10 113. 90 92 70 455 00 66 

13L-0!-1001 礫 珪質頁岩 50. 17 26. 47 13, 30 17. 99 Ii 

第127屈25 灌16-1001 石核 王粒 51. 21 42. 15 20 25 32. 04 奇 74

第125図2 083-lOOla 尖頭器 ホルンフェルス 63. 36 33. 51 11、64 21. 37 54～邸 ポジ面

第1お図I 083-lOO!b 尖頭器 安山岩A 48. IO 32. 19 13, 32 18. 60 52~82 

第126因14 545-1001 筏形石器 珪質頁沿 33. 30 17. 88 11 52 4. 98 

548-1002 剥片 嶺岡貞岩 お． 78 26. 05 11. 33 11. 85 7(3) ]20 I +Il十田 I{ 

第125図4 574-1001• ナイフ形石器 硬質頁岩 34. 56 18. 10 6. 85 2.88 !+IV 74～部 欠掛

第126図19 574-IOO!b 剥片 嶺岡頁沿 18. 50 22.お 3 87 0. 98 C 104 I N H 

第126図20 574-IOO!c 剥片 嶺岡頁岩 17. 47 17. IS 3 15 0 63 3 102 I F N 

574-1()()Id 刺片 嶺岡頁岩 II. 43 17. 04 3, 32 0. 49 I H B 

第127因以 576-1001 石核 嶺岡頁岩 39. 97 36. 97 IS 31 20.67 欧 80 H 

第1お図7 3号墳ー1066 掻器 黒曜石 35. 30 29. 83 13. 19 10. 92 I 140 l十皿十V 四 2

5号サ1-1019 剥片 嶺岡頁岩 13. 20 18.':YI 5. 17 0. 86 1 124 I H 

5サ墳ー1糾9 剥片 硬質頁岩 21. 03 妥！．47 3 74 l 75 I +IV F B 

第125図6 6号墳ー1159 局斧 蛇灰岩 91. 64 58. 54 17. 92 133 65 刃部角70

第127図23 8号頃ー1043 石核 頁岩 43. 65 44. 61 25. 79 44. 94 74~88 

第125図3 遺跡一括ー1002aナイフ形石器 黒曜石 43. 59 12. 94 12 54 5 16 1+m+v 70-1囚

第126図16遺跡一括ー1002b 剥片 黒躍石 37. 69 21. 90 6. 56 3 27 4(3) 118 I+a H N 

第126図21 6J~9K-JOOI 石核 安山岩A 23. 96 41. 76 32. 12 37.90 62~76 

6J~9K-1002 ，，，I片 ホルンフェルス 28. 51 34. 52 10. 05 7, 75 I 106 1+m+v H 

6J~9K-1003 剥片 頁岩 34.09 24. 12 13. 60 8, 92 3 136 r+a+v 

゜第125因8 6J~9K-1004 掻器 玉髄 26. 18 25. 22 10. 79 8, 1 1 L l+V 7臼 6

6J~9K-1005 剥片 安山岩B 40.47 11. 38 6. 86 2 07 I+Il s R 打面部ガジリ

第125図12 6J~9K-1006 二次加改片 硬質頁岩 14. 15 15.08 7. 17 I. 10 C 78 m+v 

゜
64~78 

6J~9K-l007 剥片 安山岩A 18. 22 8. 77 3. 92 0. 68 1+a+m F 8 

試掘-1001 礫 チャート 99. 21 64.01 42. 80 302. 81 II 

試掘ー1002 礫 チャート 52. 97 42. 31 24. 75 71. 50 H 
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